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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　クリスマスは死んだ






　世界がどう変容しようが、時間は動くし、年の瀬も迫る。

　霊れい破わ十一年は比較的まともに過ごせた年で、幽界も戦争も核爆発も飛行機墜落も人類虐殺も起きずに済んだ。それは日本に限らず海外、たとえば欧州でも同じことだった。普段が地獄だからこそめでたいことはちゃんと祝うべきだ。

　中でも待ち遠しいのは、クリスマスだ。

　イヴの夜、街々はイルミネーションに彩いろどられる。暖かい火の灯ともる家々にはツリーが飾られ、家族は語らい恋人たちは囁ささやき合い、信心深い者は変わることなく祈りを捧ささげるだろう。

　誰に？

　天に座います神か、隣のテーブルの悪魔か。人か獣か、来るとも知れぬ平穏な明日か。

　はたまた、彼方かなたの空より超高速で飛来する、この世ものならぬ『種』か。

　────喰ばくっ。

　捕食者は、一夜のうちに六万六千の人間と九十九万の亡もう者じやを喰くらって姿を消した。

　被害者数は、のちの試算で弾はじき出だした推定である。それは東欧から西アジアにかけて各都市を横断し、通過点の生者も死者も例外なく喰くい尽くした。

　正体は当然、不明。どこの何が原因なのかも一切不明。




　時を同じくして、日本の幽かく離り都市「東とう凶きよう屠と」で、奇妙な女が目覚めた。

　両者との関係性を説明できる者は──いいや、二つの出来事がほぼ同時に起こったと知っていた者さえ、誰一人としていない。




　東とう凶きようの外周に「血の河」が存在する。深く広く長く、足を踏み入れたものを二度と出さない死の底なし沼。外界からの流入、内部からの脱出の両方を拒絶する、血と臓物と汚お泥でいと水没者が沈殿するコールタールのような河が。

　その水面がにわかに泡立ち──ぷかっ、と女が浮かんだ。

　裸の女だ。女はつい今しがたまで寝ていたとばかりに「むにゃ」と呻うめき、生ぬるい液体にたゆたいながら、しばらくぼーっとしていた。

　ややあって、なんとなく状況を理解し、炎色の目を大きく見開く。

「──あーーーーーーっ!!　寝過ごしたーーーーーーーーーーーーーーーっ!?!?」

　女の名は火か楽ぐら木もく蓮れん。

　当年とって一九二歳。長らくこの日本で活動し続けてきた、本物の『死神』である。




　　　　　○




「これは、『兵器』によるものだ」

　明けて、十二月二十五日。荒涼とした廃はい墟きよに立ち、壮年の男は早々に結論付けた。

「兵器？」と隣の青年が聞き返す。

「そうだ。人でも亡もう者じやでも、まして単なる天災の類でもない」

　現場には人も、亡もう者じやも、獣も鳥も虫の一匹も、生きて動く者はいない。抉えぐるような執しつ拗ような破壊痕は地中深くにまで及んでおり、かつての街の残骸には、風だけが吹いていた。

　漆黒の神父服カソツクを身にまとう二人組は、しかしただ犠牲者に祈りを捧ささげに来たのではない。

　彼らこそは、特務機関『アナテマ』のエージェント。ロンドン塔地下深くに本部を持つ、亡もう者じやあるいは怪異またはそれらに関わる犯罪に対処する荒事専門の神父たちだ。年とし嵩かさの男は総隊長であり、腰に帯びた二本の長剣はその証あかしでもある。

　もう片方の名は、アシュトン・グレゴリー・デリック。通称アッシュ。

　アナテマ最強の作戦遂行能力を誇る、歩く最終兵器──にして、囚人である。

「ロシアの某組織で秘密裏に開発されている最新兵器の情報があってな。先ごろマークしていた研究所が原因不明の壊滅を遂げた。その施設の末路が、今のこの場所と酷似している」

「なんだいそれ。兵器とやらが本当だとして、露ろ助すけはそいつ自身にやられたのか？」

「暴走の可能性が高い。方法は不明だが、そいつは唐突に姿を現し、こうして所かまわず荒らすだけ荒らして消える。現場には何も無いように見えるが──」

　言って、総隊長は足元にさらさらと流れるものを指で掬すくった。

　灰だった。魂を失った亡もう者じやどもの、成れの果てだ。

　亡もう者じやは肉体の破壊では死なず、何らかの手段で魂を直接破壊、あるいは抜き取らねばならない。アッシュが知る限り、それができるのは銀製の武具、あるいはもう一人の──

「……兵器は、救済兵装に似たもので攻撃しているとでも？」

「魂に直接干渉するという意味では似ているが、この『亡霊兵器』はより質が悪いと言える」

　亡霊。

　引っかかる単語に眉をひそめたアッシュに、総隊長はこともなげに答える。

「件くだんの兵器の特徴は、人の手による、人間の魂を素体とした兵器だということだ」

「──へぇ。人間がね」

「人間とは業深いものでな。幽霊だろうが魂だろうが、新しいものが発見されれば、それを利用する手合いも当然出てくる。大抵の場合真っ先には軍事、続いて悪事にな」

「勤勉なことだ。もっと世界平和のこととか考えた方がいいと思うけど」

　途端に、背後の瓦が礫れきが吹き飛んだ。

　飛びかかってきたのは、異形の生物──のようなものだった。数は一匹、大きさは猪いのししの成獣ほど。全体のフォルムは昆虫に似ている。表皮の質感は肉というより樹木のようだ。陽光に照らされるその身は、驚いたことに、半透明だった。

　鋭い牙を覗のぞかせるその口は、人間一人を頭から吞のみ込こんで余りある。

「第Ⅲ種の使用を許可する」

　首輪が総隊長の音声を認識し、銃身を封じる電子ロックが開いた。

「第Ⅲ種対亡もう者じや用救済兵装『偽ぎ典てんデリンガー』封印解除──」

　抜き放たれるは長大な拳銃。幅広の剣のようなバレルに、端から端まで祈き禱とう文を刻み込んだアナテマ専用特殊兵装。弾も銀なら銃身も銀、一撃のもとに死者を屠ほふり去る福音の武器が、

「──彷徨さまよえる魂に、蒼そう光こうの祝福を」

　放つ銃火は、蒼あお。

　太陽の下にもなお眩まばゆい光条を刻み、銃弾はまっすぐ怪物を射抜いた。

　穿うがたれた銃痕はマグナム弾であることを考慮してもまさかと思うほど大きく、風通しの良くなった怪物は即座に沈黙。かと思うが早いか、二人の目の前で、肉一片も残さず消滅した。

「……こいつは？　例の兵器に関係しているのか？」

「その可能性は高い。どうやら、霊体のようだな」

　もう血も肉も塩も残っていない。まさに亡霊が祓はらわれたかのような有あり様さまで、半透明ながら確かな質感と重量のあったモノは影も形もない。

　アッシュは、次に己が何をさせられるのかとっくに察している。

「お前たちには、この本体を追跡してもらう。発見次第全戦力をもって即刻救こ済ろせ」

「戦闘要員は？　僕一人？」

「今回は複数で任務に当たらせる。既に他のエージェントにも通達が行っているはずだ。動員数はお前を含めて四名、後ほど各自のヘイロウの通信周波数を共有させる」

　アナテマの各エージェントは、戦闘用神父服カソツクの下にヘイロウと呼ばれる首輪を装着している。

　機能は主に着装者のバイタルモニタと位置情報の発信、通信および音声や映像の記録装置、簡易な電子機器へのハック、そして『最終救済兵装』へのアクセス。

「もう一つ聞いておこうか。亡霊兵器とやらの行き先に、見当はついているのかい？」

「目的地は読めん。だが、東に向かっていることは確かだ」

　東──アッシュは小さく眉をひそめた。

　嫌な予感がする。雲一つない空の果て、極東にこの世の地獄はある。

　その街を根城とする、魑ち魅み魍もう魎りようの荒事屋は、確か異名を──











第１章　誰が死神だ






『皆さんこんばんは、東とう凶きようスリーシアター・ラジオのお時間です。お相手はあなたのお耳の恋人ことＤＪフルソマ、今夜も内臓みたいにホットでキュートな情報をお届けしますよ！

　今夜はクリスマスですねぇ。皆さんはこの聖夜を誰とどう過ごしますか？　ＤＪはねぇ五股かけてるのがバレて彼女に殺されかけちゃって、なんとか生き延びたけどおかげでロンリークリスマスです。まあ命には代えられませんやな。つってもう死んでんだけど！

　えー本日最初のお便りはラジオネーム俊とし雄お君くんさん。僕のところにもサンタさんは来てくれるでしょうか？　一年間ずっといい子にしてました。プレゼントには立派なお墓が欲しいです。……あ～～まあねえこれはねえ、難しい話なんですが、ぶっちゃけ期待しない方がいいです。ＤＪは十年東とう凶きようにいるけど、サンタ見たことなんて一っ度もありませんからね。ていうかサンタって生きてるんでしょうか？　死んでるんですかね？　ま、どのみち、東とう凶きようにはサンタどころかサタンがお似合いでしょうね！　さてニュースのお時間ですが────』




　聖夜はおめでたく、穏やかで、家族や恋人など大切な相手と過ごす平和な時間である。

　などという常識は十年前に犬に食われた。

　どがんっ!!　と教会の壁をぶち抜き、漆黒の高級車が聖堂に飛び込む。

「なぁにがサタンだこのエセ宗教家どもが!!」

　このところ東とう凶きようでは『サタングロテスク』なる邪神崇拝が流行している。

　血染めの衣装に身を包むサタンが、八匹の屠ト啼ナ怪カイを連れて聖夜に空より降り立たん。そして万物を殺し尽くす猛毒を振りまき、地上に滅びをもたらす。サタンを崇あがめよ。滅びを寿ことほげ。

　妄言を吐くならまだしも、無差別自爆テロを企てているとなればその男の出番だ。

　教会に愛車ごとカチ込んだ彼の名は、御み殺そぎ十じゆう三ぞう。享年十八歳、取り立て屋。好きなものは妹とカネ、嫌いなものは聖職者と態度のでかい奴やつと人の話を聞かない奴やつ。

「滅びを待て！」「おのれ邪教徒！」「サタンの降臨！」「汝なんじに滅びを！」

　わらわらと襲い来るカルトを前に、ミソギは車から飛び出した。一対多数、右から左へまとめてぶちのめす。殴って蹴って斬って轢ひいて焼いて吸い込んで捨てる。無数のテロカルトと邪悪なオブジェの中心で、半分白髪の改造亡もう者じやが、一騎当千の大立ち回りを演じた。

　霊れい破わ十一年、十二月二十五日。世に言うクリスマスの夜。

　外はまだしも平和かもしれないが、幽かく離り都市『東とう凶きよう』となると毎年こんなものである。

　十年前の『幽界現象』で地獄の死者が地上に溢あふれ、日本の首都は丸ごと吞のまれた。今や総人口の九分九厘は亡もう者じやで、赤と白の二つの月の下で殺したり殺されたりを繰り返している。

「お……のれ……『死神』……」

「誰が死神だ」

　不良亡もう者じやの魂を狩る、通称『死神ミソギ』は、そのあだ名が嫌いである。




　　　　　○




　そんなわけで、霊れい破わ十一年のクリスマスはクソのミソに過ぎていった。

　聖夜を越えた二十六日、残り借金総額は、九十九億六千四百とんで四万円。

「……これじゃ明るく年を越せねぇ……」

『まあそうしょげるな。おぬしはようやっておる』

　優しい言葉だが、もとはと言えば借金を課したのはこの電話口の女である。

　地獄の閻えん魔ま、もうすぐ御年二〇四歳。由ゆい緒しよ正しき冥界の王。

　ある事情から、一度は死んだミソギを「不良亡もう者じやの回収役」に任命し、地上でこき使っている上司的存在だ。総計百億もの借金を返済しきれば、ミソギは肉体を取り戻し、人として蘇そ生せいされるという「特例措置」を受けている。

　それでも、半分くらい返してはいたのだ。ついこの間までは。

　去る十月末。ミソギは、ある亡もう者じやが起こそうとした「二度目の幽界現象」を阻止した。

　世界が滅ぶか否いなかの瀬せ戸と際ぎわだった。ミソギはそこでクソいけ好かない聖職者とチームを組んで、ああだこうだめんどくさい紆う余よ曲きよく折せつの果てになんとか『最強の亡もう者じや』──ハイドを倒し、『第六の天使』──三み途と川がわ泳くくりを救うことに成功した。

　……のだが、その際に色々とやらかしてしまい、借金は返すどころか爆増。閻えん魔まの温情でギリギリマイナスにはならなかったものの、返済生活は振り出しに戻った。

　今は、獲物を探してあちこちの揉もめ事ごとに首を突っ込み続ける毎日だ。ひと騒動を乗り切っても東とう凶きように火種が尽きたためしが無いので仕事に困らないとはいえ、いかんせん小粒な相手ばかりで借金はいっかな減る気がしない。

「なんかデカい稼ぎが欲しいんだけどなぁ。ハイドぐらいのレベルの敵てきっていねぇの？」

『無茶を申すな。地道にいくしかないのじゃ。引き続き期待しておるぞ』

　はいはい、と通話を切る。

　浅あさ腐くさの純喫茶『伝でん奇き屋や堂どう』は、仮設プレハブで営業を続けている。

　元あった建物は、ハイドの件で派手にブチ壊れた。飛行機の一部を叩たたき落おとされて。

　店の修復は建築用改造亡もう者じや業者たちの手で続けられているので、少し離れた空き地に仮店舗を構えている。一応開店しているのだが、客はあまり来ない。元からそうだ。獄卒のマスターは気にしているのかいないのか、今日も鼻歌交じりにコーヒーカップを磨いていた。

「ミソギ様！　マスター！」

　と、女の獄卒が買い出しから帰ってきた。伝でん奇き屋や堂どうのウェイトレスさんだ。なにやら慌てているようで、マスターが目を丸くしてそちらを見た。

「いかがなさいましたか？」

「あの、商店街で抗争が起こって。たぶんヤードセール関係のことだと思うんですけど……」

　ミソギはそれ以上何も聞かず、「わかった」とだけ答えて席を立つ。

　スマホアプリ『閻えん魔ま帳』をチェック。名前の載ってる奴やつがどれほどいるかはわからないが、少しでも稼ぎになるなら不良亡もう者じやはできるだけぶっ飛ばさねばならない。

「お気を付けて」

　マスターの忠言に、軽く手を挙げて答える。プレハブなので専用の駐車場が無く、そこらのマンスリーパーキングに預けている。料金も馬鹿にならないのだが。

　待ち構える愛車は、車種名『亡霊レイス』。

　６．６リットルＶ型12気筒ツインターボエンジンを搭載しながら、極上の快適性と、名が示す通り幽霊のような清音性を両立させた超高級車。

　もう十年来の付き合いになるが、実はこれ、借り物である。

　もともと地獄の閻えん魔まの私物であり、地上で仕事をする上で必要だろうと貸し与えられたものだ。前述のハイドの一件でバラバラのベキベキに破壊されたのだが、二ヶ月近く経たった今ではほぼ無傷で復活している。ちなみに前回やらかされためまいのする魔改造は戻っている。

　これには理由がある。そもそもが地獄由来の特殊な車であるため、ちょっとやそっとの故障は自動的に修復する、いわば『不死車』なのだ。といっても激しい損傷は修理の手が必要になるが、手助けと時間さえあればなんだかんだで復活してしまう。ちなみに、だからといってかなり乱暴な運用をしていることは借り主には伝えていない。絶対怒られるので。

「さて、もう一仕事だ」

　不死身のエンジンに火が入り、今こ宵よいもまた、死神の車が走り出す。




　　　　　○




　東とう凶きようのクリスマスツリーは肉と骨でできている。

　大体は見せしめの意味が強い。組織でヘマをしたとか裏切ったとか、まあ晒さらされるべき亡もう者じやどもで構成されるわけである。そいつらの骨肉で乱雑に組み合わせたツリーが、無駄に凝ったイルミネーションでびかびか煌きらめいている。クリスマスが過ぎても、片付けが面倒という理由でそのままだ。まるでこの街の象徴ではないか。

　そんな肉色ツリーの前に、競せり合あう亡もう者じやどもがいた。

「あァン!?　ヤードセールはよォ、すっこんでろやァ！　落ち目のゴミ連合がァ!!」

「ンだとコルルルァァ!!　テメこの誰の許可でこのここでその商売をそれこらァ!!」

「はァァ～ン!?　負け組がオメこのボケがこの！　テメェらの時代とっくにウルルァ!!」

「だァァコラテメこの貴様オラオラオラ！　オッッラァァ～～ン!?　クルァァア!!」

　そういう生態系のそういう鳴き声によるコミュニケーションかもしれない。

　かつて街を支配していた闇商売連合『庭先商売ヤードセール』が事実上分解し、東とう凶きようの組織図は混乱している。後釜を狙う勢力が多すぎて、戦国時代まがいの複雑極まる対立構図を描いているのだ。

「ッづァらっしゃテメェこの年越し祝いはオラテメェこの血ィドルァ!?」

「やッかましゃンなカスがもういくつ寝るとコラコラコラァ!?　ダァァラッシャァァァ!!」

　かなり興奮しているっぽいのでまず全員叩たたきのめすことにした。ミソギは近くのパーキングに車を停とめて出るが、自分の先に集団に歩み寄る者がいて思わず足を止める。

　女だった。

　雪のような白い髪の、汚い服を着た女。歳としの頃は二十歳に少し届かないくらいだろうか。丸く見開かれた眼めは鮮やかに赤く、一見して浮世離れしている。服はくすんだ緑や赤や茶色の不規則なまだら模様で、水着か何かかと思うくらいのタイトさのせいで豊満なボディラインがこれでもかと浮き出ている。色的には、なんだか大遅刻の汚いサンタみたいに見えた。

　一触即発のチンピラどもが女に気付き、一様に「なんだこいつ」という顔をした。

　女はぽかんとしていた。自分が何な故ぜここにいるかわからないとでも言いたげだった。ツリーを見て、亡もう者じやたちを見て、最後に自分自身を見て「ほわ」と口を開けている。

　様子のおかしさはともかく顔と体は極上にいいので、チンピラは「どっちの陣営がこいつをモノにするか」という競争に一瞬で切り替えた。一番近くにいた奴やつが女の前に立ち、下卑た目付きで無遠慮にその肢体を観察する。

「なあネエちゃん。冬にそんなナリで寒くねぇのか？　なんなら温めて──」

　最初、ぼろきれか何かを巻き付けているかに見えた。

　違った。女は全裸だったのだ。

　まだら模様はそれぞれ苔こけ、汚お泥でい、それからおそらく血だ。一体何をしていたのか、汚れは彼女のほぼ全身をべっとり汚し、イルミネーションをを受けてぬらぬら輝いている。

　最初こそ好色そうな目を見せた亡もう者じやだが、途端にその異様さに息を吞のむ。

「お、──おい。おま、お前、ナニモンだ？　何してきた？　どこの手のモンだこの──」

　女が、亡もう者じやの目を見る。

「大丈夫？」

「は？」

「火に色が無いんだけど」

　ひゅっ。

　何か「黒いもの」が通り過ぎたかと思えば、男が棒のように倒れた。

「おおぉおぉぉおおいッ!?」

「何やってんだテメーーーーーーーッ!!」

　周りのチンピラが一瞬で沸騰した。亡もう者じやはまるで命の火が突然フッと消えたかのようにまったく動かない。女は立てた人差し指の先にどういうわけだか炎を宿し、ゆらゆら揺れるそれをしげしげと観察しては首を傾かしげている。

　何かわからないが、ろくでもないことになりそうな気がする。

　ミソギが咄とつ嗟さに駆け出す。チンピラどもが一斉に銃を女に向ける。裸の女が予備動作ゼロで空中に舞い上がる。一瞬、彼女とチンピラどもの周囲が、不思議と暗くなったように思えた。

　──ふっ。

　そう思った時にはもう、二十は下らぬチンピラ亡もう者じやがドミノのようにばたばた倒れた。

　まばたきをしたつもりはない。視界にいきなり影を差し込まれた感じがしたのに、もう辺りは元通り下品なネオンで照らされている。まるで電気のスイッチを消しては点つけるような唐突さで、大したドンパチも起こらず、それは終わった。

「あぁれ～～～～？　おっっかしぃなぁ～～……」

　女はといえばその場にしゃがみ込んで、手の内で燃える無数の小さな火を見つめるばかり。

　火の色は、景気の悪い灰。

　ミソギは女に近付き「おい」と声をかけた。言いたいことは結構あるがとにかくまずは、

「……今、何した？」

　女は「お？」と顔を上げ、はじめてミソギを認識する。

「キミ誰？」

　彼女の瞳は、地獄の火と同じ赤色をしていた。

　人か、亡もう者じやか。こいつは一目見て「どっち」なのかわからない。

　瞳の輝きや肌の色ツヤは間違いなく生者だが、生きた人間の気配が存在しない。白い肌に赤い血のコントラストはどこか幽霊的で、こんなものは初めてだと、二の句が継げない。

　対する女もびっくりしていた。目をまん丸くして、ミソギの顔と手の内の火を見比べる。

「あ！　ごめんごめん。その前にこれ、返さなきゃ」

　女が火をふっと吹いたかと思えば、それらすべてがタンポポの綿毛を散らすように舞い、光の尾を引いて飛んでいく。一人一人の亡もう者じやの体に、入った瞬間、

「ッダァア!?」「ンっぞゴルルァ!?」「テメコノダッシャァァァァッ!?」

　めんどくさい奴やつらが一斉に起きた。どうも自分たちが何をされたのか一切覚えていないらしく、起き抜けの闘争本能で近くの奴やつらと無差別に殴り合う。アホの壮絶な同士討ちにミソギは呆あつ気けに取とられたが、とりあえずチャンスではあった。

「楽しそうだなお前ら」

「あぁ～～～～～んンン!?!?　あっ」

　チンピラどもからしてみれば縄張り争い中に変な女が来て、来たと思えば意識を失い、起きたと思えば混乱のまま殴りまくって目の前にいたのは。

「シニガッ!?」

　言わせる前に全員刈り取った。

　女は、荒くれ者どもが織りなす珍妙な捕り物を、ちょこんと座って見守っていた。

　ミソギは獲物たちの肉体から現れた魂の火を睨にらみ、右みぎ眼めにかかる眼帯を「がしゃッ」と開いた。機械仕じ掛かけである。知り合いの博士に頼み、着けながらにして右みぎ眼めを出せる開閉機構を仕込んでもらった。高くついたが。

　あるのは眼球ではない。深い深い闇と、その奥で光る熱を持たぬ火。

「──封と印じろ、『錠じよう眼がん』」

　旋風渦巻く鋭い音と共に、二十はくだらぬ魂が一斉に炎へと吸い込まれていく。女がそれを見て「わ！」という顔をする。

　繫つながる先は地獄。不良亡もう者じやの帰る場所であり、ミソギはこうした魂の取り立てを生なり業わいとし、回収した魂の罪の重さに応じて報酬を受け取る。とはいえ今回のは雑ざ魚こ揃ぞろいであるため、支払われる報酬も大したものではないだろう。

　亡もう者じやどもの魂の特徴は、灰色の火の玉であるということだ。

　そこで思い出す──さっきあの女が操ってた火は、そういえば。

「お前、魂を抜き取れんのか？」

「キミ、魂を地獄に送れるの？」

　振り返った時、女は鼻と鼻の触れ合う距離にいた。気配も足音も無かった。

「うわびっくりした!?」

「見せて見せてさっきのやつ！　あの眼めにずいーって吸い込んでずぽーって吞のみ込こんだの！」

「バカやめろ引っぱんな！　つかオレの質問に答え、いや千切れる千切れる!!」

　強引に眼帯をむしり取られそうになってミソギは焦あせった。揉もみ合あううちに突き飛ばす形になってしまい、女がすてんと転がる。野次馬が集まっている。傍はたから見ればこっちが悪人だ。

「ああもう、こっち来い！」

　ミソギは女の手を引いて車に向かった。相手はとりあえずトテトテついて来るながらも、

「キミ何者なの？　変なヤツー」

　この十年で最も痛切に「お前が言うな」と思う。

「ただの取り立て屋だ！　つーか服くらい着ろ冬だぞ今！」

　それもそうだ、という顔をして、女は急に止まった。

　結構強い力で手を引いていたにも関わらず、ミソギの方が引っ張られる。まるで足にいきなり深い根が張ったようだ。女は裸足はだしを路上にぺったり貼り付け、「できるかなぁ」「久しぶりだもんなぁ」とうんうん唸うなっていた。何が何やら。

　まあいいか──独りごちて、女は片足を上げ、

「藍らん火ひ影えい。変異・纏てん着ちやく」

　ぺちん、と足元の影を叩たたいた。

　直後、女の影が燃えるように色付く。

　地に広がる赤が「ゆらん」と波紋を立て、音もなく主の足に絡からみついた。逆巻く流水めいた影は主の全身を覆い尽くし、血や汚お泥でいを一片残らず弾はじき飛とばしたかと思えば、たちまちのうちに鮮やかな真紅のドレスとなる。

　時間にして数秒。現世の物理法則を無視した、完全なる「変異」だった。

「……お前……!?」

　その時、雨う炎えん鋼こうの義肢──地獄の金属が、石を投じられた水面のように小さく波打った。

　まるで、共鳴。初めての感覚だった。

「おーできたできた、これでおっけ。似合う似合うー？」

　色々言いたいことは、相変わらずある。あるがやはり、第一には──

「…………お前こそ、一体何者なんだ？」

　女は笑い、こう答える。

「ボクは火か楽ぐら木もく蓮れん。死神だよ」
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　　　　　○




　死神というのは、御み殺そぎ十じゆう三ぞうにとって「はなはだ不本意で大嫌いなあだ名」である。

　概念としては知っている。お伽とぎ噺ばなしだのマンガだのでいくらでも出てくるような奴やつで、大抵はホネホネ野郎で、黒いフードを被かぶり、でかい鎌を持っていたりする。

　だがこの十年間で本物の死神など見たことも無い。本当にいたら即刻自分のあだ名を返上してやりたいのに、いまだにそれが叶かなわないのが何よりの証拠である。

　少なくとも、いきなり現れた変な女であるはずがない。

　とはいえ、この「自称死神」を放っておけない自分もいた。人か亡もう者じやかわからない異様な雰囲気も、魂を引っこ抜く芸当も、何より雨う炎えん鋼こうと共鳴した異様な影が気にかかる。

　まさか、本当に本当の死神だとは思えないが。




　本当だった。

　仮設伝でん奇き屋や堂どうに戻った時、掃除をしていたウェイトレスさんが箒ほうきを落とした。

　続いてマスターがグラスを落として割った。二人とも啞あ然ぜんとしていた。

「あれ!?　薊あざみちゃんと弟おと切ぎりさん！　ここ喫茶店？　なんで現世こつちいんの!?」

「も、ももも、もく、もくれ、木もく蓮れん様!?」

「ご無事だったのですか!?」

　…………あれ？

　木もく蓮れんに駆け寄る二人。どう見ても知り合いだった。取り残されるのはミソギ一人だ。

「…………こいつ何なの？」

　かろうじて口を挟むと、「弟おと切ぎりさん」ことマスターが、木もく蓮れんを丁寧に指し示す。

「木もく蓮れん様は、日本の地で活動をしておられた死神でいらっしゃいます」

「聞いたことねえけど!?」

「うう、うっ、もぐ、もぐれんざまが、おだっしゃで、わだ、わだしはぁぁ……」

　ウェイトレスさんに至ってはガチ泣きである。何一つ知らない。死神？　日本の？　何の話だ。ミソギはスマホを取り出し、半ば助けを求める気分で閻えん魔まの直通回線へダイヤル。

『──木もく蓮れん？　おぬし、木もく蓮れんか!?　馬鹿な!!　生きておったのか!?　今の今までどこで何をしておったこの馬鹿者めが!!』

「あっ、クーちゃん！　クーちゃんじゃん!!　わーひさしぶりー元気してたーーー!?」

　知り合いだった。

　ミソギはいきおい木もく蓮れんからスマホを奪い返し、

「閻えん魔ま様！　おい!?　どういうことだよ!?　こんな奴やついたなんて聞いてねぇぞ!?」

『ミソギ……！　こやつはどこにおった!?　おぬしが見つけたのか!?　まさか東とう凶きようのどこかにいるなどとは、いや十分にあり得る話ではあったが……！』

「木もく蓮れん様！　もくれんさまー！　うわぁぁぁん!!」

「いいから説明しろよ！　ホウレンソウが大事っていつも言ってんの自分だろ!?」

『すまん、ちと動転しておる。誰ぞ！　誰ぞ茶を淹いれてくれぬか!?　あ、今わししかおらん』

「よもや再びお目にかかれようとは……諦めずに待ってみるものですな」

「だからぁ!!」

　ぐぅ。

　ものすごくでかい腹の音がした。

　目を見合わせる。ウェイトレスさん？　違います違います。マスター？　いえ私では。電話越しの音ではなさそうだし。

　見れば木もく蓮れんがちょこんと座り、ちょっと赤くなった顔で手を挙げていた。

「……あの～。何か食べられるもの、無い？」




　腹ぺこの女を拾うなんてことが、なんか前にもあった気はするが。

「……で？　結局どういうことなんだよ、閻えん魔ま様」

『すまん、伝えなんだのはわしの判断じゃ。いたずらに混乱を招いてしまうと思うてな』

　ミソギはマスターの淹いれてくれたブラックコーヒーをちびちび啜すすりながら、ひとつひとつ順を追って閻えん魔まの説明を聞いている。

　彼女いわく、火か楽ぐら木もく蓮れんは十年前の幽界現象を境に、ふっつりと姿を消したという。

　八方手を尽くして探しても見つからず、今の今まで行方不明だったと。実際にどこで何をしていたのかは一切謎であり、これは本人に聞くしかない。

　ぶっちゃけミソギは今かなり「ほんとかよ」と思っている。

　が、地獄も閻えん魔まも亡もう者じやも魂の存在も証明された現代だ。あだ名ではなく、本当の職業としての死神が存在していてもおかしくはないのかもしれない。

　それと最後に、どうしても確認しておきたいことがあった。

「……あんたクーちゃんって呼ばれてんの？」

『……あだ名じゃ。昔からやめよと言っておるが一向に改める気配が無い』

「閻えん魔まってそれ自体がそういう名前なのかと思ってたぜ。ちなみに本名は？」

　十年来の付き合いだが、そういえば彼女の名を聞いたことがない。「閻えん魔ま様」で通じたのでそういうものかと思っていた。少しの間を置いて、閻えん魔まは微妙に恥ずかしそうに答えた。

『…………梔くち子なしじゃ』

　とにかく彼女の現況について詳しく聞くこと。報告することがあったらまた電話するようにと早口で言い添えて閻えん魔まは通話を切った。何を照れているのか。

　さて──スマホを置き、ミソギは向かいに座る木もく蓮れんを見た。

　料理待ちだった。厨ちゆう房ぼうからは、ほんわりと鼻をくすぐる香ばしい匂いが漂ってきている。

「で……お前の話も聞いときてぇんだがな」

「うん、わかっ、ずび」

「ヨダレ拭け」

　木もく蓮れんは口元を拭い、続けるにいわく──

　死神とは、幽界現象以前から存在した、本物の「生死を司つかさどる神」である。

　死者の魂を回収し、冥府へ送り渡す。ではその死神が、今まで何をしていたかというと。

「どこでもない場所に、いた」

「……はぁ？　どこでもないって、どこだよ」

「そうだとしか言えないんだよー。多分あれは、現世でも、地獄でもない。なんにもない不思議な場所。そこにぷかーっと浮かんで、半分寝て、半分起きてるみたいな状態がずーっと続いてた。あれはたぶん、ふたつの世界の隙間なんじゃないかな」

　現世と地獄に境界があるとして、その狭間など存在するだろうか。

　そこはこの世とあの世どっちなのだろう。三さん途ずの川かわでも黄泉よもつ平ひら坂さかでもない「無」の空間が木もく蓮れんが過ごした十年のすべてだとすれば、なかなかにぞっとしない話だ。

「……今になって戻ってきたのは、なんでだと思うんだ？」

「ん～……」

「ハイドとの一件で、現世と地獄の境界がふたたび緩んだことが一因ではないでしょうか？」

　ウェイトレスさんに耳打ちされ、あるかもしれない、とミソギは頷うなずく。二ヶ月ほど前にハイドが起こしかけた、二度目の幽界現象。その影響ということは考えられる。

　木もく蓮れんは腕組みをして考え、思い付いたことをそのまま口にした。

「……ボクは、誰かに起こされた気がするんだよね」

「誰かって誰だよ」

「わかんないけど。なんかそんな気がする」

　いまいち要領を得ない話ではあるものの、起き抜けの意識というのはそんなものなのかもしれない。今後意識と記憶がはっきりするのを待つしかなさそうだ。

「──それで、現世と冥界が混ざり合っちゃったってホント？」

　次は、木もく蓮れんが確認を取る番だった。

　幽界現象──世界を引っくり返した十年前の大事件。東とう凶きようをそぞろ歩く死者の群れ。これまでずっと死者の魂を導いてきた女は、生死の逆転現象が起こった世界に真剣に驚いていた。

「ああ、ご覧の有あり様さまだ。で、オレは仕事でクソ不良亡もう者じやどもを地獄に叩たたき返してる」

「……マジか。いや、うん、マジなんだろうね。これ以上は自分の目で見なきゃだなぁ……」

　まあそうなるだろう。十年といってもただの十年ではない。どこぞにビルが建ったり消えたりなんてスケールの話ではなく、都市そのものがガラリと変わったのだから。今の木もく蓮れんの立場は、街が死ぬ瞬間に立ち会い、それからずっと留まっていたミソギとは真逆と言える。

　そこで、マスターが料理を持って厨ちゆう房ぼうから出てきた。

　オム巻きという食べ物がある。

　要は焼きそば入りオムレツである。昔ながらの豚肉とキャベツと玉ねぎの焼きそばを、薄焼き卵で包んだものだ。もちろんケチャップも乗っている。お好みで七味をかけてもよい。

　おお──と感嘆の息を漏らす木もく蓮れん。箸で割ると、焼きそばの香りがふわっと立ち上った。

　木もく蓮れんは口を開けて、おそるおそる頰張り──

　もぐもぐと、ゆっくり嚙かみ締しめ──

　ごっくん、吞のみ込こみ──

　いきなり滂ぼう沱たの涙を「だばぁ」と流した。

「うおぉいっ!?」

「も、木もく蓮れん様!?　わわわ、どうなさったんですか!?」

「まさか辛からすぎましたでしょうか!?　いえ、私の腕では不足と……！」

「う～～～～…………んーん。……んぐ……ずび」

　木もく蓮れんは目元と口元を幼児みたいにごしごし拭き、潤んだ赤目で三人を見比べ、

「あったかいごはん、久しぶりだなぁって」

　時間感覚さえ失なくしそうな奇妙な空間にあって、それでも自我を保ったままずっとそこにいた女は、腹が減ったとも眠いとも辛つらいとも感じなかったのだろう。

　十年ぶりのちゃんとした飯となれば、それはまあ、涙のひとつも流すのかもしれない。

　それにしてもドストレートな感情表現に、ミソギは思わず苦笑した。

「これから飯の度に泣いてちゃ水分足りねぇぞ」

「む。な、泣かないよ。これが最初だもん、特別！」

「はいはい。急がねぇからそれ食っとけ。オレは出かける準備しとく」

「あ、うん。──ねえ！」

　立ち上がるミソギの背に、木もく蓮れんが声をかける。

「キミの名前。そういえば、ちゃんと聞いてなかったんだけど」

「ミソギだ。御み殺そぎ十じゆう三ぞう」

「禊みそぎ？　──ミソギ、か。綺き麗れいな名前。よろしくね、ミソギくん」




　　　　　○




　さてここ最近の東とう凶きようの事情について、ミソギにはひとつ悩みがある。

「おい、あれ『賞金十億円』のミソギじゃねぇか……!?」

「間違いなく『最悪の救世主』ミソギだぜ！」

「あれはまさか『空飛ぶ高級車』のミソギ!?　すげえ、本物だ！」

「あたしサイン貰もらってこようかな……『地獄の子守り番長』のミソギさん……！」

　思いっきり顔が割れている。フードで隠していてもこのザマである。

「なにひょっとしてキミ有名人？」

「なりたくてなったわけじゃねぇよ……」

　なにしろ一度指名手配を受けたのがマズかった。前回の一件でミソギの顔と名は東とう凶きよう屠と民みんの大半の知るところとなり、その後の大騒ぎで彼の勇名（？）はほぼ盤ばん石じやくのものとなった。

　ハイドの真の目的、三み途と川がわ泳くくりと幽体麻薬の正体などはごく一部を除き誰も知らないため、必然的にミソギたちが具体的に何をしたか知る者もいない。「なんだか知らんがヤバいことを成し遂げたヤバい男」という噂うわさだけが独り歩きして、尾ひれもはひれもついて、今や見たことも聞いたこともない武勇伝の主人公として語られることも少なくない。

「ほへー。そんな面白いことがあったんなら、ボクも早く起きたかったな」

　能天気なことを。こうなるなら自分は車で待っていてもよかった気がする。

　いやしかし、一人でふらふら歩かせてまた何か面倒が起こると厄介だ。当の木もく蓮れんがよくわからない奴やつなので、何か奇行を働いたりしないか。たとえば妙な店に首突っ込むとか。

「ここって何屋さんですかー？」

　そうそう、ちょうどこんな感じで、

「ってオイ!!　何やってんだ!?」

「えーだって気になってさー。ほらここホスピタルって書いてあるよ？　ホスピタルって病院でしょ？　病院なのに繁華街のど真ん中でびかびか看板光ってるのヘンじゃん」

　それを語るにはまず東とう凶きよう独自のある文化について説明せねばならない。

　東とう凶きよう初期の都市伝説に「人間に戻る方法」というものがあった。

　曰いわく、生身の人間と性交渉した亡もう者じやは、相手の生命エネルギーを吸って元に戻れると。

　当然そんなわけはないのだが当時は酷ひどかった。屠と内ないに取り残された生き残りの人間は「そういう用途」でも追い回され、なんか違うらしい、とわかるまでそれなりの時間を要した。

　その名残が、歓楽街にショバを持つヤクザ亡もう者じやどもの「人戻り病棟」である。とっ捕まえた人間の女をずらりと並べ、大金をせしめて亡もう者じやを招く。その手の業務形態はとっくに廃すたれたのだが「病院」という文化は今もなお残り、張り出された医者のシフトには亡もう者じやのおねーさん達が思い思いの煽せん情じよう的てきポーズで写っている。心霊写真もある。

「オラ行くぞ！　お前にゃ関係ねー店だよ！」

「えぇ？　あれ？　あー、あーあー、廓くるわかぁ」

　店構えからようやく察したらしい。それにしても古風な言葉を使うものだ。

「すごいね、東とう凶きようじゃあれ病院ってことになってるんだ。キミ入ったことあんの？」

「あるわけねーだろ!!」

「えぇ～ホントかなぁ～？　男の子なんだろ～？」

　ミソギは都市伝説に惑わされたことは一度も無い。あらゆる都合のいい方法で「人間に戻るには」というデマが流る布ふされたが、そんなもので戻るなら百億もの借金を担かついでいないのだ。

　繁華街を通り抜けながら、木もく蓮れんのあれなにこれなに攻撃が連続する。

「あのお屋や敷しきっぽいお店なに？　料亭？」

「亡もう者じやウナギ専門店だ！」

「あれは？　向こうのサーカスのテントみたいなやつ！」

「改造亡もう者じやの見せ物小屋だ！　近付くな、三日に一回は爆発事故が起きるぞ！」

「あれなに!?　入口からすっごい音聞こえてくるんだけど！」

「地下の亡もう者じや闘技場だ！　ファイトマネーは雀すずめの涙だ！」

　他、悪徳ホストクラブ、ヤクザの事務所、ぼったくりバー、ダフ屋、ヤクザの事務所、不良亡もう者じやの犯罪ハローワーク、マフィアの隠れ家、幽霊だらけのラブホ、パチンコ屋（と見せかけてヤクザの事務所）と続く。どこもそうとは言わないが繁華街は大体クソの煮に凝こごりだ。

　ひととおり見て回り、病やま手のて線のガード下にある自販機コーナーで一息つく。

「なんか、みんな元気っぽいね？」

「そうなんだよなぁ死んでるくせによ」

「いやーびっくりした。こんなんなっちゃってんだ。そりゃキミも苦労するわけだよね」

　ミソギは缶コーヒーを、木もく蓮れんは東とう凶きよう名物血の池いちごオレ（引くほど赤くて死ぬほど甘い）を片手に、隣り合って壁を背にする。

「──これは、ボクの出番はなさそうかなぁ」

「あ？　どういう意味だそりゃ」

「あ、うん。大したことじゃないんだけど」

　くぴ、とドロついた甘い液体を一口含み、木もく蓮れんは続ける。

「死神ってさ、願いを叶かなえるのが仕事なんだよ」

　願い。

「最さい期ごの、ね。未練とも言えるかも。その願いを叶かなえて、迷いをなくして、あの世にすっきり連れてってあげる──それが、ボクの役目」

　なるほど、死んでも死にきれない想おもいを持つ魂は山ほどあるだろう。けれど死んでしまったものは仕方がない。木もく蓮れんは彼らの最さい期ごの願いを、今こん生じようへの決着を付け、閻えん魔まのもとへと導いてやる存在。それこそが、本物の死神なのだろう。だが──

「……まあ、死んだ奴やつらがウヨウヨ好き放題やってちゃ、死神が叶かなえるまでもねぇな」

　そうなんだよねー、と木もく蓮れんは笑う。

「どんなことにも意味がある。ボクが起きたのも、そういう理由からなんじゃないか……って思ってたけど、違うみたい」

　誰かの願いを叶かなえる──などと、ミソギは考えたこともない。物事に意味があるとも。

　すべては勝手に起こるだけ起こり、起こってしまった後で何をどうするかは自分次第だ。いつだって自分のことで精一杯だったミソギは、木もく蓮れんの思いも想像するしかないのだが、ともあれ言えることがひとつある。

「やることなんざ、後で幾らでも考え付くだろ」

「そうかな？」

「そうだよ。無けりゃ無いで適当にやりゃいいんだ。せっかくこの世に戻ったんだからよ」

　木もく蓮れんはきょとんと目を丸くして、ミソギの横顔を注視していた。

　やがて「ふふっ」と笑い、甘すぎるいちごオレを一気に呷あおる。

「──だね。ミソギくん、これからも色々教えてくれる？」

「仕事の邪魔にならねぇならな。ついてくる分には勝手にしな」

「やったぁ！　よろしく頼んます、センパイ！」

「やめろその呼び方！」

　こうして、火か楽ぐら木もく蓮れんはしばしミソギと行動を共にすることになった。




　　　　　○




　ここで御み殺そぎ十じゆう三ぞうの住宅事情の話に移る。

　住居兼活動拠点の伝でん奇き屋や堂どうが派手にブチ壊されたため、仮住まいを定めなくてはならない。

　そこで見つけたのが、浅あさ腐くさの住宅地にある木造モルタルのボロアパートだった。

　幽界現象どころか第二次世界大戦を死に損なったかのような異様な年季を感じさせるそこの利点は、一から十まで安さ。大家はいつ生きていつ死んだのかも不明な妖怪じみた謎のババアで、風ふ呂ろは銭湯、トイレは共同、洗濯は当然コインランドリーの六畳一間。とにかく伝でん奇き屋や堂どうの修理が終わるまでの辛抱と、緊急的に飛び込んだアパートの名は「浅あさ腐くさ極ごく楽らく荘そう」。ここが極楽だというならいよいよこの世に希望は無い。

「──で、今んとこ街の事情はこういう風にゴチャついてるわけだ」

「ふむふむ。ずぞぞ」

　二人してカップヌードルを啜すすりながら、畳に広げた地図を見下ろす。ミソギの手書きで各組織の縄張り、裏道抜け道回り道、安い駐車場からうまいラーメン屋まで雑多にメモした死神専用「東とう凶きようの歩き方」である。

「あ。ねえミソギくん」

「平和じゃねぇが、いまいちデカいヤマもねぇのが……ん？　なんだよ」

「そのコ同居人？」

　ミソギの後ろにボロボロのランドセルを背負った幼女がいた。

「うぉわ、またかよ!?」

　危うくヌードルをこぼすところだった。このアパートにはとにかく何かと幽霊が出る。幼女は中でも二番目に頻繁に出る方で、一番は枕元に立ってひたすら誰かに謝るハゲのおっさんだった。ある意味賑にぎやかだが、あいつらは家賃を払っているんだろうか。

　正直二人にはかなり狭い。マスターやウェイトレスさんはもっといい部屋を借りているのだからそこにすればいいのに、彼女が言うには「ここが一番肌に馴な染じむ」とのことだった。

　東とう凶きようの現状を知るためにはミソギにくっついていくのが一番なので、そういう意味ではいつでも出られる場所が好都合なのかもしれないが。

「今日はどこ行くの？」

「荒こう怨えん寺じのあたりがキナくせぇ。あの辺りにたむろってるヤクザ崩れが最近武器を集めてるってんで、何かやらかすだろうからその前に叩たたく」

　ヌードルが空になった。ひび割れた窓からは西日が差し込み、夜は近い。ミソギはレイスのキーを手に取り、壁にかけてあるカレンダーに印をつけた。

　十二月二十八日、午後四時仕事開始。

　──霊れい破わ十一年も、もうすぐ明ける。




　仕事自体は滞りなく終わった。敵対組織へのカチコミを企たくらんでいたクズの群れを漏れなく地獄に送り、閻えん魔まに報告して、ミソギたちは晩飯を取ることにした。

「いつもこういう感じで仕事してんだねぇ」

「面白いもんでもねぇけどな」

「いやいや、たいしたもんだ。かっこよかったよー」

　油じみた町中華は適度に賑にぎわっている。テレビからは野球中継が流れ、地獄から蘇よみがえった選手たちが神じん喰ぐう球場でルール無用の残虐野球を繰り広げているところだ。

　二人並ぶカウンター席で、ミソギは大盛りニラレバ定食とタンメンを、木もく蓮れんは五目チャーハンと天てん津しん麵と麻まー婆ぼー豆どう腐ふと餃ぎよ子うざと酢豚と肉団子を前にする。ミソギもたいがい喰くう方だがこの女はおかしい。聞けば「十年分の食い戻し」とのことだったが、金を払うのはこっちである。

　周りでは、仕事を終えたカタギの亡もう者じやたちが思い思いの時を過ごしている。かんぱーい、という声が後ろのテーブル席から聞こえた。

「前から思ってたんだけどさ。ミソギくんてお酒飲まないの？」

「飲まねぇ」

「どして？　未成年ってわけでもないんでしょ、成長止まってんのはともかく」

「トシなんざ気にしちゃいねぇが、車乗ってるからな」

　ニラレバをおかずに熱々の白飯をかっ込み、野菜の滋味が染しみたタンメンをひと啜すすり。こんな街で飲酒運転や居眠り運転や麻薬中毒運転など今さら誰も咎とがめはしないが、ミソギはそれでも、車に乗る時には酒を飲まない。自分で決めたからだ。

「ふふふ。へんなのー」

　お前が言うな。木もく蓮れんは握り拳ほどもある餃ぎよ子うざをぱくっと齧かじり、「おいし！」と目を輝かせた。

「──そういや話変わるけど、お前、閻えん魔ま様と昔っからの知り合いなんだろ？　前からあんな感じだったのか、あの人」

　ついさっきも閻えん魔まに電話をしたところだ。彼女はいつも通り報告を受け、報酬額を査定し、木もく蓮れんからも近況報告を聞いて仕事に戻った。ミソギは十年毎日欠かさずそのやりとりを繰り返していたが、そういえば、逆に十年開いた木もく蓮れんから見て彼女はどうなのだろう。

「そだねぇ。ずーっと前からああだったよ。真面目で、正直で、ちょっと偉そうで。いやほんとに偉いんだけどさ」甘酢ダレたっぷりの肉団子をぱくり、「ちなみに最初会った時からああいう喋しやべり方だったけど、あれお父さんの影響だかんね」

「え、マジで？」

　親おや父じいたのか。いや、それはいるか。先代から閻えん魔まの任を引き継いだそうだし。

「マジマジ。そっか知らないんだ。ま、わざわざ言うこともないか。キミにとってあの子は偉大なる閻えん魔ま様だもんね、うひひ」

　好奇心がくすぐられる。

「なあ、じゃあ閻えん魔ま様の昔の話とか色々知ってんのか？　オレ全然聞いたこともねぇんだが、実は前々から気になっててよ」

　木もく蓮れんは天てん津しん麵の器を傾け、かに玉のほぐれた醬しよう油ゆスープを飲んで、横目でちらり。

「そのニラレバおいしい？」

「……やらねえぞ？」

「ほーほー、情報提供元にそんなクチ利きいていーんすか、そーっすか」

「ちっ、わかったよ」

　でかいレバーをたっぷりのニラとモヤシを添えてくれてやる。

「じゃあねぇ、『地獄五丁目の大出入り』とか」

　いかにも面白そうだ。それは閻えん魔まが若く、今よりずっとツッパっていた頃の一幕だった。

「あとは、『賽さいの河原かわら巨大石の塔事件』」

　閻えん魔まの任を引き継ぐ前、死んだ子供たちの待遇を変えるべく起こした珍事。

「『血の池の水ぜんぶ抜く大作戦事件』」

　抜いてどうする。

　語らせれば止まらなかった。やがて野球中継は終わり、つまらないニュースに変わる。

　お互い時間の経過も忘れ、時計の針を見て木もく蓮れんは「あっ」という顔をする。

「──あれ？　あー、ありゃりゃ。話しすぎちゃった？」

「いや、いい話聞いたわ。んだよ閻えん魔ま様、ずいぶんヤンチャしてたんじゃねぇか」

「でしょでしょ？　なにー話してなかったの～？　カッコつけてんな～あいつ～」

　お冷やを飲みながら、いたずらっぽく笑う木もく蓮れん。長年の親友について話す時、彼女はとても楽しそうだった。ミソギもなにやら楽しい気分になる。気の置けない友人の馬鹿話。普通の高校生だった頃、教室で昼飯を食いながらどうでもいい話で盛り上がっていた、あの時の感覚を遠く思い出す。何十年も昔のことに思える。

「じゃ、逆にお前、この十年の話は知らねぇよな？　四年ばっか前のことなんだが──」

　ミソギが知らない木もく蓮れんの話──主に地獄や、閻えん魔まのこと。木もく蓮れんが知らないミソギの話──十年前の幽界現象以降の街の混こん沌とんや、その間の閻えん魔まとの仕事。肴さかなとしても膨大な話を、語って語り足りず、追加注文した皿が全部空になるまで続いた。

　やがて他の客はみんな去り、暖簾のれんはしまわれ、店の電気も最低限まで消えていた。

「っと、長居しちまった。……にしてもお前、マジに閻えん魔ま様と付き合いが長ぇんだな」

「うん。友達だよ。一番の友達」

　木もく蓮れんは、なんの屈託もなくにっこりと笑う。

　このご時世、何も考えずにそう断言できるような関係がどれほどあるだろう。

　クソみたいな十年を過ごしたミソギにとっては、逆に新鮮な気がする。

「いいな。今度からかってやっか。──んじゃそろそろ出ようぜ」

「うん！　──あ、そうだ。最後にさ、もひとつ聞かせてよ」

　なんだ？　──と言って振り向いたミソギの、眼前数センチのところに木もく蓮れんの顔が。

「その右みぎ眼めのこと。ボク初めて見た」

　眼帯越しに、木もく蓮れんはミソギの錠じよう眼がんに触れた。

「直接、向こうと繫つながってる。死者の魂を送るにしたって、本当はもっといろんな手続きとか認可とか書類とかそういうのがあるのにさ。これってどうやったらできるもんなの？」

「どうって、」

　いきなり着信があった。ミソギのスマホ、閻えん魔まからだ。

『調子はどうじゃ？』

　もう閉めるからさっさと出ろという店主、すっかり静かになった店内と、きょとんとする木もく蓮れん。調子もなにも、仕事の報告はとっくに済ませている。

「……いや、さっき説明した通りだよ。ちょうど飯食って帰るとこだ。どうした？」

『そうか。いや、ならばよいのじゃ。なにか聞きそびれていたことがなかったかと、今しがた急に気になってのう』

「んだよそれ」

『なんでもないならよい。邪魔をしたな。引き続き励むのじゃぞ』

　よっぽどでない限り、向こうから電話が来ることはない。なんでもないけど一応──みたいな適当な電話が来ることなどここ十年で数えるほどしかなく、しかし実際なんでもなかったから報告のしようもなく、だがこのまま切るのも憚はばかられる気がして一応、

「なあ！」

『なんじゃ』

「……木もく蓮れんのメシ代って、経費で落ちんのか？」

『…………報酬から差し引く』

　通話が切れる。期待していたわけではないが、仕方ない、きっぱり払うしかない。

「なんだったんだろーね」

「さあなぁ。気まぐれってのも閻えん魔ま様らしくねぇ話だが」

「まあほら、地獄耳っていうじゃん。閻えん魔まのクーちゃんもそうなんじゃない？」

「オレらの話を聞いてたって？」

「そこまでは言わないけどさ。でもま、あの子って勘がいいから──」

　颯さつ爽そうと暖簾のれんをくぐりながら、木もく蓮れんは肩越しに振り返る。

「ヤバい予感がする時って、わかんじゃない？」

「なんだそりゃ」

　なんだろね──自分で言っておきながら、木もく蓮れんは首を振り、笑う。
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　それから木もく蓮れんは、東とう凶きようのあちこちを巡り、亡もう者じやたちを観察し、街の様子を目に焼き付けた。

　彼女が居い候そうろうして長いようで短い数日が過ぎ、いよいよ年の瀬迫る十二月三十日。浮かれムードの屠と内ないを回るだけ回って、木もく蓮れんはミソギに連れられ、棲すみ蛇だ区くの親水公園で休憩している。

「──でもそれってのんびりすぎない？　結構見て回ったけど、ほんとに街中みーんな亡もう者じやじゃん。何百万人いるのって話。あれ全部地獄に戻さなきゃなんでしょ？」

　ミソギから電話を借り、木もく蓮れんは閻えん魔まと議論を交わしている最中だった。議題は、実際に東とう凶きようを回った所感と、その上で今後どうするべきかについて。

『無論、魂の回収は急務じゃが、優先順位というものがある。危険度の高い不良亡もう者じやを真っ先に回収し、現世の安全を確保する。他はその後じゃ。亡もう者じやとはいえ人に害を加えぬ者や、奴やつらなりにちゃんと生活しようとしている者もおるゆえな』

「終わるまでに何十年もかかっちゃうと思うけどなぁ」

『覚悟の上じゃ。それほどに地上に残った爪痕は深く大きい。それに日本の亡もう者じやの大半は東とう凶きように集まっておるゆえ、ここさえ正常になればあとはすぐ終わると見ておる』

「でもさ、ミソギくんは百億？　だっけ？　全部払っちゃったら一抜けでしょ？」

『契約は契約じゃからな』

「ふーん……クーちゃんは変わんないねぇ。きっちりしてるとゆーか、正直とゆーか」

『わしはわしの仕事をしておるだけじゃ。お主こそ頼むぞ。必要な道具があればこちらで揃そろえるゆえ、ミソギと手を組み、奴やつを手助けしてくれ』

「うん、そこはまー考えておきます。ボクだけのんびりしてらんないもんね」

　そこから話題は軽い雑談に移り、また少しの間談笑した後で木もく蓮れんは通話を切る。

「うい、あんがと」

「おう。閻えん魔ま様、なんて？」

「ボクに現場復帰して欲しいっぽい。キミは借金返したら東とう凶きようを出るんだし、いつまでもこうしてらんないよね。最終的にはボクが全部引き継ぐ形になるのかな？」

　普通に考えればそうなる。ミソギはこの道十年だが、木もく蓮れんの死神歴はもっと長い。これまでは仕事を手伝わせることはなかったが、このまま魂の取り立てを続ける上では、バディを組んだ方が効率はいいだろう。少なくとも彼女は文句も皮肉も言わなそうだし勝手に暴走しなさそうだしこっちに銃口を向けなさそうだし、ヤバくなさそうだ。

「ミソギくんはさ。この十年どうだった？」

　木もく蓮れんは川沿いのベンチで足を組み、こちらを見つめている。

　夜明け前の薄暗い中でも、彼女の朱あかい虹こう彩さいは輝いて見えた。

「色々あったわけじゃない。クーちゃんと組むようになってさ。で、お金稼いで、大変な事件を解決したりもして。どう？　嫌になったりとか、しなかった？」

　どうもこうも、やると決めたのはこっちだ。

　崖に落ちようとしていた人間が、ギリギリで摑つかんだロープのボロさに文句など言うまい。

「そんなもんで嫌になるならとっくに逃げてるよ。人間に戻る為ためだ、やるしかねぇだろ」

　道は限られているのだ。ゴールさえわかっていれば、これほどやりやすいことはない。たとえ遠くとも、転んで汚お泥でいにまみれても、振り出しに戻っても、行けるなら。

「んふひ」木もく蓮れんは頰ほお杖づえをついてにまりと笑った。「かっこいーじゃん」

「おだてたって何も出ねぇぞ」

「そんなんじゃないでーす。──そうだ、一回本物の死神のお家芸っての見せたげる」

　踊るように立ち上がる木もく蓮れん。影から成したドレスの裾が翻ひるがえる。

　かつんっ、とヒールの先端が、石畳を突いた。

「藍らん火ひ影えい。変異、展延」

　瞬間そこから木もく蓮れんの影が展開し、半径ざっと三〇メートルほどの円状に薄く広く伸びる。

　目を剝むくミソギの視界に、小さな光がぽつぽつ映る。影の泉から次々と浮かび上がるそれは火だった。ひとつひとつが指先ほども小さく、無数にあって、黒い蠟ろうの先端にある。

「ボクには、命が蠟ろう燭そくの火に見える」

　ミソギが錠じよう眼がんで吸い込んできた魂と同じ理屈だ。それよりは小さく、整っており、燃え方も静かだが、色は同じだった。色の無いモノクロームの火だ。

「ここにある蠟ろう燭そくは、近くをうろつく亡もう者じやみんなの分。ざっと二千くらいかな？　こーやって転写して色や数をざっと確かめたりもできんの。火は全部灰色。亡もう者じやの色だ。だけど──」

　ず、と蠟ろう燭そくが新たに一本、ミソギの足元に生まれる。

　他のより太く長く、火が大きい。何よりも異質なのは色だ。半分は赤、もう半分は灰──まるでミソギ自身の髪色のように、左右できっぱり分かれている。

「生きた人間の魂は、綺き麗れいな赤色をしてる。──その点キミの火は特別なんだ。体も魂も半分ずつこっちとあっちにある。てことはどっちでもあって、クーちゃんの約束を果たせば、人間の部分が完全に戻る。いわば保留状態で、つまりはやっぱり半分ちゃんと生きてるんだな」

「半分人間、ねぇ。おもしれー冗談だな」

「半分だって人間は人間だよ」

　この世に何の疑問も無いというような顔で、木もく蓮れんは屈託なく笑い、

「ボクが保証する。御み殺そぎ十じゆう三ぞう、キミは人間だ」

　亡もう者じや。チンピラ。荒事屋。疫やく病びよう神がみ。クズ、ゴミ、バカ──死神ミソギ。

　十年でありがたくも様々な呼び名を拝受したミソギだが、「それ」にはとんと縁が無かった。

「──」

「ん？　どしたの？」

「…………いや。んなこと言われたことねぇから、ビビった」

「おっなになに、感動しちゃった？　もっと言ってやろうかー？」

「うっせ調子乗んな、余韻が吹っ飛んだわ今ので」

　顔を逸そらす。手の甲で口のあたりをガシガシ擦る。冥界金属の手は冷たくて固い。言われた瞬間の表情は見られなかった、はずだ。ところが相手はなにやら見透かしたような顔で微笑ほほえむばかりで、気に入らなかった。こいつ相手だとペースが狂う。

「……ま、死神様の太鼓判だ、ありがたく頂戴しとくわ。もう帰るぞ。腹減っちまった」

「おー、照れてんなぁ？　かわいいやつめ」

　はいはいと聞き流して歩き出すのを、ご機嫌な木もく蓮れんが続く。歩きながら、

「安心してミソギくん。ボクはキミの味方だよ」

「はいはい、どうもどうも」

「なんとなれば、死神は命の管理者。人間の味方。つまりは現世の味方なわけですな」

「そりゃ心強いこって」

「だから、やっぱり、現きみ世たちの為ためになることをすると決めたよ」

「そうかい。んじゃこつこつ地道に仕事してかねぇとな」

「ううん。もっと手っ取り早い解決方法がある。大事なのは、どっちを選ぶかだ」

　流そうと思って、引っかかった。何を言おうとしている？　出会った頃からまったく変わらぬ声色が、その時だけいやに寒々しく聞こえたのは、長年培つちかった直感によるものだろうか。

「……どういう意味だ？」

「──ね、ミソギくん」

　振り返るミソギに目に映ったのは、変わらず笑う死神の姿。朝日を背負うその顔は逆光に隠れ、細められた目だけが炎色に輝き、怖おぞ気けをふるうほど美しかった。




「地獄、滅ぼしちゃおっか」
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第２章　相変わらず最悪な街だ






　スマホでニュースを見ながら、フィリスは胸に重いものが落ちるのを感じた。

　クリスマスイヴに起こった災害は、『イヴの大消失』と呼ばれている。何万もの犠牲者が一人残らず「行方不明者」扱いなのは、これほどの大事件にもかかわらず死者や傷病者が誰一人として確認できていないからだ。

　この時代、はっきりと「死亡」が確認されることはむしろ救いなのに。

　バスの車窓から見えるロンドンの街並みは、どこまでも平和だった。七歳の頃にウェールズから転居して十年、この街は彼女の長くはない人生において安寧の象徴だった。

　それも、欧州最強の対亡もう者じや機関『アナテマ』の本拠があるからだろう。

　学生の身ながら、フィリスもまたアナテマの所属である。ある人物の「姉」として抜ばつ擢てきされたことを発端とするが、今はその役目も終え、東とう凶きようから帰国してしばらく経たつ。

　彼女は今、アナテマ支給の戦闘用修道服でなく、ある神学校の制服を着ている。

　今日は久しぶりの登校だ。長いこと病欠で通していたが、みんな元気だろうか。先生は、学友は。バスを下車すると、前を歩いていた女生徒が気配に振り返り、目を丸くする。

「──あれ？　フィリス？　フィリスじゃない!?」

　なつかしの級友に手を挙げ、挨拶を返そうとする。

　今は、己のやるべきことを。学業、仕事、人生をまっとうする。これが彼女の日常──




　ばたばたばたばたばたばたばたばたばたばたばたばたばたばた!!




　──なのだが、たった今打ち砕かれた。

　いきなり上空から漆黒のヘリが舞い降りて、地上をものすごい風とローター音に晒さらす。せっかく整えた髪やらリボンやらスカートが派手に踊り狂って、啞あ然ぜんと立ち尽くすフィリスの真上で、ヘリは長い縄ばしごを投じた。

　降りてきたのは、見覚えのある男だった。──あ、

「アッシュ!?」

　アシュトン・グレゴリー・デリック二十歳。アナテマ最強のエージェント、コードネームは『人レ喰イいヴ鴉ン』。好きだったものは姉、嫌いなものは亡もう者じやと口うるさい奴やつと馬鹿とオリーブ以外のピクルスとブラック無糖のコーヒーと苦い野菜と噓うそと渋滞。

「フィリス、仕事だ。すぐに出発する」

　平然と降り立つ神父服カソツクの美男に、フィリスは啞あ然ぜんとした。

「わ」わなわな震える唇から、かろうじて「私これから学校なんですけど!?」

「休めるよ。良かったじゃないか」

　彼の素性を知らない女生徒たちが、乙女の顔でざわめいている。そんな少女たちに素敵な笑顔で手を振ると黄色い悲鳴が上がるのだが、フィリスと向き合う時は普通に無表情である。

　しかも真上にはヘリだ。総合的に見て死ぬほど目立つ。いくらなんでも文句を言う権利があり、さすがに声を荒げかけたフィリスに、アッシュは淡々と連絡事項を述べた。

「今回のターゲットは、『イヴの大消失』を起こした相手だ」

　フィリスの顔色が変わった。

「──原因がわかったんですか？」

「ここでは言えない。ただ、おおまかな進行ルートの予測はついている。僕らはそれを追う」

　立ち尽くしたまま、フィリスは深呼吸する。

　ニュース記事の文面。廃はい墟きよしか残らぬ現場。素っ気ない数字でだけ表現された「推定犠牲者数」──惨劇慣れしたこの時代でも、ひときわ大規模な事件。

「……わかりました。行きます」

「急にやる気になったね」

「多数の犠牲者が出ています。解決のために手伝えることなら、なんでも」

　アッシュが口の右端をわずかに歪ゆがめる。笑ったのだ。女生徒たちに向ける表向きの笑顔とはまるで違うが、こちらの方が素である。
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　取り残されるのは学友の方だった。表向きフィリスはシスターを志す女学生であり、アナテマの件は伏せられている。本当はもっと話がしたかった。名残惜しげに手を振ると、彼女たちは突っ立ったまま反射的に振り返し、飛び立つヘリをただ見送った。

「君の任務は前回と変わらず、僕の情報担当補佐官だ。コンビを組んで現地で動く。それと今回は複数のエージェントが任務に参加するらしい」

　フィリスは「えっ」と目を丸くした。確かに、事件の規模を考えれば当然の判断ではある。

　だが、この人レ喰イいヴ鴉ンが共同任務というのは聞かない話だ。フィリスが知る限り、彼はどんな戦況にもたった一人で（制御役の「姉」を抜きにすれば、だが）戦ってきた。

「それほどの相手ってことだろう。あっちはあっちで補佐官を用意するから、別に君一人が他のエージェントまで担当する必要は無い」

　話はわかった。かなり重要な任務だということも。だからこそ微妙に釈然としない。

「なら……どうして私を指名したんです？　私は実働に関しては未熟もいいところです。今はあなたも誰かの制御と必要としません。どうして私を呼びに？」

「未熟？」アッシュが肩を竦すくめる。「第六の天使を、実質的に止めた女が？」

　あれは、数多あまたの偶然と人々の尽力に乗っかった上で、更に博打ばくちを打った結果だ。自分の力で成し遂げたことだなどと思ってはいない。ほんの少しでもボタンの掛け違えがあれば、凡人の自分は一発で消し炭か肉片になっていたところだ。

「それでも、やると言って、やったのは君だ」

　言って、アッシュはすっと横目を流す。

「……まあいい。やっぱり嫌だって言うなら、さっきの学校に帰すよ。どうする？」

　フィリスは数秒瞑めい目もくし、硬い背もたれにどっかり体重を預ける。

「行きますよ。なんでも手伝うと言ったのは自分です」

　アッシュは「ふ」と鼻を鳴らす。

「いい子だ」

「こんな時だけ年上ぶらないでください」

　ヘリはロンドン塔アナテマ本部に戻る。そこで準備を整え、長距離移動用のステルス輸送機に乗り込む流れとなる。

　アッシュとフィリスがロンドンを発たったのは、十二月二十九日の朝。

　ここから独自の空路を進み、ターゲットの足跡を追いながら、しばし空の住民となる。




　情報担当補佐官については、選択の権利がある。総隊長はアッシュにそう言った。

　任務遂行の妨げとならなければ、誰でもいい──アッシュにとっては新鮮な提案だ。なにしろ、これまでは向こうが「条件」に見合う相手を見みつ繕くろってきたのだから。

　──ずいぶん信頼してくれるじゃないか。

　アッシュは、皮肉げに笑って言った。

　彼が帰還した時の上層部うえの反応といったらなかった。頭のおかしな飼い犬がまともになって戻ってきた、と。これまでのように都合よく使えないばかりか、もしかしたら手を嚙かまれるかもしれない。今後の処遇についてずいぶん紛糾したそうである。

　かつてアッシュは、きわめて曖昧かつ危険な精神状態にあった。

　最愛の実姉を喪うしなってから、精神の時の進みを止めていたのだ。

　以来彼は十七歳～十九歳の金髪、緑の目を持つ女性を一方的に「姉」と認め、彼女の言うことしか聞かなくなった。このために用意した姉役の数は一人や二人ではきかない。最強のエージェント／細心の注意を要する異常者という、矛盾した存在こそがアッシュだった。

　アナテマの『人レ喰イいヴ鴉ン』は、最強であるがゆえに暴走時の危険度もかなり高い。

　そのための鎖として「姉」が機能し、最悪の場合の廃棄プログラムも用意されていたというが、精神の均衡を取り戻し、己の立場に自覚的になった男にそれは通用しない。

　何か理由を付けて処刑しろ、という声も当然挙がったようだ。

　だが、それをさせなかったのが当の総隊長だった。廃はい墟きよを見渡しながら、彼は言った。

「殺して欲しかったのか？」

「客観的意見さ。そうする方が賢いように思えてならない」

「お前が自分の命を捨ててまで飼い主に嚙かみ付つく愚か者ならそうしたがな」

　──アナテマに背を向けたとして、殺ししか覚えていない鴉からすに行く場所などあるか。

　総隊長は暗にそう言っており、事実アッシュもその通りだと思っている。

　だが、単に命が惜しいから首輪付きのままなのかと言えば、そうではない。

「そもそもの始めから、お前は神にも組織にも従ってなどいない。姉の縛りが消えた今、芯が無くなるかと思えば違う。より──確信的になった」

「はん。老人どもは、それが気に食わないようだね」

「私は、だからこそいいと考える」

　総隊長は淡々と、理路整然と、最初会った時からまったく変わらぬ態度で続ける。

「お前はアナテマの最高傑作だ。組織に依よらず、神にも縋すがらず、ただ己の信ずる正義だけに従ってすべての地獄を踏破する。そう在るべく産まれた男を、私がそう在れかしと整えた。然しかるに、今お前を動かすものが何であろうと構わん。自分勝手な欲望でもな。破門者とは、もとよりそういうものだからだ」

　アナテマの聖職者は、自らを「破門者」と名乗る。

　神に仕える身でありながら、諸もろ手てを血に濡ぬらす汚れ仕事ウエツトワーク。必要とあらば奪いも殺しも平然と行ってよしとする者たちがまともな聖職者であるわけもない。その子飼いの殺人鬼が今さら多少変わったところで、大して問題はない──使える限りは。

　アッシュは小首をかしげ、亡なき姉に似た中性的美貌を笑みの形に歪ゆがめる。

「その自分勝手な欲望とやらが、あなたを殺さないと断言できるか？」

「この世に絶対は無い。仮にその時が来れば、私が責任を持ってお前を始末する」

　瞬間、腰の長剣の柄に絡からんだ殺気は、わざと露あらわにしたものだろう。本物だった。感情の不純物が一切絡からまぬ徹底的な殺意。

　いいだろう。どの道やることは同じだ。

　放たれた弾丸が自ら軌道を変えることはないと、アッシュはよく知っている。




　　　　　○




　十二月三十日──早朝、東とう凶きよう。棲すみ蛇だ区の川沿いにある親水公園に戻る。

　ミソギは最初、木もく蓮れんの言葉に「なんだと」とすら言い損ねた。

　まったく予想外の角度からやられると受け身すら取れない。

「──どういう意味だ、そりゃ」

「そのまんまの意味。あのさ、そもそも亡もう者じやが来たのはどこから？」

　形のいい指を教きよう鞭べんのように振るい、木もく蓮れんは続ける。

「地獄。だよね？　地獄と混ざるまで現世ではこんなこと起こらなかった。今の、肉体は死んでも魂で動くってのは地獄のシステムなの。亡もう者じやの存在は地獄に紐ひも付けられてるのね」

　その亡もう者じやが地上に溢あふれたから、必死こいて送り戻しているのが今だ。きりがない、と考えたことはミソギとて一度や二度ではない。だが、これはもうそういうものではないか。

「だから、元を断っちゃえば亡もう者じやはみんないなくなるの」

　その認識に、死神が大おお鉈なたを振るう。

「地獄がなくなっちゃえば『死者が魂ある限り動く』って物理現象そのものが無くなる。今いる亡もう者じやはみんな火が消えた蠟ろう燭そくみたいにいなくなって、地上は人間だけの元通りになる。火事の時に、いちいち火のひとつひとつを選んで消して回る暇なんて無いよ」

「いや──んなもん、どうやって」

「地獄が無限だと思ってる？　確かに日本全体よりずーっと広いけど、あれは閻えん魔ま様ひとりの采配で機能してる世界なの。たとえば、どうにかしてクーちゃんを殺」

　ざわっ。

　瞬間、ミソギから放たれた圧が、木もく蓮れんの言を強制的に中断させる。

「………………正気で言ってんのかてめぇ」

「ボクはずっと正気だよ」

「閻えん魔ま様は、一番の友ダ達チ。そう言ったのはお前だぞ」

「そうだよ。だけど、閻えん魔まと死神は違う。ボクにはボクのやるべきことがある」

　すべてのことには、意味があると。自分が目覚めたことも同じはずだと木もく蓮れんは言った。

　これがそうだと、言わせるわけにはいかない。

「一度だけ言う。やめろ。それでもやるってんなら──」

「どーすんの？」

「ふんじばって閻えん魔ま様に突き出して沙汰を待つ。手荒にやっても死にゃしねぇな？」

「ええ～？　じゃボク抵抗しなきゃじゃん。やだ～こわ～い」

　二人の間を流れる空気が、瞬間に一段も二段も冷え込んだ。

　木もく蓮れんは笑顔。ミソギは真顔。静かに構えを取り、間合いを測る。

　木枯らしが梢こずえを揺らし、亡もう者じやの鴉からすが一斉に飛び立って、木もく蓮れんの影が波紋を生んだ。

「──藍らん火ひ影えい」

「雨う炎えん鋼こう！」

　同時に命ず。変異──

「伐ばつ殺さい」

「抜刀ッ!!」

　暁あかつきに閃ひらめく刀が、光を映さぬ影の刃が、同時に現れ出た。

　刹那に間合いへ。右腕より伸びる刃は、半ばから立ち折れてなお長く鋭い「亡もう者じや刀」だ。

　地獄より蘇よみがえったのは生き物だけではない。魂の宿る刃はミソギと同化し、万物を斬り伏せる死神の牙として復活を遂げた。

　ぎんッ!!　──最初の一いつ閃せんは受け止められ、喰くい合う刃の大きさにミソギはぞっとする。

　木もく蓮れんが舞い、横ざまに無音の斬撃。狙いはまっすぐ首。瞬時に飛とび退のいて間合いを外す。赤色の三日月が翻ひるがえったかと思えば、木もく蓮れんの手で曲芸のように回転してぴたりとこちらを向いた。

　持ち主の身長よりも長い、柄尻から刃先まで赤一色の、それは大鎌だった。

「つっても、日本の死神って鎌とか持たないんだけどね、本来」

　ぐっぱ、ぐっぱ。ブランクの有無を確かめるように、木もく蓮れんは鎌を担かついで両手を開閉した。

「でもま、パブリックイメージっての？　西洋の文化がこっち入って、死神ったらコレっしょみたいな印象が固まってさ。だからボクも乗ったの」

「律りち義ぎなこった。死神様ってなコスプレ趣味まであんのか？」

「イメージは大切だよ。それって信仰だ。死神かくあるべしとゆーアイコンがあるのなら、使った方が色々やりやすい。キミも死神名乗るんならそこんとこ意識しなきゃだぜ？」

「好きで名乗ってるわけねぇだろッ！」

　踏み込み、斬り払う。紫電が半円に走った時、木もく蓮れんは既に何メートルも後方の空中にいた。

　雨う炎えん鋼こう、変異。ミソギの左腕が蛇のようにしなり、ぼっ、と伸びる。

「おぉうっ!?」

　捕まえた。空中の木もく蓮れんの足を摑つかみ取とり、一気に引き戻す。待ち構えるは右の亡もう者じや刀。変幻自在の雨う炎えん鋼こうはミソギの意のままに駆動し、文字通りの搦め手をも可能とする。この体勢からなら自慢の大鎌も振れまい。

「藍らん火ひ影えい──」

　だが、ミソギは忘れていた。

　彼の四肢そのものが武器であるように、火か楽ぐら木もく蓮れんは衣服そのものが武器であることを。

「変異・轢れき断だん！」

　刀の間合いに入った瞬間、ドレスのスカートが変形した。

　その裾がぶわっと広がり、廻まわり、丸まる鋸のこのような刃を成す。

　がぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎんっ!!

　高速回転するスカートの猛攻を、ミソギはかろうじて受けた。亡もう者じや刀が鋸のこぎりと嚙かみ合あって激しい火花を生じ、雨う炎えん鋼こうの右腕にまで激しく食い込む。ばぢんっ!!　──と弾はじき返かえすと、木もく蓮れんは羽毛のように宙を舞い、離れた位置に着地した。

　肩から出血し、悪態をつく。十年戦ってきたがスカートに斬られるなんて初めてだ。

　藍らん火ひ影えい。彼女のドレスを形作ってもいる、自在に変化する「赤い影」。悠然と立つ木もく蓮れんの足元で影が水面のように揺らぎ、黒に赤が混ざる。鎌とドレスがそうであるように、彼女が掌握し物質化している影は、赤く染まるものだろうか。

　また四肢がざわめく。生身の肌が泡立つ感覚にも似ていた。まるで共鳴しているようだ。

　千変の鋼、雨う炎えん鋼こう。万化の影、藍らん火ひ影えい──二者はおそらく、同じ地獄を起源とするもの。

「どしたー？　やっぱやめとく？」

「なわけあるか!!」

　斬り込む。鎌が翻ひるがえる。木もく蓮れんは柄をやわらかく握り、激流に舞う木の葉のようにミソギの猛攻を受けて流し躱かわして踊る。回り、斬撃。弾くミソギ。追って下から掬すくい上あげるような柄尻の打撃が跳ね、ミソギは逆にそれを靴底で踏み抜いた。隙ができたかと思いきや、木もく蓮れんのドレスがぶくぶくっと膨張し、千本は下らぬ針となって反撃にかかる。雨う炎えん鋼こう、変異・遮断。追撃を中断し、鋼鉄の盾と化した左腕で針を受け止める。

「すごいな、反応が速いや。さすが十年戦ってただけはある」

　ひゅる、ひょい、と逃げる木もく蓮れん。のらりくらりとした動きには戦意らしきものがなく、そのくせ思い出したように鋭い一手を仕掛けてくる。遊んでいるのか、試しているのか。

「──じゃあ、ひとつ見せて欲しいな」

　朝日を背負い、木もく蓮れんは宙を舞う。跳ぶというより浮くとでも言うべき異様な滞空時間。

　何のことだ──と訝いぶかしむミソギは、木もく蓮れんの鎌が異様な変形を遂げていることに気付く。

　柄が長く長く伸びて、地に垂れている。大鎌の刃は石畳に触れた瞬間、とぷん、と水没するかのように沈んだ。まるで空中から垂らす釣り糸の風ふ情ぜいだ。

　直後、ミソギは恐ろしいことに気付く。

　まだ陽は昇りきらず、空は明るくなっていても、この公園にはまだ影の割合の方が大きい。

　鎌が沈んだところを起点に、地面の影が一気に赤く染まる。

「藍らん火ひ影えい、変異、『灼しやつ景けい・紅あ弥み陀だ池いけ』！」

　──ぶわぁッ!!

　影が波打ち、全方位から迫る津波となってミソギに襲い掛かる。

　空さえ塞がれ、三六〇度すべてに逃げ場が無い。吞のまれる──

　直前、ミソギは「開門」を決断した。

　形を得た影が迫る。目を閉じ、集中──開いた右みぎ眼めに、炎色の「亀裂」を見る。

　──開き／飛べ！

　影の波が炸さく裂れつした。重油のような真紅はぶつかり合って凄すさまじい圧力を発揮し、巻き込まれたものすべてを粉微み塵じんに砕いてみせるだろう。

　中心には、既に誰もいない。

　次の瞬間、ミソギの体は空中にあった。木もく蓮れんのすぐ背後、走ったのでも跳んだのでもない、忽こつ然ぜんとそこに居た。見開いた木もく蓮れんの虹こう彩さいに、亡もう者じや刀を振りかぶるミソギの姿が映る。

「おぉっ!?　やっぱり！」

「頭ァ、冷やしやがれッ！」

　がぎんっ!!　──咄とつ嗟さに戻した鎌で斬撃を受け、木もく蓮れんは衝撃で吹っ飛ばされる。

「はぁ、はぁ……くそっ、やっぱキツいか……！」

　ミソギが着地する頃には、右みぎ眼めの炎は消えていた。長距離／長時間は無理だが、この程度なら開ける──ミソギは己の右みぎ眼めにかかわる能力を、今日までずっと研けん鑽さんしていた。

「思った通りだ。その眼めすごいよ。ねえ、今キミ一瞬地獄にいたでしょ？　で、次元の裂け目からこっちに戻ってきたんだ。そういう応用があるなんてボク初めて知った！」

　体勢を整え、木もく蓮れんが眼めをきらきらさせる。知るか。感動したんならそれに免じて妙な考えは取り下げろとさえ思う。ただし、やるなら続けるまでだ。

　しかし木もく蓮れんは、手から大鎌を消した。

「ねえ、取り引きしない？」

「あぁ……？」

　木もく蓮れんがヒールで己の影を突くと、ミソギの蠟ろう燭そくが再び現れた。人と亡もう者じやの、半分の火。

「キミの力が必要なの。この火を綺き麗れいな赤一色にして、完全な人間に戻りたいんでしょ？」

「何が言いてぇんだ、てめぇ」

　確かに、この十年は「人間」を取り戻すための戦いだった。たとえ何が起ころうとも、何度這はいつくばろうとも。己で決めた以上、進み続けるしかないと──




「クーちゃんからキミの体を取り返して、人間に戻してあげる」




　だが、そのゴールが、思いがけず近かったらどうするか。

　ブラフ。戦略。もしくはただのジョーク。瞬間に並べ立てた可能性のすべてを否定した。

　顔を見ればわかる。木もく蓮れんは、一から十まで本気で言っている。

「────今なんつった」

　傍はたから見れば、かなりの間抜け面だろう。

「簡単でしょ、地獄を滅ぼす前に奪い返しちゃえばいい。キミまで道連れにさせる気は無いもん。協力してくれたら、生き返れるよ。もうこんな生活する必要無い。ど？」

　蜘く蛛もの糸と呼ぶには大きすぎる光明だった。ペテンにかけられている気さえする。しかし死神の持ちかける取り引きには、本人の確信に満ちた態度から、得体の知れない説得力があった。

「死神は人間の願いを叶かなえる。その為ためにいるの。今こうして起きたのも、死神の仕事をするために必要なことだったんだと思う。だから──」

　不意に、木もく蓮れんが言葉を切った。視線が宙を泳ぐ。

「……今何か言った？」

「あぁ……？　何も言って──」

　聞こえた。

　声ではない。遥はるか地の果てから追いかけてくるような、高く細い風の音だ。

　木もく蓮れんが何かを見上げていた。視線はミソギの後方、空の彼方かなただ。音は大きさを増す。

「なにあれ」

　振り返り、ミソギも見た。朝空に線を引くそれは流星に見えた。超高速で降下しながら、まるで断末魔の動物のように激しく震えて軌道をぶれさせる。

　それが唐突に「かくっ」とこちらに軌道修正し、ミソギは反射的に叫んでいた。

「逃げろ!!」

　十二月三十日午前五時二十二分。大陸より来たるそれが、東とう凶きようの地に「着弾」した。




　　　　　○




　不意に後ろ髪を引かれたような気がして、アッシュは振り返る。

　何も無い。揺れる輸送機内の壁と、素っ気なく光る計器類があるだけだ。気のせいか。

「人レ喰イいヴ鴉ン」

　そっちの呼びかけは気のせいではなかったが、無視した。

「なあ、人ひと喰くい鴉がらすさん。無敵のカラス様よ。無視ってのはないだろうよ」

　資料によれば、目の前の男は『毒蛇ヴアイパー』。にこにこ笑う童顔は戦士というより気のいい文弱のようだが、瘦そう軀くを構成する縄のような筋肉を見誤るアッシュではない。更には、神父服カソツクから見える範囲でも体中に幾多の古傷が刻まれている。

「……寝てたよ。機内上映も機内食も無くて退屈でね」

「またまた。目ぇ開けてたろ。傷付くなぁそういう態度されちゃ」

　ちなみフィリスはアイマスクを着けて本当に寝ている。緊張のあまり眠れないと言っていたが、六時間を過ぎたあたりで限界を迎えていた。

「軍隊みたいに足並みを揃そろえるわけでなし、放っておいてくれないか」

「つれないこと言うなって。俺、これでも感動してるんだよ？　アナテマうちで最強のエージェントと初めてお話ができるってね。正直俺はあんたの存在を単なる士気向上のプロパガンダか何かだと疑ってたんだ。なにしろナマで見たことがなかったからね」

　薄暗い機内で、もう二人の視線もこちらに集まっている。

　フィリスより小柄だが眼光の鋭さが比較にならない少女は『風見鶏ウエザーコツク』。

　どんな時もガスマスクを外さない細身の男は『首ラ切ビりツ兎ト』だったか。

　アナテマのエージェントとなるには出自を問わない。より武器の扱いが上う手まく、より生存能力が高く、ただ有能であればよい。上層部こそ神への忠誠を重んじてはいるが、少なくとも現場に近い総隊長はさほど気にしていない。中には民間軍事会社ＰＭＣやどこぞのマフィアを古巣とする者もいると聞くが、全身を幾多の古傷で飾る毒蛇ヴアイパーはおそらくその類だろう。

「──にしても、そっちのガキは何よ？　あんたがわざわざ指名したというから一体どんな腕うで利ききが来るのかと思ったけど、こんなヘボそうなのが本当に役に立つのか？」

「君よりずっとマシだと思うけどね。なにしろ無駄話をしない」

　ひく、と細い眉が痙けい攣れんした。

「──『ノーフォークの黒犬事件』って覚えてる？」

「覚えてない」

「俺のだったヤマさ。本当あそこには俺が派遣されるはずだった。それが任務の確実性を上げるだかで、いきなり配置が替えられちゃってね。で、結果は大成功、あんたはものの一夜であそこに潜む『黒犬』を殺し尽くしてくれたってわけだ。──けどな、俺ならもっと早くやれたんだ。どこかの誰かに手柄を取られなけりゃな」

「文句は総隊長に言ってくれ。蛇には駄犬を殺す程度のことがそんなに大事なのか？」

　コードネームが示す通り、蛇の目が人外めいた冷たさを帯びる。隠す気ゼロのあからさまな殺気を受け、アッシュは眉ひとつ動かさない。

「……あんたとそこのガキが『第六の天使』を止めたなんて、俺は信じないからな」

「そうか。僕は君の何一つ信用していないよ」

　鼻を鳴らし、毒蛇ヴアイパーは自らの座席に戻る。静寂が戻る機内。

　彼らは、彼らの任務を進めるだろう。どうやらオペレーターは共通らしい。連携を取るのかもしれないがアッシュには興味が無く、パートナーを分けておいてよかったと思う。そもそも誰かと組むのにはもう懲りている。

　その時、全員に緊急連絡が入った。いきなり通知音が鳴り響いてフィリスは「ふわっ!?」と跳ね起きる。彼女が慌てて連絡事項を確認する頃には、全員もうそれを知っていた。

　亡霊兵器の出現地点についてだった。

　奴やつは西アジアを過ぎ、想定通りインドを横断。しばし各地を転々としていたようだが、ある時点でいきなりコースを絞った。まるで何かに気付き、一直線にそれを目指すように。

　大陸を突き抜けて海を越え、その先──モニタを見て、起き抜けのフィリスは呻うめく。

「……東とう凶きよう……！」

　場所を聞いて、アッシュは小さく悪態をつく。

　輸送機の到着予定時刻は、十二月三十日の夕刻。




　　　　　○




　それにとって、舞い降りた街は巨大なクリスマスケーキそのものだった。

　大きくて、汚くて、煌きらびやかで──美味そうで。

　それの本体は、せいぜいが成人男性ほどの大きさしかない。鈍にび色いろの甲殻に包まれた長球状の物体は、生き物というより機械的なおもむきがある。誰が知ろう、その物体が去るクリスマスに百万を超える犠牲者を捕食し、なおも尽きせぬ「食欲」を有する災禍の種であると。

　大陸を潜行し、行く先々の街や共同体で発芽し、情け容赦ない蹂じゆう躙りんの果てに海を越えてなお足りず、本能の赴くままに向かう先、極東の島国に極上の餌場はあった。

　瘴しよう気きが溜たまる死者の楽園。十年の時を経て熟成された、冥界に最も近い都市。

　種は着弾する。地下深くに潜行して芽を生ず。芽は秒単位で急速に成長して、いかな植物にも似ても似つかぬ巨大な幽霊花となる。花は花粉を散らし、花粉はひとつひとつが抱えるほどに大きく、そのすべてが芽吹き、成長し、幾千幾万もの捕食者を生み出す。

　それらひとつひとつに意志は無い。あるのは食欲のみだ。

　今や名付け親も喰くらった兵器のコードネームは、『畑に種を撒く者ポレヴイーク』という。

　かくして東とう凶きようにて、約十時間にもおよぶ「聖せい餐さん」が始まった。




　　　　　○




　ミソギは気を失っていた。

　いきなり地上に何かが墜落して、衝撃で小石みたいに吹っ飛ばされた。そこから天地が回って、何かにぶつかってまた跳ねて、川に落ちて流された。亡もう者じやは溺死もしない。前後不覚の朦もう朧ろうとした意識の中で、木もく蓮れんの言葉が跳ね回っている。




　──ボクが保証するよ。御み殺そぎ十じゆう三ぞうは、人間だ。




　死神。

　最初に自分をそう呼んだのは、確か、人間だったと思う。

　あの頃はまだ東とう凶きようを清潔にしようと躍起になる人間が多くて、あちこちで亡もう者じや対人間の組織だった対立が起こっていた。無頼の独立武装宗教団体が銃に剣に爆弾を携えて押し寄せ、彼らが信ずる神仏の教えを死者の体に刻み込もうとする様は今思い返してもうんざりする。

　ミソギは、そうした連中の侵攻にも首を突っ込んだ。

　──帰れ！　ここはてめぇらのいるような場所じゃねぇ!!

　当時まだ、亡もう者じやを滅する手段は知れ渡っていなかった。ただの武器で戦っても人間の勝ち目は薄く、亡もう者じやの巣そう窟くつである以上圧倒的な数的不利がある。みすみす無駄死にすることもないという意味で言ったのだが、人間にはこれが「亡もう者じやの守護者」に映ったようである。

　御み殺そぎ十じゆう三ぞうの十年において、こうした人間との戦いもまた大きなウェイトを占めていた。命を奪わず、殴り飛ばして追い返し、やってやられて、やられてやり返して。

　そんな中で誰かが言った。地上の冥界を守るなど、貴様は、まるで──

「死神、だとよ」

　いつかの仕事の後、愚痴のつもりで伝えたら閻えん魔まは一瞬黙った。

『──おぬしがそう呼ばれたのか？』

「ああ。神も仏もいやしねぇってのによ」

　閻えん魔まはいるけどな──と言いかけて、ミソギは「いちち」と情けない声を上げる。その日は特に手て酷ひどくやられた。ウェイトレスさんに傷口を縫ってもらいながらの電話だった。

『……そうか。死神とはまた、言うてくれたものよな』

「まったくだ。……くそ益体もねぇ。んなもんがいりゃ、世ン中もっと整理がついてる」

『どうした？　今こ宵よいは一段と疲れ切っておるの』

　まあな、とため息交じりに返す。何があったと問われ、言おうか言うまいか迷ったが、

「自爆テロだ。……人のガキが爆弾持って突っ込んできやがった」

　あれは中でも一層極まった過激派カルト団体だった。不意を突かれたが、こちとらその程度で死ぬ体ではない。ただ爆破の衝撃と、温かい血ち飛沫しぶきと、四散した小さな体と──前だけを見ながら時を止めた、少年の幼い眼まな差ざしが頭から離れない。

　血も臓物も汚お泥でいもいつものことだ。だが身に降りかかるそれが温かかった時、ミソギはいつもぎょっとする。生き物の血潮とは、本来は熱く、流れ出てはいけないものだと思い知る。

　止まるつもりは無い。だが、まだ雨う炎えん鋼こうの扱いにも慣れきっていない頃のミソギには、血臭の重くのしかかる夜が数え切れないほどあった。

『死神──というのは、もののたとえじゃろう。すべての死をおぬしが背負う必要は無い』

「……わかってるよ、んなこと」

　その日の電話は、珍しく長かった。ウェイトレスさんにちくちく縫われながら、どうでもいい話をした。内容も覚えていない。終わるなり、二階のベッドで泥のように寝た。

　そういう日が続き、人が東とう凶きようから徐々に手を引き、日を重ねるごとに東とう凶きようならではの死者の勢力図が形成されていき、ミソギは日々生まれる鉄火の間を生きてきた。そのうちに「死神」という名前は独り歩きして、取り立て業の合間合間にミソギ自身ににぶつけられた。

　──死神め。

　──お前が噂うわさの死神か。

　──死神が出たぞ！　あいつを殺せ！

　──何が死神だ、いい気になりやがって！

　──し……死神？　ちっ近付かないで！　私を連れて行くつもり!?

「──あ、ミソギ様！」

　ある夜、一仕事終えて伝でん奇き屋や堂どうに帰った時、ちょうどウェイトレスさんがテーブルに何か置いているところだった。菓子の折箱のようで、見るからに高そうだ。

「ただいま。なんだそりゃ？」

「それが、聞いてください！　実はこれ紅ぐ蓮れん羊よう羹かんといいまして、地獄の中でも一番おいしいって言われる高級和菓子なんです！　閻えん魔ま様がいつも頑張ってるから差し入れにと……」

「んんっ、んふんっ、オホンッ!!」

「……じゃなくて、たまたまそこに落ちてたのを拾ったんです～、ハイ～」

　マスターの咳せき払ばらいで慌てて訂正が入る。手遅れにもほどがあった。

　羊よう羹かんは不思議な味だった。氷のように冷たいのに、口に入れればほろりとほどける。中で何か燃えているかと思うほど赤いのに、舌触りは柔らかく、上品な甘みが口内を優しく包む。拾い物という建前なのに何な故ぜかミソギにだけ食え食えと進めてくる二人だったが、どのみち一人で片付く量ではないので分けた。ウェイトレスさんはあまりの美味さに泣いていた。

　とはいえミソギは、甘いものがあまり得意ではないのだ。

　後日の報告で、ふとそのことを切り出してみた。

「そういえば、なんか変な羊よう羹かんを…………拾ってな」

『……ふむ？　失うせ物もの探しを命じた覚えはないが』

「片手間のボランティアだよ。持ち主は見つかんなかったからネコババして全部食った」

『ほう。それはさぞかしよい羊よう羹かんだったじゃろう』

「悪くなかったぜ。何よりタダだしな」

『ふん』

　通話を切り、大切に保管されてある残りの羊よう羹かんを一口。とびきりの濃いコーヒーが胃いの腑ふに染しみた、あの夜は、いつのことだっただろうか。




　ざぶん、と冷たい水から這はい上あがる。どこまで流されたものやら。

「──クソが」

　どれほど気を失っていたかわからない。夜明けだったはずの空がもう暗い。遠くの街には炎の赤が浮き上がっていて、破滅の気配が鼻先にツンと来る。

　ああ、妙な夢を見た。

　死神の異名。十年の戦傷。電話一本で繫つながる冥府の王。嫌でも重くのしかかる。

「今更捨てろってか。笑わせやがる」

　こき、と首を鳴らし、ミソギは歩き出す。まずは何が起こったかを確かめなくては。




　　　　　○




「なんだ、こりゃあ……」

　レイスを拾い、走り出してすぐにこの世のものと思えぬ光景があった。

　樹きか、花か。異様に巨大な半透明の植物が、街のあちこちを破壊して天高く伸びている。

　各所で騒ぎが起こり、悲鳴が聞こえる。ラジオを付けるとノイズ交じりの声で、

『と、東とう凶きようスリーシアター・ラジオですーッ！　お相手はわたくしＤＪフルソマ、ってそんなこと言ってる場合じゃない気が、いやとにかく！　大変です！　なんかヤバい！　いきなり変なものが街中に生えて、変な奴やつがウヨウヨ湧いて、うわあこっち来たー!!　みなさん生きてますかー!?　あ、死んでんのか。ともあれご無事で！　ＤＪも避難しまあああああす!!』

　切れた。

　何が何やらわからない。アクセルをベタ踏みしようとしたところで、また悲鳴。

「たっ、助けてくれぇ!!」

　反射的に急ブレーキをかけた。巨木ほどもある植物が交差する路上、崩壊した駅舎から亡もう者じやがよろめき出る。片腕を失った男が、もう片腕で女の手を引いて必死に走る。何かから逃げているようだ。ミソギは考える前に叫んでいた。

「おい、こっちだ！　乗れ!!」

　こちらに気付いた二人の顔に希望の色が見えた。急げと言いかけて、

　次の瞬間、二人が消えた。

　横合いから飛び出した巨大な「何か」に、一発で丸まる吞のみにされたのだ。

　その何かは不ふ揃ぞろいな奇数の脚を持ち、熊ほども大きく、昆虫のような見たことの無いフォルムをしていた。前面に大きく開いた口にはびっしりと真剣のような歯が生え、底も見通せないその中に亡もう者じやの姿はもう見えない。

　そして、そいつはもうこっちを見ている。

　戦うか？　あいつを倒せば喰くわれた奴やつを引っ張り出せるか？　いや、一匹駆除したところで何の解決にもならないことをこの瞬間に思い知る。

　ついに崩れた駅舎の残骸から、似たような奴やつがぞろぞろぞろぞろ這はい出でてきたから。

「くそっ！」

　アクセルを踏み抜く。追いすがる異形を振り切り、ひび割れた道路を突き抜けた。

　木もく蓮れんの仕業か？　いや違う。多分これは、空から落ちてきた「何か」が原因だ。

　そういえば、彼女は今どこに？

　とにかくまず伝でん奇き屋や堂どう（仮）に戻らねば。マスターとウェイトレスさんは無事だろうかとまで考えたところで、ミソギは閻えん魔ま直通のスマホを落としてしまっていることに気付いた。

　大通りは、バケツで地獄をぶちまけたような惨状だ。

　逃げ惑い、喰くわれる亡もう者じや。横倒しになった乗用車や緊急車両。倒壊したビル、気味の悪い植物、我が物顔で跋ばつ扈こする怪物、炎、血、散らばる灰、倒れたままビカビカ光るネオン。

　いくしかない。寄り道のしようがない。フル加速するレイス。車体は燃え盛る現場に漆黒のラインを引き、蠢うごめく怪物どもに、全力でぶちかました。

　当たった。吹き飛ぶ怪物。しかし一体か二体がせいぜいだ。レイスは衝撃によってその場でスピンし、傾いた電柱をぶち降り、電話ボックスにぶつかって止まった。

　そのままレイスを降りる。ある程度掃除をしておかないと前にも後ろにも進めやしない。降り立つ路上は、ミソギが知る中でも五指に入る凄惨な状況下にあった。

「変異・抜刀!!」

　抜くが早いか、襲い掛かる怪物を一刀のもと斬り捨てる。異様な手応え。木肌めいた外皮は硬いが肉の部分がスカスカで、スポンジでも斬っている感じがする。一体を縦に両断、後ろから来る一体の顔面を蹴り潰し、続けざまに左右から二体が牙を剝むく。

「ちっ！　変異──」

　思い出す。木もく蓮れんの攻撃。束つかの間まの剣けん戟げきに、あいつは藍らん火ひ影えいをどう使ったか。

「──千本ッ！」

　イメージは剣山、反撃を兼ねた防御。

　ミソギの両腕が放射状に変異し、ばづんっ!!　と無数の針を突き出した。ハリネズミのごとく放たれた針が怪物を穴だらけにして撃破。これで、車一台は切り抜けられそうだ。

　そう思ったところで、また悲鳴を聞いた。

　逃げ惑う亡もう者じやたちだった。路地から、ビルの屋上からマンホールの中から、また冗談かと思うほどの怪物が顔を見せる。

「た、助けて！　助けてよ！」

　と、逃げてきたうちの一人がミソギに取りすがる。見たとこ十歳そこそこの子供の亡もう者じやだった。少年は既にボロボロで、煤すすけた顔は焦燥しきっている。助けてくれるなら誰でもいい、そんな顔で、炎に包まれる街の一点を指差す。

「母ちゃん……母ちゃんが！」

　当然のことながら──

　亡もう者じやだからといって、どいつもこいつも最悪の不良亡もう者じやなどではない。

　まともな亡もう者じやも多数いる。わけもわからず地上に放り出され、生を謳おう歌かするでも悪事に手を染めるでもなく、行き場を失なくしてここに流れ着いた者たち。この閉じられた街で仕事を見つけたり、物乞いをしたりして、その日その日を死にながら生きる屍しかばね。

　最終的にはみんな地獄に帰るのがあるべき決着だが、ミソギは、そいつらにまで手を出すつもりは毛頭ない。行きつけのラーメン屋や世話になってる情報屋や、顔を見れば挨拶をする近所の奴やつらもみんな亡もう者じやだ。

　そしてこの少年も、東とう凶きようで生きるしかない「まともな亡もう者じや」の一人だった。

「俺、何か悪いことしたかよぅ。なんにもしてねぇよぅ。いきなりこんなとこほっぽり出されて、ただ、生きてただけなのに……」

　亡もう者じや刀を構える。少年を引き剝はがし、アスファルトを砕くように大きく踏み出す。

「お前はどっかに隠れてろ」

　言い残し、変異。脚部のスラスターを爆裂させ、少年の視界から消えた。

　炎熱を吹き散らす突風。ミソギは全加速力を右腕の刃に乗せる。

　──斬ッ!!

　殻を断ち、肉を裂き、反対から反対へと抜ける感覚。まず一体。ミソギは右足を軸に回転し左脚を変異、鎌に変じた蹴撃でもう一体の胴を両断。近くにへたり込む女に叫んだ。

「とっとと行け！　ガキ待たしてんじゃねぇぞ!!」

　怪物よりむしろ鬼神じみた男を恐れ、少年の母は転がるように逃げていった。

　さて足手まといは消えた。ミソギはその場に仁王立ちし、両手をごきごき鳴らす。

「おら来いよ害虫ども。東とう凶きよう流の歓迎ってモン見せてやる」

　四方八方から、怪物がミソギを埋め尽くすように襲い掛かる。

　だが当の本人は既に空中にいた。雨う炎えん鋼こうのバネを用いた、人外じみた跳躍力。無数に蠢うごめく標的の群れを見下ろし、彼の左腕は、地上のある一点に伸びている。どこかで吹っ飛んだビルの一部か、鉄骨剝むき出だしの巨大な瓦が礫れきだ。

　摑つかみ取とり、変異・伸縮──

「──石せき槌つい！　ブチかませッ!!」

　どがんっ!!

　伸びた左腕を振り回し、伸び縮みの勢いも乗せて、摑つかんだ瓦が礫れきを叩たたきつける。衝撃で地面がひび割れ、何匹かをペチャンコにすることに成功した。着地、まだいる、迫り来る一体を文字通り鋼の拳で殴り潰す。次。蹴り抜き、変異、踵かかとから飛び出した杭パイルで串刺し。次。いくら倒しても妙に軽い手応え。次、次、次。群がる怪物を斬って捨て、ミソギは焦あせりを感じ始めた。

　こいつらには「意思」というものが無い。思想や知性の類はおろか、動物なら必ず持つ恐怖や危機意識といった生命維持に必要な判断力が欠如している。昆虫だって危険を感じれば逃げるはずなのに。牽けん制せいや威嚇は機能せず、何体撃破しようが篠しの突く雨のように次々に襲い来る。

　更に、これは最初の一体から気付いていたことだが、こいつらには「魂」が無い。

　ミソギが倒してきた亡もう者じやたちはみんな魂を持っていた。それを錠じよう眼がんで封印し、地獄に送り返すまでがワンセットだ。だというのにこいつらは、とどめを刺しても魂が出てこない。おまけに倒しても倒しても出てくるのだから、まるで悪夢そのものと戦わされている気さえする。

　手が足りない。引きも切らぬ猛攻に、さしものミソギの集中にもほころびが生じた。

　また、「開く」か？

　切り札はある。だが極限の集中を要する。猛攻にただ一人晒さらされる中で、成功するか。

　いいや、やるしかない。右の眼帯を開く。渦巻く炎の深しん淵えん、右みぎ眼めを通して繫つながる「地獄」の深く熱く昏くらいところを睨にらみ、見通し、その奥にあるものを引き出そうと──

　────ぢりッ。

「！」

　背後から迫る怪物に気を取られ、寸すん毫ごうも狂ってはいけない集中の、千分の一がずれる。

　その隙を突かれ、横合いからの体当たりをまともに喰くらった。

　体内のあちこちが折れる音。全身がくの字に曲がり、垂直に十数メートルもぶっ飛ばされて瓦が礫れきに激突する。乱れた意識の中、ミソギは自分がしくじったことを思い知る。

（クソ、情けねぇ……！）

　十年、自分の面倒は自分で見てきた。成功も失敗も自分の責任で、何かを頼って戦ったことなど一度も無い。だが今回は、己一人の手では届かぬ「一瞬」の遠さがやけに堪える。

　何か、足りない気がする。攻撃的で容赦を知らず、最短最速で回転し、どうしたことかそれが奇妙に嚙かみ合う歯車が。──歯車は黒く、蒼あおい光を散らす、背の高い神父の形をしていた。

　冗談じゃねぇ。

　よりにもよって最悪に縁起が悪い奴やつを思い浮かべるなど、いよいよ終わりも近い証拠か。

　立ち上がる。四方八方から怪物が迫り、遠景には陽かげ炎ろうに揺れる巨大な花。眼前の地割れからまた新たな花が次々と芽吹いた。それらすべてが無限の「食欲」を秘めている。

　絶望的な多勢に無勢、ミソギはそれでも剣を構え、

　目の前に、大きな影が差す。

　──は？

　思わず視線を上げた。一体どこから現れたものか、何か黒く大きな塊が忽こつ然ぜんと宙にあり、ただ重力に引かれるままに──落ちてくる。

　どすんっ!!

「おわぁ!?」

　鼻先である。最前列の怪物はついでのように押し潰された。

　ミソギは最初「なんだこりゃ」と思った。棺かん桶おけか何かが降ってきたように見え、いやそんなわけはないと目を凝らしてみればやっぱり棺かん桶おけで、重ねて「なんだこりゃ」と思う。

　落ちてきたブツは、棺かん桶おけのようで棺かん桶おけではない。

　まず本物よりふた回りは大きい。分厚い装甲と高度な衝撃緩和剤によって内部の安全が徹底的に保たれた、アナテマの個人用投下ポッドである。輸送機の着陸が難しい極限環境下にエージェントを派遣する際に用いられるが、大型パラシュートなり逆噴射スラスターなりで衝撃を緩和することを前提としており、普通そのまま直で落ちてくる奴やつなどいない。

　目の前で「ぶしゅう」と音を立ててポッドのハッチが開いた。中には誰か入っていて、




「第Ⅲ種対亡もう者じや用救済兵装『偽ぎ典てんイダルゴ』封印解除──」




　げっ。

　平然と歩み出るは神父服カソツクの男。既に武器を携えている。東とう凶きようの風にざわめく金糸の長髪と、サファイヤの瞳が見るだに涼しい。両手には、欠けた十字架にも似た銀製のＳＭＧサブマシンガン。

「──跋ばつ扈こする悪夢に、蒼あおき慈雨を」

　連ぱ射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら射ら!!

　いきなり吐き散らされる９㎜ミリパラベラム弾の雨×２が、辺りを蒼あおく清浄なる銃火で染め上げた。延長した銃身に刻まれた祈き禱とう文が一発一発に聖なる力を宿し、この世で最も具体的な銃弾という暴力で標的を蹂じゆう躙りん。

　花と怪物の群れを蹴散らし、神父は平然と、ギャグかと思うほど長い弾倉を滑り落とした。

「………………おい」

　ミソギの声かけにも構わず、神父は二つのＳＭＧに予備の弾倉を差し込む。

「おいコラ。お前一体、どこからどうやって」

　遊底を引き、無言。その所作までもがムカつくほどにスムーズだ。

「人の話を、」

　銃口がこちらを向いた。ミソギは電撃的に反応した。雨う炎えん鋼こう、変異・伸縮、放つ。

　銃弾はミソギの頭の左を抜け、後方へ。伸びる拳は神父の右脇腹を抜け、やはり後方へ。

　瓦が礫れきが持ち上がり、お互いの背後から怪物が這はい出でているところだった。

　同時に敵を仕留め、神父の蒼そう眼がんと死者の隻せき眼がんがかち合う。ここは地獄。選択の余地はゼロ。

「……聞きてぇことは山ほどあるが──」

「答えてやる義理は無い」

　クソが。

「ああそうかよ。じゃオレは好きにやるわ。せめて邪魔すんじゃねぇぞクソ聖職者」

「それはどうも。せいぜい流れ弾に気を付けることだ、腐れ亡もう者じや」

　来る。御み殺そぎ十じゆう三ぞうとアシュトン・グレゴリー・デリックは、死の刃と救いの銃を構える。

　嵐が、その激しさを増した。

　火に油を、荒波に暴風を、傷口にハバネロを、コーラにメントスをぶち込んでもこうはなるまいと思わしめる暴力的な激化だった。死者が神父の、神父が死者の獲物を喰くらい合う。手を組むでも競い合うでもなく、ただ互いの思うままに荒れ狂い、それがいかなる加減か嚙かみ合あった二連の歯車として機能する。

　もはやどちらが怪物か。戦いの最中、二人は一度も目を合わせない。声をかけるなどもしない。左を撃てば右を斬り、前を砕けば後ろを挫くじく。半透明の幽鬼は徐々にその数を減らし、生いけ贄にえを焚くべられた戦意の火は際限なしに膨れ上がる。

　その時地面が、ばごんっ!!　と弾はじけ飛んだ。

　地割れから笑ってしまうほどの数が来た。しかも、更なる異形がオマケについてくる。どうもあちこちに生えた幽霊花の進化形らしい。龍のような茎を大きくしならせ、禍まが々まがしい花弁の中心には生物的な牙が生はえ揃そろっている。人間百人は一吞のみにできますという風ふ情ぜいだ。

　ふん、と鼻を鳴らすアッシュ。はっ、と牙を剝むくミソギ。

「十秒だけ持たせろ」
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「なぜ君に従ってやらないといけない？」

「うるせぇ、やるからやれ。──そんだけ持たせりゃ、まとめて焼き斬る」

　アッシュは目を細めてミソギの隻せき眼がんを見返し、即断した。

　やはり合図もなしに始まる。馬鹿げた弾幕を撒まき散ちらし、一人で群れを圧するアッシュ。対するミソギはその場に留まり、呼吸を整え、身を低く構える。亡もう者じや刀がぎらりと光った。

　銃声や爆音が響き渡る地獄絵図にあり、ミソギの意識は水底のように静かだ。

　刹那に抜き斬る、意念は居合。──いける。精神が、何の乱れもなく研ぎ澄まされていく。

　眼帯が開き、右の眼がん窩かに炎を宿す。球状に渦巻く、極小の地獄の火だ。

「伏せろ!!」

「！」

　ミソギの気迫に尋常ならざるものを察し、アッシュはすぐさま獣のごとく伏せる。

　確認すると同時に──回転し、己を軸とした三六〇度、刃を払う。

　ぴっ／──ひび割われる音、空間の亀裂。円状、水平に。斬り──

「開ひ門らけ、錠じよう眼がんッ!!」




　業ッ!!!!




　刹那、斬撃軌道から上に、灼しやく熱ねつの業ごう火かが噴き上がった。

　骨まで灰と化すほどに熱く、刃のように細く、超圧縮された地獄の炎は、発生と同じ唐突さで消滅。発生点から下には何らの影響も及ぼさず、火の粉のひとつも残さず、忽こつ然ぜんとこの世から引っ込んでいた。

　そしてその頃には、半径約二〇〇メートル圏内の怪物は、一匹残らず焼き切られていた。

　瞬間開門──ハイドとの戦いを通じて会え得とくした、ミソギの切り札。右の亡もう者じや刀を鍵として、地獄と現世とのポータルを開く絶技。細い切れ目は焦熱地獄の業ごう火かと繫つながり、爆発的に噴き出して、すぐに封と印じた。その間、一秒にも満たない。

　これでようやく辺り一帯の怪物は殲せん滅めつしたようだ。のっそり立ち上がりアッシュは一言。

「それ、最初から使えばよかったんじゃないのか？」

「うるせーな、準備ってモンが必要なんだよ。つーかてめぇ誰の許可取ってまた来てんだ？」

「仕事だよ。君と違って僕は忙しい身でね。こんなところ二度と来たくなかったけど」

「仕事だ？　おいコラ、まさかこのクソみてぇなバケモンの群れはまさか」

「ご協力に感謝してやらないこともない。謝礼は銀貨一枚でいいね」

「やっぱてめぇんとこ繫つながりか!!　『僕ちゃんの敵をあなた様に押し付けてしまい誠に申し訳ございません』だろが！　言い直せやコラ!!」

　おそるおそる物陰から覗のぞいてきた亡もう者じやたちが、「またなんか始まった」とばかりに頭を引っ込める。せっかく生き延びたのに変なのに巻き込まれたらたまらない。嵐が終わり、別の火花がバチバチ散り始めたところで、また新しい影が地に落ちた。

「……はぁ？　今度ぁ何だよ？」

「……やっと来たか。安全策にこだわりすぎるから遅れるんだ」

　呆あきれ気味に、アッシュ。

　ふたつめの棺かん桶おけだった。それはしかし、直で落ちてきたアッシュのそれと違い、でっかいパラシュートを広げていた。風に揺られ、へろへろふらふら舞い降りる。

　こてっ、と接地して、呆あつ気けなく横に倒れた。

「……………………」

　見ているミソギの前で、ぷしゅうとドアが開く。

「けほっ、けほっ……アッシュ！　アッシュ、どこですか!?　あ、いた！　あ!?」

　フィリス・カタリナ・フォークスが這はい出でてきて、辺りの惨状に目を丸くする。

「……ええと、今どういう場面なんです？」

　ミソギはあんぐり口を開いている。アッシュは嘆かわしげに吐き捨てた。

「嫌な奴やつに出くわした」

　圧倒的にこっちの台詞せりふである。




　　　　　○




「──兵器ぃ？」

　伝でん奇き屋や堂どうに向かう車内で説明を聞いた。成り行きでまた二人とも乗せてしまった。

「とのことです。これまで得た情報によれば、亡霊兵器──ポレヴィークは、人の手によって生み出されたもの。しかし暴走状態に陥り、ロシアの研究所を壊滅させて脱走。各地に甚じん大だいな被害をもたらしたのち、この東とう凶きように上陸しました」

　フィリスは後部座席でラップトップＰＣを操作しながら、

「最大の特徴は生態そのものと結びついた攻撃手段です。──ポレヴィークは、魂を捕食することができます。生者・亡もう者じや問わず、魂を栄養源として自己増殖を繰り返し、あなたとも戦ったあの『幽霊兵』を量産します。それらで一帯を食べ尽くし、反応が無くなれば離脱する……ということを繰り返しているようです」

「んじゃ今まで奴やつが落ちた地点ってのには、ああいうふざけた花が生えっぱなしなのか？」

「いえ……まったく、何も残っていません。破壊の痕跡だけです」

　食うだけ食って、ごちそうさまとばかりに飛び去るわけか。まったくお行儀のいいことだ。

「もうひとつ。喰くわれた魂は、どこへ行く？」

「……不明です。それらしきものがまったく見られない以上、消えたと考えるしか……」

　ポレヴィーク。亡霊兵器。人の手によるもの。ミソギはうんざりした顔でハンドルを操作する。東とう凶きようの外には外で馬鹿ばかりか。そのうえ人間だというのだから救えない。

「それと」フィリスはかしこまって背筋を伸ばし、「……お久しぶりです」

「一ヶ月半は久しぶりって言わねーんじゃねえのか」

「えっ。結構、間が開いていると思いますけど……」

　そうだっけ。体感的にあっという間だったが、ひょっとしてこれが歳としを取るということか。

　二人の会話を聞いているのか聞いていないのか、アッシュは助手席で足を組んだままじっとしている。戦闘後、投下ポッドから引っ張り出したアタッシェケースは当然のようにトランクに突っ込んでいる。前回持ち込んだものより更にでかい。何が入っているのか。

「現状わかっていることは以上です。あとはあなたも知っての通りのことと思います」

「……たくよぉ、こっちはこっちで忙しいっつーのに……」

「『死デ神ス』──が、現れたんですよね。本物の」

　道すがら亡霊兵器について話す前に、ミソギはミソギで自分の現状を伝えていた。

「ああ。十年寝てたらしい」

「彼女に協力を要請することはできませんか？　連絡を付けて合流できれば……」

「あー……どうだかわかんねぇ。ちと複雑な状況になっててな」

　だが、木もく蓮れんの目的についてはまだ話していない。自分の中でも整理のついていない話だ。そもそも、彼女は今どこでどうしているだろう。まさか食われてはいないだろうが……。

「つまり、そっちはそっちでやることがあるわけだ。だったら遠慮することはない、ご自由にその死神様といちゃついていろ」

　アッシュが懐ふところから自動拳銃を取り出し、小銭を出す気軽さでミソギのこめかみに向けた。

「ここらでいいよ、停とめてくれ。ご苦労だったね」

「お・ま・え・な～……オレはタクシーか？　あぁ？」

「ああ、セルフサービスだったかい？　それは悪かったね、君を撃った後で自分でブレーキを踏めばいいのかな？」

「ちょっ、待ちなさいアッシュ！　まさかここで別れるつもりですか!?」

「最低限の情報さえ得られればこいつに用は無い」

「それでも他のチームと合流できていない今、単独行動を取るのは危険でしょう！　一度手を組んだことのあるミソギと一緒にいるのが最適解だと思います！」

　……他のチームって何だ？

　また嫌な予感のする単語が出てきた。首を捻ひねるミソギをよそに、アッシュは知らん顔。

「こいつと前に組んでやったのは不可抗力だ。余計な期待はしないでくれ」

　イラッ。ミソギはうんざりしてブレーキを踏んだ。急停車してフィリスが「わわっ」と前のめりになる。アッシュは生意気なことにアシストグリップを握って平然としていた。

「おーおー駄賃はいらねぇから降りろ降りろ。金輪際乗車お断りだこのボケ！　つーかこっちだってハナから期待しちゃいねぇわ協力なんざ！」

　だいたい車に乗せること自体嫌だったのだ。フィリスに頼み込まれたから渋々了承しただけであって、降りると言うなら大喜びで降ろしてやるというもの。

　シッシと手を払うミソギに無感情な一いち瞥べつをくれ、アッシュは下車。トランクからアタッシェケースを取り出し、リアウィンドウ越しに「行くよフィリス」と目配せして歩み去る。

　あーせいせいした。ミソギは厄介払いを終えたとばかりに伸びをした。

　残されたフィリスは額に手を当て、「まったく」とため息をついた。

「どうしていつもそうなんですか。少しは仲良くできないんですか？」

「はぁ～？　なんであんな野郎と仲良くやらなきゃいけねぇんだよ。つーか俺は忙しいんだ、そっちで持ってきた面倒事はそっちで処理しやがれ。ほら早く相棒の面倒見に行けよ」

「もぉ、これだから……。あなたはちょっと待っててください」

「あ？　待ってろって、何すんだよ」

「アッシュを連れ戻します。車は停とめておいてくださいよ、いいですねっ！」

　そう念を押してフィリスも下車、ずんずん歩いていく。ミソギはその、以前よりやたら肝の据わった感のある背中を見て、「なんだありゃ」と呟つぶやくのだった。




　少し先の路地裏にいたアッシュを、フィリスが呼び止める。

「戻りましょう。今回の件も、ミソギと手を組むべきです」

「何度も言わせないで欲しいな。あんな奴やつがいたんじゃ、片付く仕事も片付かないよ。それに死神とやらの面倒事に巻き込まれても困る」

「それでも、です。彼の戦闘力が傑出していることは、あなただって知ってるはずでしょう？　外がこんな状態な以上、バラバラで動くよりは固まった方がいいに決まっています」

「僕がどう戦うかは僕が決める。君の意見は関係ない」

　あっちもこっちも頑固者でフィリスはうんざりした。どちらも腕っぷしは一騎当千だというのに、顔を突き合わすと子供じみた意地ばかり張るのはどうしたものか。

「……あの時は、私の判断を尊重してくれたくせに」

「へえ？　いつどこでのことだったかな」

「アバディーンですよ」

　思い出されるのは、静かすぎる港湾都市。

　かつては間違いなく人がいて、ぬくもりと活気があった、ある死んでしまった街の残骸。

「……あの時と今は違う。ここは現場まっただ中だ。あれで君の言うことを何もかも聞いてやるなんて思われたら困るし、ましてや知った顔でお説教なんて御免だね」

「もぉ～。本っ当に、かわいげのないっ」

「かわいげ？　僕の方が年上だぜ。愛あい嬌きようを見せるべきはそっちじゃないのか？」

　わかったらさっさと行くぞ、と顎でしゃくるアッシュ。いいだろう、そっちがその気なら考えがある。フィリスは話の流れをぶった切り、だしぬけに質問した。

「あなたは武器を選ぶ時、何を重要視しますか？」

　何言ってんだこいつ──という顔をするアッシュだが、早く答えろと促され、返答する。

「性能だけど。それが？」

「でしょうね。武器や道具はちゃんと機能して、確実に敵を仕留められればそれ以上のことはありません。それにあなたほどのエージェントなら、多少のじゃじゃ馬も問題なく使いこなしてみせるでしょう」

　いぶかしげなアッシュ。フィリスは畳みかけるように、

「御み殺そぎ十じゆう三ぞうもまた、性能という意味では無類です。うまく利用すればそれなり以上に役に立つに違いありません。なんとかとハサミは使いようです。私が説得すればなんだかんだで動いてくれるでしょう。高性能な武器が使える状態で近くにあるのに、見た目が気に入らないだの音がうるさいだので放っておくんですか？」

　ふんっ。と、フィリスはわざと居丈高に鼻息を噴いた。

「名にし負うアナテマ最強のエージェントが、たかが道具の選えり好ごのみでわざわざ非効率な道を選ぶなんて。ずいぶんと悠長なんですね？」

　さあどう出る。挑むように睨にらむと、アッシュはすっと顔を伏せた。端正な顔が長い前髪に隠れて見えなくなる。やがて彼の口から細い息が漏れ──くっ。くくくっ、くっ。

　笑っているのだ。外っ面の笑顔は達者なくせに素の笑いは怖いから困る。アッシュは前髪をかき上げ、亀裂のように細めた目でフィリスを見返す。

「……君は『良い子ちゃん』だと思っていたんだけどね。いつそんなに性格が悪くなった？」

「悪くありません。仮にそうなったのだとしたら、誰かさんのせいだと思いますが」

「いいだろう、口車に乗ってやる。ただし、あの馬鹿がまた余計なことで僕の邪魔をしそうになったら今度こそコンビ解消だ」

　アタッシェケースを担かつぎ直し、進行方向を一八〇度ターン、フィリスの横を通り過ぎて、律りち義ぎに停とまったままのレイスに戻っていった。




　ミソギがやっぱ置いていってやろうかと思い始めたところで、二人が戻ってきた。アッシュは当然のように助手席に座り、ミソギをじろりとねめつける。

「気が変わった。協力してやる。ありがたく思いな」

「……お前どのツラ提げてンなこと言えんだ？」

「感謝の言葉が聞こえないな」

　何言って乗せたんだオイ、という意味の視線をよこしても、フィリスはふるふる首を振って知らん顔。こいつ、何か前よりたくましくなってないか。

「何をするにせよ、戦力は多い方がいいに決まっています。あなたさえ良ければ、私たちにも行動を共にさせてください。持ちつ持たれつというやつですね」

「やつですね、じゃねぇよ何勝手に話進めてんだこの──」

「お願いします。……あなたの力が、必要なんです」

　むぐ、とミソギは言葉に詰まる。

　フィリスはエメラルドグリーンの瞳をまっすぐこちらに向け、それ以上何も言わない。なんとも居心地の悪い沈黙が降りて、ミソギの方から耐え切れずに目を逸そらした。東とう凶きようの外に最愛の妹を残している関係上、御み殺そぎ十じゆう三ぞうという男は、年下の少女の頼みを断れないという弱みがあった。フィリスと妹を重ねているわけではないが、なんとなく性分として。悪癖ともいう。

「……あーもう、わかったわかった。やりにくくて仕方ねぇ」

「良かった！　それでは、共同戦線ということで！」

　なんかうまいこと担かつがれた気がする。アッシュが憐あわれむ目でこっちを見ていた。

　──こいついつの間にこんな押しが強くなりやがった？

　──僕に聞くな。

　車を出す。レイスは常のごとくスムーズに発車し、燃え盛る東とう凶きようを滑る。

「さ、まずは伝でん奇き屋や堂どうに向かいましょうっ。マスターさんやウェイトレスさんが心配です。それから別働隊の動きも把握しておかなければ。可能ならば後で合流すべきです」

「わかってんよ──って、は？　別動隊？」

　あ、という顔のフィリス。そういえばさっき別のチームがどうとか言っていたが。

「そうでした。あのですね、今回は複数のエージェントが任務に投入されています。それぞれ別の投下ポッドで着陸したはずですから、多少の時間差はあっても、みんな地上にいるはずです。彼らとも合流して、協力できたらいいのですが……」

　複数エージェントの、任務。アナテマの。

　つまりはアッシュのような胡う乱ろんな武装聖職者が複数この東とう凶きように現れたということで……。

「聞いてねえぞ!?」

「言わなかったからな」

「じょ、冗～～～ッ談じゃねェ!!　じゃ何か、今頃このプッツン野郎と似たような聖職者どもがあちこちで好き勝手やってやがんのか!?　テロじゃねぇか完全にそんなんオイ!!」

「うるさいな。この僕が協力してやると言っているんだから少しくらい神妙にしたらどうだ」

「頼んでねーーーんだよそもそも!!　てめぇこそもうちっと遠慮ってモン学べやクソガキ!!」

　ぴきっ。

　また空気がひび割われた。運転席と助手席の近距離で殺気バリバリのメンチを切り合う。

「……『私の頭に弾丸をぶち込んでください』を東とう凶きよう風に言うとそうなるのか？」

「あぁあ？　てめぇこそさっきからピーチクパーチク言ってんのが『僕らの尻拭いをお願いしまちゅ～』ってぇ意味か？　もうちっと上手に日本語喋しやべれや外人が」

「内臓を全部抜くぞ」

「あ？　泣かすぞ」

「はいはいっ、喧けん嘩かしないっ！」

　フィリスが割って入り、二人の顔面をぎゅむむと押しのける。剣けん吞のんな空気を強制キャンセルされ、ミソギは「けっ」とそっぽを向いた。

「ったく。めんどくせーことになってきやがっ──」

　ずどんっ!!

「って、うおぉおいッ!?」

　進行方向にいきなり馬鹿でかい瓦が礫れきが落ちた。

　ギリギリ避けたが、そのせいで車体がスピンしてあえなく停車してしまう。

　ずしんっ、ずしんっと、腹の底を叩たたく重低音が連続し、地面が小さく揺れる。どこかから爆音と破砕音が轟とどろく。巨大な何かが、街を破壊しながらこちらに近付いてきているようだ。

「な、なんだぁ……!?」

　車内にぶつけた頭を振りながら、ミソギは周囲を見渡す。アッシュはとっくに下車してトランクからアタッシェケースを取り出していた。銃の部品らしきものを物もの凄すごい速さで組み立てている。後部座席のフィリスは窓にかぶりつきになり、どこかを見ていた。

「おい、どうした!?　何があったんだ!?」

　また、遠くから爆発音。いつものことなので、気にも留とめなかったが。

「ロボットが暴れてます」

「……あんだって？」

「ですから、大きな人型のロボットが向こうで暴れてるんですよ!!」




『ＧＹＡＡＡＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮＮＮＮＮ!!!!』




　本当だった。

　崩れたビルの向こうに、ガンなんとかダムみたいなデカブツが暴れているのが見える。

　そいつは目をビカビカ光らせて同サイズの幽霊花を引っこ抜き、激しく地を踏み鳴らし、挑みかかる幽霊兵どもに果敢に立ち向かっている。両掌てのひらから謎のビームを発射したかと思えば、街も敵もＢＯＯＭ!!　と吹っ飛ばす。

「…………ロボだ」

「ロボ……ですよね」

「持ってきておいて良かった」

　がしゃんっ！　とアッシュが構えたのは、個人携行用のロケットランチャーだった。見るだにいかつく、しかし救済兵装独特の芸術的な銀色に輝いており、とにかく亡もう者じやまたはそれに類するものを絶対殺す説得力に溢あふれている。ロボにも効くのかそれ。

「って、いや待て！　撃つな！　ありゃ多分そういうのじゃねえ！」

「そういうもどういうもあるか。あんなものを放置する方が面倒に決まっている」

「違うわバカよく見ろ！　いやよく見てもわかんねぇか、とにかく聞け！」

　ミソギはあんなものを出しそうな奴やつをたった一人知っている。そういえばどこで何をしているか気がかりな一人ではあったが、まさかあんな形で出てくるとは。

「ありゃ多分、博士だ。味方だよ！　お前らも世話んなったろうが！」

　ヴィクター・フランケンシュタイン博士。十九世紀に死んだ、ドイツの天才科学者。

　幽界現象で蘇よみがえった数多あまたの死者のひとりである彼は、しかし肉体を持たなかった。そこで用意したのは機械の体。せっかくだからと銀髪美少女の器を用意し、お気に入りのナース服で亡もう者じやどもを好き勝手魔改造している闇医者マッドサイエンティストである。

　が、このところ医者は休業し、地下の秘密の研究所で何やらうごうご機械を弄いじるのが彼女の日常だった。ざっくり言えば変態の天才なのだが、有事とあらば頼もしい味方であることに間違いはなく、あれが本当に博士ならば是非とも合流しておきたい。

　アッシュはミソギを睨にらみ、続いてフィリスを一いち瞥べつする。

「──救済兵装のトリガーロックは君の手に委ねられている。フィリス、判断を」

　フィリスも博士には何かと助けられた恩義がある。悩まず、首を振った。

「まだ許可は出せません。あのロボットがフランケンシュタイン博士のものなら、もしかしたら助けを必要としているかも」

　アッシュはひとまずランチャーを下げて、言った。

「車を出せ死神。あれと接触できる距離まで移動する」

「いやしれっと仕切ってんじゃねぇぞお前マジで」




　レイスで廃はい墟きよの街を突き進む。道行きは意外なほどにスムーズだった。

　思えば、幽霊兵の数がこの一帯だけ少ない。おそらく例のロボに引きつけられているのだろう。博士が敵を引き付けているのだとしたら、なおさら助けが必要だ。

「よし……近付いてきたぞ」

「き、気を付けてくださいね。うっかり踏まれてしまうかも……」

　大通りから裏道に入り、最短距離で戦場へ。徐々に爆音や震動が近付いてきて、崩れ去った建築物、めくれあがった道路を縫うように走り抜け──

　そして、いきなり視界が開けた。

　燃える東とう凶きようをバックに、ビル群の墓標に立つ鋼鉄の巨人。

　その全長、ゆうに三十メートルは超えていよう。対するは、廃はい墟きよから命を吸って咲くかのごとき幽霊花。ロボットと同程度の巨大さを誇り、毒々しく大輪の花を咲かすその様は、あたかも今まさに英雄に喰くらい付かんとする大蛇のようだ。

　ああ、見よ。今、巨大ロボットは大きく腕を振りかぶり、正義の拳に万ばん斛こくの力を込め──

『ＹＡＡＨＨＨＨＨＨＨＨ!!』

　轟ごう音おん、衝撃。踏み締めたアスファルトがまた砕け、局地的地震でレイスの車体が一瞬浮く。

　鉄拳の速度は音速を超え、太い空気の炸さく裂れつ音と共に甚じん大だいなソニックウェーブを生む。

　威力にして戦艦の主砲にも匹敵するであろう、単純素朴な質量攻撃だった。あんなものをぶち込まれて原型を留とどめていられる存在などそうはあるまい。激震するレイスのハンドルを握りながら、ミソギは巨大ロボの雄姿から目を逸そらせない。

　正面からぶん殴られた幽霊花が大きくたわむ。直径にして二十メートルはあろう花弁が揺れさざめき、前衛芸術的に傾いたビルにどがんっ!!　と激突。鉄筋ＲＣ造を棒きれのようにぶち折ったと思えば、反動で一気に起き上がってロボットに体当たり！

『ＦＵＵＵＵＵＵＮＮＮＮＮＮＮＮＮＫ!!』

　その場に踏ん張り、幽霊花を正面から受け止めるロボット。暴走特急を片手で止められそうな超パワーをフルに発揮し、太い茎を締め上げる。双方一歩も譲らない。

「あ、あれ……！　あのロボット、もう限界が近いんじゃありませんか!?」

　フィリスの言う通りだった。今やロボットの全身は痛ましく傷付き、可動部のあちこちから鮮血のような火花を散らしている。度重なる激戦でダメージを受けたものだろうか、明滅するカメラアイは蠟ろう燭そくが消える前の最後の火にも似た光を見せる。

「博士ーーーッ！　博士なんだろ!?　オレだ、ミソギだッ!!」

『ムム!?』

　これまでの怪獣的咆ほう哮こうから一点、音声が切り替わり、可か憐れんな美少女ボイスが応答する。やはりコックピットか何かがあって、そこに乗っていたようだ。

『貴君か！　今までどこをほっつき歩いていたのかね！　ここら一帯の侵イン略ベー者ダーは、我が最終機動兵器ウンゲテューム二ツヴ号アイスペシャルＤＸデラツクス改カスタムターボＭＡＸであらかた掃討してしまったぞ!!　ああそうそう、もうひとつ──』

『みそぎさまー！　みそぎさまーーーーーー!!』

　外部スピーカーからまたも聞き慣れた声が。

　もう泣きが入っている呼びかけを聞き間違えるミソギではない。

「ウェイトレスさん!?　──そうか、あんたが助けてくれたのか博士！　恩に着るぜ！」

『我が愛機の活躍が見られる特等席にご招待したのだ！　いやぁ多少強引であったがどうしても見せたかったので仕方あるまい！　もう一人マスター氏にもご搭乗いただいているのだが惜しいことに先程気絶してしまってな、なんとも勿もつ体たいないことだフハハ！』

『いやああぁぁぁぁぁぁおろしてええぇぇぇおろしてくださいぃぃぃぃいいいいい』

「まあいいかこの際なんでも!!」

　ミソギはとにかくレイスを走らせ、ウンゲ……なんとか……ロボットに接近する。幽霊花と組み合うロボットは身動きを取れず、ともすればこのまま力負けしてしまうかもしれない。

『ムゥッ！　パワーダウンだと!?　これ言ってみたかったのだ』

　ロボットの全身が軋きしみ、巨大幽霊花に大きく押される。脚部に十分な力が入っていないように見えた。このままだとまずい。おぞましく大きな花弁が一枚一枚ゆらめき、ロボットの装甲に張り付く。まさか、中の三人を直接喰くらうつもりか。

「で」アッシュが唐突に口を開く。「どっちを撃てばいい？」

　彼はずっとランチャーを担かついでいる。もちろん車内に納まるはずがないので、開きっぱなしの助手席の窓から先端を突き出している形だ。

「決まってんだろあのバケモンみてぇな花に、」

「君には聞いてない。フィリス、ランチャーの射程圏内に入ったら認可を」

「叩たたき出だすぞこのスカシ野郎!?」

「こんな時までいがみ合ってる場合ですかっ!!　アッシュ、そのまま幽霊花を狙い続けてください！　ミソギは砲撃が確実に当たる距離まで接近を！」

「ええいクソ、わかってるっつーの!!」

　アクセルをブチ踏む。レイスがぐんと加速。細かな瓦が礫れきを踏み越えてその都度小さくジャンプし、ミソギの運転技術で横転も激突もせず一気に最高速へ。アッシュは窓から上体を出し、黒煙交じりの豪風に眉一つ動かさずランチャーを構える。蒼あおい眼めでスコープを覗のぞき、幽霊花のちょうど茎と花の接合部分──花か托たくに狙いを定める。

　接近、接近、接近──フィリスが叫ぶ。

「第Ⅱ種救済兵装の使用を許可！　──さあ、アッシュ!!」

「第Ⅱ種対大型亡もう者じや用救済兵装『凶きよう典てんグイスカルド』封印解除──」

　ぎらり、銀が煌きらめき、アッシュは必殺の救済兵装のトリガーを、引く。

「──天地轟とどろく違えし者に、蒼あおく猛たけき鉄てつ槌ついを」

　発ぼし射ゆつ────

　──────着弾ばつごおんッッ!!

　絶好のタイミングで放たれたロケットが、白い煙を長く引いて──標的の真芯で炸さく裂れつした。

　その爆炎は、眩まばゆいほどに輝かしく蒼あおい。起こる衝撃、噴き上がる炎、その端々に至るまで亡もう者じや殺しの祝福に満ちているかに見えた。

　ロボットと組み合っていた幽霊花が大きく傾かしぐ。その隙を博士は見逃さなかった。ヴンッ！　とカメラアイに猛たけ々だけしい光が戻り、傷付いた右腕を高く掲げる。鋼鉄の五指が天を衝つくように立てられた、それは必殺の巨大チョップの構え。

　ＳＬＡＡＡＡＡＡＡＳＳＳＳＳＨ!!

　チョップは花に切り込み、茎を割き、地面に突き立って、長く深い亀裂を刻んだ。

　幽霊花、沈黙。両断された体は左右に大きく割れ、枯れ、見る間に姿を薄れさせて、ついには跡形も残さずに消滅してしまった。

　その様を見届けるまでもなく、レイスは最高速のまま急速離脱。必殺チョップの破壊が及ばぬところまで駆け抜け、急ブレーキのタイヤ跡を長く引いて停止した。

　その頃には、ロボットも沈黙していた。ついに力尽きたのだ。

　怪獣大決戦の現場に、束つかの間まの静寂が戻る。

　ミソギはハンドルを握ったまましばらく動けなかった。フィリスも窓の外を見たまま、何か突拍子もない夢を見たような顔。

「……オレらは何見せられたんだ？」

「さ、さぁ……」

　ランチャーを下げ、アッシュが「ふん」と鼻を鳴らす。

「相変わらず最悪な街だ」




　ロボットの緊急ハッチが開き、中から銀髪美少女と獄卒二人の姿が見えた時ミソギは呆あきれ半分安心半分の世にも奇妙な感覚を味わった。

「はぇえぇえぇぇぇ……」

　懐なつかしの地面に降り立つなり、ウェイトレスさんは腰が抜けてその場にへたり込んだ。マスターはまだ気を失っていた。いい夢を見ているのだろう、その顔は安らかだ。

　矮わい軀くに見合わぬ機械の剛力で、博士はマスターをその場に横たえる。そして改めてミソギとアッシュとフィリスを見比べ、おや、と目を丸くするのだった。

「英国の二人も来ていたのかね。ようこそ東とう凶きようへ。ろくなもてなしもできずに申し訳ないが、まあ、余興としてはそれなりの出来だっただろう？」

「と、ともあれ、ご無事で何よりです……」

「まあ、『アトランティック・リム』よりはマシなアクションだったんじゃないかい」

　話によると──

　博士はポレヴィークの着弾当時、秘密の地下研究所にいたという。街はずれだったせいか、彼女の研究所は幸いにして難を逃れた。

　しばし様子を窺うかがい、地上に出るころには東とう凶きようは変わり果てていた。博士は嘆くでも怒るでもなくむしろ喜んだ。即断し、地下研究所のトップシークレットたる巨大ロボット格納庫へアクセス。秘密裏に開発を進めていたウンゲ略を起動し、実験がてら東とう凶きようを侵略する亡霊兵器どもに戦いを挑んだのだという。

　特に誰かを守りたかったとかではない。やりたかったのだ。単に。

「最終局面はご覧の有あり様さまだ。なかなか善戦したと自負しているが、やはり孤軍奮闘では限界があったようだな。あれはもう、じっくり時間をかけてオーバーホールせねば動くまい」

「一体どうやってあんなもの作ったんですか……？」

「努力と研究と地道な作業だ。いやなに、十年来の夢でな。私の頭脳と現代技術を合わせればきっと過去作った怪物をも上回るモノが作れるであろうと。この街に流れ着いてから即作業に取り掛かったので、まあ足掛け十年の努力の結晶と言えよう。貴重なデータが取れた」

「十年あったってこれ個人で作れるレベルなのか？　マジでか？」

「私は天才なのでね」

　納得できるからタチが悪い。

　動かなくなった以上、ロボットはこの場に放置しておくより他になさそうだった。博士が言うにはこの近くに緊急用のアジトがあるらしく、そこで態勢を立て直す方向で話がまとまる。

「ウェイトレスさん、伝でん奇き屋や堂どうはどうなった？」

「ぺ、ぺしゃんこになってしまいましたぁ～……」

　やっぱりか。まあ仮設プレハブだったから仕方がない。せめて修理中の店舗は無事であって欲しいのだが、街の惨状に鑑かんがみて望み薄だろうか。元のお店が直るまでここを切り盛りしましょう、また一からやり直しですね──とやる気を出していたウェイトレスさんの姿が脳裏に浮かんで心が痛む。二人が無事だったのが救いだ。

　と、ミソギは今更になって、ウェイトレスさんが後生大事に持っているものに気付く。サイズは両手に乗るくらい。重くはなさそうで、風ふ呂ろ敷しきに包まれてある。

「ウェイトレスさん、それは？」

「あ、はい、これだけはなくしちゃいけないと思って……」

　閻えん魔まと繫つながる、黒電話だった。スマホを落としてしまった以上連絡先はこれしか無い。

　とはいえ、電話線が切れている以上はどこにも繫つながりようがないのだが。

「ひとまずアジトへ行こうではないか」博士が指を鳴らして、「件くだんの兵器については私も調査を進めている。じき夜が来るし、情報収集を任せていた『彼女』と合流する時間も近い」

　──彼女？

　自信たっぷりの博士を前に、これはこれで、なんか嫌な予感がした。











第３章　みんなの願い






　死神とは、地獄の閻えん魔まにとって片割れとも言うべき存在だ。

　現世の死者を死神が導き、その魂を閻えん魔まが公正に裁く。死神の役目とはいわば、人をあの世へ渡す際に迷いや未練を断ち切らせ、滞りなく閻えん魔まの裁きを受けさせる中継役と言える。

　どちらが欠けても立ち行かない。現世担当と冥界担当で分かれていても、両者はふたつでひとつの存在だった。少なくとも、幽明の境がはっきりとしていた頃までは。

　火か楽ぐら木もく蓮れんは、先代死神に拾われた名も素性も知れぬ娘だった。

　人ひと魂だまが浮き上がる仄ほの暗ぐらい川辺、炎の光を水面が反射する中、蛍ほたるのような魂たちとくるくる踊り回っていたという。名付けは拾い主により、火とたわむれる様から火か楽ぐら、先代の「蓮れん花げ」という名から一文字取って木もく蓮れんとされた。

　彼女は変わり者だし、天才だった。徹頭徹尾マイペースを貫き、教えられるまで言葉すらも喋しやべれなかった。しかしあっという間に死神の知識や技術を身に着け、影を操る秘術「藍らん火ひ影えい」を師より巧みに使いこなし、鼻にかけるでも気負うでもなく、ひねもすぼんやりしていた。

　周りからすれば、ちょっと近寄りがたい相手である。しかし閻えん魔まの梔くち子なしは、彼女のことが決して嫌いではなかった。

　ある出来事から、彼女が優しすぎるほどに優しいことを知っていたから。

　その日──黒蛾を散りばめたような空の下、木もく蓮れんは線路沿いをどこまでも歩いていた。

　汽笛を鳴らしてすれ違う車体は、死者を遠方から運ぶための「葬列車」。木もく蓮れんはそちらには目もくれず、裸足はだしでぺたぺた歩を進め、なにやらぶつぶつ独り言を呟つぶやき続けている。

「木もく蓮れん」

　背後からの再三の呼びかけに、ようやく木もく蓮れんが振り返る。赤い目線が梔くち子なしとかち合う。

「くーちゃん。なんで？」

　畏れ多くも次代の王をそう呼ばわる者など地獄広しと言えどこの女しかいまい。なんでもなにも、連れ戻しに来たのだ。腰に手を当て、呆あきれ顔がおで忠言する。

「こんなところで何をしておる？　まだ先代様の授業が山と残っておろう。おぬしも次代の死神ならば、いい加減ふらふらしておるでない」

「あぁ、えと。ごめん。まだちょっと戻れない」

「何な故ぜじゃ」

「このコが、迷子なんだ。つれてってあげなきゃ」

　彼女は生白い両手で、小さな火を大事そうに抱えていた。おそらく子供の魂だ。

　葬列車や古式ゆかしい三さん途ずの渡し船に乗り損ね、地獄の辺境をふらふら迷う魂は少数ながらある。多くの場合は、自分がまだ死んだことを理解できていないか、したとしても受け入れていない魂だ。最初独り言かと思ったのは、この魂への語りかけだったらしい。

「お父さんとお母さんをさがしてるんだって。くーちゃん、知らない？」

「む……ちと待て」

　鞄かばんからプチ閻えん魔ま帳（本物には及ばないが、必要最小限の情報はある）を取り出し、目の前の魂の名前と死因、家族構成をチェック。どうやら幼くして病で命を落とした少年らしく、両親は存命。この魂はたったひとつで親を探していたところ、木もく蓮れんに保護されたようだ。

「……そっか。お父さんとお母さん、いっしょにいられないんだ」

　木もく蓮れんは泣きも笑いもしない。赤い火の尾が揺れて、そちらは泣いているように見えた。

「あのね」

「駄目じゃ」

「まだなんもゆってない」

「死んだ者は決して戻らぬ。それが天地万物の掟おきてというものじゃ。いくら哀れじゃというてもひとつの魂を特別扱いすることなど許されぬぞ」

　木もく蓮れんはしばし、ぽけっとした顔で梔くち子なしを見つめて、いきなりダッシュした。

「あ!!　待たぬか!!」

　行き先は葬列車とは反対の現世側。しかも速い。梔くち子なしも必死に走って追いかけ、熾し烈れつなデッドヒートの末、木もく蓮れんが躓つまずいた隙にタックルした。少女が二人ずべしゃあああと転げまわる。

「くぉらぁっ!!　逃げられると思うてか！　死神を継ごうという者がこうも手前勝手で──」

「だって」

　木もく蓮れんはやはり、泣きも笑いもしない。

　水面のように静かな赤色の瞳がただ、ひたと梔くち子なしに据えられていた。

「ちゃんと、死なせてあげたいんだ」

　なにも甦よみがえらせよとは言っていなかった。死んだものはやはり死んだものであって、問題は当人がどう納得するかの話でしかない。敢あえて手を差し伸べるのは我わが侭ままではあるだろう。誰が得をするでもない。だが、確かに存在した小さな命にも、幕の引き手は要るはずだと。

　地獄の門は、線路を辿たどったずっとずっと先にある。

　気が遠くなるほど歩いて、歩いて、これ自体が何かの罰かと思うほど歩き通して、辿たどり着ついた先の駅舎に小さな門がある。

　地獄に幾つか存在する勝手口のひとつで、本来ならここを通るのにも山ほどの書類を片付けねばならないのだが、梔くち子なしは門番に「緊急じゃ」の一言で開けさせた。引き継ぎ前の梔くち子なしには何の権限も無いにもかかわらず門番は存外あっさり承諾した。おそらく事前に父が手を回していたのだろう。地獄で行動するにあたり、王の目を逃れるなどできようはずもない。

「くーちゃんは、来ないの？」

「わしは出られぬ。そういう風に生まれついておるゆえな。おぬしだけ行ってこい」

　死神には開け放たれて見える門は、閻えん魔まからは切れ目すら無い石壁そのものに見える。

　梔くち子なしは、門の横で木もく蓮れんを待った。

　とっくに当代閻えん魔まも死神もこのことを把握しているだろう。座学をサボるどころの騒ぎではない。それでも黙認しているらしいのは、これもまた貴重な経験と思っているのだろうか。

　三日三晩待ち、門番がふと門のベルをからころ鳴らした。向こうからのノック。

「開けよ」

　軋きしみながら開く門から、ぺたり、と白い足が歩み出る。

　木もく蓮れんは小さな魂を後生大事に抱え、出た時とまったく同じ顔で梔くち子なしを見下ろしていた。

「お話、してきた。お父さんとお母さんにおわかれだって」

「……どうじゃった？」

「泣いてた。ありがとうありがとうって、泣きながら笑ってた」

「左様か。であれば、もう何の迷いも無いな？」

「うん。この子も、もういいよって」

「のう、木もく蓮れん」

　なに？　──と首をかしげる木もく蓮れんの目尻を、指の背で拭う。

「おぬしも泣いておるぞ」

　あるべきものを、あるべき場所へ。

　いるべきひとを、いるべき場所へ。

　揺るぎなき世の理ことわりならば、少しでも安らかであるように。

　先代に拾われた時も、彼女はきっと死者を慰めていたのだ。死した子らの魂と踊り、無音の舞いに人ひと魂だまを乗せて、命が終わった後の世界でせめて彼らの安らぎを祈っていた。どこから生まれた何者かも知れず、名を持つ前から、誰に言われるでもなく。

　鳥が鳥、人が人であるように、死神とは生まれながらにそういう存在なのかもしれない。




　地上で何かが起こった。

　いつものごとく書類仕事を片付けていた閻えん魔まは、何の前触れもなくそう感じた。

　経験上こういうことは稀まれである。あった時は大抵ろくでもないことになる。直近の記憶は十年前の幽界現象で、閻えん魔まは迷わずデスクの黒電話に手を伸ばす。

　伝でん奇き屋や堂どうにコール。出ない。ミソギにコール。やはり出ない。人差し指でデスクをとんとん叩たたき、それぞれ二十コールしたところで苛いら立だたしげに切る。出ないから仕方ないという気分にはどうしてもなれず、きっかり十秒待ったところで向こうから電話が来た。

「ミソギか!?」

『ボクだよ、クーちゃん』

　懐なつかしい、聞き慣れた声。そのいつも平然とした声色には、かつてやきもきしたり安心したりしたものだが、今回は後者だ。

「木もく蓮れんか……。なにか胸騒ぎがしたのじゃが、そちらで妙なことが起こってはいまいな？」

『それが起こっちゃってるんだよね。──おかしな花が、街中に咲いてるよ』

　花？

　耳に意識を集中させると、木もく蓮れんを通してあらゆる音が聞こえてくる。まず風、遠くからの爆音、何かが崩れる音、悲鳴、悲鳴、悲鳴。戦争でも始まったのかと思う。

「状況を言え、見たままでよい！　現時点まででわかったことがあればすべて伝えよ！」

『具体的にどうなってるかは、正直ボクにもよくわからない。多分あれは……地獄とか、あの世由来のものじゃない。けど、現世のものともちょっと違う気がする』

　木もく蓮れんの目から見た東とう凶きようの惨状を聞き取り、メモを取りながら、閻えん魔まはまず「地獄由来のものではない」ことは確信した。幽霊のような半透明の巨大花、花粉のように撒まき散ちらされる人ひと喰くいの怪物など見たことも聞いたこともない。地獄のシステムとはまるっきり違う。

「ミソギはどうした。それはミソギの電話であろう？　持ち主はおらぬのか？」

『ミソギくんは、はぐれちゃった。ちょっと喧けん嘩かしちゃって』

「喧けん嘩かじゃとぉ!?　何をこんな時に、仲良うしておる風であったろうに！」

『あのねクーちゃん』

　風の音が強い。木もく蓮れんはどこか、高いところにいるのだろう。高所から街を俯ふ瞰かんし、東とう凶きよう屠とに起こる惨劇を冷静に分析しているのかもしれない。

『ボクはあの花、使えるかもって思ってる。なんか、そんな気がする』

「阿あ呆ほう、聞くだにろくなものではないわ。即刻対処せねば災禍は広がるばかりぞ！」

『ううん。あれは悪いものじゃないと思うんだ。現世にとっても、ミソギくんにとっても。彼とはさっき喧けん嘩かしちゃったけど、後でちゃんと話し合うつもり』

　いまいち話が嚙かみ合あっていない。どうも見ている先が最初から違う気がする。

　思い出されるのは、並んで歩いた葬列車の線路。

　木もく蓮れんはまた、己の論理に従って何かを成そうとしている。一拍置き、改めて問いただす。

「──簡潔に応えよ。おぬし、何をするつもりじゃ？」

『地獄を失なくす。そうすれば現世はまともに戻って、ミソギくんも人に戻れる』

　にわかには信じがたい。

　だが、驚きも慌てもしない。

　閻えん魔まはプレジデントデスクに深く背を預け、百年来の親友の言葉をゆっくり嚙かみ砕くだいた。

「……なるほど。それを試そうという発想は無かったわ。盲点よな」

『うん。応援してくれる？』

「悪いが、立場上それはできぬな。さりとて、わしがどう言おうと、決めたのであろう？」

『うん』

　一切迷いの無い返答。どの感情にも揺らがぬ声色は、やはりあの時と同じ。

「ならば何を言おうともやるのであろう。地獄の閻えん魔まは、常のごとく座して待つのみよ」

　たとえ地上で何が起こっていようとも、閻えん魔まには決して干渉できない。

　彼女は生まれながらに地獄から出られない。許す許されないの話ではなく、これは厳然と定められた冥界のシステムだ。地獄の心臓たる閻えん魔まはこの世界を維持する必要があり、幽界現象やハイドの事件の時もそうであったように、ただここにいるしかない。

「じゃが、な」

『ん？』

「おぬしの後輩が、何と言うかよ。──今一度、じっくり話し合うて決めるがよいぞ」

『うん。──ありがと。じゃ、ボク色々準備があるから。またね』

　間接的に「お前を殺す」と言っておきながら、またねもクソも無いものである。

　受話器を置き、閻えん魔まは一息つく。十年前に理ことわりが乱れてからこっち、覚悟は決めていた。尽くせる限りの手を尽くし、それでもどうしようもないことが起これば運命だと。死は結果でありすべての終着点であり、死の世界の王たる閻えん魔まはいかな終わりも受け入れる。

　しかしそうしたことを、まさか現世の片割れたる死神に言われるとは。

　閻えん魔まはデスクの一番上の引き出しを開け、一枚の写真を取り出した。昔ながらの光学式フィルム写真であり、かなり古く、表面が掠かすれている。

　映っているのは、現世の青い空だった。

　劣化のせいで全体に少しオレンジがかった写真を見ながら、呟つぶやく。

「……まこと、変わらぬ奴やつよ」




　　　　　○




　とあるビルの屋上。通話を切り、木もく蓮れんはミソギのスマホを影の中にしまった。

　さっきからずっと声が聞こえている。

　閻えん魔まの声ではない。耳元にまで届く近さだが、閻えん魔まには聞こえていなかったようだ。

「なんだろ」

　聞き覚えがある──気がする。眠っている時に聞いたような。

　地上の晩ばん餐さんは続く。眼下に広がる街々は炎に包まれ、ビルよりも高い幽霊花が揺らめく様はもはや現世のそれではない。地上をそぞろ歩く幽霊兵たちを規律する論理はただひとつ、悪意でも、戦意でもなく、本能だった。

　街を埋め尽くす異形のひとつひとつから、木もく蓮れんは「魂」の気配を探した。まず尖せん兵ぺいとなる怪物たちに魂は無い。あれは端末に過ぎない。では幽霊花はどうか。あれも、自己の魂を持って動く存在ではない。どこかにあるはずだ。この一塊の群体を統率する何者かの魂が。

　──この、さっきから聞こえる誰かの声をたどれば。

　木もく蓮れんは、迷わずビルから飛び降りた。

　白い髪が残像を引き、頭から真っ逆さまに混迷の街へ。大通りを埋め尽くすのは幽霊兵の大群。街を侵略し、西へ東へ進軍する肉色の大河に、木もく蓮れんは大口を開いて、

「わっ!!」

　激げき甚じんな変化が起こった。

　木もく蓮れんの大声に、群れが一斉に反応した。これまで喰くらってきたどんな魂よりも強烈に惹ひき付つけられた。前を進んでいた個体も後ろにいた個体も、左右に構える者たちもまったく同時に宙の一点にある木もく蓮れんを目指し、同胞を蹴倒して足場とし、空を目指す波のように盛り上がった。

　無慮数千もの大口が、牙が、腹が待ち受ける中、木もく蓮れんは重力に引かれ小さく呟つぶやく。

「藍らん火ひ影えい。変異──『暗あん景けい・影かげ忌き夜よ』」

　命ずると同時に、赤いドレスが瞬時に黒一色となった。

　瞬間、全身が実体を失う。影を纏まとい影そのものとなった女の移動はまさに光が落ちるように速く、降り立つやただ一嚙かみの牙すら受けず、すべての物理的干渉を素通りして群れが埋め尽くす退路を刹那に駆け抜ける。反応さえ許さない。影を摑つかみ、影が生ずる瞬間を知覚できるものは存在しないように。

　声の聞こえる先は、軍勢の後方に咲き誇る幽霊花、その更に最さい奥おうに聳そびえるひときわ巨大な一輪だった。我が物顔で根を張るそれは下手な塔より高く、ビルの屋上に影を落とすほどの大輪の花を咲かす。花弁の中心にはブラックホールのような巨大で深い口があり、木もく蓮れんはそちら目掛けて、ひと飛びでふたたび宙に躍り出た。

　声は口の中、茎の下、地面を侵食する無数の根の更に根幹に在る。

　宙で木もく蓮れんのドレスが黒から赤へと切り替わった。全身が実体を取り戻し、彼女はそれ以上どうするでもなく、大の字に開いた総身を幽霊花へと曝さらけ出だした。

「食べていいよ」




　喰ばくっ!!




　──これまでの十年間、あいまいなまどろみの中にいた。

　誰もいなかったような気もするし、たくさんの誰かがいたような気もする。

　姿も見えないまま、気配と囁ささやきだけが流れ去り、誰と会うこともなかった。

　喰くわれて飛び込んだその先は、木もく蓮れんがいた「どこでもない場所」と似ている。

　女の子がいた。

　長い長い髪を垂らした、襤ぼ褸ろ切れを纏まとう女の子だった。彼女はその場に座り込み、頭を抱えてたった一人で何かを呟つぶやいていた。

　人を、呼んでいるのだ。ねえ。誰か。誰かきて。さびしい。ここは寒いの。どうか──

「ねえ」

　女の子が、ぱっと顔を上げた。

「だれ？」

　瞳の色は、咲いた幽霊花と同じ色をしている。

　ここは現実世界ではない。あの世でもない。おそらくは夢の中のような、意識だけが流れ着くひどく曖昧な場所なのだと直感した。

「ボクを呼んでたのは、キミだよね？」

　女の子は首を傾かしげる。木もく蓮れんは彼女に近付き、ちょこんと座り込んで目線の高さを合わせた。

「ボクは木もく蓮れん。キミを探しに来たの。──ねえ、お外のお花を咲かせてるのは、」

　がばっ！　と抱き着かれ、木もく蓮れんは「わわ」とよろけた。

「来てくれた！」満面の笑みで、少女は繰り返す。「来てくれた！　来てくれたっ！　やった！　わたしうれしい！　すっごくうれしいのよ！　あなたが初めてなんだもの！」

　少女は人間だ。──だった、と言った方がいいか。この異様な空間にたった一人で、ひたすらに誰かを呼んでいた彼女の魂は、赤い。死んでいるのとも違う。何かもっと別のものに変質し、現実世界に干渉している。

　どちらでも良かった。木もく蓮れんにとって、意思を持つものはみんな同じだ。

「キミの願いを聞かせて欲しいな」

　優しく両手を回し、抱き締め返す。

「ねがい？」

「そう。ボクはね、キミの願いを叶かなえるためにここまで来たんだよ」

　少女は目をまんまるに見開いて木もく蓮れんを見つめた。

「──モクレンは、カミサマなの？」

「んふふ。実はそうなのだ」

　頭を撫なでてやる。心と願いを持つ者に、死神は平等だ。

「じゃあ──」

　女の子は微笑ほほえみ、無む垢くな願いを口にした。




　　　　　○




「だからねぇ、ヘンだな～と思うんスよ」

　風見鶏ウエザーコツクは、身の丈に反して無骨すぎる得物をよいしょと構え直す。

　第Ⅱ種狙撃型救済兵装『凶きよう典てんヴィスコンティ』。万年筆ほどもある大口径弾を用いる、白銀の長距離対物狙撃銃スナイパーライフルだ。風見鶏ウエザーコツクはこれを特に愛用しており、戦闘用修道服と長大な狙撃銃とのギャップはいっそ滑稽でさえある。

『しつこいなぁ。お前さっきから何が言いたいのよ？』

「ほら、コレってロシアのクソどもが作った兵器なんしょ？　だったら仮想敵は中国かアメリカなわけだ。よりにもよって幽かく離り都市なんてめんどくさいとこ行かせまス？」

　穴の開いたビルから見通す先、たっぷり二キロは離れた街角に毒蛇ヴアイパーはいた。相手はその質問自体がどうでもいいと言いたげに、

『だから暴走してるって話なんじゃないの？　壊れてなきゃこんなとこ来ないでしょ』

「いやなーんか、わざわざ海越えるってそれ自体がタダゴトじゃないっつーか。やっぱこの街なんかあんのかなーって思うんス。首ラ切ビりツ兎トさんはその辺どスか？」

　ヘイロウの通信装置で、別地点のエージェントに伺う。一瞬の間を置いて、

『…………否定ネガテイヴ』

「はぇ？」

『余計なこと気にしてないで任務に集中しろって言いたいんでしょ。見習えば？』

「えぇ～？　アタイこれでも真面目に考えてんスけどねぇ～」

　つい先刻まで、毒蛇ヴアイパーがいた地点には無数の幽霊兵が犇ひしめく超危険地帯だった。しかしほんの十分足らずが経過した今となっては、彼一人しか存在しない。両手に銀の銃をぶら下げた毒蛇と、遠距離狙撃で支援する風見鶏ウエザーコツクの手によって。

「ポレヴィークがわざわざここを選んだのってただのバグなのかな～っつうか、それよか行動回路に残ったなけなしのプログラムがそうさせたのか、っつうか。いやいや、東とう凶きようの何かに引き寄せられたのか、みたいな」

『関係ないっつの。──オペレーター！　いつまで雑ざ魚この掃除すりゃいいのよ!?』

　毒蛇ヴアイパーの催促を受け、上空の補佐官から調査経過の報告が入る。幽霊兵は以前増殖中。多脚の昆虫に似たものは最も小さな個体らしく、仮にこれを「歩兵」と名付ける。上陸からおよそ二十時間が経過した今、歩兵より更に大型の個体が屠と内ない各所に出没している──

　──幽霊兵は、喰くった魂の量に比例して巨大化・強化されるものと思われる。

『じゃ、そのデカいのが見つかったとこ教えて。雑ざ魚こ掃除よりは収穫があるだろ。──は、なに？　どこだってぇ？　なんだもう、通信状況が悪いな……』

　毒蛇ヴアイパーたちの補佐官は、東とう凶きよう上空の輸送機からこちらに指示を飛ばしている。東とう凶きようの磁場が不安定だというのは本当のようで、最初は問題なかったのだが、時間を経るごとに聞こえづらくなってきている。増殖を続ける幽霊花の影響もあるだろうか。

　この分だと、足手まといとはいえ専属の補佐官を直接連れてきた人レ喰イいヴ鴉ンの判断は正しかったのかもなぁ、と風見鶏ウエザーコツクは思う。そんなことを毒蛇ヴアイパーに言ったら怒られるか。

『まいいや、別のとこ当たろ』

　風見鶏ウエザーコツクがスコープで見守る中、毒蛇ヴアイパーは物陰に停とめていたバイクへ急ぐ。あれはエージェント全員に支給されたモデルであり、無駄に広い東とう凶きようを移動する上で足は必須だ。専用のポッドで同時に投下された特殊仕様のリッターバイクは民間の者とは一線を画す性能を誇る。そういえば人レ喰イいヴ鴉ンは持っていなかったようだが、どうしたのだろう。

　他に誰もいない廃はい墟きよ、毒蛇の動向を見守り、風見鶏ウエザーコツクは一度だけまばたき、




『やっほ』




　毒蛇ヴアイパーの真後ろに、赤いドレスの女が立っていた。

「──後ろっス!!」

　毒蛇ヴアイパーは「う」の時点で動いていた。

　第Ⅲ種対亡もう者じや用救済兵装、マグナムオート『偽ぎ典てんウィクリフ』。その二に挺ちよう持ち。毒蛇は己の愛銃を振り向きざまに同時発射。蒼あおい銃火を咲かせ、射出される銃弾の狙いは頭と心臓。

　女は動きもしなかった。立ち尽くしたままの全身が一瞬、黒く染まって見えた。

　瞬間、ぞるっ──と弾が女を素通りした。銀の弾丸はいささかの減衰もなく、女の数十メートル後方の瓦が礫れきに着弾、大きな弾痕を穿うがつ。

『なに……!?』

　通信の向こうで毒蛇ヴアイパーが呻うめく。咄とつ嗟さに飛とび退のき、追撃を撃ち込もうとしたところで、

　ぴたり、と毒蛇ヴアイパーの動きが止まる。

　女が細いピンヒールで地を踏みしめている。相手に指一本触れてなどいなかった。だというのに、毒蛇ヴアイパーはまるで彫像のように硬直して動かない。

『かげふみ。次キミが鬼ね』

　女の白く長い髪が、遠目にも浮き上がって見えた。何な故ぜか金縛りに遭い、それでも必死に動こうとする毒蛇ヴアイパーの痙けい攣れんと、顎先を伝い落ちる脂汗がスコープ越しに見える。

『……何これ。何者だよ、お前？』

『死神って言ったらわかる？』

　──カテゴリー『怪異フリークス』。

　幽界現象以前にも、世界各地で超常の存在は確認されている。アナテマが組織されたのは十年前だが、前身としてそうした怪異に対処する機関はあったらしく、それらは今日においても亡もう者じや以外の「厄介なもの」と分類されていた。

『キミたちは外国の聖職者でしょ？　ボクは敵じゃないよ。実は相談があるんだけど──』

　こういう手合いと相対する際の鉄則は、「取引をしないこと」だ。

　奴やつらは人のようで人ではない。倫理や哲学が生態レベルで違う。相互理解は有り得ない。

　風見鶏ウエザーコツクは待っていた。向かい合う毒蛇ヴアイパーと女の距離はせいぜい一メートル。狙撃ポイントと女との距離は二キロメートル強。救済兵装の強化された銃弾で、距離による弾速減衰と銃弾の落下を考慮に入れても、着弾まで三秒足らず。余裕だ。指はずっと引き金にある。

　スコープの中、毒蛇ヴアイパーが硬直したまま、かろうじて目だけをこちらに向けた。

　それが合図だった。

「……誰がオメーの口車になんか乗るかって話っスよ、クソバケモン」

　狙撃づどんッッ!!

　少女の身長より長い銃身が、蒼あおい爆炎を生む。

　二キロ超もの距離を超音速の流星が突き抜け、行く先は女の頭部ドンピシャ。少女が受け止めるには大きすぎる反動にも眉ひとつ動かさず、まばたきもせずに着弾を見守る二秒半。

　女は確かに、こちらを向いて、笑った。

　──思えばあの女、最初から「キミたち」と複数形で呼んではいなかったか。

「かくれんぼ。キミが鬼ね」

　声は真後ろから聞こえた。

　考える前に動いた。ヴィスコンティを抱きかかえ、眼前の穴からためらわず飛び出す。三十階もの高さのビルの最上階だ。風見鶏ウエザーコツクは修道服の袖口から鈎かぎ付きワイヤーを射出して外壁に引っ掛け、外しては引っ掛けてを繰り返し、無傷で着地。あいつ何だったんだと見上げ、

　すぐ隣に、そいつがすとんと着地した。

「本マッッッ気ジスかこいつ……!?」

　まずい。近接武器。バックアップの拳銃と銀のコンバットナイフくらいか。女は微笑ほほえみ、

「あのね、昨日飛んできたあの子についてぇえぇえぉおうっっ!?」

　横から首根っこをひっ摑つかまれ、笑顔のまま力任せにぶん投げられた。

　女はほとんど直線にぶっ飛んで道端の人肉入りゴミ袋を撒まき散ちらす。投げ飛ばしたのは、人間離れした速さで飛んできたガスマスクの男だった。振り抜かれた細腕は、見た目に似合わぬ尋常ではない力を秘める。

「……援護する」

「首ラ切ビりツ兎トさん～！　一生ついてくっス～!!」

　束つかの間まの沈黙。女は姿を現さず、代わりに、足元の地面が奇妙な波紋を生んだ。

　同時に跳ぶ。波打ったのは影だ。ぬかるみのように足元を捕えんとする影。さっき毒蛇が金縛りに遭ったのはこれのせいか。暗がりから声、

「ねー！　話し合おうよー！」

「うっせ！　テメーみてーなのに利きいてやるクチはねェんスよ!!」

　声のした方に拳銃を乱射。ナイフを構えて首ラ切ビりツ兎トが突っ込み、影の中でがぎんがぎんがぎん!!　と金属音が連続する。闇そのものが蠕ぜん動どうするように膨らんで、首ラ切ビりツ兎トが弾はじき飛とばされる。名の通り兎うさぎを思わせる身のこなしで、くるくる回って四よつん這ばいで着地。本人は無事だがナイフが根元から折れている。

『下がってろ!!』

　ヘイロウから毒蛇ヴアイパーの声が入り、彼方かなたからリッターエンジンの爆音。数秒も待たず漆黒のバイクが飛び出して、暗がりの向こうにピンを抜いた手しゆ榴りゆう弾だんを二つ同時に投げ込んだ。ただの手しゆ榴りゆう弾だんではない。聖別された銀片を詰め込んだ、いわば聖なる手榴弾ホーリー・グレネードである。

　聖ぼ爆が聖が爆んっ!!

　目を焼く蒼あお白じろい閃せん光こうに影が払われ、範囲内のあらゆるものが引き裂かれた。毒蛇ヴアイパーはバイクを横滑りさせ急ブレーキ、二に挺ちようのウィクリフでマガジンいっぱい撃って撃って撃ちまくる。

「──舐なめンなよメスブタァ!!　こっちはお前みたいなカスをブチ殺すために人間やってんだよ!!　いいから、さっさと、救われくたばりやがれッ!!」

　特殊仕様の銀製５０ＡＥ弾が雨あられと叩たたき込こまれ、大きな薬やつ莢きようがいくつも跳ねる。拡張マガジン全弾分の銃弾をぶち込まれて原型を保っている怪異は存在しない。スライドストップがかかり、毒蛇ヴアイパーは一瞬でマガジンを交換、追撃を撃ち込もうとしたところで、

「藍らん火ひ影えい、変異・展延──転送」

　影が一瞬で薄く引き伸ばされ、三人の足元にも広がる。

　次の瞬間、風見鶏ウエザーコツクは啞あ然ぜんとした。

　影の泉から幽霊花が、ひとつ、ふたつ、みっつ──のっそりと現れたのだ。

「は、花を、操ってる……!?」

「──ああ、みんな、食べちゃだめだよ。人間の子たちも味方だから」

　花に語りかけ、女が歩み出る。表情には相変わらず敵意が無く、それが逆に不気味だった。

「化物が……」毒蛇が女を睨にらみつけ、「つまりお前が、ポレヴィークの親玉だって？」

「んー、ちょっと違うかな。協力関係ってやつ？」

　毒蛇ヴアイパーは聞く耳を持たない。再びウィクリフを女に向けたが、その銃口を、いつの間にか隣に来ていた首ラ切ビりツ兎トが下げさせた。

「おい……!?」

「……意味が無い」

「しょーじき、アタイも同意見だと思うっス。お手上げっスよお手上げ」

　風見鶏ウエザーコツクは無駄を嫌う。弾も機会も命も、有効ならいくらでもつぎ込むが、暖簾のれんに腕押しでいたずらに消費するのはまっぴらごめんだった。

「それに多分、そっちのバケモンが本気で殺やる気なら、アタイらとっくに死んでまスよ」

「そんなことしないよー」

「……はぁ。クソっ」

　忌いま々いましげにため息をつく毒蛇ヴアイパー。はなはだ業ごう腹はらではあるが、この場の主導権は相手に握られたと理解したのだろう、まず手の内を知らねばどうにもしようがなく、ここで藪やぶ蛇へびをつついて要らぬ被害を被る方が馬鹿だ。

「で……なんスか考えって。聞いてやっけど、無駄な話は勘弁スよ」

　女は「やたっ♪」と両手を合わせ、自らの計画を手短に、端的に、わかりやすく説明した。

　わかりやすいからこそ、啞あ然ぜんとした。

「……あんた正気スか？」

　こいつは「お昼はカレーにしよう」程度のテンションでぶっ飛んだことを言っている。

　だが、エージェントにとって第一は任務の遂行。利用できるものは利用しなくては。

　交渉は成立した。

　女──火か楽ぐら木もく蓮れんは、幽霊花に囲まれてにっこり笑った。

「じゃ、よろしくね。異国の聖職者さん」




　　　　　○




　東とう凶きよう滅メ斗ト炉ロの稼か働どう状況は半々である。

　まだ機能している路線もあれば、十年前から封鎖されたままの路線もある。後者はマフィアのアジトやホームレスの溜たまり場ば、謎の実験場や処刑場や武器庫など様々な用途に利用され、複雑怪奇なナワバリが絡からみ合あう暗黒の地下街と化している。

　そんな一角に、フランケンシュタイン博士の秘密の研究所が存在する。

　彼女が院長を務める外科医院は、数多くある拠点のひとつに過ぎない。博士は地上といわず地下といわず、あらゆる伝つ手てで手に入れた研究機材を分散させ、いつどこで何が壊滅しても己の研究だけは進められるようにしているのだ。マッドサイエンティストの鑑かがみである。




　元は地下鉄のホームだったその空間には謎の機材が所狭しと敷き詰められ、外科手術室のように明るく、清潔だった。送風機が絶え間なく動き、停滞した地下空間に新鮮な空気を行き渡らせている。これほどの電力をどうやって賄まかなっているのかと思えば、線路に立ち往生した電車の中にお手製らしき巨大な発電機が敷き詰められていた。

　しかも、ご丁寧に電話線まで繫つながっていた。

「……そうか、あいつから電話がね」

『うむ。決意は固いようじゃったの』

　地獄の閻えん魔まへの電話回線は、厳密には現世の電波を使っているわけではない。専用の直通電話を使いさえすれば、受信先の閻えん魔まが健在である限りいつでも繫つなげることができる。現在の直通電話は世界にただふたつであり、ミソギのスマホと伝でん奇き屋や堂どうの黒電話のみ。ミソギが今使っている黒電話は、「生きている電話回線に接続する」というプロセスを挟みさえすれば、いつどんな時も、どこからでも閻えん魔まと通話ができる仕組みだ。

　状況の報告と、軽い情報交換を行った。聞く限り、閻えん魔まは既に事の大枠を把握しているようだった。ミソギが落としたスマホは今は木もく蓮れんが持っているらしい。数時間前に彼女と会話をしたようで、ということは、つまり──

「……あいつの狙いを、聞いたんだな」

『うむ』

　──地獄を、滅ぼす。

　そう聞いた時の皆の反応は十人十色だった。「へえ」みたいな顔をするアッシュ、目玉が落ちそうなほど見開くフィリス、瞑めい目もくし何やら考え込むマスター。そして、

「う──噓うそ、ですよね」

　震える声で、ウェイトレスさん。

「きっと何かの冗談ですよ。そ、それか聞き間違いとか。だって、だってそんなの」

『薊あざみ』

「閻えん魔ま様もお人が悪いですよっ。昔みたいにお𠮟りくださればよかったのに、ひ、久しぶりだからってそんな、いたずら好きな方なんですから、」

『よい、薊あざみ。──木もく蓮れんは本気で言うておった。わしが言う以上は間違いない。今そちらを騒がせる異常をも利用するつもりでおるらしい』

　信じられない、信じたくないという思いはもっともだろう。しかし、この場で最も火か楽ぐら木もく蓮れんをよく知る閻えん魔まのお墨付きに異を唱えられようはずもない。ウェイトレスさんはそれでも「えと」「でも」と繰り返し、どうしても言葉が見つからず、とうとう泣き出した。フィリスが彼女を気遣い、その涙を拭ってやる。

「やらせねぇよ」

　受話器に耳を押し当て、ミソギが断言した。

「まだ借金も返し終えてねぇってのに、そんな雑な方法で全部引っくり返されてたまるか。あいつがこの状況を利用するってんなら、まずはうさんくせー花からどうにかしてやるまでだ」

　ミソギは最初からそのつもりでいる。問題は──

　右後方を見やる。アッシュは錆さびだらけのベンチに足を組んで座り、一連の会話を聞くともなしに聞いていた。把握していないはずはないだろう。ミソギの視線に気付き、鼻を鳴らす。

「亡もう者じやが根絶やしになるわけだ。いいことなんじゃないのかい？」

「アッシュ！　そんな言い方は……！」

「どんなもこんなも無い。そもそもアナテマは、亡もう者じやとそれに関わる犯罪に対処する為ために編成された組織なんだぜ。本当にそういう方法があるのなら願ったりだ。君もそう思っているんじゃないのか、フィリス？」

　問われてフィリスは口を噤つぐんだ。しばしの間を置いて、

「……以前までの私なら、諸もろ手てを上げて喜んでいました」

　ウェイトレスさんの目元をハンカチで拭いながら、続ける。

「亡もう者じやは悪。存在自体が間違いであると、少し前まで信じていました。……けれど東とう凶きように来て実際に目まの当あたりにし、必ずしもそうではないことがわかりました。亡もう者じやでも──」

　視線が、一瞬ミソギに注がれる。

「──悪事ばかりを働くわけではない、と。望んで現世に戻った亡もう者じやばかりでもなくて、この世界でどうにか生きようとしている。悪くない亡もう者じやもいるし、良くない人間もいる。生きてようと死んでようと、きっと人間は人間なんだと、前回の一件でわかりました」

　なるほど、そうきたか──ミソギは顔には出さず舌を巻く。ここ十年でそんなことを言う奴やつは初めてだった。場合によってはお花畑とも思われる発言。アッシュは肩をすくめ、

「共存しよう、って？　みんなみんな生きてるんだ、友達なんだ、か。吞のん気きなことだ」

「そんなことは承知の上です！　けど、そんなの人間だって同じじゃないですか！　少なくとも、元あった世界をみんな犠牲にして、丸ごと根絶やしにするのは極端だと思います！」

「なるほど。じゃあ、死神の目もく論ろ見みを阻止するか？　僕らの任務と直接関係は無いのに？」

　う。容赦ない追及に息を詰まらせるが、フィリスは試すような視線を正面から受け止め、

「──ポレヴィークの一件には引き続き対処します。死神がそれらを利用するつもりなら、兵器を撃破することで間接的な妨害になるはずです」

「任務完了後でも、死神の一件が解決しなかったら？　放ほっといて帰るのかい？」

　う、う。追い討ちに黙ること数秒。やがて紐ひも無しバンジーで飛ぶ直前みたいな顔をして、

「残業します」

「残業」

「私個人の仕事として、死神の問題をどうにか解決する手助けをします。だって放っておけないじゃないですか！　日本で言う『サービス残業』ですよ！　──そう言いますよね!?」

「言うけど……どこで覚えたそんな言葉」

　組織としてそんな動きが許されているかどうかはこの際どうでもよさそうだ。勢い込むフィリスは、これでいて本気だった。

「納得できないんです！　放っておけないんですよ、そんなやり方は！」

　──ふ。

　アッシュが鼻を鳴らす。ベンチにふてぶてしく背を預け、顎を上げてフィリスを見下ろす。

「豪気なことだ。護衛となる僕が帰ると言ってもそうするのか？」

「します」フィリスは断言する。「その上で、改めて、個人的にあなたを誘います。乗るかどうかはあなた次第です」

　アッシュの目がフィリスに、次いでミソギに注がれる。いつかの悪夢の残ざん滓しが抜けただけかえって感情を読みづらい。ミソギが問う。

「……だ、そうだ。お前はどうすんだよ」

「半々だ。今のところ利害の一致でここにいる。けれど、もし相手の方が正しければ──」

「あっちに協力しますってか？」

「当然だ。そもそも、こっちは君ごときに肩入れしてやる理由自体が無い」

「そうかい、じゃ何の気兼ねも無しにてめぇをぶっ飛ばす口実ができるわけだ」

「なるほど確かに楽しみだな。こっちも、一番弾丸をぶち込みたい相手をこうして泳がせてやるのにも飽きてきたところなんだ」

「アッシュ様っ!!」

　と、ウェイトレスさんが横入りする。両手で片手を握られて、アッシュは戸惑う。

「どうか、──どうか、お願いいたします。こんなことをお願いできる立場ではないかもしれませんが、でも、ミソギ様と並び立てるのはあなた様だけなんです。お願いします!!」

「僕は付き合ってやるなんて言ってない」

「僭せん越えつながらアッシュ様、私も木もく蓮れん様のご真意を知りとうございます。ミソギ様お一人ではいささか難儀な場面もございますが、あなた様がご一緒ですとまさに百人力」

　マスターまで参戦してきた。アッシュは一瞬眉間にものすごく皺しわを寄せて、取りすがってくる赤鬼と青鬼をあっさりぽいぽい蹴散らす。

「利害の一致と言ったはずだ。僕は味方でもなんでもない」

「では、こちらに利があるとわかれば協力してくれるんですね、アッシュ？」

「そうならないことを祈るよ。息苦しいのはもううんざりだ」

『──どうやら、そちらもそちらで面倒な奴やつを抱えておるようじゃの』

　そうだなとしか言えない。電話口の閻えん魔まに、ミソギは皮肉の笑いを返す。

「もっと話がシンプルなら楽だったんだけどな。とにかく、こっちは無事だ。あのクソみてぇな花をどうにかして、それから木もく蓮れんにあたる。何かわかればまた連絡するわ」

『うむ。……すまぬな。わしからは、何も──』

「余計なこと気にすんじゃねぇよ。現世のイザコザはオレの仕事だ。あんたは茶でも飲んでのんびり待ってな」

『……わかった。頼むぞ、ミソギ』

　通話が切れる。見渡すと、全員覚悟は決まったようだった。何はなくとも、木もく蓮れんの真意を確かめ、なおかつポレヴィークをどうにかしなければならないのは同じ。アッシュだけが面倒臭そうに腕組みをしている。

「──で？　そっちの方は通信繫つながったのかよ、フィリス」

　フィリスは首を振る。アナテマの別働隊への通信は、いまだに確立されていない。ただでさえ乱れた東とう凶きようの磁場の影響下で、更に幽霊花が何か悪さをしているのかもしれない。

「しっかし別の聖職者チームねぇ……。そんな奴やつらマジに信用できんのかぁ？」

「それぞれコードネームを付与された一級のエージェントです、腕前は確かですよ。なんとか彼らとコンタクトを取り、お互いに協力し合うのがベストです」

　嫌すぎる。武装聖職者一人でも手を焼くというのに、それが三人にも四人にもなったら今度こそパンクしてしまう。どうせどいつもこいつも亡もう者じや嫌いに決まっているし、そんな奴やつらと引き合わされてミソギがどんな目に遭うかフィリスは考えているんだろうか。

「もちろん事情は説明しますよ。ミソギは私たちの協力者であり、敵意は無いと説明すればわかってくれるはずです。ハイドを止め、第六の天使の救出に尽力した者だとわかれば、彼らも無む下げには扱わないでしょう」

「どうだろうね。性格の悪そうな奴やつばかりだったからな」

　口を挟むアッシュに、ミソギはものすごく「お前が言うな」と思った。

　と、奥の方でなにやらごちゃごちゃやっていた博士が戻ってくる。

「──いやいや、待たせた。現段階でわかったことをまとめた。作戦会議といこう」

　引っ張ってくるのは、なにやらごちゃごちゃ書き込んだホワイトボードだ。博士はそれを、黒いマジックペンの尻で叩たたく。

「東とう凶きようの地図をざっとまとめた。そしてこれが、各所で確認された幽霊花だ」

　簡素だがわかりやすい東とう凶きよう地図のあちこちに、大小さまざまな花丸マークが記されている。

　この花丸の大きさが、すなわち花の大きさということだろう。

「私は愛機で東とう凶きようを走り抜けるかたわら、幽霊花の配置を頭に入れていた。花のサイズには差があり、大きいものとなると先程まで格闘していた怪物レベルに及ぶ。そして、それらはどうやら無作為に咲き誇るばかりではないようだ」

　言う通りだった。大きなもの、中くらいのもの、その他の小さなもの……という地図上の花丸の並びは、ある地点を中心として東とう凶きように波及しているかのようだ。

「観測できた範囲だけでもこの幽霊花の分布には法則性が見て取れる。つまり、想定される一点に近ければ近いほど花は大きく、遠ざかれば遠ざかるほど小さくなる」

　ミソギの中に閃ひらめくものがあった。最初の瞬間、木もく蓮れんと見た「空から墜落するもの」──覚えている限り、着弾した瞬間にすべては変わった。あれが落ちてきた場所はどこだったか、黒板の簡易地図から考え直す。

「棲すみ蛇だ区のあたりか」

　木もく蓮れんとミソギがいたのは棲すみ蛇だ区の水路近くにある公園。あそこの着弾に巻き込まれてミソギは吹き飛んだ。博士の記す幽霊花地図と、その中心点と符合する。

「つまり、最初のポレヴィークの着弾地点が、そこの野の良ら亡もう者じやと死神サマとやらがいざこざしていた場所だとしてだ。そこを中心に兵器が展開していると？」

　アッシュの質疑に、しかり、と頷うなずく博士。

「おそらくはな。次に、中心点と花のサイズとの関係だが──これにはまだ少しデータが足りん。だが、ちょうど穴を埋めるデータを持ってきてくれたようだ。彼女がな」

　博士が、ホームの階段の方を一いち瞥べつする。

　とてとて走ってくるそいつが何者なのか、一目でわかった。

「──おすおすおーす。って、おおっ!?　みそぎんにあっくんにふぃーちゃんじゃん！　ホントにいるんだ～っマヂ久しぶりじゃーん☆　元気にしてたーねえねえねえ!?」

　枕まくら森もり酔すい花か。十七歳、東とう凶きようでは珍しい純粋な人間。かつては敵だった電脳系変人ギャル。

　しばらくぶりに見たが、祓はら宿じゆく帰りのテロリストを思わせる派手派手ファッションに物騒な武器満載のスクールバッグは健在のようだ。ついでにそのやかましさも。

「酔すい花かさん！　よくご無事で……！」

「なになにー心配してくれてたの～？　ふぃーちゃんやっさし～！　はいこれ飴あめちゃんあげちゃう食べて食べて！　おっ、あっく～ん今日もイケメンだね～うりうりぃ～☆」

「僕をあっくんと呼ぶな」

「博士、情報収集ってのはこいつがしてたのか？　外もまともに歩けねぇのにどうやって？」

「えぇ～!?　塩っ！　塩対応じゃんナニそれテンサゲなんですケド～!?　いーもーんアタシにはふぃーちゃんがいるもんねー。はいふぃーちゃん、ぎゅーっ♡　あっくんもハグする？　いいよいいよドンと来いよ！　スイちゃんのおっぱいに飛び込んできなーっ！」

「むぎゅぷっ!?　す、酔すい花かさん、苦し……っ」

「僕をあっくんと呼ぶな」

　二分くらいわちゃわちゃした。この非常時でも変わらないのはいいことだが変わらなすぎだろう。ミソギは口に強引に突っ込まれたキャンディを嚙かみ砕くだきながら「で」と先を促す。

「お前今まで何してたんだ？」

「んー？　テキトーに逃げてた。ポレポレ、じゃないやポレヴィーク？　キモカワだけどつまんないよね、ノリ悪いし。で、途中でフラっちと連絡取れてさー、あとはスパイ的な？」

　フラっちとは博士のことだろう。こういう奴やつだが異様に有能なのは、先の幽体麻薬の件でとくと思い知っている。酔すい花かはバッグからタブレットＰＣを取り出し、並行してスマホアプリで何かをすいすい操作する。

　ぷるぷるぷるぷる、と一機のドローンが飛んできた。

『これはこれは、クソ死神と外道神父様方。ご無沙汰ですなぁ』

　しかも喋しやべった。

「うわびっくりした!?　おい酔すい花か！　ドローンから辛気くせぇおっさんの声がしたぞ!?」

『ほーあたしが辛気くせぇと、おたくはそうおっしゃるわけだ。はーまったく誰のおかげでそうなったと思っておいででぶつぶつぶつぶつ』

　なんか恨み言まで吐かれて正直不気味だが、考えてみれば聞き覚えのある声。

「ま……真ま淵ぶち、累るい……!?」

　最初に気付いたのはフィリス。そうだそいつだ。変わり果てた男の姿にミソギは驚きよう愕がくする。

「馬鹿野郎！　なんで人間の体を捨てやがった!?　空を飛びたかったにしても早まりすぎだ!!」

『違うわっ!!　──はぁ、遠隔通信ですよゥ。あたしは別ンとこに隠れてます。ヤードセールの残党だとか、敵対勢力だのに見つかっちゃマズいですからねぇ』

　真ま淵ぶち累るいは、東とう凶きようの闇流通を仕切る連合組織「ヤードセール」の長だった。

　だったと過去形なのは以前の幽体麻薬の一件から失脚し、ヤードセールが事実上解体したという経緯による。一転追われる身となった真ま淵ぶちは、それでも東とう凶きようのどこかに潜み、一発逆転の新たな商売を画策していた。話によると酔すい花かとつるんでいたそうだが。

「それで……あなたは今、何を？」

『おやおや、噓うそのお上手なシスターさんじゃございませんか。──ええ、あたしの声をお届けしているコレね、見覚えがありますでしょ？　酔すい花かさんのかわいいペットでさ。コイツを街中だーっと飛ばしましてね、闇医者の先生が言う情報を集めてござんした』

　酔すい花かは自作のアプリで大量のドローンを操っており、ごちゃついた東とう凶きようの情報を常にかなりの精度で収集している。なるほどただの機械は幽霊兵の食欲には引っかからないだろう。

「てことは、そいつらのデータからを何かわかるんだな？　でかした、よし──」

『八千万』

「あ？」

『東とう凶きようを救うための情報でさぁ。これでも相当負けて差し上げてますぜ？』

　こ、この野郎。ドローン越しに奴やつのヘラヘラ顔が透けて見える。

『ま～嫌ならいいんですわ嫌なら。一連のデータはあたしの手の内にありますがねぇ、つまり送信するかどうかはこの指次第ってなもんで、なんの駄賃も無いとなりゃァショックのあまりうっかり削除しちまうかも』

「もー、ぶっちーそういうトコー」

　酔すい花かがタブレットをたたっと操作し、

『あばばばばばばばばばばばばばばばばば!?』

　真ま淵ぶちに何か起こった。どすんばたんのたうち回る音がして、荒い息。何したんだという視線をよこすと、酔すい花かはけろっと操作パネルを見せた。

「ぶっちー見張り用ドローンのテーザーガン発射ボタン。びりびりするやつ。ヨケーなこと企たくらんでる時にはこれが一番なんだー☆」

『はぁ……はぁ……いいでしょう、こいつは貸しにしてやりまさぁ……！』

　どのツラ提げて言ってるんだこいつ。一応同意を得たということになるかと博士を見たら、こっちはこっちでなにやら剣けん吞のんな小型ロボを起動させようとしていた。

「……何それ？」

「自動追跡暗殺メカ『ウンゲテューム四フイ号ーア』である。真ま淵ぶち氏が情報提供を拒むというならやむなしと思っていたが、どうやら協力してもらえるようだな」

　つまりどう転んでも真ま淵ぶちはダメらしく、完全にヒエラルキー最下層である。頼りなげに浮かぶドローンを一いち瞥べつし、アッシュは冷笑をくれてやった。

「落ちぶれたものだな」

『うるせえやい』




　ドローンの集めた情報は映像と画像が主だった。

　投入した実機はざっと四百。幽霊花を中心として記録を続け、小さな体を生かして屋内や積み上がった瓦が礫れきの奥、地下に至るまで探索の眼めを向けていた。

　中でも気になるものは、地下に穿うがたれた大小さまざまなトンネルだ。細いものはドローンでギリギリ入れる程度、太いものとなると地下鉄のトンネル以上の直径にも及ぶ。

「花の根の痕跡か……」

　先日起こった『イヴの大消失』の現場も見ていたアッシュが呟つぶやく。博士が頷うなずいて、

「うむ。デリック君の言う通り、このトンネルは幽霊花が張り巡らせた根の痕跡だ。花が消失すればその根も消えるため、好き放題にほじくられた穴だけが残る。私が愛機でひときわ巨大な花と格闘していたのも、その太い根の痕を調べたかったからだ」

　博士たちが去った後、酔すい花かのドローンは現場を訪れていた。膝をつく巨大ロボの脇を抜け、花があった空っぽの穴に入り、奥へ、奥へ。動画形式で記録されており、ただでさえ地下施設の多い東とう凶きようの深部へ至る。途中廃棄された鉄道網や建物の地階を経由し、やがて行き止まりに至る。まだ生きている根との合流地点だった。

「この脈打つものは、まだ生きた幽霊花の根であろうな。おそらくはより巨大なものだ。私たちが倒したものの根は、川の支流が本流へ落ち合うように向かっていたことがわかる」

　映像にあるものは、一見すると植物の根には到底見えない。カメラいっぱいを埋め尽くすほど大きく、ほのかに光っており、照明の無い地下空間をぼんやり妖しく照らしてさえいた。

　そしてトンネルの向きを東とう凶きよう地図に照らし合わせれば、全ては一点に収束する。

　東とう凶きよう屠と、棲すみ蛇だ区。地区どころか屠と全般、いや日本で最も目立つ場所、そこは──

「合流点は、東とう凶きよう巣ス怪カイ吊ツリーと見て間違いあるまい」

　もとは電波塔として造られたその建築物は、幽界現象により東とう凶きよう全域が「死んだ」後も元気に役目を果たしている。ただし拡散する電波には相応に胡う乱ろんなものが混ざっており、死者の呻うめきや悲鳴やラップ音や冥界へ呼ぶ声などが音声に混ざり込む。テレビには普通に幽霊が移り込んでいたり、あの世の光景など怪映像がＣＭ感覚で挿入されたりする。

　そんな毒電波撒まき散ちらしタワーと化した霊れい破わの巣ス怪カイ吊ツリーは、これ以上変わり果てようもないというおおかたの予想を超え、より酷ひどいことになっていた。

「……これ動いてねぇか？」

　ドローンの映像の中、巨大な塔は脈動を繰り返していた。

　表面を土管より太い蔦つたがびっしり這はい回まわり、あちこちに伸びた枝葉から光る幽霊花を咲かせる。すべてが血管のように機能し、吸い上げた養分を上へ上へと運び続けていた。

　その頂点は、今や往時の形を留とどめてはいなかった。長く伸びたゲイン塔は幽霊花にすっかり侵食され、代わりにバランスが危ういほどに巨大な、生き物の心臓にも似た異形の蕾つぼみを付けている。その不気味な脈動が全体に伝でん播ぱし、塔全体が怪しく蠢うごめく様は悪夢そのものだ。まるで、全長六〇〇メートルの妖怪化した大樹である。

「出来の悪ぃホラー映画みてぇなナリしてんな」

『んなもん十年前からずっとそうでしょうや』

　違いない。同じく十年東とう凶きように居続けた真ま淵ぶちの言は冗談と思えぬ真実味に満ちている。

「すべての養分の源は、巣ス怪カイ吊ツリーの地下にある。すなわち心臓部であり、そこを叩たたくことで亡霊兵器を討滅できる可能性は高い。だが、相応にリスクは特大だ」

『あの、なんでしたかね、空からでっけぇ棒落とすアレ。あのブツをもっぺん落とすってわけにはいかねぇんで？』

「今回、最終救済兵装の使用は認められていません。……もし許可が下りていたとしても、私が使わせたりしませんよ」

　衛星兵器『裁きの杖アピン』は、使用者の自爆を前提とした最終手段である。

　更に周辺への被害も甚じん大だいなので、「天使」のような何を犠牲にしても抹殺すべき世界規模の危険に大してのみ認可が降りる。今回は複数のエージェントを投入している関係もあり、仮に落とす場合、誰か一人をターゲットマーカーとし、全エージェントが同時に軌道上の射出プラットフォームへアクセスしなければならない。

　アッシュが首輪を指で弄いじり、ふん、と片眉を上げる。

「高い塔を上から下まで貫通して、地下深くの核にどれほど打撃を与えられるかも疑問が残るところだな。それに頭の上に棒を落とすのには、僕ももう懲りた」

「……あんまアレの話すんな。トラウマがあるんだからよ」

　ミソギにとっては、やむをえなかったとはいえ借金を爆増させた忌いむべき兵器である。

「直接出向いて、この手で叩たたくしかないというわけか。わかりやすくて結構なことだ」

　アッシュが総括する。場所さえわかればあとはやるだけだ。リスクの高さなど先刻ご承知であるし、方法が他に無ければまごまごしている暇はない。

「酔すい花か、外はどうなってた？」

「あー、見た感じ最初よりは静かになってるっぽい。お花めーっちゃ咲いてるけど、ポレちゃん少なくなってた」

　それはそれで悪い予兆の気がしてならないが。

「ここから先は、我々が同行しても足手まといになるだけであろうな。私はここで幽霊花の解析を続けるとしよう。何かわかれば、酔すい花か君のドローンを通じて連絡する」

　と、隅に置いていたドラム缶ほどの気密カプセルを指し示す博士。レイスのトランクに無理やり積ませたものだ。でかすぎて蓋が閉まらず強引にそのまま進んだ。例の巨大ロボはこうしたカプセルをいくつか格納しており、レイスでもひとつ運ぶのがギリギリだった。

「さっきから思ってたんだが、そりゃ何だ？」

「採取した幽霊花のサンプルだ。これをもとに、幽体組織を分析できるはずだ」

「採取!?　んなことできたのか!?　倒しても消えるだけだと思ってたぜ」

「幽霊を用いた実験も行ってきたのでな。彼ら専用の捕獲具を流用したまでのことだ。いやぁ思い出すなぁ五年ほど前はこれで捕まえてはアレして捕まえてはソレして」

　これ以上は詳しく聞かない方がいい気がする。

「あとは本部との連絡が取れればいいのですが、今の通信状況だと厳しいですね……」

　東とう凶きようの電波状況は最悪に近く、更に東とう凶きよう最大の電波塔こと巣ス怪カイ吊ツリーが侵食されているとなれば外部への通信は絶望的だ。

　では酔すい花かはどうなのかというと、彼女はこんなこともあろうかと街のあちこちに自前の中継アンテナを設置しているらしく、その範囲内なら問題なくドローンの操縦やそれらを介した通信が可能とのことだった。これも東とう凶きようをソロで生き抜く悪知恵のひとつというわけだが、外部とのコンタクトには応用できなさそうだ。アッシュは当然のように、

「本部との通信ができない状況なんていくらでもあった。あとはこっちの判断で──」

　と、いきなり黒電話が鳴った。

　閻えん魔まからだろう。何か伝え忘れていたことがあったのだろうか。ミソギは受話器を取り、

『あーミソギくん？　ボクボク』

　硬直した。

「お前……!?」

『はい、木もく蓮れんだよー。今どこいるかわかんなかったけどさ、連絡先に伝でん奇き屋や堂どうってあったからそこにかけてみたの。よかったよかった』

「……どこにいる。どうやって電話かけてきた？」

『巣ス怪カイ吊ツリーの近く。で、今かけてんのはキミが落としたスマホ。これクーちゃんからの支給のやつだよね？　暗証番号デフォのままにしちゃったらダメだよ』

　既に周りもミソギのただならぬ気配を察知している。マスターやウェイトレスさん、フィリスは受話器から漏れ聞こえる声に耳を傾ける。アッシュと博士はミソギの表情を注視し、酔すい花かは何か面白いことが始まるっぽいぞとウキウキしている。

「巣ス怪カイ吊ツリーの近くだと？　お前、今何してやがる。一体どうするつもりだ？」

『あの花ね。もうすぐ、咲くよ』

　出し抜けに告げられたその「花」が、街中の幽霊花ではないことを、ミソギは直感した。

　これまでとは比較にならない最大の花。巣ス怪カイ吊ツリーのてっぺんに頂く蕾つぼみの映像が思い出される。

『たっぷり養分をたくわえて、これまでとは比べ物にならないほど広がる。でも、地上で広がると大変。東とう凶きようの外にも広がって、日本、ううん世界中に広がっちゃうかもしれない。ボクとしてもそれは避けたいんだ。だから、別の行き先を用意してあげるの』

　なんとなく、予感はした。

　だが、確かめないわけにはいかなかった。

「……どこだよ、その行き先ってのは」

『地獄。ミソギくん、キミの眼めの力で、花を地獄に送ってあげて』

　地獄と現世は、普通は気軽に行き来できるものではない。幽界現象で一度ひっくり返ったがその一回以外は今でも徹底している。更に言えば、今は死んでしまっても魂が現世に残るのだから、ある意味で昔よりも行き来が難しくなってさえいる。

　例外は、死神。あとは特別に許可を受けた一部の獄卒だけだ。

　それにしたって色々手続きを踏まねばならず、門を開けるかどうかはあちらの判断。相応に時間もかかる。ミソギは何度も閻えん魔まと話しているが、直接顔を突き合わせて会話したことは幽界現象以来一度も無い。

　だがミソギの『錠じよう眼がん』ならば、途中のプロセスを全部吹っ飛ばして地獄へ直通だ。

『あの子は、魂を食べて、花の中に取り込む力がある。魂を持つ存在なら、人間でも亡もう者じやでも地獄の閻えん魔まだって食べられるの。だから次元の境界を越えて、クーちゃんをぱくっとしちゃえば後はやりたい放題。向こうでばーっと広がって、どこまでも侵食して……やがては、全部を食べ尽くしちゃうだろうね。地獄が滅びて、現世が平和になるってわけさ』

　視線がミソギに集まっている。木もく蓮れんの明朗な声は、耳を傾ける全員に届いていた。驚きに悲しみ、様々な感情が渦巻き、ただアッシュだけが徹頭徹尾表情を変えず、木もく蓮れんの企たくらみよりもむしろ「ミソギが何と返すか」に注意を傾けているようだった。

『おいで、ミソギくん。キミの力が欲しいんだ。生き返れるって願いも叶かなうんだよ』

　木もく蓮れんが笑う。

　すべて聞いた上で、ミソギも笑う。

「──あんまナメんなよ、死神」

　電話口の向こうで、一瞬の沈黙。戸惑いの気配。

「なぁにが『願いが叶かなう』だ。誰がいつンなこと頼んだよ」

『……手段を選んでる場合じゃないと思うな。みんなの為ために、今はこれしか無いもん』

「そのみんなってのぁどこのどいつだ？　少なくともオレは入ってねぇよな。悪いがお断りだね。オレの十年は、上司や友達ブッ殺す為ためにあったもんじゃねぇんだよ」

　フィリスが小さく頷うなずく。酔すい花かがこっちを見てにま～っと笑っている。アッシュは無感動に鼻を鳴らすだけ。見せもんじゃねぇぞと言いたい。

　受話器の向こうで、ふぅ──と小さなため息。木もく蓮れんはまったく処置なしの子どもを前にしたように小さく「困ったな」と呟つぶやいた。

『ボクは、キミの……みんなの願いを叶えたいだけなのに』

「だからどうした。他はどうだか知らねぇが、オレの願いを叶えるのはオレだ」

　双方の歩み寄りは不可能。わかりきっていたことだ。ほんの数秒の沈黙の後に、木もく蓮れんの方から電話が切られる。ミソギは受話器を置いた。

「ずいぶん仲が良いいようじゃないか」

「おーおー。お前よりよっぽど話しやすい相手だったわ」

　皮肉に皮肉で返す。アッシュは立ち上がり、武器入りのアタッシェケースを持ち上げた。

　木もく蓮れんにこちらのスタンスは伝えた。次は、こいつだ。

「聞いた感じ、こっちにはいいこと尽くめみたいだ。こんなに都合のいいことはない」

「だったらどうする。あいつの方に協力するか？」

「そうだと言ったら？」

　どうもこうも、そのつもりなら言葉は要らない。

　ぎりり、と雨う炎えん鋼こうの両腕が軋きしむ。アッシュは銃のホルスターに手をやる。空気が途端に張り詰めて、炸さく薬やくのような闘気と冷たい殺気が二人の間で対流する。

「待っ……！」

　聞かない。フィリスが言い終える前に、ミソギが踏み込んだ。

　地下が揺れる。ウェイトレスさんとマスターが身を竦すくめ、酔すい花かが「わお！」という顔をし、フィリスが止めに入る間もなくミソギは己の間合いに飛び込んだ。

　がぎんっ!!

　左に手斧を、右に銃を。クロスしたそれらで最初の一撃を受け止め、勢いで二メートルほど後退するアッシュ。至近距離から、蒼あおい眼めがミソギを睨にらみ上げる。

「動物じみた単純さだな。やっぱり僕は君が嫌いだ」

「気が合うじゃねぇか。嫌いついでにケリ着けてやんよ！」

「──けど、ああいう女はもっと嫌いだ」

「は？」

　既に、アッシュの全身からは一切の殺気が抜け落ちていた。

　さっきのは何だったんだと思うほどにあっさりと、反撃も何もせず、淡々と続けた。

「神様気取りで、なんでも自分の思い通りになると思っている。いけ好かないタイプだ。そもそも、怪異の案に乗ってやること自体胸むな糞くそ悪わるい」

「──ちょっ、二人とも！　離れ、てっ！」

　そこでフィリスが割って入り、組み合う二人を引き剝はがす。呆あつ気けに取とられたのはミソギだ。

「あんな奴やつの手助けは要らない。予定通り、ポレヴィークは僕の手で救済しまつする」

　ええと、つまり、とフィリスが話を整理して確認を取る。

「……では、ミソギと協力して、引き続き事件の解決に当たるということですか？」

「少し違うな。僕が、じゃない、そこの野の良ら亡もう者じやが、僕に、移動手段と労力を差し出すわけさ。つまりは馬車馬とご主人様の関係に近い」

「なぁにが馬だコラ！　ちったぁ素直になったらどうだ、あぁ!?」

「騒がしい馬だな。どうせ鳴くならそれらしくしろよ、ほら、ヒヒン、だ」

「はぁぁ～!?　てめぇこそマジで泣かしてやろうかオラさっきの続きだ構えろボケが!!」

　だそうです。という顔で、皆を振り返るフィリス。マスターは満足げに頷うなずき、ウェイトレスさんはぐすんと涙ぐみ、博士は顎に手をやり満足げ、酔すい花かは手を叩たたいて爆笑していた。

　ミソギは下から嚙かみ付つくように睨にらみ上げ、アッシュは上から絶対零度の見下し。

「巣ス怪カイ吊ツリーとやらまで僕を運べ。あとは逃げて隅っこで震えていればいい」

「上等だコラ。てめぇの出番なんざ回してやんねーから大人しく腰巾着やってろ!!」

　つまりはこれが結論である。そういうことです、とフィリスが話がまとまったことを伝え、丸く収まったのやら収まってないのやら、ため息をつく。ちょっと嬉うれしそうに。




　　　　　○




　十二月三十一日、大晦日おおみそかの午前二時。

　一時の大騒動に比べれば、表面上、街はずいぶん落ち着いたように見える。もう悲鳴も爆音も聞こえず、街中埋め尽くす勢いだった幽霊兵もいない。ただ北風にゆうらりゆうらり揺れる不気味な幽霊花だけが、我が物顔で地表に根を張る。

　これは単なる小康状態だ。木もく蓮れんは、開花の時を待つ巣ス怪カイ吊ツリーをじっと見上げていた。

　丑うし三みつ時どきの瘴しよう気きを纏まとい、全体を仄ほのかに光らせながら、それは毒々しく胎動していた。

「交渉、決裂っスかね？」

「そうっぽいね」

　背後には漆黒のバイクが三台、アイドリング状態のまま停とまっている。そのうちの一人、もっとも小柄な風見鶏ウエザーコツクが確認を取る。

「……で、人レ喰イいヴ鴉ンとその相棒もあっちにいるんスよね？」

「うん、たぶん。気配がした。知らない魂の気配が、何人か。二人は海の外のにおいがした」

　魂云うん々ぬんは知らないが──とでも言いたげに、風見鶏ウエザーコツクは「はぁ～あ」とため息をついた。

「んじゃ最悪、人レ喰イいヴ鴉ンも死神モドキについたってことになるんスかね？　やだなぁ、無駄だなぁ。金でも握らされたんスかね」

「どっちでもいいわ」毒蛇ヴアイパーが口を挟み、「人レ喰イいヴ鴉ンはこちらのミッションプランに反対。情報担当補佐官ともども現地亡もう者じやと手を組んでおり、任務遂行の妨げとなる可能性あり。本部とのコンタクト不可能のため、現場判断により反逆者と認定──ってことで言い訳利きくでしょ」

「……対処する」

　決まるや否いなや、首ラ切ビりツ兎トがアクセルレバーを捻ひねった。

「ちょっ、早いスって首ラ切ビりツ兎トさん！　待ってくださいよー！」

　風見鶏ウエザーコツクも慌てて続く。ガスマスクの男と長大なライフルを背負った少女が走り去っていくのを見送り、最後の一人はまだそこに留まっていた。

「あんたはどうすんの、死神さんよ」

「ん……ボクは、まだこの子を見てなきゃ。先に行っといてくれるかな」

　木もく蓮れんの両手には一本の蠟ろう燭そく。燃える火は小さく、色は赤。

「それにしても気味の悪い火だな。そんなもんが本当に魂なものかね」

「そうだよ。誰の中にもある。キミの中にもね」

　その物言いに不気味なものを感じてか、毒蛇ヴアイパーは胸むな糞くそ悪わるそうに舌打ち。アクセルレバーを軽く捻ひねり、発車前の空吹かしでエンジンを温める。

「……ま、いい。確認するがね、必要なのはジュウゾウ・ミソギとかいう亡もう者じやの眼め。そいつが協力しないってんなら、首から上でもなんでももぎ取って持ってくる。仕事が済めばあんたには金輪際関わらない。それでいいな？」

「うん、大丈夫だよ。キミたちがそう望むのなら」

　ふん、と最後に鼻を鳴らして毒蛇ヴアイパーが走り去っていく。その場に取り残されたのは、蠟ろう燭そくを持つ木もく蓮れん一人──いいや、二人。




　──モクレン。わたしね、寒いの。とっても寒いのよ。

「大丈夫だよ。もうすぐ、みんながいるところに行けるからね」

　──本当？　そこには、人がたくさんいるの？　わたし、寂しくないの？

「うん！　賑にぎやかでね、あったかくて、いいとこなんだ。キミもきっと気に入るよ」

　──やった！　じゃあわたし、がんばるのね。もっとがんばって、大きくなるのよ！

「そうだね。キミも、あの大きな花をぶわーって咲かそうね。そこからが、本番だから」

　火はさざめき、少女の声で語りかける。巨大な花々の最深部に在る、小さな小さな魂。両手でそれを守りながら、赤い瞳に炎の光を写し取り、木もく蓮れんは呟つぶやく。

「そうすれば、みんなの願いが叶かなうから」

　願い──何度も繰り返したその単語を、また口の中で転がしてみる。願い。

　オレの願いは、オレが叶かなえる。

　あんな風に突っぱねられたのは初めてだった。彼の放った言葉をそのまま反はん芻すうしてみて、木もく蓮れんは豊かな胸元に片手を当てた。

「……なんだろコレ」

　どうにも理解しがたい、得体の知れないモノが胸の内にある。











第４章　んなもん自己満だ






　──遡さかのぼって、秋も暮れる十一月。

　その日フィリスは、スコットランドのアバディーンにいた。

　何も無い町だった。中心地は特に。往時の港湾都市としての賑にぎわいは見る影もなく、生ける者も死せる者の姿も見えない。建物の大部分は崩壊し、あんなにあった聖堂も、城も教会も、大学も海洋博物館も赤い死の荒野に絶え果てた。

　日本の東とう凶きよう屠と罪しん宿じゆくにあたる幽界現象の爆心地。生者が死滅するか立ち去り、亡もう者じやたちが駆逐され、惨劇から十年経たった今でも訪おとなう者の存在しない、誰にとっても忌いむべき場所。地上に刻まれ、今なお痛む大きな傷口が、その街の現在だった。

　そんな状態でも海は青く静かなままだった。燻くすぶるようにじりじり熱い砂浜を踏み、フィリスは水平線の向こうを見通す。

　東とう凶きようでの任務を終え、ロンドン塔へ帰る途中で、アッシュはたった一日だけ寄り道の時間を作った。本部へは帰還の日程をずらして伝え、輸送機のパイロットには金を握らせた。文字通り、ヤードセールのどこぞの大おお店だなからちょろまかしておいたデカい純金だ。

　アバディーンは、アッシュの故郷だった。

　君も来るかと尋ねたのは彼自身だが、期待している風ではなかった。頷うなずくと彼は「そうか」とだけ返したものだ。

　故郷の地を踏み、アッシュは特に何をするでもなく街を散策した。ほぼ丸々一日使って歩き回り、面影さえ失った街角に思い出の残ざん滓しを探しては、独り言をつぶやいた。

　──父さんは漁師だった。昔むかし気質かたぎな人でね。命を懸けて、僕らを守ろうとした。

　──この角を曲がったのが、僕らが見た母さんの最後の姿だ。

　──船の模型を見るのが好きだった。よくせがんで博物館に連れていってもらったよ。

　──ああ、この本屋、まだ原型を留とどめていたのか。姉さんがよく本を買ってたな。

　滅びた都市のど真ん中で、輸送機に備え付けのサバイバルキットは思いのほか役立った。しかもアッシュは何を思ったか、機内のありったけを持ち出した。これじゃ一泊どころか一週間は生きていけそうだ。

　糧食を腹に収め、廃はい墟きよのホテルで一夜を過ごした。二つの月が冴さえ冴ざえと輝き、地上が熾おき火びのように仄ほの赤く発光する夜は存外に明るかった。

　そして夜が明け、出発の時が近付く朝。最後に選んだ赤い砂浜を歩いている。

「──別に、付き合わなくてもよかったのに」

「一日中歩かせた後で言いますか、それ」

「意外に歩けるんだなって少し驚いてるよ。偉い偉い」

　前を歩きながら淡々と返すアッシュ。冗談でも言っているつもりなのだろうか。

「あなたは……幽界現象から、ここを訪れたことはあるのですか？」

「十歳の頃に逃げ出して以来、一度も。……いい機会だから、ついでに見ておきたかった」

　変わり果てたどころの騒ぎではない。記憶すらはっきりしているかどうか。

　アッシュは街中を冷静に見て回り、自分の中の何かにひとつひとつ折り合いをつけていた。

「この街の掃討作戦が開始されたのは、幽界現象からちょうど二年後のことだったらしい。アナテマが組織されて間もない時の一大作戦だったと、後から聞いた。僕はその時、まだ十二歳で……姉さんと一緒にいた」

　アッシュはその時すでに、卓越した殺人の才能を発揮していた。実の姉と共に、他を蹴落としてでも生き足あ搔がいていたころだ。

「武装組織『スカイ』にいたころ……ですね」

「スカイっていうのは、実のところ島の名前なんだ。子どもの頃、家族で旅行に行ったことがあって、それを覚えていた姉さんが付けた。ゲール語で『翼がある』という意味らしい。……名前の通り、天国みたいな島だったよ」

　ここ十年の世界地図によると、スコットランド北部のスカイ島は亡もう者じやの巣そう窟くつになってしまっていた。殲せん滅めつにあたったのは、記録では、総隊長自ら率いる精鋭部隊。決行は六年ほど前のことで、アッシュはやはりその時アナテマにはいなかった。

　日本ならいざ知らず、イギリスは亡もう者じやの存在を認めない。宗教的にああした存在は悪魔、またはそれに類する忌いむべき存在というのが通説であり、亡もう者じやの実質的自治区である幽かく離り都市などは言語道断。彼らが蠢うごめく場所は、確認できる限りすべて掃除された。だからこその今日におけるロンドンの平和であり、多くの無む辜この市民が暮らしている。

　亡もう者じやとは、悪あしきもの。汚けがらわしく、醜悪で、存在してはならないもの。

　フィリスも以前までそう信じていた。だが、どうやらそうではないらしいと東とう凶きようで知った。

　アッシュはどうなのだろう。死神と呼ばれた亡もう者じやと組み、「姉」の呪縛から逃れ、共に世界を救った、今の彼は。フィリスはずっと気になっていたことを、今こそ問う。

「……これから、どうするんですか？」

「どうって？」

「組織に戻って、アナテマのエージェントを続けますか？　総隊長はあなたの変化を把握しています。戻ったとして、これまで通りとはいかないと思いますが……」

　予想外の質問ではなかったろう。彼自身も考えていたことのはずだ。

　とうに答えはあるというような調子で、アッシュはしかし、意外なところから切り込んだ。

「十四人だったよ」

「え？」

「僕の『姉さん』になった女ひとの数。君を入れれば十五だ」

　当然、アッシュの「姉役」を任命されたのはフィリスだけではない。彼がアナテマの支配下に納まってからの五年間、その卓越した戦闘力を発揮するにあたり、条件に合致する幾人もの女性が彼と行動を共にしてきたはずだ。

　そのことについて考えないでもなかった。自分はたまたま運が良かったものの、同程度の危険な任務に従事していたはずの彼女たちは、どうなっただろう。

「……彼女たちは、今は？」

「組織を去ったか、任務の途中で命を落とした。その度に都合のいい認識の改かい竄ざんが行われた。姉さんは保護されて遠くへ行った、姉さんは休暇中だ、姉さんは療養している……とね」

　他でもない十五人目さいごの姉にそれを話すのは、ある種の懺ざん悔げだろうか。それとも、そういう風に己を作り上げたアナテマへの恨み言だったろうか。静かな彼の表情を見る限り、そのどちらでもないような気がした。

「赦ゆるしてもらおうとも、裁いてもらおうとも思っちゃいない。けど彼女たちが……彼女たちの魂が、一体どこへ行ったのかは、少しだけ考える」

「……それは……」

　答えの無い問いだ。知ってどうなる話でもない。ただ一人ひとりが当時のアッシュにとっては間違いなく「姉」であり、救いであり、戦う理由だった。

　今はもういない。

「……さっきの質問に答えようか。僕は組織に戻るよ。どのみち血まみれの身だ、都合よく他の生き場所が見つかるとは思わないし、僕一人が逃げたところで何をどうともできやしない。唯一どうにかなりえるのは、君の存在だ」

　私？　──きょとんとするフィリス。

「君は抜けられる。組織からすれば、今の君の価値は低い。ここで頭のおかしい鴉からすから命からがら逃げ、近隣のまだ生きている都市へ逃げ込めば、アナテマも深追いはしないだろう。まあそれなりにきつい行軍にはなるけど、十の僕と十四の姉さんが行けたんだ、問題ないさ」

　今更になって、フィリスはアッシュの真の目的に思い至った。

　彼はなにも、ただ昔を懐なつかしむつもりで故郷を訪れたのではない。

　フィリスに最後の逃げ場を用意しようとしていたのだ。

　やけに多いサバイバルキットはそれを見越してのこと。掃討が終わった廃都をわざわざ監視するほどアナテマも暇ではない。彼は完全に独断で、フィリスを組織から決別させようとしている。残れば血塗られた道から、抜けられない自分を差し置いて。

「後のことは放っておけ。十五人目の姉さんは旅行に行ったとでも伝えておく」

　フィリスが去っても、彼はしばらくここに立ち続けるだろう。そして適当なところで見切りをつけ、輸送機を呼び、きっと二度と故郷には戻らないのだろう。そんな気がした。治らない傷痕は、傷痕として放っておくしかない。この都市自体が少年の傷であり、彼はその記憶を頭の片隅に留とどめたまま、また銃把を握るのだろう。降り方を忘れた鳥のように。

「逃げませんよ」

　だからフィリスは、きっぱりそう答える。

「……なんだって？」

「私も組織に戻ります。といいますか、私にも私の答えがあるわけであって、勝手に逃げちゃう方向で話を進められても困るんですが」

「正気か？　最後のチャンスを逃すことになるぞ。一体なんのつもりだ」

「私が見ていないと、あなたは跡形もなく消えてしまいそうだからです」

　ひょっとしたら自分もとっくにイカれているのではないかと思わなくもない。情が湧いたとかストックホルムなんとかみたいなものだと言われても理屈で反論することは多分できない。

　だが、それが今のフィリスの包み隠さぬ本音だ。

　したいことはしたい。気になることは、やはり気になるのである。

　アッシュはしばし啞あ然ぜんとし、やがて俯うつむき、低く唸うなり始めた。一瞬ビビるフィリスだったが、よく聞けば笑い声だった。この瞬間が、フィリスが聞く、アッシュの「素」の笑いだ。

「……正気を疑うね。言っておくが、荊いばらの道だぞ」

「そんなの今更でしょう。中ちゆう途と半はん端ぱなところで降りる方が、私は嫌ですね」

　顔を上げ、アッシュは何かすっきりしたような顔で、

「いいだろう。なら、ロンドン塔へ戻ろう──一緒にな」




　輸送機を呼び戻し、アナテマに戻ってからさっそく荊いばらが敷き詰められていた。任務報告に各種質疑応答ついでに精神鑑定、眼めも回るほどの書類を片付けさせられ、ひょっとして洗脳じゃないかと思うほどの再教育プログラムをパスし「とりあえずまとも」の判子を押されてロンドン塔から解放されたのは実に丸三日後のことだ。

　後から聞く話によれば、これはアッシュを危険視する上層部の判断らしく、総隊長の口添えが無ければもっと酷ひどいことになっていたらしい。フィリスの十倍は濃厚な「手続き」を乗り越えたアッシュは変わらずロンドン塔の地下刑務所に幽閉され、フィリスが面会に来た時、読みかけだった詩集を閉じてこう言った。

「──やあ、フィリス。今日はずいぶん不景気な顔だな」

　厚さ二〇センチの強化アクリルガラスに反射する顔は、確かに酷ひどいものだった。

　目の下の隈くまを隠そうともせず、フィリスは笑った。

「自分で選んだことですから」

　共に命を預かり預けた、死線ギリギリの関係性。血と火炎の乱舞する獣道。どれも常人に耐えられるものであるわけがない。けれども、目の前に立つこの男が「死んだ世界」をどう走り抜け、どのような答えを出すのか見届けたいという願望が、フィリスには確かにあった。

　あの日、滅びを迎えた静かな港湾都市での会話は、二人だけの秘密だ。




　　　　　○




「もう。やっぱり繫つながらない……」

　通信端末のノイズと四苦八苦しながら、後部座席でフィリスがぼやく。

「電波状況は最悪なんだろう。これ以上やっても無駄なんじゃないのかい」

　助手席から、まるきり他ひ人と事ごとのようにアッシュ。

　レイスは、静まり返った街を駆け抜ける。

　深夜の東とう凶きようには雲が被かぶさり、ちらほら雪が降り始めていた。

　酔すい花かが言う通り幽霊兵は激減していた。食い残しを漁あさる個体が散発的に見られる以外は何も起こらず、難を逃れた亡もう者じやも次の波を恐れて出ようとしない。まだ生きている電気や幽霊花の放つ光が雪に跳ね返り、月も無い地上はぼんやり妖しく照らされている。

　目的は日本最大のタワー、東とう凶きよう巣ス怪カイ吊ツリー。

「せめて上空の輸送機とコンタクトが取れればいいのですが。今の状況を伝えないと……」

「相手はもう動いてんだ、次に何しでかすかわからねぇ。悠長に構えてる暇はねぇぞ」

　うむむと考え込むフィリス。

「……正直、あの死神の考えは私には理解できません。だって、閻えん魔ま様とはお友達なんですよね？　それを、あんなにもあっさり……」

　アナテマの二人は閻えん魔まと直接関わりは無いが、そういえばフィリスは以前、閻えん魔まと会って話をしたことがあった。ほんの一瞬彼女のオフィスを通り抜けたことがある程度の中だが、決戦に手を貸してくれた閻えん魔まに、フィリスは恩義を感じているようだ。

「友情があることと、殺さなくちゃならないことは矛盾しない」

　アッシュはあくまでもドライに返した。

「……そうでしょうか？」

「そうする必要がある中で、友達だから殺せないと言い出す方が問題だ。……『選べない』よりは『選べる』方がよほど上等だと思うけどね」

　最後は、誰に言っている風でもなかった。不意にこぼれた独り言のように聞こえた。

　ミソギも、特に反論はしなかった。おおむねその通りだと認識していた。状況や人間関係にかかわらずやらなければならないというシチュエーションは何度も見てきたし、アッシュも似たようなものだろう。お互い歩いてきたのは荊いばらだらけの獣道だ。重要なのは、そういう問題を自分がどう処理するかという話でしかない。

「オレは納得しねぇけどな」

「だろうな」

「ンだよ」

「別に」

　閑散とした大通りを駆け抜けるレイス。ずっと直進し、途中で橋を渡れば棲すみ蛇だ区に入る。夜の闇と降り続く雪のせいで、巣ス怪カイ吊ツリーの全容はまだ見えない。

　そんな時、フィリスの端末がいきなり通信をキャッチした。

「……!!　この信号は……！」

　受信した時点で、ヘイロウの識別番号から相手がわかる。フィリスは勢い込んで応じた。

「こちら、情報担当補佐官のフォークスです！　聞こえますか、風見鶏ウエザーコツク!?」

『ん、あー、あーあー。うぃス。やっと繫つながった。人レ喰イいヴ鴉ンと、そのパートナーっスよね？』

　通信の相手は、なんと少女だった。声の感じからすると、下手したらフィリスとそう違わないくらいの年代ではないだろうか。

「ええ。そちらの状況はどうなっていますか？　上空の輸送機にいる、あなたがたのオペレーターとの通信は確立できていますか？」

『そぉれがダメなんスよねぇ。東とう凶きようの外へは全っ然繫つながんないんスわ』

　やはり、上空を周回しているアナテマのステルス機とはコンタクトが取れないままらしい。

　フィリスが機内に残らなかったのは、東とう凶きようの電波状況の悪さを踏まえ、最悪通信遮断の可能性もあると見越してのことだ。それに直接無事を確かめたい人々もいたし、何よりも御み殺そぎ十じゆう三ぞうとの再会を期待してもいた。組むことができればこの上なく頼もしい反面、聖職者との相性は最悪に近く、エージェントと彼とを取り成す存在が必要だと判断したのだ。

『──ま、ともかく。単刀直入に言いまスね。今すぐＵターンしてそっから消えてください』

　え。言っていることの意味を図りかね、固まるフィリス。

『仕事の邪魔なんスよ。気が変わってアタイらに協力するってんなら話は別っスけど、ジュウゾウ・ミソギはそんなつもり全然無いんスよね？』

「ちょ、それ一体どういう──」

「怪異と組んでるんだな？」

　アッシュが横から割り込んだ。

　相手はアッシュたちがミソギと行動を共にしていること、巣ス怪カイ吊ツリーに向かっていることを把握している。となれば、こちらが何をするつもりかも知っているに違いない。

　更に「邪魔だから引き返せ」となれば、つまりそういうことだ。

『ああ、アンタ人レ喰イいヴ鴉ンさんスね。挨拶遅れてすんません、お話できて光栄ス』

「前置きはいい。どういうつもりかだけ答えろ」

『そりゃこっちの台詞せりふスよー。むしろ組まない理由ありまス？　今運転してるっぽい亡もう者じやにだってうまみのある話じゃないんスかー？　聞いてまスよねー？』

　けっ。語りかけられ、ミソギは忌いま々いましげに吐き捨てる。

「驚いたぜ。聖職者ってのぁ亡もう者じやだとか人外の類が大っ嫌いなんじゃねぇのか？　よくもまぁぬけぬけと手ェ組むだなんて言えたもんだな」

『まあこれも必要だからっつーか。こういうの、日本じゃ背にハラハラ帰りにイライラとか、ゴエモン道中とかって言うんスよね？　アタイ詳しいんスよ婆ばあちゃんが日本人だったんで』

「……それ『背に腹は代えられぬ』と『呉越同舟』のことですか？」

『…………知ってたっスよ？』

　まあともかく、と風見鶏ウエザーコツクは気を取り直し、

『いーじゃないスかこのプラン。みんなお得でウィンウィン、アタイら人間は誰も損しねー』

「ちょっと待ってください！　仮にうまくいったとして、その後も思う通りに事が運ぶと断言できるんですか？　何かもっと悪いことが起こる危険だって──」

『そりゃ知らんスよ。ポイして閉めちゃえばいいんスから。臭いものにブタっス』

「しかし、犠牲になるものが多すぎます。向こうにも社会があるし、こっちにだって亡もう者じやとはいえ何の関係もない人たちが……！」

『アンタ人間のクセに何寝ぼけたこと言ってんスか？』

　返す少女の声色は、これまでとは打って変わって恐ろしく冷たい。

『アタイらはお仕事しに来てんスよ。こんな辺境ででスね、異教の島猿が何万死のうが亡もう者じやどもが何億くたばろうがでスね、なんも関係ねーんスわ。アナテマは断固たる裁きの執行者であり破門者でス。綺き麗れいごとで時間無駄にしてるヒマは、神に誓って無ェんスよ』

　今も東とう凶きようのあちこちに亡もう者じやが隠れている。わけもわからず生き返り、悪事を働く力もなく、幽かく離り都市で生きるだけ生きる者たち。十年前の災害から今に至るまで、何ひとつ理解できないまま世界の激動に流されるだけの人々──そう、人。死んでいるが、人だ。

「そ」フィリスの中で何かがぷちんとなった。「──そんなものは、思考停止です!!」

『んぁ？』

「どうしてそう極端なんですか!?　みんな死ぬとか殺すとか消すとか捨てるとか、もうなんかそういうのばっかり!!　ただの諦めとどう違うっていうんです！　全部ばっさり切り捨てておしまいだなんて、私は絶対に納得できません!!」

『あ～あ～～ハイハイハイ……』向こうでも何かが切れた。『なァ～にほざいてんスかおねーさん!?　ンな青くせぇタワゴトこねくり回してる間にも時間は刻一刻と過ぎてんスよ！　そもそもこんなクソ溜だめで何を捨てるの守るの選ぶこと自体意味なんて無ェの！　みんなゴミなの！　最短こそ正義でしょーが何ボケ腐ってんスか!!』

「私はそれでも、最善の手を探します!!」

『最短!!』

「最善!!」

『だーーー!!　どーゆークソバカと組んでんスか人レ喰イいヴ鴉ンさんよーーー!!』

　アッシュは、怒鳴り散らすフィリスの横顔を見て、何かご機嫌なサーカスでも見るような顔をしていた。お呼びがかかったとばかりにフィリスから通信機を引ったくり、

「──要するに、全部お膳立てはしてやるから、死神に従えってことだろ？」

『はー……はー……そうっス』

「僕が一番嫌いなことを教えてやる。『気に入らない奴やつに命令されること』だ」

　すっ──と、風見鶏ウエザーコツクが急速にクールダウンしていく。呼吸を整え、確認を取る。

『……ふぅ。本部とコンタクトが取れない以上、任務の遂行は現場の判断に委ねられまス。アタイらの決定に、アンタは従えないってことスね？』

「どうして君たちに従わなくちゃならない？　近くに他の奴やつらもいるなら伝えておけ、せいぜい異教の神に媚こびへつらっていろとな」

『…………。ミソギさん。ジュウゾウ・ミソギさん』

「んだよ」

『やめないし、退かないと。そういう結論ってことスね？　お仲間はこう言ってまスけど』

「オレの答えは木もく蓮れんに聞け。それと、」

「僕はこいつの仲間じゃない」

「……だってよ」

　しばしの間。通信機の向こうでガシガシ乱暴に頭を搔かく気配。ブチ切れていた時にはまだしも可愛かわいげのあった声が、吐き捨てるようにぶっきらぼうなそれに変わる。

『……りょーかい。警告はしたっスからね』

　そもそも風見鶏ウエザーコツクは、なぜアッシュとフィリスがミソギと組んでいることを知ったか。

　これは木もく蓮れんから聞いたなりで説明がつく。巣ス怪カイ吊ツリーに向かっているとも状況から推測できる。

　では、なぜ車で向かい、ミソギが運転していることまでわかったか。更にはこの電波状況が最悪なタイミングで、こうもはっきりと通信による会話ができたのか。

　畢ひつ竟きよう、それは風見鶏ウエザーコツクがミソギたちの近くにいるということになりはすまいか。

　半径数キロ圏内。しかも、あちらが一方的にレイスを見ている状況。

　前方、大通りのずっと先で、何かが光った。

　光の意味にアッシュだけが気付いた。無言で手を伸ばし、ハンドルを勝手に全力で切る。

「はぁあッ!?　ちょ、おま、おォい!?」

　当然レイスは派手にスピン、独こ楽まのようにぎゅるんぎゅるん回転しながら反対車線に飛び出し、ほんの一瞬だけ遅れて、

　がぅんっ!!　──と、蒼あおい閃せん光こうが車体を掠かすめる。

「……!!」

「狙撃だ」

　車のバランスを立て直す。対向車両が無くて本当によかった。レイスは横にもう二回転ほどしてようやく路面を捕まえ、長いタイヤの跡を刻んで脇道に逃げ込む。窓の外に一瞬見えた着弾点は、銃撃どころか爆薬でも仕込んだかのように派手に砕け散っていた。

「第Ⅱ種、狙撃銃のヴィスコンティだろう。資料によれば風見鶏ウエザーコツクは相当な狙撃手らしい」

「くっそ、あのクソガキ最初からこっち見てやがったな……！」

　聖職者にまた襲われるとは、心底げんなりした。フィリスが地図をチェックする。霊れい破わ十一年度の東とう凶きようロードマップに、酔すい花かのドローン情報を反映して色々書き込んだものだ。

「しかし、あの道を通らなければ目的地には行けません。回り道をしようにも地形が変わっているところが多いですし、渡れる橋も限られています……！」

「当然、最短距離だ」

　いけ好かない聖職者に狙われているからといって、こっちが譲ってやる道理は無い。道幅約四〇メートルの片側四車線道路、ほぼ直線の距離ざっと三キロ、進行方向の果てから狙撃手の眼め。まずは相手の位置を確かめなくては。ミソギはふぅと呼吸を整え、

「突っ切るぞ。後ろは頭下げてろ」

「は、はい！」

　腹を決めてアクセルを踏もうとした時、彼方かなたから別の音を聞いた。

　バイクのエンジン音だ。




　　　　　○




　がっちょん、とボルトハンドルを引き、笑えるほどデカい薬やつ莢きようを滑り出す。

「ありゃ、外した。さすがにいい勘してまスね」

　大通りを正面から見下ろす高層ビル、風見鶏ウエザーコツクは大型狙撃銃『凶きよう典てんヴィスコンティ』の高倍率スコープから目を外さない。最低でも車はブチ抜くつもりでいたけれど、人レ喰イいヴ鴉ンの反応速度は大したものだった。

　風見鶏ウエザーコツクは獲物を探す狩人かりゆうどの眼めで大通りを監視する。周辺地図と街の破壊具合から、ここがほぼ唯一まともに使える道路だということは調査済みだ。もし腰が引けて大きく迂う回かいでもしようものなら、その時はその時で追い立て役がいる。

「──首ラ切ビりツ兎トさーん。地上の方は頼んまスよー」

　ヘイロウの短距離通信から、返事は無い。しかし聞いている気配は感じる。やかましいほどのエンジン音を聞きながら、風見鶏ウエザーコツクは改めて大通りに集中した。




　　　　　○




　漆黒のバイクが後ろから猛追をかけて、追い抜きざまに手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込んできた。

「マジかよ!!」

　急発進。わずかに遅れて爆発が起こり、レイスが揺れる。襲撃者はバイクをターンさせ、なおもこちらに向かってくる。アッシュと同じ戦闘用神父服カソツクに何な故ぜかガスマスク、遠目にもわかるほど各種爆弾で武装しており、さながら走る生身の爆撃機だ。

　おまけに背中には妙にでかいケースを背負っている。お友達になりに来たとは思えない。

「ま、また爆弾を投げてきます！」

「わかってる！　振り切るぞ！」

　もたもたしている暇はない。ミソギはアクセルをベタ踏みしレイスを急加速、放物線軌道を描く手しゆ榴りゆう弾だんが妙にゆっくり見え、ギリギリ爆発の及ばない範囲へ逃れられた。

「おい、あのガスマスク野郎は何が得意なんだ!?」

「知らない。名前は確か首ラ切ビりツ兎トとかいったと思うが」

「知らねぇってどういうことだよ!?」

「資料には何でも書かれているわけじゃない。エージェントごとに秘匿事項が決められている場合もある。というか僕を辞書に使っていないで、少しは自分で考えろ」

　ふたたび、狙撃手が支配する大通りへ。ちかっ、と彼方かなたで閃せん光こうが瞬またたき、アッシュの合図でハンドルを右に。ギリギリだった。左側のサイドミラーが跡形も無く吹き飛び、破片が路上に散った後で遠い銃声が鳴り渡る。

「前方、一番背の高いビル。道路が丸見えだな。いい位置を取ったものだ」

「悠長に感心してねーで撃ち返すとかしろよ！」

「僕の手持ちじゃ届かない。銃もろくに使えない蛮族にはわからないだろうがね」

「いちいち一言多いなてめぇ!?」

　アッシュは偽ぎ典てんデリンガーを窓から出して、追いすがるバイクに引き金を絞る。

　蒼あおい銃火が三連続で閃ひらめいた。バイクはなぜ転倒しないのか不思議なほどの急ハンドルで路上を躍り、銃撃を紙一重で回避、減速どころか一気にアクセル。蛇行するレイスを追い抜いて、前方に手しゆ榴りゆう弾だんを四つもまとめて放り投げた。

「摑つかまってろ!!」

　サイドブレーキと同時に全力でハンドルを切る。タイヤが悲鳴を上げ、アスファルトに刻まれた跡は湯気を上げるほど熱い。無茶な九〇度カーブは功を奏し、なんとか回避に成功する。

　四つ同時の爆発に押される形で、更に急カーブ。なんとか進路を前方に戻したところでいきなり車体に大穴が開いた。

「きゃあっ!?」

　後ろからフィリスの悲鳴。狙撃はフロントガラス上部をぶち抜いて車中を斜めに抜け、後部座席のシートを貫通した。誰にも当たらなかったのは運だがそれも実力のうちと、ミソギは自分で自分のハンドル捌さばきを褒めてやりたくなる。前向きな精神。

　狙撃手のビルへは徐々に近づいていた。相手が高所に陣取っている分、懐ふところに潜り込めば死角となる。このまま交差点を突っ切り、Ｙ字に分かれた道路を右に行けば振り切れるだろう。あとはバイクで追ってくる奴やつをなんとかすれば終わりだ。

　可能な限り不規則に蛇行する。大きな瓦が礫れきがあれば盾とする。点滅する赤信号が近付き、ハンドルをそちらに向けたところで、路上に転がる大きな瓦が礫れきに気付いた。

　見たところ何の変哲も無いが、いやに気になった。思うと同時にハンドルを操作し、ほんの僅かに進路を膨らませて回り込む。頰の痒かゆみや指先のささくれが気になるという程度の、軽い勘のようなもので、あっという間に遠ざかってあとは忘れる程度のものだったが──

　結果として、ミソギの勘は当たっていたことになる。

　その頃にはもう、風見鶏ウエザーコツクが次なる引き金を絞っていた。

　狙いは車ではなく横の瓦が礫れき。動かない標的に当てるなど赤子の手をひねるより容易たやすく、大口径の銃弾は狙い通り、瓦が礫れきと──その中に山と隠した爆薬を貫いた。

　大ばつ爆ごお発おん!!

「どおぉおおおぉいッ!?」

「きゃーーーーーーっ!?」

「耳が痛い」

　いきなり真横で炎と衝撃が膨れ上がり、束つかの間ま、視界が真っ白になった。

　吹っ飛んだレイスは横ざまに転げ回り、廃はい墟きよと化した外車のショールームに突っ込む。

　すぐさまバイクが追いつき、ガスマスクが降車する。かつん、かつんと大理石の床を進み、割れた窓からオマケの手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込もうとして──

　車内にはもう、誰もいない。

「──雨う炎えん鋼こう、変異・爆ばく墜ついッ!!」

　既に脱出していたミソギが、上から奇襲をかけた。

　天井を蹴り、変形した脚部から爆炎。勢いを乗せた豪速の蹴りを放つ。

　ガスマスク──首ラ切ビりツ兎トの反応速度は化け物じみていた。弾はじかれたように跳んで回避。ミソギは奇襲が失敗したと見るや即座に飛とび退のく。距離を取って向かい合うガスマスク顔には、当然ながら何の感情も窺うかがい知れない。

「けっ、またお面野郎か。てめぇのツラは白骨なんてこたねぇだろうな？」

　首ラ切ビりツ兎トは完全無視し、背中のでかい荷物を降ろした。その時、

　銃撃！

　横合いからの銃撃に、首ラ切ビりツ兎トはやはりぞっとする速さと正確さで即応。銃声が聞こえるか聞こえないかのところで背を逸そらし、荷物を盾として銃弾を弾いた。それ自体が防刃・防弾効果もある特殊繊維の包みが破け、中のものが少し見える。何か、工具のようなものに思えた。

「……初手から殺すつもりとは、嫌われたものだね。僕の理性を見習ってほしいな」

　フィリスを連れて脱出していたアッシュが、物陰からデリンガーを突き出して狙う。フィリスはアッシュに首根っこを引っ張られて目を回していた。

　吹っ飛ばされたのは痛手だが、ある意味怪け我がの功名だ。ショールームは大通りに面した屋内で、角度的に狙撃手の眼めが届かないところにある。遮蔽物となる車の展示も多く、もう一方的な遠距離狙撃に悩まされることはなさそうだ。

　と、思っていたのだが。

　首ラ切ビりツ兎トは自らの首輪に触れ、何事か小さく呟つぶやく。くぐもった声がギリギリ聞こえた。

「……撃フアてイヤ」

　壁をぶち抜いて、大口径弾の狙撃が飛び込んできた。

「なっ!?」

　銃弾はショールームの壁をパンケーキのようにあっさり貫き、鎮座していたそれはそれは高そうな車に命中。間髪入れず次の狙撃、次、次。ミソギは屋内を駆け回り、アッシュもフィリスを背負って回避行動を取るが、狙撃が止やむ気配はない。壁や大窓を穴だらけにし、売り物の車を次々スクラップにし、次から次へと柱を砕く。

　これは、狙ってはいない。適当にアタリをつけて室内へ乱射しているだけだ。誤射をも恐れず味方にそう命じ、首ラ切ビりツ兎トはまったく臆することなく、既に踏み込んでいた。

　包みを払い、出てきたものは、一見の印象通り工具に似ていた。

　が、秘める殺意たるや工具などの比ではなく。

　──ぶぅぅううぅううううううううううんッ!!

「うおおおおおおおおッ!?　雨う炎えん鋼こう！　変異・遮断ッ!!」

　なんだそれと言う間も無く、本能的に防御行動を取る。

　第Ⅱ種特殊救済兵装『凶きよう典てんシグルツソン』。ブレードに純銀を組み込んだモーター式回転ノコギリで、直径八〇センチのバズソーはいかなる亡もう者じやも祝福の刃で切り刻む。

　もとは頑健な装甲を持つ改造亡もう者じや、または車両などの対物用に開発された代物で、そんなものを生身の肉に向けてどうなるかはお察しだ。獰どう猛もうなモーター音、ギザギザの刃が真円に見えるほど高速回転し、ミソギは両腕を盾と変じて受けざるをえない。

　ががががががががぢぢぢぢぢぢぢぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎんっ!!

「こんっ、の、やろぉお……ッ！」

　冥界の金属が銀の刃と嚙かみ合あい、噴水のような火花が上がる。首ラ切ビりツ兎トはずいっと体重をかけて刃を押し込む。耳をつんざく金属音が響き渡り、徐々に盾が切り裂かれていく。

　あわやと思ったところで、狙撃をやり過ごしたアッシュが横入り。駆けてきた勢いそのままの飛び蹴りをかまし、首ラ切ビりツ兎トを吹っ飛ばす。ばぢゅんっ！　とミソギの腕から刃が離れ、首ラ切ビりツ兎トは回転するシグルツソンを持ったまま巧みに体勢を整えた。

　低く構え、無言のままに構え直す細身の男は、なるほど標的の首を狩る獰どう猛もうな兎うさぎだ。

「おせぇよ！　フィリスは!?」

「トイレに隠した。あてずっぽうの狙撃でもそこまでは届かないだろう」

　再び、狙撃。鉄筋の柱がぶち抜かれ、たやすく折れる。高級外車は見るも無残なズタボロで被害総額を考えると他ひ人と事ごとながら背筋が凍る。天井から、埃ほこりと小さな瓦が礫れきが落ちてくる。

　ここまで来るとミソギもアッシュも気付いていた。こいつら、建物ごと潰すつもりだ。

　車のショールームは構造上、一面に壁のないだだっぴろい空間だ。支えるものは主に各所の柱のみ。その柱が崩れれば、一階部分は建物の自重に耐えきれず崩落する。

　──がががっ──ぢゅいんっ！

　高速で踏み込んだ首ラ切ビりツ兎トがシグルツソンを振り回し、車と言わず柱と言わず切り裂いていく。暴風さながらの猛攻は、味方の誤射も自爆もまったく恐れていない狂戦士の有あり様さまだ。

　攻撃を紙一重で捌さばきながら、アッシュはミソギに叫んだ。

「まず風見鶏ウエザーコツクをどうにかしてこい。君一人なら行けるだろう！」

「あぁ!?　お前何言って──」

「ここは引き受けてやると言ってるんだ！」

　このままではジリ貧だ。一ヶ所に縫い留とめられて射殺か斬殺か圧殺かの三択を迫られるのにもうんざりした。ミソギは即断し、飛び出そうとした直前にアッシュを振り返る。

　相手は聖職者だ。だが、人間だ。

「……殺すなよ」

　アッシュは嫌味ったらしく、

「それ、相手に言ってくれないか？」

　次の狙撃が来る。同時に首ラ切ビりツ兎トが動き、二人は顔を逸そらして互いの仕事に集中する。

　バキバキに砕けたショーウインドウから飛び出し、ミソギはふたたび寒々しい外へ。

　雪は徐々に積もり始め、路上を薄く白い膜で包みつつある。狙撃手が陣取っているというビルはここから見上げることができた。目算、残りはざっと一キロ弱。

　ミソギ一人ならば行けると、アッシュは言った。楽ではないが間違いない。

「雨う炎えん鋼こう、変異──」

　両脚が変形していく。爆発的初速を得るスラスターに加え、細く長く高密度に研ぎ澄まされた脚部を作る。そのフォルムは鳥類にも似た逆関節──二足歩行の動物が高速で走るにあたり最適化された形へと。

　ちかっ、とビルの一部が光り、

「──加速ッ!!」

　どばっ!!

　踏み込みの爆発に乗り、ミソギは一歩目で最高速に至る。

　頭上を狙撃弾が掠かすめ、すぐ後ろに着弾。今度は蛇行などとしゃらくさい真ま似ねはしない。人類には有り得ないストライドで飛ぶように駆け抜け、熱を持った疾走に雪が湯気と散る。

　次の狙撃──数十メートルを秒で飛ばし、ミソギは右の眼帯を開いた。

　集中を保てる時間は、せいぜい二十秒そこら。どう足あ搔がいても三十秒は持つまい。できれば温存したかったが贅ぜい沢たくを言ってもいられない。脳の奥がチリチリ灼やける感覚。今もこちらを見ているであろう目と、遥はるかな距離とスコープを隔てて睨にらみ合あう。

　──当ててみろよ。

「解ひ放らけ、錠じよう眼がん！」

　右みぎ眼めが炎を生み、視界のあちこちに空間そのものの罅ひびが見えた。

　幽明の境が曖昧になった場所に現れる、この世とあの世の次元の切れ間だ。

　次の閃せん光こうが見えた瞬間、ミソギはその中に飛び込んだ──次元跳躍。

　切れ目から次の切れ目へ、瞬間的に地獄を経由する空間転移。己自身は一ミリもぶれず直線距離を全力疾走しているが、切れ目へ消え、タイムラグ無しに次の切れ目から飛び出て、それを繰り返す様はまるでコマ送りのジグザグ移動だ。

　十秒経過。めちゃくちゃな速度が出る中で、ミソギの集中は刃の上を歩くように鋭い。

　錠じよう眼がんを使った疑似瞬間移動は「入る場所」と「出てくる座標」を確実に計算しなければならず、一歩間違えれば地獄の辺境に飛ばされてそれきりだ。とんでもない速さで回り続けるミソギの思考回路に呼応し、右みぎ眼めの炎がごうごう渦巻いて疾走軌道に火の粉を散らす。

　また狙撃、今、切れ目が開く、飛ぶ体たい軀く、切り替わる景色。一瞬後に現世の寒さが戻り、繰り返し繰り返し飛ぶ／撃つ／避ける／走る／飛ぶ／撃つ／避け、銃弾の軌跡、爆はぜる地面を置き去りに、留まるばかりか炎の軌跡は加速を続け──ここだ!!

「飛ぉおべぇえッ!!」

　十五秒経過──踏み込みばごん!!

　逆関節の脚部を揃そろえ、人外のバネと爆炎の推進力で、ビル目掛けて全力の跳躍。

　閃せん光こうの位置は覚えている。移動する暇も与えてやらない。階段もエレベーターもいらない、直で跳んで殴り込みをかけてやる。

　撃ち下ろされる弾を、次元跳躍にて回避。横よこっ面つらを掠かすめて灼やけるような痛みを感じた。もう閃せん光こうと弾着と銃声にタイムラグの無い近距離だ。飛び／跳んで距離を稼ぐ、異様なジグザグの放物線軌道を狙撃が追い立て、雨う炎えん鋼こうの腕で受け、それでも直撃は避け、接近。白い雪に混じって冷たい血ち飛沫しぶきが散り──

　ついに、狙撃手が見えた。

　一キロ余りの直線距離と狙撃の雨を切り抜けて、この間、実に十八秒。

　狙撃地点はおそらくオフィスビルだろう。枠が外された窓から、冗談みたいに長い銃身が突き出ていた。だがもう狙撃は間に合わない、既に懐ふところに飛び込んだ。

　彼女はトリガーから手を離していた、代わりに取り出したのは、何かのリモコンだ。

　風見鶏ウエザーコツクはごくごく最近も、怪異のよくわからない移動手段で距離を詰められた苦い経験がある。人間のアッシュはともかく、似たような存在の御み殺そぎ十じゆう三ぞうとやらも妙な手を使うかも──と想定し、狙撃ポイントに仕掛けを施しておいた。

　周辺の窓、外壁、部屋の入口などにスイッチを分け、来客用の爆薬を仕掛けていたのだ。

　この度、超速く走ってきた超変な奴やつは、見事窓から飛び込むという蛮行に及んだわけで。

「だからどーしたって話スよ、バーカ!!」

　室内に引っ込み、窓まど際ぎわの爆薬をスイッチオン。

　視界を埋める眩まばゆい爆炎。ミソギは歯を剝むいて笑い、




　斬!!




　──爆音が、残響すらもふっつり消え果て。

　ビルの一室に無傷のミソギが立っている。

　壁かべ際ぎわには、追い詰められた狙撃手。予想よりずっと幼い、小柄な少女だった。

　窓は大きく崩れ、窓枠どころか壁一面が吹っ飛んでいる有あり様さま。しかし炎も瓦が礫れきも存在せず、ただ破壊の痕跡だけがぽっかり残っているという奇妙な状態だった。

　狙撃銃を抱えた少女、風見鶏ウエザーコツクが、ミソギを睨にらんで唇を尖とがらせる。

「いやそれずっっりぃ～～～～～……」

「こっちの台詞せりふだバカ野郎。遠くから撃つわ爆発させるわ好き放題しやがって」

　結論から言えば、ミソギの進撃は爆発では止まらなかった。

　斬ったのだ。次元ごと。

　地獄と繫つながる切っ先は斬撃軌道に次元の切れ目を作る。刃と触れた爆炎は、熱波も衝撃も瞬間的に生まれた亀裂に吸い込まれて跡形もなく消えた。

　眼帯はもう閉じている。さっきから頭痛が酷ひどい。よくぞ保ったものだと自分でも思う。

　風見鶏ウエザーコツクは抵抗しなかった。狙撃と爆薬を切り抜けられたのだから万策尽きたといった顔で、力押し丸出しのミソギを前に「はぁ」とため息をつき、武装解除する。

「もういっス。煮るなり焼くなりお好きにどーぞ」

「んだよ、ずいぶん諦めのいい奴やつだな」

「無駄な抵抗って嫌いなんスよ。これも運命っつーことでサクっとヤっちゃってくださいな」

　言って、どすんとその場にあぐらまでかいた。土ど壇たん場ばの罪人でもそうはいくまいという潔いさぎよさは天晴あつぱれ、しかしミソギは、彼女の肩が小さく震えていることを見逃さない。

　右手を掲げると、ぴくっと跳ねて目を閉じる。ミソギは構わず、

「あいてっ!?」

　脳天に軽めのチョップをかました。軽いといっても手が鋼なので痛いことは普通に痛い。

「お前いくつだ」

「え……は？　十六スけど」

「じゅうろくぅう～？　オレよりひと回り下じゃねぇか。ンなガキが命のやり取り慣れてまーすってツラしてんじゃねぇぞ、生意気な」

　なっ──その言い草には流石さすがに腹が立ったか、風見鶏ウエザーコツクが下から食って掛かる。

「はぁあ!?　トシは関係ねーでしょトシは！　こちとらあの日が来る前から亡もう者じや狩りしてたんスよ！　つーかオメーこそせいぜい高校生とかそこらじゃねっスかゾンビ野郎!!」

「知るかうるせえ学校行け学校。あとオレは二十八だ」

「噓うそつくんじゃ、うわっ何すんスかそんな、ああっそんな両手両足をあっあっやめ、いやーーおかされるーーーーーーーーー!!」

「ギャーギャー騒ぐんじゃねえよ！」

　かくして、武装シスターの緊縛姿が完成した。

　両手両足をがっちり縛り上げて柱に括くくりつけておいた。ミソギが持っても重い狙撃銃は壁の穴から放り捨てた。それすげー高いのに!!　と悲鳴が上がったが、知るかという話だ。

「しばらくそこでじっとしてろ。全部終わりゃ迎えが来んだろ」

「はっ……いや、ちょっと、オイ！　──殺さねぇんスか!?」

「人間は殺さねぇ。ガキならなおさらだ」

「バカかアンタ!?　アタイが恩に着るとでも思ってんスか！　いいことしてると思ってんなら勘違いもいいとこでスよ！　んなもん自己満だ自己満！」

　なおもぎゃんぎゃん喚わめく風見鶏ウエザーコツクに、ミソギはうるせえなぁと振り返り、

「今更どーした。こちとら自己満で十年戦ってんだよボケ」

　言って、部屋のドアを蹴り開けて出て行く。ジャンプして高層階に飛び込んだくせに、降りるのは普通にエレベーターを使うらしい。風見鶏ウエザーコツクはその後ろ姿にしつこく何度も文句をぶちまけていたが、やがて相手が本当に去ったと知るや、ぐったりうなだれた。

「……くっそが」

　何が自己満だ。こっちは最初から、首だけもらって他は全部塩にする気だったのに。

　任務を完了するにおいては、現世と無関係な地獄にポレヴィークを叩たたき落おとすのがベストという考えは変わらない。だというのに、人レ喰イいヴ鴉ンと死神もどきは何をするつもりなのか。

　ただ──重要ターゲットが、あんな甘ちゃんだとは思いもしなかった。




　　　　　○




　銃撃は空を穿うがち、丸まる鋸のこが振り回され、ショールームは惨さん憺たんたる有あり様さまとなっていた。

（……思った通りだな）

　物陰で銃弾をリロードしながら、アッシュは首ラ切ビりツ兎トの動きを目に焼き付けていた。

　奴やつの身体能力は尋常ではない。鍛えてどうにかなるレベルを超えている。時にはこちらの銃撃を見てから回避している節さえあり、そこらの亡もう者じやよりもよほど怪物的ですらあった。

　そのからくりに心当たりがある。あれは、確か──

　落雷のような斬撃が叩たたき下ろされる。

　前方に跳ぶ。隠れていた車が真っ二つに両断され、首ラ切ビりツ兎トがスクラップを蹴りのけた。

「その身体能力、『マルセルの聖布』を使っているな。何な故ぜ君がそんなものを？」

　アッシュの一言に、無言の首ラ切ビりツ兎トがぴくりと反応した。

　マルセルの聖布は、正確にはギプスに近い。これもれっきとしたアナテマの兵器だ。

　胴体から四肢、特に各関節部をカバーする聖布には法儀礼による祝福が施されており、着装者の身体能力を飛躍的に高める効果がある。その上昇率は最小でも三倍、最大で実に十一倍にも及び、子どもでも屈強な亡もう者じやを圧倒するものとして実戦投入されたとデータにある。

　だが、肉体負荷も相応に高かった。連続使用にあたっては筋繊維の断裂・疲労骨折などの副作用が確認されており、高い効果と差し引いても負担が大きすぎると早々に封印された。

　代わりに威力を強化した「救済兵装」が台頭して現在に至る。聖布が前線で用いられたのは五年前、つまりアッシュがアナテマに入隊する前後までだ。

　寡黙な相手は、時に言葉より雄弁な反応を返すことがある。わずかに動いた首ラ切ビりツ兎トの肩をアッシュは肯定と見て取った。

「ずいぶんレトロな装備を使うじゃないか。僕もそいつは記録でしか知らない。実戦での使用は禁止されていたはずだし、残っていたとして武器庫から引っ張り出すには相応の権限が必要だろう。……一介のエージェントに、封印兵器を使う許可が下りるわけがない」

　まして装着者の肉体を破壊しかねない代物など。少なくとも総隊長が許可するわけはあるまいし、そうなるとなかなか薄気味悪い推測へ行き着く。

「……おおかた上層部のどこかの派閥だろう。何か、裏の目的があるんじゃ──」

　首ラ切ビりツ兎トが視界から消えた。舞い上がった埃ほこりだけが取り残されていた。

　背後。足元に転がっていたドアを盾とする。高速回転する聖なる丸まる鋸のこが盾をバターのように切断、アッシュは刃が己に届く前に飛とび退のき、デリンガーを連射しながら離脱。

　迫る銃弾を避けるか弾き、首ラ切ビりツ兎トが猛烈に追う。コードネーム通り標的の首を狩るまで止まるまいと、凶暴な動きで軌道上のすべてを斬って斬って斬りまくる。舞い散る火花、切り裂かれるショールームの万物に、数多あまたの高級車がスクラップと化すいっそ爽快な光景。

　ミソギがいた時より攻めが苛烈だ。亡もう者じやを殺す時よりも必死かもしれない。だが荒ぶるあまり、自分が立っている場所がどこなのかを理解していないようだ。

「悪いが」アッシュは銃口を下に向け、「そんな下品なやり方で、僕には勝てない」

　銃撃！

　救済の弾丸が向かう先は、床。恐ろしい速度で跳ね回る首ラ切ビりツ兎トの、ちょうど着地点だ。

　よく磨かれた大理石の床には、てらてら光る液体が薄く広がっている。

　ガソリンである。

　当然、展示車に燃料は無い。あるとすれば、さっきまで元気に走っていたレイスにのみだ。

　それがド派手に破壊され尽くしたショールームの中、どれがどの車かわからない被害総額数億円のスクラップの山に紛れ、時間経過でどくどく中身を零こぼしていた。首ラ切ビりツ兎トとて今更どの車をどう壊したか覚えてなどいまい。広い範囲ではないから誘い込むのに苦労した。

　──轟ごうッ!!

　炎が爆発的に拡散し、ショールームを真昼のように照らす。

　首ラ切ビりツ兎トは、やはり人外じみた速度で爆炎の外へと逃れていた。だが衣服へ付着したガソリンと既に点ついた火はどうしようもない。難燃性も高い戦闘用神父服カソツクといえど限度はあり、雪上に転げ回って消火する中で、埋めがたい隙が生まれた。

　アッシュは既に先回りし、愛用の戦術手斧タクテイカルトマホークを力いっぱい振りかぶっている。

「う……ん……」

　その時ちょうど、フィリスがトイレから出てきた。爆発と共に気を失い、自分がどこにいるのかさえよくわからない状態だった。なにやらトイレの個室で、出てみれば車のスクラップの山で、しかも床の一部は燃えていて。

　割れたショーウィンドウの向こうで、聖職者が二人、戦っていて。

　振り下ろされる手斧。ギリギリで直撃を避ける首ラ切ビりツ兎ト。しかしガスマスクが縦一文字に切り裂かれ、彼の素顔があらわになる。

　アッシュは言葉を失った。フィリスも、遠目にその顔を見た。

　首ラ切ビりツ兎トは、女だった。

　歳としの頃は二十を少し過ぎたくらいだろうか。プラチナブロンドの髪に、エメラルドのような澄んだ緑色の瞳。眼光は鋭く研ぎ澄まされ、今しがた刻まれた額の傷から血を流し、それよりもっと古い傷痕が右耳から左頰にかけて稲妻のように走っている。

「…………どうした」

　呟つぶやき、女は低く笑う。マスクに阻はばまれない声色は、驚くほどに可か憐れん。

「『姉』の顔を見るのが、そんなに珍しいことか……アッシュ？」

　アッシュの「姉」となった女は、フィリスを入れて十五人。

　うち幾人かは組織を去り、幾人かは命を落とし──そのどちらでもない者がいた。

　名も素性も知らない。だが、顔と声だけはよく覚えている。彼女は果たして何人目だっただろうか。顔の傷は、どのようにして刻まれたものか。そこに至る経緯も感情も、人レ喰イいヴ鴉ンは知る由よしも無かった。だが女の目に宿る殺意から、電撃的に答えを得た。

「狙いは、僕だな」

　正気に戻ったアシュトン・グレゴリー・デリックは、上層部に危険視されている。

　たとえ処刑の議決が通らずとも、どこかのタイミングで処分できればいい。たとえば任務の真っただ中で暴走し、やむを得ず殺害したという状況を整えられれば言うことは無い。

　だが、組織最強のエージェントを狙って殺せる者は凄すさまじく限られる。

　十全な殺意、十全な装備、十全な根回しを兼ね備えた刺客でなくば。

「……これまでのツケを払う時だ」

　低く構え、姉と同じ要素を持つ顔が冷徹な凶暴さを覗のぞかせる。アッシュは銃を向けたまま無言。フィリスは、首ラ切ビりツ兎トの顔を見たまま金縛りに遭ったように動けない。

　びきっ、とマルセルの聖布が女の体に過負荷をかける。

　神速の踏み込み。銃撃が一瞬遅れたのは心理的なものか。虚こ空くうに逸それた弾丸の行方も追わず手斧を抜き、アッシュは殺意の斬撃をギリギリ受け流した。左腕に熱を感じたが無視した。

　すれ違い、次なる踏み込みが来るかと思った直後、彼方かなたから新たなエンジン音がした。

　首ラ切ビりツ兎トは逡しゆん巡じゆんする。おそらくヘイロウ越しに何らかの通達があったのだろう。銃口を向けるアッシュをひと睨にらみし、シグルツソンを盾に使って一気に後退する。

　その細身を攫さらうバイクが一台。乗り手は毒蛇ヴアイパー。

　時速２００キロ超で過ぎ去る黒い車体を狙いながら、アッシュは引き金を、引かなかった。

　何ひとつ容赦のない彼ならば、あるいは女の頭をぶち抜けたかもしれない。だが頭に生まれた一瞬の空白がそれを許さず、気が付けばバイクは拳銃の射程範囲外へと走り去っていた。

「アッシュ！」

　背後から、フィリスの声。アッシュはそちらを見もせずに答える。

「……フィリスか。ご覧の通り、敵は逃がした。風見鶏ウエザーコツクには死神が当たってるはずだけど、狙撃が来ないあたり、奴やつは上う手まくやったんだろうな」

　フィリスは視界の外で何かを取り出し、アッシュの左側に駆け寄って何かもぞもぞやりだした。なんだと思って横目を流すと、自分の左腕が血まみれになっていることに今更気付く。

「そのまま動かないでください。応急処置をします」

「いい、大したことない。余計な心配をしていないで先を急ぐぞ」

「パートナーを心配しないで何の心配しろってんですか！」

　短い叫びにアッシュは硬直した。その隙にフィリスは応急処置キットを使い、意外なほど慣れた手つきで応急処置にかかる。てきぱき止血と消毒処理を施す中、

「私も、顔を見ました。首ラ切ビりツ兎ト……あの人は……」

「ああ。僕の姉さんだった人が、僕を殺しに来た」

　フィリスは小さく息を吞のみ、口を噤つぐむ。応急処置の手だけが動き、アッシュはされるがままに左腕を預け、道の向こうの暗闇を飽かず見つめる。

　巡り巡って来るべきものが来たと、アッシュはむしろ納得すらしていた。

　と、雪の舞う路上に、ダルそうに歩いてくる人影がある。ミソギである。距離を隔てて目が合い、「死に損なったか」「てめーもな」とお互い残念そうな顔をする。が、アッシュとフィリスの表情に何かただならぬものを感じ、眉根をひそめる。

「……んだよ、何があった？」

　目を逸そらし、アッシュが簡潔に答える。

「知り合いに会っただけだ」




　　　　　○




　アッシュの傷の処置が終わる。ミソギはレイスを前にして啞あ然ぜんとしていた。

「お前なぁ！　人の車のガソリン燃やすか普通!?」

「そんなところにガソリンを垂らしておいた方が悪い」

「無茶苦茶言ってんじゃねぇぞこの野郎!!」

「どうでしょう、まだ走れそうですか……？」

　まあ、ともあれ、無理ではなさそうだ。ミソギのレイスは地獄由来の「不死車」。普通の車なら走行不能になるダメージでも、自動的に修復する。バラバラに切り刻まれるでもしない限り駄目ということはあるまい。

　それでも、ある程度の修理は必要になる。今回はなかなかにやられた方だ。トランクから修理キットを取り出し、あちこち弄いじりにかかるミソギ。問題は燃えたガソリンだが、首ラ切ビりツ兎トが乗り捨てていったバイクから失敬すれば巣ス怪カイ吊ツリーまでは問題なく走れそうだ。

　ミソギの手付きは意外と鮮やかだった。流石さすがに博士ほどではないものの、この車とは十年付き合ってきたのだ。簡単な修理や整備は慣れっこである。

　長くはかからないが、少しの間ここで足止めになりそうだ。ミソギは手を動かしながら、

「……マジなのか、あのガスマスク野郎の正体ってのは？」

　アッシュは答えない。が、フィリスの表情を見るに、本当のようだ。ミソギはアッシュの経歴について詳しくは知らないし知る気も無いが、彼にとっての「姉」がこの五年間どういうモノであり続けたのか、ざっと知ってはいる。

「ったく、なんか恨み買うようなことでもしたんじゃねぇだろうな？」

　アッシュはやはり、答えない。自らの意識が曖昧だった頃のことを、彼自身完全に把握できているわけではないようだった。特に何年も前の話となれば。

　沈黙を無視と捉え、ミソギはふんと顔を背けてレイスに集中する。

「……ひとつだけ言えるのは」

　意外なほどの間を置き、アッシュが独り言のように、

「僕が『姉さん』に危害を加えるはずはないということだけだ」

　かといって、何かがあった場合に許されるわけでもない。言外にそう述べてもいた。

　ミソギはめんどくさそうに舌打ちして、手を止めないままぶっきらぼうに吐き捨てる。

「お前もうここで寝てろ」

「……耳が詰まったかな。今、亡もう者じやの腐った口からふざけた言葉が聞こえたけど」

「ごちゃごちゃ抜かすな。そういうやりにくい相手がいるとだな、手が緩んじまうことがあるだろうが。足引っ張られるとこっちが迷惑なんだよ」

　しかしアッシュは即答した。

「嫌だ」

「はぁ？」

「気に入らない。君に任せられるはずが無いだろう」

「お前なぁ、こんな時まで意地張ってる場合か？　強がってんならそんなモンだな──」

「張れない意地なんて最初から要らない」

　──これは僕の因縁だ。

　思いのほか強い視線は、そう言っているように思われた。

「……どうあれ、黙って殺されるつもりは無い。余計なことに気を回す前に、とっととその手を動かしたらどうだ？」

「けっ、口の減らねぇ……。んじゃいいんだな。やっぱやめたはナシだぞ」

「何度も言わせるな」

　ミソギは続いて、フィリスに視線を転じる。もし何かあった場合のサポートを頼む──という意味の視線をよこし、フィリスは了解したようだった。まったくこんなことで自分が余計な気を回すこと自体嫌なのだが、向こうが来るなら対処せざるをえまい。

　話が本当なら、ミソギにとっても正直やりにくい相手ではある。そもそも「年下の女」という相手に弱い。人間ならなおさらだった。東とう凶きようの外で暮らす妹を思い出してしまうからだ。

　妹──か。

　思い出す。六々ろくろは元気だろうか。最後に電話をしたのは半月前のことで、東とう凶きようの電波状況が改善する「骨の満月」の夜に限られる。次は年が明けてからだ。彼女は今、三み途と川がわ泳くくりと生活しており、あちらの近況も聞いている。外は、平和なようだった。

　来月は何の報告からするべきか。本物の死神、また聖職者どもと組む羽目になったこと、街中に咲き乱れる胡う乱ろんな花──もはや日常にもなった東とう凶きようの大騒動を生き抜いて、まずは幽霊花を根こそぎ引っこ抜き、話の肴さかなにでもするか──

　ふと、ぱたたたた、とドローンが飛んできた。

　酔すい花かのものだ。博士のアジトを発たち、こちらを追ってきたらしい。ドローンは三人のちょうど間に滞空し、博士の声でこう告げる。

『諸君。ポレヴィークの核にあるものが、何かわかったぞ』

　──！

「本当ですか、博士!?」

『うむ。私の見立て通り、やはりあれはひとつの魂によってコントロールされているもののようだ。規模は莫ばく大だいで、吸収した数多あまたの養分を動力源としているが、根底にあるものはたった一人の思考パターンだとわかった』

　幽霊花の組織分析が終わったらしい。さすが天才と言うべきか、彼女はその断片から中核にあるものの輪郭を摑つかむことに成功していた。フィリスの端末にデータが送信される。細々した数値のほとんどはちんぷんかんぷんだったものの、行動パターンが「個人の意思」だとすればあの一糸乱れぬ統率にも納得がいく。要はそいつが諸悪の根源というわけか。

「そいつが根っこにいるんだな？　どうせろくな奴やつじゃねぇんだろうが、どんな野郎だ？」

　ミソギが問うと、意外にも博士は言いよどんだ。『ふむ──』と言葉を選ぶ気配に眉をひそめる。内容はともかく常に端的かつ遠慮会え釈しやくなくものを言うタイプの博士に、これは珍しい。

『ミソギ。これは貴君には、いささか難儀な事実となるが……』

「今更どうしたよ。どうせやり合う相手なんだから、情報は少しでもあった方がいいだろ？」

　また、数秒の沈黙。この世にも珍しい歯切れの悪さは、ミソギという男をよく知らばこその逡しゆん巡じゆんであったことを、直後に思い知らされることとなる。




『核となったのは、人間の少女の魂だ』




　ミソギの手から、工具が落ちた。

　フィリスが啞あ然ぜんとしている。アッシュは腕組みをしたまま、ただドローンを静かに睨にらむ。

　時間が止まったような空白が束つかの間ま満ちて、慎重にアッシュが続きを促す。

「……それで？」

『年齢は──おそらく、十を少し過ぎた程度か、高く見積もっても十五歳以上ではあるまい。思考パターンに相応の幼児性がある。欲しいものは欲しい、やりたいものはやりたい……という程度だ。何の複雑な思惑も感じられず、ひどく切実で、本能的だ』

　続いて画像データが送信される。霊体の花、その一部からサルベージされたビジョンは、核にある者の意識、または記憶の一部であろうか。──ノイズが多く鮮明ではないが、それはどこかの床で、散らばった絵本で、ボロボロの少女向けのおもちゃで、白く小さな手だった。

　それ以外には、何も無かった。

『ポレヴィークの捕食行為は、彼女自身の狂おしいまでの渇かつ望ぼうによるものだと私は見ている。果たしてどのような手段を用いたかは知らないが、ロシア帝国の──おっともう帝国ではないのか──研究者は、彼女をうまく素材として利用したようだな。衝動は純粋であればあるほどいい。彼女にあるのは悪意ではなく、だからこそブレーキが存在しない』

「──そいつは、そのくそ益体もねぇ兵器から引っ張り出すことはできるのか？」

　束つかの間まの沈黙、

『ブラッドソーセージを、ただの豚の血に戻すことは可能かね？』

「……できるわけがねぇな」

『それと同じだ。少女は──少女の魂は、もはや人の手によってまったく別種のものに加工されきっている。都合よく彼女だけを引きずり出すというわけにはいくまい。もはやそれは兵器の核であり、兵器が止まる時は、彼女が消える時だ』

　目を閉じる。ミソギは言葉もなく、博士の言葉を吟味している。

『三み途と川がわ泳くくりの一件が成功したのは、彼女がまだ不完全な天使だったからだ。……貴君とて、私に改めて言われるまでもないはずだ。何をするべきなのか』

「わかってる」念を押すように、繰り返す。「……わかってるよ」

　必要な情報を渡し終え、ドローンが帰還していく。

　荒れ果てたショールームに座り、落とした工具も拾わぬままに、しばし黙り込んだ。

　御み殺そぎ十じゆう三ぞうは英雄ではない。むしろ、その行動原理の核は、徹底したエゴによるものだ。己が選び、己が望み、己が決意したことを他ならぬ己の手によって叶かなえる。その為ためだけに走り抜けてきた。道は半ば、成功も失敗も、責任も後悔もたった一人で引き受けてきた。

　人に戻り、妹の、家族のもとに帰る為ために。

　既にあったことはどうにもできない。ミソギの仕事は、事の起こりから常に「後始末」こそが本質だった。そもそもこの世はすべて一度起こった崩壊の後の祭りだ。そんな中で、失ったものを取り戻そうと、せめてこれ以上は失うまいと足あ搔がき続けてきた。

「ミソギ……」

　明らかに様子の変わったミソギに、フィリスが気遣う声をかける。

「……なんでもねえ。ちと眠くなっただけだ」

　諦めや取捨選択も一度や二度ではない。手の内からこぼれたものも決して少なくはない。十年の日々、人間達との戦い、死んだ子ども、我が身に降りかかった熱い返り血、死神の異名。

「車を直しとく。お前らは適当に時間潰してろ」

　それでも、今進むこの道が果たして正しいのかは考えることがある。結局のところ犠牲にするものの違いでしかなく、「地獄を捨てる」か「少女を捨てる」かを選んだ木もく蓮れんとミソギにさしたる違いは無い。それでも、前だけを見ていることがぶれないために必要なことだった。

　今から、その娘に引導を渡しに行くのか。妹より、おそらくは泳くくりより幼い少女を。

「おい」

　声をかけられるまで気付かなかった。振り向けば後ろにアッシュがいた。

「──あ？　何、」

　拳ばぎっ!!

　頰とか腹とかではなく、鼻はなっ面つらど真ん中をグーでいかれた。

　馬鹿力で思いっきりぶん殴られ、ひとたまりもなく吹っ飛ぶミソギ。誇張ではなく宙に浮き背後の高級車のガラクタに叩たたきつけられてぶっ倒れる。

「ちょお!?　な、何をするんですかアッシュ!?」

　面めん食くらうフィリスをよそに、アッシュは平然と拳を払って、

「何を情けない顔をしてる」

　ミソギは鼻血を拭う。距離を隔てて見下ろす蒼あおい瞳は、常と変わらず静かで鋭い。

「馬鹿の癖に抱え込むな。あの時、自分の都合で人の仕事の邪魔をしたのはどこのどいつだ。決めたことをやり通すと言ったのはお前だ。そのお前が、今更になって躊躇ためらうのか？　自分のやることが正しいかどうかわからないとでも言うつもりか？」

　しかし、その怜れい悧りな眉間にはわずかに皺しわが寄って見える。口を開けば皮肉、表情筋を動かせば冷笑の男が、ミソギを見下ろすこの時だけ明らかな苛いら立だちをあらわにしていた。ミソギは半ば圧倒されている。フィリスも口を挟めない。

「迷うなよ。もしお前が間違っていたら、僕がちゃんと救こ済ろしてやるから」

　外道神父が、エセ死神の断罪を決然と保証する様を、シスターがぽかんと見ている。

　崩れた車にソファみたいにもたれかかっていたミソギが、血の唾をべっと吐き出して笑う。
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「……ンだそりゃ。オレが間違ってるかどうかなんざ、誰が決めんだ？」

「僕だ。お前がいちいち独りで考えるよりよほどいい。次にそんな腐った顔を見せたら体中を塩にしてその塩でニシンを漬けてやる」

「ナマ言ってんじゃねぇぞクソガキ。てめぇに殺やられるくらいならな、どっかその辺のイモにでも首くれてやった方がなんぼかマシだわ」

　立ち上がる。工具を拾い上げる。残った作業をぱっぱと進めながら、ミソギはもうさっきまでのようなしょぼくれた顔はしていない。

「クソつまんねぇとこ見せたな。忘れろ」

「忘れて欲しいのか？　そうか。嫌だ」

「あーそーかよコトが済んだら忘れるまでドタマ殴り倒してやるから覚悟しとけクソが」

　ミソギが作業を進め、アッシュは来客用のソファの残骸に優雅に座り、何事もなかったかのような沈黙が降りて、最初にフィリスが耐え切れなくなった。

「は!?」

「うわ!?　なんだようるせぇないきなり」

「え!?　丸く収まったんですか!?　なんか喧けん嘩かしてませんでしたか!?」

「喧けん嘩かっていうのは同レベルの相手でやるものだ。僕とその亡もう者じやとでは成立しない」

「は～～ほ～～～なんだお前まずその口縫って欲しいのか？　あ？　工具ならあんぞ？」

「騒がないでくれるかな。僕はこれから始まるとても大事な仕事に向けて体を休めてるんだ」

「そのまま永遠に冬眠してろ!!」

　ぎゃんぎゃんやり合う二人を見比べ、フィリスはぐるりと目を回した。




　レイスの応急処置が完了する。走れるようになった車に、三人が乗り込む。

「ひとつ言っとく」

　助手席のアッシュに、ミソギが付け加える。

「オレは絶対にてめぇなんぞには殺されねぇ。二度と隙見せねぇから覚えとけ」

「ああそう。じゃあせいぜい勝手に気張ってろ」

　ツギハギだらけの車が、それでも死なずに、エンジンに点火して発車する。超高級車の意地だろう、雑な応急処置でもレイスの乗り心地は相変わらず極上。走り出したらまったくいつも通りな空気に戻った運転席と助手席の二人を見比べ、フィリスはため息をついた。

「男の人って……」











第５章　あなたの願いは






　火か楽ぐら木もく蓮れんは、「どこでもない場所」について考える。

　暖かくも寒くもなく、上も下もない、現世でも地獄でもない場所。どこでもないが、何も無いわけではなかった。似たような状況にある、無数の魂の気配が確かにあった。

　あそこが冥界でないとすれば、死んでも生きてもいない者が迷い込む「待機場」のような場所だったのかもしれない。距離や時間の概念が無い平へい坦たんな空間には、恒ごう河がの砂のように無数の生きても死んでもいない魂が残っているのだろう。

　ポレヴィークの「核」となった魂も、そこにいた。

　元は一人の、人間の女の子だった。幽界現象直後の子ども達たちに多く見られるように、家族を失い、たったひとりで死の廃街をさまよい歩き、血も凍る絶滅の予感に震え続けた。

　彼女が素材に選ばれたのは、単なる偶然だったかもしれない。実験者にとって核となる魂が強きよう靭じんである必要は無く、むしろ脆ぜい弱じやくで、欠けていて、一人では立てそうもないような弱者であればあるほどよいとされていた。その方が弄いじりやすく──呼び込みやすい。

　偶然か、それとも必然か。人は少女の魂を弄いじくり回まわし、研究の結果として「その世界」への接続を可能としたのだろう。落ちてきた彼女の悲痛な呼び声は、まどろみ続ける木もく蓮れんの意識の中でずっと心の奥底に残り続けた。

　境界が緩み、彼女は、起動した。

　木もく蓮れんの覚醒も、それに呼応した結果かもしれない。手の内の蠟ろう燭そくに語りかける──

「大丈夫。寂しくないよ。もうすぐだからね」

　しかし、彼女が本当の意味で満たされることはおそらく無いだろう。

　永遠の渇かつ望ぼうのままに魂を取り込み、際限なく肥大化し、やがて滅亡の花を咲かせる。きっと自覚すら無い。ただ、傍そばにいてくれる誰かを呼び続け、望むだけの魂を無限に取り込むのだ。

　そのように造られた。何もかも、生きた人間たちの望みのままに。

　木もく蓮れんはそのすべてを肯定する。

　静寂に包まれた廃はい墟きよに立ち、顔を上げ、独りごちた。

「来た」




　風見鶏ウエザーコツクがしくじった。今は連絡が取れない。

　負けて死んだか、それに近い状態にあるのか。どちらにせよ戦力としては期待できまい。

「…………なぜ止めた」

　待機場所に首ラ切ビりツ兎トを降ろし、毒蛇ヴアイパーは改めてその顔を見返す。

「お前、女だったのな」

「質問に答えろ」

「馬鹿か。風見鶏ウエザーコツクが押さえられた時点で完全に不利だったろ。お前一人が深追いしても挟み撃ちを喰くらうだけに決まってんの。負け戦に食い下がってどうなるよ」

　それでも戦い続けたかったというなら、ただの馬鹿か戦闘狂だ。首ラ切ビりツ兎トは冷静な奴やつと考えていたが、どうやらアッシュを相手取るに限り、そうではないらしい。

「……けど、聞いたことがあるなぁ。お前さ、人レ喰イいヴ鴉ンの『制御役』だった女だろ？　今のお供と顔付きが似てる。組織じゃそういう女を集めては奴やつに宛がっていたっていうからな。久しぶりに弟に会えてテンション上がったってわけか？」

　首ラ切ビりツ兎トは、無言。お前などに何がわかるとでも言いたげだ。

　もちろんわからない。かつてはパートナーだったはずの女が、今どうしてアッシュを狙うことになったのかなどもどうでもいい。毒蛇ヴアイパーは首ラ切ビりツ兎トの顎を摑つかみ、強引に顔を向けさせる。

「で。本気で奴やつを殺したいんだ？」

　興味があるのは、使えるかどうかだ。

「……当然だ。奴やつは、私がこの手で殺す」

「ふん。そいつは頼もしいね」

　顎を放す。首ラ切ビりツ兎トが忌いま々いましげに首を振り、一歩引いて毒蛇ヴアイパーを睨にらみつけた。どうとでも思うがいい。毒蛇ヴアイパーは残弾を確かめ、続いて地図から奴やつらの到着予想時刻を割り出す。

「さて……破門者の仕事の時間だ。きっちりと救済してやるさ」




　　　　　○




　東とう凶きよう巣ス怪カイ吊ツリーのふもとには、ショッピングモールや水族館の集まった複合施設がある。往時は観光客向けのイベントなども行われる賑にぎやかな場所だったが、幽界化後は不良亡もう者じやどもがたむろする危険地帯と成り果てており、巣ス怪カイ吊ツリーそのものもどこぞの犯罪組織の縄張りとなってしまっていた。バカは高いところが好きなものである。

　が、今やそのバカも絶え、モールは不気味な静寂に包まれている。

　脈動を繰り返す、植物に包まれた塔。近くで見るといよいよ異界めいた風ふ情ぜいがあり、ここで十年過ごしたミソギでさえあんなゲテモノはそうそう見たことがない。冷たい雪雲に閉ざされた深夜の地上は、しかし、ぼんやりと明るかった。

　一面に、火のついた蠟ろう燭そくが立っているからだ。

　見渡す限りの路上に、歩道橋に、建物の屋根に、数え上げるのも馬鹿馬鹿しいほどの何万何十万もの蠟ろう燭そくが小さな火を揺らしていた。足の踏み場もないと思われたが、その蠟ろう燭そくには実体が無く、こちらの体はホログラムのように透過する。

「……何だいこれは。趣味の悪いイルミネーションだな」

「魂だ。触れんのはあいつだけだよ。──なぁ！」

　声をかけると、眼前のモニュメントの上で影が蠢うごめいた。

　一瞬そこだけが暗闇に包まれ、ぱっと晴れたかと思えば、真っ白い髪に真っ赤な目の女が座っている。亡もう者じやではない本物の「怪異」を前に、アッシュは一切怯ひるまない。

　火か楽ぐら木もく蓮れん。寒気がするほどの美女は、その佇たたずまいから人間とは隔絶した何かを感じさせる。

「や。待ってたよー。そっちのイケメン君は初めまし、ちょーいッ!?」

　アッシュは問答無用だった。偽ぎ典てんデリンガーの銃口を上げ、木もく蓮れんの額目掛けてノータイムで撃つ。蒼あおい閃せん光こうが弾はじけ、木もく蓮れんが思わずのけぞった。

「──あーびっくりした。かなりの武闘派だねキミ。聖職者ってみんなこうなの？」

　当たっていない。銃弾は確かに眉間ど真ん中を捉えたはずなのに、突き刺さるはずの銃弾がどこにも無い。木もく蓮れんの面貌をぬらりと影が走る。

「少なくとも、君の言いなりになった腑ふ抜ぬけどもとは違う」

「駄目だよそういうこと言っちゃ。同じ人間なんだもん。できるだけ仲良くしないとだぜ」

「残念ながら、それが難しいことは歴史が証明していてね。そっちの方が長生きだからよく知ってるんじゃないのか？　人間が作ったとかいうどこぞの兵器がいい証拠さ」

「あはは痛いとこ突かれた」

「おい」

　ミソギが一歩踏み出し、木もく蓮れんを睨にらみ上げる。

「そろそろ悪ふざけはやめにしとけよ。それとも何か、この人ひと喰くいお花畑に乗った以上、それなりの考えってもんがあるんだろうな？」

　ん～……木もく蓮れんは天を仰ぎ、考える。既にある答えにどのように道筋をつけるか。解答から公式を逆算するかのような思案だった。

「人間のことは好き？」

　出し抜けの質問に、ミソギはすぐには答えられない。今さら好きも嫌いも簡単に判定できたものではなく、アッシュはといえば「姉さん」と「それ以外」ですべてを見てきた男だ。

　けれど目前の死神は、屈託もなく言って笑う。

「ボクは好き。いい奴やつもいれば悪い奴やつもいて、綺き麗れいなんかじゃなくて、キミたちみたいな面白い子もいたりしてさ。何百年見てても飽きないと思う」

　でも──と続ける笑顔は穏やかで、しかしどこか、諦念のようなものを含んで見えた。

「人間は、ボクらのことが好きじゃなかったみたい」

「なんだそりゃ。どういう意味だ？」

「聖職者くん、さっきこの子のこと兵器だって言ったよね。でも実態はけっこう切実だったみたい。人間も人間で悩むんだって、最初に食べられた魂が言ってた。──今もこの蠟ろう燭そくのうちどっかにいるよ」

　今、闇夜を照らし出す一面の火は、捕食された者の魂を転写したものだ。

　木もく蓮れんはその声をも聞いていた。最初に食べられた魂とは、すなわち兵器の開発者だ。

「──幽界現象が起こって、人間はいっぱい考えました。どうしてこんなことが起こったんだろう。どうすればいいだろう。自分たちは何をすれば、世界を正常に戻せるだろう？　研究は続きました。もう世界は変わり過ぎるくらい変わっちゃった。じゃあ、この世界じゃないところはどうだろう？　ひょっとしてあちらを失なくしちゃえば、世界は元に戻るんじゃないか？」

　木もく蓮れんの白い指が、高く聳そびえる巣ス怪カイ吊ツリーを指差す。




「あれは、人間が人間と戦うためのものじゃない。人間が、冥界を殺すための爆弾なんだ」




　巨大な蕾つぼみは栄養を蓄え、開花の時を今か今かと待つ。何らかの方法で冥界へのポータルを開き、その種子を放り、尽きるまで無限に喰くらわせ続ける──計画の概要なおおむねそのようなものだった。十年にわたる研究にどれほど現実性があったかは知れない。すべての不可能性をクリアするまでどれほどの時がかかるかもわからず、しかし、研究を続けた。

　極端かつ、道義に悖もとる。しかしそれは、ある種純粋な願いに根差したものでもあった。

　結果として暴走を許し、研究者自ら全員餌え食じきとなった後で、冥界の存在にその道筋を整えられるのはある意味でかなりの皮肉と言えるだろう。

「あの子は──あれそのものが、ある人間たちの、最さい期ごの願いと希望なんだよ」

　それが、人々の願いの結晶であること。

　それが、中核に幼い少女の魂を秘めること。

　それが、おそらくは、二度とは戻らぬ変質しきった成れの果てであること。

　果ての果てまで願いを突き詰めた先にあるものは、誰もが納得する結末ではない。

　ミソギは身に染しみて知っている。誰かの願いを叶かなえることは、誰かの願いを踏みつけにすることだ。自分自身何度もそうしてきた。他でもない、己自身が前に進むために。

「……そうかよ」

　雨う炎えん鋼こう、変異・抜刀。

「けどな。はいそうですかって、道を開けてやるわけにもいかねぇんだよ」

　今やるべきは同情ではない。受け止め、理解し、その上でなお踏み越えることだ。

「野の良ら亡もう者じやの意見に賛同するのは気に入らないが──」

　第Ⅲ種救済兵装、偽ぎ典てんデリンガーを握り直すアッシュ。

「僕には、僕のやり方がある。それを貫かせてもらう」

　そっかぁ──木もく蓮れんは小首を傾かしげ、奇妙な無表情で考え込む。笑おうとして微妙に笑えないという顔。「こういう時は笑うべき」と知識では知っているのに、顔が動かないというような。

「……なんだろなぁ、この感じ。キミたちと話してると変な気分になるよ……」

　優先順位の確認と自分がやるべきこと、叶かなえるべき願いを順序だてて整理し、

「──じゃあごめん。目だけ使わせてね、ミソギくん」

　左右。黒衣の聖職者が暗闇から飛び出し、同時に仕掛ける。

　ミソギとアッシュは即応した。雨う炎えん鋼こう、変異・遮断、同時発射されたマグナム弾を盾で受け流す。救済兵装、それもアッシュのリボルバーと同レベルの大口径銃か。蒼あおい火花が散り、冥界の金属を抉えぐり抜く威力にミソギは舌を巻いた。

　アッシュは戦術手斧を抜いて急所狙いのナイフを受ける。回転ノコギリを使用しなかったのは音でバレるためか。人間離れした速さで、エメラルドグリーンの眼光が残像を引く。

　丸まる鋸のこ型の特殊救済兵装、凶きよう典てんシグルツソン起動。

　銃声。剣けん戟げき。唸うなりを上げるモーター音。四人は嚙かみ付つき合うような激しい火花を散らし、大窓をぶち抜いて広場沿いのカフェに飛び込んだ。

「……ん～」

　取り残された木もく蓮れんは、モニュメントの上で足をぷらぷらさせる。

　なんか足りない気がするなぁという顔でこっくりこっくり思案し、「あ」と顔を上げる。

　掌てのひらを上に。蠟ろう燭そくが生まれる。転写した魂のひとつ、木もく蓮れんの知覚範囲内、ごく近辺にその気配はある。炎の色は、鮮やかな人間の赤。

「もう一人」




　銃声が連続する。アッシュは武器をＳＭＧの偽ぎ典てんイダルゴに持ち替え、さして広くもないカフェ内に白銀弾の雨を降らせた。カフェといっても往時の姿は見る影もなく、壁には落書きだらけ、洒しや落れた什じゆう器きの代わりに乱雑なガラクタや酒や薬の空き瓶で溢あふれ、これ以上なく凌りよう辱じよくされきった店内に引導とばかりの破壊がもたらされる。

　店内の外周を恐るべき速度で駆け抜け、首ラ切ビりツ兎トがアッシュの掃射を回避、倒したテーブルを盾とする。その隙に、弾幕を搔かい潜くぐった毒蛇ヴアイパーが宙を舞う。天井スレスレで回転し、二に挺ちようの長銃身マグナムオート『偽典ウィクリフ』を連続発射。

　銃だき撃ゆん！　銃撃──

　二発。ほんのわずかな隙を突いてミソギが飛び出す。全身を砲金色の旋風と変じ、視認も難しい剣速にて紫電を閃ひらめかす。狙いは敵の銃。かち合えば両の銃身をバターのように切断できる軌道。一瞬、毒蛇ヴアイパーが何かを操作し、翻ひるがえる足先に銀の光。

「！」

　アッシュがミソギの横っ腹を足の裏で全力で蹴った。

「ぶげっ!?」

　──銃撃銃撃!!

　蹴り飛ばされたミソギが一瞬前までいた場所を、追加二連の銃弾が貫く。横よこっ面つらを掠かすめ、冷たい血とともにわずかな塩が散ってミソギはぎょっとした。

　足から撃たれた。毒蛇ヴアイパーは発砲の反動を巧みに制御し、曲芸のようにくるりと回って着地。

　相手は、神父服カソツクの下に仕込み銃を隠し持っている。

　注視すれば、毒蛇ヴアイパーは細いワイヤーと連結した手袋を装着しており、それらの精妙な操作で各部の銃のトリガーを操作しているものと思われた。

「はん。さすがにいい勘してるわ」

　足先の二に挺ちようだけでは、おそらくあるまい。

　体のどこに毒どく牙がを隠しているものか。笑うとも威嚇ともつかぬ形に口元を歪ゆがめ、鋭い犬歯を見せる男にミソギは深い悪意を感じ取る。アッシュに文句を言う暇は、無さそうだった。

　ばんっ！　と四人掛けのテーブルが蹴り上げられる。咄とつ嗟さにアッシュがそちらを撃つが、分厚く重い無む垢く材の天板にＳＭＧでは分が悪い。その裏、隠す気も無い獰どう猛もうなモーター音が響き渡り、首ラ切ビりツ兎トが盾に使ったテーブルごと切り裂いて襲い掛かる。

　左右に飛とび退のく二人。銃撃を差し込む毒蛇ヴアイパー。アッシュが応じる射撃で牽けん制せいし、ミソギが恐怖ノコギリ女と組み合い、咄とつ嗟さに蹴り飛ばして距離を取る。休む間もなく銃撃、銃撃、銃撃、アッシュの牽けん制せいに合わせて毒蛇ヴアイパーとの距離を詰めるミソギ。

　銃撃。マグナム弾をぎりぎりで避け、そうかと思えば今度は肘から仕込み銃が現れる。雨う炎えん鋼こうの右腕で銃撃を止め、振動と破壊を甘んじて受け入れ、ほぼ零距離からの打撃を放つ。

「ぐ……っ!?」

　手ごたえありだ。防御態勢を取った毒蛇ヴアイパーだが、ミソギの一撃はそれでも重い。ずどん、と重い空烈音と共に毒蛇の体が浮き、壁かべ際ぎわへと吹き飛ぶ。

　鋼の四肢を軋きしませ、追撃で寝かせてやろうとしたところで、後ろからモーター音。

　アッシュとやり合っていた首ラ切ビりツ兎トがこちらに割り込みをかけた。ミソギは返す刀で亡もう者じや刀を振るい、襲い掛かる斬撃を跳ね飛ばす。耳が痛くなるような金属音。死んでいるとはいえ名刀だ、こんな野蛮な得物と切り結ぶなど伝統文化への冒ぼう瀆とくだがそうも言っていられない。

　次の瞬間、体勢を立て直した毒蛇ヴアイパーが銃を構えている。しまった。横よこ面つらを狙われている。

　直前、アッシュが缶状のものを投げる。

　──閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん、

　真っ白い閃せん光こうと大音響が爆はぜた。

　爆音は店外にまで音は響き、くわんくわん──とこだましていく。

　ミソギは咄とつ嗟さに目を閉じたが耳を塞ぐ暇が無かった。三半規管をぶっ叩たたかれるような炸さく裂れつ音で脳を揺さぶられ、次の瞬間全力で自分の頰をぶん殴った。揺れる頭を両手で押さえ、無理やりにバランス感覚を取り戻す。こうした荒療治も、亡もう者じやだからこそできることだ。

　残響がまだ尾を引いている。最初に動いたのはアッシュだった。分厚いガラスの出入り口ドアを撃ち抜き、手狭なカフェから飛び出る。

　ミソギも続いた。こんな避けにくいところで銃撃だの爆撃だのされたらたまらない。

　モール東側は一直線に続く屋内商店街となっており、左右には多種多様な店舗が軒を連ねているが、それらも往時のようなカタギの商売ではない。ここらを根城とする極道連中が仕切りの武器凶器クスリに酒、女やジャンクや人肉の並ぶゴキゲン最悪な商店街だ。

　合図無しに閃せん光こう弾を投げやがったアッシュにはいくらでも文句が出るが、相手は当然ミソギもなんとかするものと思っていたらしく、「来たか」くらいの顔だった。この野郎。貸し１。

　アッシュは弾の尽きたイダルゴを放り捨て、デリンガーに持ち替えた。ミソギは己の右みぎ眼めを押さえる。錠じよう眼がんは眼帯の上からでも熱を持ち、頭の芯にまで痛みと疼うずきをもたらす。短いスパンで開ひ眼らきすぎた。今すぐに次元跳躍を使うことはできそうもない。

　次の瞬間、背後で銃撃が起こる。二人は咄とつ嗟さに左右に分かれた。

　ミソギが飛び込んだのは改造亡もう者じや用のパーツ店。向かい側のアッシュは、所せましと酒瓶が並ぶ何でもありの酒店のようだ。廊下を蒼あおい閃せん光こうが突き抜け、銃声がこだまする。

　途切れ途切れに足音が聞こえてくる。かつんっ、かつんっ──さっきまでの異常なスピードが噓うそみたいな、死刑囚の独房へ向かう刑務官のような足取り。激しいモーター音にかき消されがちな足音が、一人分なのか二人分なのか判然としない。

　相手は音と光の直撃を受けたように思われたが、予想よりずっと早いリカバリーだ。

「ったく、一休みする時間もくれねぇってか……！」

　──待ち伏せするぞ。

　という意味の目配せをして、アッシュもそれを受け取った。

　受け取った上で無視した。

　なにやらごそごそやった後、柱から半身を出し、デリンガーを遠慮なく連射する。

「おォイ!?」

「走れ。僕に考えがある。とにかく走り続けろ！」

　位置が思いっきりバレた。通路の向こうの薄闇で首ラ切ビりツ兎トが身を屈かがめ、そうかと思えばカタパルトめいた超加速で「どぎゅッ!!」と走り出す。ミソギもアッシュも、獣に追われる被捕食者のように通路の果てへと一散に走り出す。おかしい。兎うさぎとは草食動物のはずでは。

「何が考えだてめぇこの野郎！　思いっきり追っかけられてんじゃねぇかよ!!」

「黙ってろ！」

　アッシュはもう片方の手に、酒店の麻袋を提げていた。中身は盗んできたらしき酒がありったけ詰められており、走るごとにカチャカチャ瓶のこすれ合う音がする。

　アッシュはそれを、後方にまるっと放り捨てた。

　ちなみに──

　酒店と言っても、まともな酒ばかり扱っているわけではない。とりわけアッシュのいた店舗は不良亡もう者じやどもが経営する盗品上等の悪徳商店。パクった高級酒に珍酒は序の口、度数のやたら高い密造酒に、酔えればなんでもいい馬鹿向けの粗悪な代用酒、更には消毒用エタノールの原液などどう考えても飲む用じゃないものまである。

　何を飲んでも死なない上に、感覚の鈍った亡もう者じやたちは下手な酒では酔えない。こうした過激な代物をガブ飲みしては酒精に浮かれるのが最新東とう凶きようアル中事情なのである。

　それらが宙で袋から飛び出、床で割れて中身と破片を撒まき散ちらす。続く射撃に引火し、

　ぼうっ!!

　幾つもの炎として、屋内商店街をオレンジに照らした。

　ひとつひとつは小さなものだが、撒まき散ちらした酒瓶の数が数だ。床の横幅いっぱいに散らしたアルコールが地雷原のように配置され、相手の行く手を的確に阻はばむ。

　──と思われたが、首ラ切ビりツ兎トは心得たものだった。火を使う作戦は先程やったばかりだ。

　二度も同じ手は通用しないとばかり、立ち止まることなく炎を避けて避けて執しつ拗ように追う。ミソギとしてはおっかなくてしょうがない。少しでも足止めになればと落ちている看板やガラクタを蹴飛ばし、その度に全部人外めいた動きで避けられ、とにかく一直線に走り走り走り、

　二人並んで、出入り口のガラスをぶち破る。

　外の広場へと躍り出た。アッシュは着地ざまに膝立ちになり、首ラ切ビりツ兎トの足元目掛けデリンガーを連射。相手は跳躍して避け、あろうことか壁を走り、ミサイルのように飛び出してやはり外へ。無茶苦茶な姿勢で宙を舞い、シグルツソンの重量でバランスを強引に修正して着地、十メートルほどの距離を置いて構え直した。

「──刻んでやる」

　女の口元が歪ゆがみ、抑えきれない呪じゆ詛そが溢あふれ出でた。

「刻み尽くしてやる。全身余さず細切れにしてやる。顔も名前もわからないようにしてやる」

　何したんだよマジで……隣をジト目で睨にらむも、アッシュは何か思案しているようで反応しない。一、二──と首ラ切ビりツ兎トの行動をひとつひとつカウントし、呟つぶやく。

「動かし続けろ。あとは僕が止める。説明の時間は無い」

「ちっ、乗りゃあどうにかなるんだろうな……!?」

「来るぞ」

　首ラ切ビりツ兎トが踏み込むと同時に、ミソギも前に出る。運動性能ならこちらも負けてはいない。

　風が起こり、カーテンのような雪煙にぼっぼっと穴が開く。激突と共に激しく火花が散り、銃火が雪を灼やいた。首ラ切ビりツ兎トの動きといったら狂バー戦サー士カーというほかはなかった。アッシュを執しつ拗ように狙い、邪魔するミソギに牙を剝むき、追い立て追われる異様な狩りの様相を呈す。

　刃が閃ひらめき、ミソギの脳天を狙った。

　止めるしかない。だが受けられない。ミソギは咄とつ嗟さの判断で、刃ではなく持ち手側のカバー部分を摑つかむことに成功した。だがすぐ鼻先には、高速回転する刃が迫る。

　女の顔は、焦燥感にも似た敵意に染まっていた。

「何な故ぜだ。何な故ぜお前は、人レ喰イいヴ鴉ンと組む……!?」

「うるせーな好きで組んでるわけじゃねぇよ!!」

　雨う炎えん鋼こう、変異。摑つかむ手とカバー部分を固定することで丸まる鋸のこを奪い取ろうとするが、察した首ラ切ビりツ兎トはいち早く退避。追うアッシュの射撃を紙一重で回避し、再び攻めようとして、

　びきっ。

　いきなり、針で留とめられたように硬直した。

　手からシグルツソンが離れる。重い丸まる鋸のこは稼か働どうしたまま地面に転がり、狂った独こ楽まのようにあちこち切り刻んで暴れ回る。首ラ切ビりツ兎トはといえば体のコントロールを失い、最初に踏み込んだ慣性すらも殺しきれず、倒れて転げまわった。

「なんだぁ……!?」

「彼女は身体強化の特殊装備を使っていた。……思っていたよりは保ったが、もとが女の細身で無茶をしていれば、そのうちに限界は来る」

　撃ち尽くしたデリンガーに弾を込め直し、アッシュ。思えば彼は「当てる」というよりも相手を「追い立てる」ような射撃を繰り返していなかったか。撒まき散ちらした酒瓶も、何よりまず高速で迫る首ラ切ビりツ兎トに余計な運動をさせる為ため。

　ともあれ、このザマならもう戦えまい。

　シグルツソンを更に遠くへ蹴りのけ、ミソギはこれで一人、とカウントしたが、

「寂しいなぁ。遅れた奴やつとは遊んでくんないのかよ」

　休む間は、やはり無いようだ。

　ぼしゅっ、という音と、煙の尾を引くロケット弾をスローモーションのように見た。

　──着弾どつごおおんッッ!!

　雪の路上が爆炎に包まれ、ミソギもアッシュも吹っ飛ばされた。

　炎に紛れて石いし礫つぶてが散弾銃のごとく飛ぶ。ミソギは雨う炎えん鋼こうの変異、アッシュは防弾素材の神父カソツ服クで露出した肌を守り、受け身をとってごろごろ転がる。

　あれは確か第Ⅱ種のロケットランチャー、『凶きよう典てんグイスカルド』。相手も持っていたのだ。

　ランチャーを放り捨て、建物の屋根から男が飛び降りる、二に挺ちよう、いや四よん挺ちよう、六ろく挺ちよう、それらの銃口を敵に向け、毒蛇ヴアイパーは同時にトリガーを絞った。

「しつこい男だ……！」

「墜おちろよ、鴉からすッ！」

　銃撃銃撃銃撃だだだんっ！

　右はミソギに、左はアッシュに。撃ち下ろされた銃弾を横っ飛びで避け、返す弾を毒蛇ヴアイパーも避ける。射撃の反動を巧みに使った機動力は、首ラ切ビりツ兎トとはまた違って変則的で読みづらい。

（そうだ、あいつは……!?）

　ミソギは咄とつ嗟さに、首ラ切ビりツ兎トを気にした。あいつはぶっ倒れたまま動けないはずだ。そこにロケット弾などぶち込まれたらどうなるか、聖職者は仲間が死ぬのも気にしないのか。思わず視線を巡らせる──それが甘さとも気付かずに。

「ほぉら、仕事仕事。何サボってんだよ」

　呟つぶやく毒蛇ヴアイパー。倒れていた位置に、彼女の姿は無かった。

　──めぎぎッ。

　尋常でないスピード。軋きしむ肉体を無理やりに駆動させ、首ラ切ビりツ兎トがミソギの懐ふところに入る。武器は持たず、ただその体を弾丸として、全力の蹴撃を放った。

　対応が遅れた。直撃だった。

　細く鋭い足はこちらの右胸をしこたま抉えぐり、肺から呼気の一片までも漏れ出る。骨の折れる音が重なった。ミソギの肋ろつ骨こつと、首ラ切ビりツ兎トの蹴り足だった。嫌な方向に曲がった足はそれだけの威力を発揮し、あまりの衝撃に空中へ吹っ飛ばされる。

　待っていましたとばかりに、すかさず毒蛇ヴアイパーが追撃をかける。しなやかな身のこなしは長い首で獲物に喰くらい付く蛇のよう。すべては、あっという間の出来事で。

　跳び、旋転する体たい軀く。銀の光が「ぎらり」とちらつく。

「しま……ッ!?」

「救済しねよ、亡もう者じや」

　風に煽あおられ、毒蛇ヴアイパーの神父服カソツクの上着が外れる。

　姿を見せるのは、インナーを走る無数の鋼線と鍛え上げられた肉体、各部に装着された幾つもの仕込み銃だった。両手のウィクリフに加え、肘・肩・腰・膝・足先各部に装着された銀の銃、その数実に十二門。

　専用カスタム『システム：十二連牙スクアツドフアング』。主の意のままに制御されるそれは、蛇が嚙かみ付つくよりも早く銀の毒を撒まき散ちらす。たとえば、同時発射すらも──

　銃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃ずだだだだだだだだだだだだんッ!!

　──十二の銃声が、ほぼ同時に重なって響く。

　回転と共に全弾発射する様は、舞にも似ていた。

　硝煙の糸を引いて、着地する毒蛇ヴアイパー。わずかに遅れて落ちた大量の薬やつ莢きようが積雪を溶かす。

　ミソギの体は、まさかと思うほどに高く打ち上げられていた。

　何秒もの間を置き、墜おちる。受け身もなにも取っていない。毒蛇ヴアイパーはもうそちらを見ようともしなかった。首ラ切ビりツ兎トも一切の興味を失い、アッシュだけが、仰ぎよう臥がするミソギを見ていた。

　生身の胴体には、十二発きっちりの銃痕が、生々しく穿うがたれていた。
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　銃声に爆音に金属音が連続で鳴り響き、その度にフィリスは肩を縮める。

　彼女は今、敷しき地ち内のレイスに身を隠していた。

　広いロータリーには打ち捨てられたバスがいくつもある。まだ動くが乗り捨てられたもの、完全に壊れているもの、住居またはデコトラ風に魔改造されたものが並び、それらの内に紛れれば黒い車は思いのほか目立たない。

　通信状況はまだ最悪だ。せめて、巨大な電波塔である巣ス怪カイ吊ツリーがなんとかなればいいのだが。

　フィリスの役目は、その時に上空の管制機とコンタクトを取ることだった。

　どのみちノコノコ二人についていっても足手まといになるだけだ。自分は自分のやるべきことを。何度も己にそう言い聞かせながら、胸のざわめきを押さえられない。

　アッシュ。ミソギ。

　同じ聖職者の敵。かつて「姉」だった女。死神。

　二人の力を疑っているわけではない。だが肝心なところで隠れるしかない身としては、彼らの安否についてはどうしても、

「心配？」

「……はい。身の程は知っているつもりですが、私にもう少し力があれば……」

「それは言ってもしょうがないよ～。適材適所ってあるんじゃない？」

「わかっているつもりです。……すみません、弱音を吐きまし」

　た？

　普通に会話を終える直前、違和感に気付いた。誰と会話している？　声はすぐ隣からした。

　ばっと横を見ると、同じレイスの後部座席に女が座っていた。白い髪、炎色の眼め、血色のドレスの人間離れした美女、話には聞いていた──

「火か楽ぐら、木もく蓮れん……っ!?」

「はじめまして。てことで一名様ごあんなーい」

　ぶわっ──と赤い闇が視界を覆い尽くし、フィリスの意識はそこで途絶えた。
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「──ごふッ」

　数分後。アッシュは口元を血で汚し、冷たい石壁に背を預けている。

　デリンガーは遠くに弾はじき飛とばされた。何も持たない両手に雪だけが積もっていく。

　毒蛇ヴアイパーは銃をこちらの頭部に向けたまま、酷薄な表情。首ラ切ビりツ兎トは息も荒く、折れた片足にも構わず気迫のみで立っている。手には回収したシグルツソンをぶら下げ、乱れた金髪からは寒さにも関わらず脂汗があとからあとから流れ落ちる。

「さて人レ喰イいヴ鴉ン。あんたには選択肢がふたつある」

　全身に銀の毒どく牙がを輝かせ、毒蛇ヴアイパーの詮議が始まった。

「こっちの判断に従い、任務に戻るか。それとも反逆者として始末されるか。さ、どっちだ」

「……上着を脱いで寒くないのかい？　風邪を引いちゃ仕事がしづらいだろう」

　顎を蹴り上げられる。食いしばった歯に血の味が絡からみ、アッシュはまた赤く粘ついたものをべっと吐き出した。

「ほんと言うと『お前らなんかに従うか』って言ってくれんのが一番いいんだよ。そこだけ首輪で録音しとくからさ。殺やるなら殺やるでそれなりの証拠ってもんが必要なんだよな」

　横から首ラ切ビりツ兎トが口を挟み、

「……私が、殺やる」

「あ？　なに？」

「こいつは、私に殺やらせろ。……でなければ、まずは、お前だ」

　はぁ～あ。毒蛇ヴアイパーはうんざりしたように天を仰ぎ、銃を下げる。

「話合わせて、俺の手柄ってことにするんなら別にいいけど」

「……なんでもいい。そんなものはお前にやる」

「じゃいいわ、お好きにどーぞ」

　首ラ切ビりツ兎トは、重いシグルツソンを苦労して掲げた。きりきりと上がるギロチンの刃にも似ていたが、彼女の姿はあまりにも痛々しく、今にも倒れそうなほどだ。視線は決してアッシュから離れず、ついに堪えきれなかったものを吐き出すように、告げる。

「シエナだ」

「……？」

「シエナ・シャーロッテ・ルークウッド。……お前が知りもしなかった、私の、名前だ」

　聞き覚えは、無かった。

　聞こうともしなかったから、当然だ。過去のアッシュにとって目の前の女は「姉さん」でしかなく、「姉さん」の属性を剝はぎ取ったモノは一切興味の埒らち外がいにあった。──そうか、と思う。

　首ラ切ビりツ兎ト──シエナは、回転する刃ごと、アッシュにその名を刻み込まんとしている。

「その名を抱いて、墜おちろ、アッシュ……!!」

　毒蛇ヴアイパーはやれやれと首を振り、三文芝居には付き合ってられんと背を向けて、

　眼めを見開いた。

「──なんで、」

　どがッ!!

　重い打撃音と共に、吹っ飛ばされる。

　鼻血の雫しずくが雪に映えた。信じられないという顔の首ラ切ビりツ兎ト。座ったままのアッシュは、毒蛇ヴアイパーを殴り飛ばした闖ちん入にゆう者に「やっとか」と言いたげな視線を投げかける。

「遅いぞ。寝てたのか？」

「はっ、もうちょい引きつけといてくれても良かったけどな！」

　ミソギは、健在だった。十二発の銀弾をぶち込まれておきながらピンピンしている。

　雨う炎えん鋼こうの腕をぐりんと回し、悠然と歩を進める。確かに当たったはずだ──戸惑いを瞬時に押し殺し、毒蛇ヴアイパーは間合いを取るべく飛とび退のいて、殺したはずの男に銃を向けた。

「遅ェよ聖職者」

　既に至近距離。ずどんっ！　と地を踏みしめ、吸い上げた反動を右腕に全て乗せる。

　ロケットのような打撃が一発、毒蛇ヴアイパーを天高く叩たたき上あげ、衝撃で足元の雪が剝はがれ散った。

　さっきの自分のように吹っ飛ばされた聖職者に、目算で照準をつける。がぎ、がぎんと鋼鉄の四肢が形態を変える。小さなスラスターが両手両足に発生し、業ごう火かを束ね、

「雨う炎えん鋼こう！　変異──」

　確か、こうだったよな──

「──螺ら旋せんッ!!」

　廻ぎやるんッ!!

　全スラスターを同じ方向に噴射、ミソギは灼しやく熱ねつの旋風となった。

　朱あかい螺ら旋せんが白い夜に火光の残像を描き、跳び上がる様は炎の竜巻にも似る。狙いは完璧、威力は十全──暴力的加速を乗せた足刀は、追い詰められた蛇に直撃した。

　衝撃インパクトの音が、空気を震わす。

　毒蛇ヴアイパーは棒のように回転しながらすっ飛び、乗り捨てられていたタクシーのルーフに「どがしゃんっ!!」と激突した。粉砕された仕込み銃の破片がばらばらと散らばり、沈黙。

　びきッ──!!

　当然、首ラ切ビりツ兎トも黙って見ていたわけではない。最初の一撃から異常を理解し、まずは目の前の獲物を両断すべく丸まる鋸のこを振り下ろすが、その時にはもうアッシュも動いている。

「第Ⅲ種特殊救済兵装『偽ぎ典てんテオバルド』封印解除──」

　懐ふところに武器を吞のんでいたのは、なにも毒蛇ヴアイパーだけではない。

　滑り出たのは片手持ちの凶暴な銃。水平二連式のソードオフ・ショットガンである。

　銃身を短く切り詰め、銃床もなくした片手で持てるそれは、下手をすれば「大きめの拳銃」でも通用するサイズしかないが威力は比ではない。継戦力に欠ける代わりに、第Ⅱ種のロガトカと同規格の12ゲージ弾を装塡し、二発同時発射による高火力を誇る。

　一撃しか許されず、故に必殺の懐ふところ刀がたな。それが、テオバルドだ。

「──猛たけり狂くるう魂に、蒼そう花かの手向けを」

　散ばが弾がんッッ!!

　蒼あおい二連の銃火が、シグルツソンを的確に撃ち砕いた。

　スクラップが飛び散る。エンジンは息の根を止められ、刃は散り散りの破片となり、たちまち原型を失う。持ち主もまた衝撃でよろめき、ついに体のバランスを崩してその場に倒れた。

　爆はぜ飛んだ銀が天高く散らばり、雪と一緒に落ちて跳ねた。

　テオバルドのショットシェルの中身は、一八・四ミリの銀弾ではない。それよりも大きな銀貨がぎっちりと──アッシュ自身の改造により重ねて威力を増した、特製の銀貨弾コインシヨツトである。

「……何な故ぜかは聞かない」

　中折れ式の銃身からシェルを排出し、アッシュは立ち上がった。

　首ラ切ビりツ兎トを見下ろす目付きは、フィリスに向けるものとも、姉に向けるものとも違った。

「君には、君の理由があるんだろう。……だが、君に殺されるわけにはいかない」

　かはっ、と女の喉から細い呼気が漏れる。嘲笑のようでも唾棄のようでもあった。

「……笑わせるな。今更、命が惜しいと言うつもりか」

「違う。それでいいと、思ってしまったからだ」

　首ラ切ビりツ兎トの表情に、明らかな困惑が走った。

「巡り巡ってきた正当な復ふく讐しゆうだと、安心さえする。君の手にかかることが一番『正しい死』になってしまう。……僕の死は、きっと正しくあってはいけない」

　言って、懐ふところをまさぐる。思わず身を竦すくませる首ラ切ビりツ兎トに、アッシュはフィリスから押し付けられていた応急キットを放り投げる。呆ぼう然ぜんとする相手を見下ろすのも束つかの間ま、最後まで横目の端に彼女の姿を残しながら、アッシュは踵きびすを返かえす。

「聖布を外して逃げろ、シエナ。君がここで無駄死にする必要こそ無い」

　落ちたデリンガーを拾い上げる。口こう腔こうに溜たまった血をべっと吐き捨てる。

　ミソギはといえば、ぶった蹴られた毒蛇ヴアイパーが絶息していないことを確かめていた。そっちもどうやら生きているようで、伊だ達てに最前線のエージェントではないということだろう。

「──直撃したはずだろう。また右みぎ眼めでも使ったのか？」

「あぁ？　大したこっちゃねぇよ。こんなモンは、こうやってだな」

　雨う炎えん鋼こう、変異。両手両足の鋼が液体のように流動し、堅けん牢ろうな装プレ甲ートと化して持ち主の胴体前面を固めた。木もく蓮れんの「影のドレス」に着想を得た応用だが、土ど壇たん場ばで思い付いた割には案外うまくいった。貫通されなかったのは半分以上は運だが、実力のうちである。ちなみに衝撃はモロに来るので内臓がかなりシェイクされており、「こぷ」と血を吐いた。

「……しぶといしぶといとは思っていたが、こうなるとゴキブリ以上だな。君の殺し方を改めて考え直す必要がありそうだ」

「言ってろ。それより次だ。まだ何も解決してねぇ」

　まだ本番が残っている。ミソギは首を鳴らし、アッシュは前髪を搔かき上げ、並んで戦場を後にした。二人とも変異した巣ス怪カイ吊ツリーと、立ちはだかる赤い闇しか見ていない。




「──く、そ……」

　シエナは、それでもなお、立ち上がろうとした。

　けれどもう、動けなかった。

　手も足もボロボロだ。誰がどう見ても戦闘不能だった。けれど殺意だけが先行して、去り行く黒い背中を狂おしい思いで睨にらみつける。どうしようもなく、遠い。

「くそ……くそ……ッ!!」

　呪じゆ詛そばかりが吐き散らされる。応急キットに手を伸ばす気も起きなかった。それよりも、武器が欲しかった。何と引き換えにしてでも、あの男の背に喰くらい付く武器が。

　数年前、「シエナ」には興味さえ持たなかった少年は、当時の自分よりも背が低かった。

　意識が薄れる。振り絞るだけの力すら残っておらず、シエナの視界が闇に満たされ──

「──あーあーもう、こりゃ派手にやられたっスねぇ……」

　ほとほと呆あきれ果はてたような、誰かの声を聞いた。
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　雪の降る中、木もく蓮れんはじっと空を見上げていた。

　広場のモニュメントは巣ス怪カイ吊ツリーを指差すように伸びており、その上に腰掛けて時を待つ。

「もうすぐだね」

　木もく蓮れんの隣にはフィリスがいた。といっても自由の利きく状態ではない。フィリスは木もく蓮れんが作った影の檻おりに閉じ込められ、檻おりごとぷかぷか浮いていた。「藍らん火ひ影えい」によって形成された影は触れれば鋼鉄のように硬く、熱くも冷たくもない。

「……どうして、私をここに？」

「だってあそこ危ないよ。──それにね、ちょっと話がしたくて」

「話？」

「あの二人のこと。ミソギくんと……れいぶん？　だっけ？　そう呼ばれてたっぽいけど」

「アッシュです。アシュトン・グレゴリー・デリック。人レ喰イいヴ鴉ンはコードネームです」

「そなんだ。で、キミは？」

「……フィリス・カタリナ・フォークスといいます」

　よろしくねー、と笑う木もく蓮れんには敵意が無い。誰に対してもそうなのかもしれない。ストレートな欲望や断固たる決意を感じられるだけ、真ま淵ぶち累るいやハイドの方がよほどわかりやすかった。

　いや、そもそも彼女は「敵」という認識でいいのかどうかさえ曖昧だ。

「二人は今、どうしているのですか？　銃声が聞こえますが、やっぱり毒蛇ヴアイパーや首ラ切ビりツ兎トと戦闘しているんですか？　もしかして危ない状況に──」

「勝つよ」木もく蓮れんは断言した。「あれは、ミソギくんとアッシュくんが勝つ。蛇さんと兎うさぎさんも強いけど、あの二人は違う。もうちょっと──強固だ」

　言っている最中の木もく蓮れんは、どうしたわけだか笑みを引っ込めていた。

　何かとても、自分の中で処理しがたいものについて言及するかのように。

「キミはミソギくんとも一緒に仕事してたんだよね？　良かったら聞かせて欲しいな。あの子が、どんな子なのか」

　質問にはいくらかの切実さがあるように聞こえた。答えるのに抵抗は無かった。

　その表情から、彼女が知りたがっていることは本心であるように思えたから。

「……強いひと、だと思います。なんというか、少し頑固なところもあるし、口も悪いし、結構すぐ怒るし、アッシュと全然仲良くしてくれませんが」

「ませんが？」

「自分で決めたことを、絶対に曲げない。……諦めない。そういう男です」

「それじゃあ、アッシュくんは？　彼は他の聖職者さんと違ったね。ミソギくんと友達？」

「本人はそれ絶対否定しますけどね。アッシュは……ようやく目覚めたばかりなんです。人殺しだし、すぐ皮肉が出るし、たまに言うこと聞かないし、なんか私の扱いが雑だし、ミソギと同じくらい頑固だし、やっぱり仲良くする気が全然ありません、が」

「が？」

　木もく蓮れんは楽しそうに先を促す。思い起こされるのは、アバディーンの赤い砂浜。

「……寂しくて、まっすぐすぎる人だと、私は思います」

　一人は折れず曲がらぬ刀のように在る。一人は悪夢が終わった後の荒野を黙々と進む。

　まったく趣おもむきの異なる地獄を生き抜き、辿たどった道も見ているものも別々ながら、変わり果てた世界の最前線を進むのは同じ。

　そしてどちらも、幽界現象がゆえに生まれた、死の時代の落とし子だ。

　本来彼らは、血も刃も硝煙とも無縁な、普通の人間としての生涯を終えたはずなのだ。

　彼らのことを考えると、胸の内に火が灯ともる。自分も何か、自分だけにできることが無いかを考える。血みどろになっても歩き続けることができるか考える。屍し山ざん血けつ河がを踏み越えて、生き果てた先の光景が何か、どんな答えを示すのか、考える自分がいる。今だって──

「すごいなぁ」

　木もく蓮れんの呟つぶやきで我に返る。見ると彼女は目を細め、何か思案げな顔で己の胸元をきゅっと押さえている。その様子が、初めて見る景色に戸惑う少女のようで。

「……あの。今度は、あなたのことを聞かせてくれますか」

　気が付けば、問いが口をついて出ていた。こちらにも聞く権利があろうというものだ。

「あなたは、何が目的なんですか？　どうしてこんなことを？」

「──死神は、そういうものだからね」

　木もく蓮れんの返答はすぐだった。死神。姿かたちは人間でも、彼女はフィリスとは存在からして違う。それが証拠に、これほど寒い冬の深夜、フィリスの口からは白い息が漏れるのに、彼女の息は無色透明なまま。

「死ぬってことは『願うこと』なんだ。その願いは死の瞬間にしか出てこない。まだ生きていたいとか、残した誰かのこととか、自分自身の人生のこととか、やり残しちゃったこととか。なんの悔いもなく、まっすぐ死んでいける人なんてそうはいないんだよ」

　死とは何かについて、フィリスは考えたこともない。定義付けられるとも思っていない。死とは別離であり、哀かなしいものである──というありきたりな認識も幽界現象でひっくり返り、壊れた境界の上にたゆたうひどく曖昧な概念になってしまった。

　だが、正真正銘の死神が告げる「死とはなんぞや」に対するアンサーは、相手が相手だけに異様な説得力があった。

「ボクはずっとその願いを、できる限り叶かなえ続けてきた。そうしてあの世に送り出して、あとはクーちゃんにバトンパスしてきたの。ずっとそうしてきた。──けど、今は違う」

　ならば死してなお何も終わらないこの時代では、死者の願いとはどうなるものか。

「この街は、宙ぶらりんになった願いだらけ。誰もどうしていいのかわからない。何がしたいのかも忘れてるんだと思う。みんな行き止まりから動けない状態なんだよ。誰かが幕を引かなきゃいけない。スイッチをオフにするみたいに、眠らせてあげる時間がいる」

　幾千幾万もの死ねがいを取り扱ってきた女の、それが答えなのだとしたら、あまりにも性急に過ぎるとフィリスは思わざるをえなかった。

　人の少女と死神の女は、己が内に明々白々の「理由」を抱えている。

　フィリスは、この世界を破壊してはならないと考える。

　木もく蓮れんは、この世界を維持していてはならないと考える。

　両者には根本の部分で決定的な違いがある。おそらく話し合いでどうにかなるレベルでは既にないのだろう。しかしフィリスは会話の中で、どうしても気になることに思い至った。死は願い。死神が叶かなえるもの。木もく蓮れんの話の中でずっと「何か」が不在で、それが何かわかった。

「──では、あなた自身の願いは、どこにあるんですか？」

　問いを投げたまさに直後、木もく蓮れんの顔がほんのわずかに強こわ張ばる一瞬が確かにあった。

　彼女は、答えられなかった。不思議そうに小首を傾かしげ、しかしすぐにぱっと笑い直す。

　フィリスには、彼女の笑みがどこかひどく空疎なもののように見えた。

「──話はおしまい。キミと喋しやべるの楽しかったよ、ありがとね」

　待ってください、まだ──と言いかけたフィリスの檻おりを、木もく蓮れんがトンッと押し上げる。影で作られた檻おりはなめらかに上昇し、クラゲみたいにぷかぷか滞空した。

「木もく蓮れんさん！」

　木もく蓮れんはもうフィリスを見ていない。視線は遥はるか上、雲を衝つく塔へ。やがて地面が微動し──

「咲く」




　──ばぐんっ!!




　激震。フィリスの見ている前で、地形の劇的な変化が起こった。

　地面が、下からめくり上げられるように崩壊する。その下から、底も知れぬ深く巨大な穴が現れた。元からあったものではなく、ポレヴィークの根が広がりに広がってできた地下空洞だろう。まるで人知れず虫に喰くい破られていた果実の、表面の皮をめくって露あらわになった中身のような光景だった。

　その下、複雑怪奇に絡からまり合った半透明の根と、目を灼やくほどの強く赤い光が見える。

「藍らん火ひ影えい──」

　とぷん。

　何かを命ずると同時に、木もく蓮れんは己の影に吞のまれて姿も見えなくなる。




　再度、屠と市区画ごと突き上げる大きな揺れが起こり、最さい期ごの花が咲いた。

　雪雲が吹き飛ぶ。突如としてあらわになった、深い深い真冬の宇宙。

　ただし二つの月も、星の光も見えない。

　天に蓋するように、あまりにも巨大な花が広がっているからだ。

　直径は数キロメートルにも及ぶ。植物のようでも、動物の肉のようでもある花弁が四方八方に広がり、吹き荒れる風とは真逆の方向へたなびいて生物的に蠢うごめく。風鳴りのように聞こえた音は高く細い悲鳴で、温ぬくもりを求める悲痛なそれがフィリスの背筋を凍らせた。

　木もく蓮れんの言っていたことが唐突に腑ふに落ちた。花そのものの「意思」が、その悲鳴で浮き彫りになったように思う。歪ゆがみ弄いじられ、どうしようもなく変質していたとしても、核となるものは残っている。あれは確かに、誰かの願いの姿だ。




　　　　　○




「──ったく、とんでもねーことになってんな！」

　いきなり地面が大きく揺れたと思ったら、地面がずたずたに引き裂かれた。

　辺り一帯、もう惨さん憺たんたる有あり様さまだ。雲は晴れたが見えたのは心底ろくでもない代物であり、地下から這はい出でた無数の根が地上を侵食している。ミソギとアッシュは辛かろうじて残った足場を転々とし、まずフィリスを残していたレイスまで向かう。と、

「オレの車ー!?」

　そっちもとんでもないことになっていた。根に絡からめとられ持ち上げられ、逆さまになったまま空中に取り残されている。胡う乱ろんな樹上の奇き天て烈れつな果実の風ふ情ぜいである。

　中にフィリスはいなさそうだ。視線を巡らすと、崩壊する地上の様子も知らぬげに、ぷかぷか浮いている赤い何かが目に入った。空飛ぶ鳥籠のようなその中に目当ての人影はある。

「フィリス、君か？　何をしてる!?」

「出られないんですー!!」

　赤い色は藍らん火ひ影えい、とすれば捕まったのか。肝心の木もく蓮れんがいないのはどういうわけだろう。崩落に巻き込まれなかったのは幸運だが、このままよくわからないところまで飛ばれても困る。

　その時、ぐわんっと根が持ち上がる。パニック映画の大蛇でもここまで加減知らずではないというほどの太さでのたうち、先端に亀裂めいた口を開いてこちらに襲い掛かってきた。

　邪魔だ。

　アッシュがデリンガーを発射。連射されるマグナム弾が一ミリもずれることなく同じ部位に着弾し、動きを止めた瞬間にミソギが踏み込む。ひゅんっ──と鋭い風切り音が重なり、たちまち根を輪切りにしてのける。

「きゃ……っ!?」

　と、赤い檻おりがどろりと溶けた。形を失った途端に霞かすみのように消えてなくなり、放り出されたフィリスがそのまま重力に引かれる。

　落ちた先にアッシュがいた。フィリスを受け止め、とりあえず怪け我ががないことを確かめる。

「あ、ありがとうござ」

「礼はいい。状況は？　死神はどこへ行った？」

「それが……花が咲くのと同時に、姿を消してしまいました。そうだ！　地下の大きな穴に、ポレヴィークの核みたいなものが……！」

「マジでか!?　どこだ!?」

　案内するにしても、地形が激変しているのでどう通ればいいのか。フィリスの記憶を頼りに元の地形の何倍も遠回りをして、のたうつ根を避け、破壊の痕跡を踏み越えて進むと、ついさっきまでは裂けた地面から赤い光の筋が漏れ出ているのが見えた。

　この下か。

　覗のぞき込こむと、この世のものとは思えぬ光景が広がっている。

　食い荒らされた地下は東とう凶きよう胴無ドームほどにも広く深く、生き物の内臓のように絡からみ合あう根の底で確かに赤い何かが光っている。こうも穴が大きいと巣ス怪カイ吊ツリーが倒壊しないか心配になるが、無数の強きよう靭じんな根がしっかり絡からみついており、半ば取り込む形で塔そのものを支えていた。

　兵器の核になっているという少女の魂は、あそこにいるのだろうか──

　ざわっ。

　両手両足が不随意に波打った。この感覚は知っている。共鳴だ。すぐ近くに、

　手が、

「うおぉッ!?」

　反射的に腕を振り上げる。

　隆起した地形の成す影から白い手が伸び、指先がミソギの眼帯に触れていた。払いのけたかと思えば実体を失い、わずかな間を置いて、眼前の影が赤く染まる。

「──おっしーい」

　そこに、木もく蓮れんが立っていた。

「……ビビらせやがって。さっきぶりだな」

「ん。もう時間が無いや。悪いけど、巻きでいくね」

　今も小刻みな地震は続く。構えを取るミソギ、悠然と構える木もく蓮れん。

　アッシュはデリンガーのグリップを握りしめ、フィリスを促す。

「──君は下がっていろ。まずは奴やつを抑える」

「はい……！」

　下がり際、フィリスは向こうに立つ木もく蓮れんを見た。一瞬、目が合う。返ってくる微笑ほほえみが、やはりどこか空虚に見えたのは気のせいだろうか。

「雨う炎えん鋼こう！　変異・抜刀ッ！」

「藍らん火ひ影えい。変異・伐殺──『灼しやつ景けい・死し千ち櫓やぐら』！」

　旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざ旋ざッッ!!

　影が束ねられ、真紅の大鎌になったかと思えば、それがたちまち竜巻となった。

　木もく蓮れんを中心として、赤い線状の影が荒れ狂う。正面から迎え撃つ。低く構え、直撃コースのものを次から次へと斬り払う。閃ひらめく紫電、火花、剣けん戟げき、ついに一歩も動かず旋風を斬り弾き、踏み込もうとしたとき竜巻の中心に木もく蓮れんはいない。

　木もく蓮れんが宙を舞い、迎え撃つデリンガーの連射を受ける。ドレスと大鎌が膨らんで主の身を守る盾となり、銀の銃弾を弾はじき飛とばす。だが射撃はフェイントに過ぎない。合間に放り投げていた聖なる手しゆ榴りゆう弾だんが、放物線軌道を描いて木もく蓮れんの目の前で炸さく裂れつ、

　聖爆!!

　避けようも防ぎようもない距離である。中空に球状の蒼あおい爆発が起き、だが木もく蓮れんはいない。

　どこに行ったもクソも無い。まばたきの一度で影がまた波打ち、波紋を追う間もなく細い両手がミソギの足元から生えた。ミソギは足先の火炎を炸さく裂れつさせ、摑つかみかかる手から逃れる。思わず毒づいた。今日び幽霊でもそんな理不尽な移動はしない。

「変異・波は濤とう」

　木もく蓮れんが上体を表すに合わせ、周囲の影が赤く染まり、宙のミソギを追って伸びあがった。

「変異・穿せん孔こうッ！」

　ミソギは雨う炎えん鋼こうの両足をドリルに変異させた。巨大な掌てのひらのように摑つかみかかる影の波に真っ向切ってぶつかり、ががががががががががががががががが!!　と喰くらい合う。影がほどけ、足が戻る。弾き合う形でミソギは宙にあり、全身を現した木もく蓮れんがそれを追おうとする。

　横よこっ面つらに、アッシュが奇襲を仕掛けた。

　木もく蓮れんは「わ」と鎌で防御。頭狙いの手斧が赤い刃とかち合う。相手が動きを止めたその一瞬を見計らい、アッシュはもう片手にテオバルドを構えていた。

　狙いはどてっ腹。やはり回避も防御もできない零距離、容赦なく──散弾ッ!!

　瞬間、木もく蓮れんが「虚」となった。

　赤いドレスがさっと黒く染まり、彼女の体が質量もなにも無くしたように見える。陽かげ炎ろうのゆらめくにも似た足取りで、たちまち赤に変じた影が鞭むちとなって連撃を放つ。アッシュは身を低くして撤退し、駆け抜ける足先を鋼より硬い影が打ち据えてわずかに残った地形をまたも激変させてゆく。物言いは吞のん気きだが、やると決めたらやる相手のようだ。

　それにしても──攻撃が当たらない。

　ここぞというタイミングで仕掛けても、次の一瞬で木もく蓮れんの姿が消えるのだ。アッシュは前転し、壁だけ残った建物の陰に身を隠す。偶然と言うべきか、ちょうどミソギもそこにいた。

「くっそ、相変わらずワケわかんねぇ手ェ使うなあいつ……！」

「一体どういう手品なんだ。まともな相手ならもう三回は殺とれていたはずだ」

「オレも知らねぇよあんなインチキ！」

　変異する影、「藍らん火ひ影えい」。物体として固定化した影は赤色に染まる──というところまでは知っていても、あの不可思議の防御法は初めて見た。

　何をしようとも手応えがまったくない。あれは「影の具現化」とはまた別のものか──

「なに話してんのー？」

　二人の間に、木もく蓮れんがにゅうっと顔を出した。

　左右から亡もう者じや刀と手斧を振り上げる。刃が交差する先の顔は一瞬で消きえ失うせ、二人が身を隠す壁の、影が変異した。二人、咄とつ嗟さに打撃と射撃で壁をぶち壊す。辛かろうじて壁だけ残った建物は、哀れこれにて全壊となる。

　隠れて一息すらもできないらしい。木もく蓮れんの姿はやはり無かった。今ので、確信に至る。

「──影になるなんて芸当がマジにありえると思うか？」

「むしろ、何な故ぜ君が知らない？　影を操るのはあの世側そつちの技なんじゃないのか？」

　腹は立つが言は正しい。あれは雨う炎えん鋼こうと同じものだ。さっきから刃を交えるたびに妙な共鳴で集中が乱されるったらない。見たままを信じるとすれば、藍らん火ひ影えいには二つの能力がある。

①影を具現化し、自在に形を変えて操る。

②己自身を影として実体を失なくし、影から影へと移動する。

　雨う炎えん鋼こうがそうであるように、あの世のブツにこの世の物理法則は通用せず、ありえるかと聞かれたらあると断言するほかはない。要するに神速かつ絶対無敵の防御兼移動手段と、変幻自在の攻撃手段を併せ持っているようなもので、一言で言えばズルい。まず打開策を見つけないことには尻尾を摑つかむことさえままならないが。

「ねえ！」

　と、遠くから木もく蓮れんの声。また降伏勧告かと思ったら、彼女は手短に妙なことを告げた。

「落ちてくるよ！」

　さっと、頭上を何かが覆った。

　何か大きなものが風に揺られ、ゆっくりゆっくり落ちてくる。

　色は赤。形を見て、それが上から落ちた巨大な幽霊花の花弁だと一目でわかる。

　マズい。

　互いに互いを弾き合って、アッシュとミソギは左右に跳んだ。根拠も何も無く、絶対にあれに触れてはいけないと二人同時に確信していた。

　喰ばくっ!!

　信じられないことが起こった。地に落ちた途端、触れた場所ごと跡形もなく消滅したのだ。

　残るはただ、落ちた花弁の形のクレーターのみ。

　空を見ると、夜空を雪の代わりに赤いものが舞っている。サイズは小さくても畳一枚以上、大きければちょっとした運動場くらいは軽く蓋するほどにも達する。巣ス怪カイ吊ツリーの先端から、赤い花弁があとからあとから無限に生まれては零こぼれ、落ちて、

　喰ばくっ!!

　ビルの先端が欠け、地面が穴だらけになり、地上のあらゆるものが花に触れ、食われ、大きさの分だけの面積を消滅させていく。もはやミソギたちがいる戦場だけの騒ぎではない。冬の風が天から地に吹きつけ、風に乗った花弁が街中に降り注いでいった。

　咲いた大輪の幽霊花の恐ろしさがわかった。奴やつはついに生きて動くモノでなく、魂すら持たぬ無機物すらも無差別に喰くらい尽くすにまで至ったのだ。地面とて例外ではない。数多あまたの花弁はアスファルトを剝はがし、土も鉄も隔てなく喰くらい、東とう凶きようの地下施設を剝むき出だしにしてその避難所に隠れ住む生き残り達たちにも降り注ぐだろう。例外は幽霊花自身の根や茎で、このまま放っておくと聳そびえ立たつ巣ス怪カイ吊ツリー以外は無の荒野になってしまうのではないかと思われた。

「ほら。早く地獄に転送しないと、東とう凶きようになんにもなくなっちゃうよ！」

　めちゃくちゃである。地上は触手めいた根、気を抜けば大穴、降り注ぐは花弁、おまけに追いかけてくるのは死神ときた。もはや足場も心もとなく、見渡す限りに広がった地面の亀裂からは「核」が放つ赤く獰どう猛もうな光がオーロラのように辺りを照らす。

「あっ」

　不意に視界に入ったものがある。ガタガタになった地上、根に絡からめ取られた黒い車体。終われば回収しようと思っていたが、その上にも花弁が一枚、

「く、車ーーーーーーーーッッ!!」

　喰くわれた。

　巨大な花弁からしてみれば車一台などペロリである。部品の一片も残さずに消えた。

　さしものアッシュの表情にも、いささか焦あせりが見えた。

「フィリス！　どこだ!?　聞こえているなら返事をしろ！」

　激しい戦いにはついて来られまいが、もはや全方位に安全圏の存在しない状況である。フィリスだけではない、倒して放っておいた聖職者は。シエナは。文字通り天地がひっくり返る状況下にあって、走り抜けて難を逃れるのが精一杯だ。

「あ、アッシュ！　ミソギ！」

　返事が来た。次々と消えていく足場の中で、フィリスはかろうじて落ちずに済んでいた。

「こっちだフィリス。まずはこの場から離れるぞ。君はどこかに隠れて、やり過ごすんだ」

「と言ったって、どこに隠れればいいのか……！」

　お説ごもっともである。フィリスはとにかく、歩ける場所を慎重に進んで二人と合流しようとする。揺れる地面。距離は二十メートル、一歩一歩、確実に進んで──

　その時、また大きな縦揺れが起こった。

　アッシュとミソギも思わずたたらを踏む。地面がばりばり裂けてめくれ上がり、その下から巨木ほどもある幽霊花の根が姿を現す。崩落する足場。地下の大空洞は昼間のように明るく、バランスを崩したフィリスが、完全に足を踏み外した。

「フィリ──！」

　ミソギが叫ぶ前にアッシュが動いていた。ものも言わない。崩れる地を蹴り、低空を飛行する鴉からすのような速度でフィリスのもとに駆け付ける。

　そうして、彼女の腕を摑つかみ、ミソギの方に投げ飛ばした。

　だが──

「アッシュ!!」

　なすすべも無かった。

　二人の目の前で、アッシュは穴に落ち──あっさりと喰くわれた。




　咲いた兵器は、崩壊した都市のどこにいても見えた。

　不動のシンボルとしてあり続けた巣ス怪カイ吊ツリーは上から下まで変わり果て、一本の巨大な花として君臨する。薄ぼんやりと発光して闇に浮かび上がる威容が、はっきりと、動いた。

　全長六〇〇メートルを超える、無機物とも生物ともつかぬものが、移動を始めたのだ。

　地響きが街を揺らす。自重でぶっ倒れるかに見えたタワーは右に左に大きく傾かしぎ、それでも倒壊しない。絡からみ付つく根や茎や蔦つるが、崩壊しつつある鉄骨の代わりを果たしているのだ。あたかも筋繊維を再現しているがごとく、花と融合した巣ス怪カイ吊ツリーはゆっくりゆっくりと歩き出す。

　その度に風に揺れ、爛らん熟じゆくしてなお枯れぬ不死身の花が花弁を無限に撒まき散ちらす。街を食い散らかし、隠れる場所も失いつつある亡もう者じやたちに見上げられながら、花は悠然と進む。

　命も信仰も失った亡もう者じやたちは、何かに祈り、縋すがる気持ちを思い出さずにはいられなかった。

　何に祈ればいいのかは、誰も知らないのだけれど。




　天地をなくした破壊の坩堝るつぼで、もう足の踏み場も無い。

　フィリスはミソギを振りほどき、火が点ついたように走り出した。

「おいバカやめろ！　何する気だ!?」

　直感は当たっていたと思う。フィリスは迷わず、露あらわになった地下空洞へと総身を晒さらした。

「待て!!　お前まで喰くわれるつもりか!?」

　──お前まで？　アッシュは喰くわれておしまいと、そう判断したのか？

　──あいつがもう死んだと判断したのか、オレは今？

「──まだ」

　フィリスが振り返り、答える。異界めいた光に照らされる顔は、決意に満ちていた。

「まだ、彼の答えを聞いてない……!!」

　跳ぶ。

　ミソギが静止する暇もなく、フィリスは荒れ狂う幽霊花の根の部分へと飛び込んだ。

　大した音も起こりはしなかった。泡が弾はじけるように、その姿は消えた。

「くそ……ッ！」

　何をもたもたしている。選択の余地は無い。暴走の危険すら無視するほかない。右の眼帯を展開、意識を集中させ、眼がん窩かに炎を束ねて渦の向こうの地獄を感じる。

「つかまえた」

　その時、背後から赤い影。

　ミソギはあっという間に拘束され、木もく蓮れんになすすべもなく押し倒された。

　錠じよう眼がんを見下ろし、木もく蓮れんはずいっと上体を倒す。鼻と鼻の触れ合う距離で、囁ささやく。

「眼めを開いて。それしか、解決の方法が無い」

「ふざけろ、てめぇの思い通りになんか──」

「六々ろくろちゃん。御み殺そぎ六々ろくろちゃん」

　心を読まれているのかと思った。

　六々ろくろ。ミソギの血を分けた妹。これまで身の上話をする中で、家族のことも当然話題にのぼっていた。妹は健在で、生きて東とう凶きようの外で暮らしていること。もう二十四歳で、成長しない兄よりも年上になってしまったこと。月に一回の近況報告が何よりの楽しみであること。

　東とう凶きようの外はまだまともな世界であることが、ミソギにとっては大きな支えであること。

　このまま放っておくと、ポレヴィークの被害は東とう凶きようの外へも及ぶであろう。

「さあ、言って。六々ろくろちゃんに会いたい。こんな騒ぎは終わらせて、家族のもとに帰りたいって。ボクが絶対に叶かなえてあげる。キミにも頑張ってもらうけど、足りない分は支えるから」

　巨大な代物を、丸ごと地獄へ転送するということ。

　複雑な理屈ではない。三み途と川がわ泳くくりを助けた時のように、完全開放した眼めで、次元の境界を斬り開ひ門らけばいい。回り道やめんどくさい手続き抜きの直通ルート。衛星兵器を亡もう者じやの大群ごとブチ落とした時より酷ひどいことになるだろう。

　あの時は、それしかなかった。今はどうだろうか。

「──ウチの妹は心配性でな。ちゃんと食ってんのかとか、危ないことしてねぇかとか、彼女できたかとか、とにかく電話する度にうるせぇったらねぇ」

「……？」

「たまにマスターやウェイトレスさんと話すこともある。こっちでのオレの生活が気がかりで仕方ねぇらしい。最近じゃチビの居い候そうろうも居付いて、電話する時間が倍くらいに増えた。締めは大体いつも同じ──体に気を付けて。無理しないでね。お友達を大事にね。てなもんだ」

　崩壊を続ける街々。天を衝つく兵器。電話一本で繫つながる妹とこの地獄が地続きであることはミソギにとって実感がなく、それでもいつか生身の足で出て行けることを夢見て戦ってきた。

　妹は人間だ。泳くくりも人間だ。

　あいつらのもとに帰るには、自分も胸を張ってそうだと言える「人間」でなくてはならない。

「だからな。大事なもんを蹴落として助かったとあっちゃ、合わせる顔がねぇんだよ……!!」

　──そんなに開いて欲しければ、開いてやる。

　ミソギはそのまま、燃える錠じよう眼がんを開いた。頭の芯に疼とう痛つう、先鋭化する意識、鼻先に感じるこの世ならぬ風の匂い。眼がん窩かから赤黒い血がこぼれ出る。ミソギ自身の出血か、それとも繫つながった地獄の底から湧き出る血か。

　開眼／跳躍／──転送！

「あ!?」

　木もく蓮れんの声が、もはや遠い。

　次のまばたきで、ミソギは空中にいた。

　倒れたまま、自身を大穴の只ただ中なかへと転送したのだ。もう拘束するものは何も無い。天地逆さまになった姿勢で、頭上にポレヴィークの心臓部が太陽のごとく輝いている。鎌首をもたげる触手。放り出された形なので、身を守る手段も当然無いが──

「ちょ、何してんの！　キミまで食べられちゃったら……！」

　穴の縁から覗のぞく木もく蓮れんの慌て面は、土産にはちょうどいい。とっくのとうに口はすぐそこ、ばっくり開いたその奥にアッシュとフィリスがいるかいないかは賭けだ。が、この程度の賭けなら、地獄の十年で何度も繰り返してきた。

　木もく蓮れんに中指を立て、ミソギは歯を剝むいて笑った。

「一か八かは──地獄に祈れ!!」




　喰ばくっ!!




　　　　　○




　気が付いた時、アッシュはどこでもない場所にいた。

　色はなく、上も下もない。ただ天地と思われる場所にひたすら無限の白が広がっていて、果ても見えない場所の只ただ中なかにぽつねんと立っているばかりだった。

　意識は、それなりにはっきりしている。自分に起こったことも把握している。

　ここは、どこだろう。どこでもいい。目が見えて、手足が動くのなら。

　歩を進める。足音はしない。踏み込む足元から不思議な感触が帰ってくる。まるで水の上に張った膜に乗っているかのように、歩けなくはないが、踏み応えが無い。

　一歩進むごとに妙な感覚がした。生ぬるい手で頭の中をまさぐられているような。

　背後に気配。

　考える前に即応する。デリンガーを抜き、背後の何者かにぴたりと銃口を向ける──までの動きを最速反射的に行った時、拭い難にくい違和感に気付く。

　銃ではない。アッシュが持っていたのは一振りの、銀製の果物ナイフだ。

「……お前は……」

　覚えてなどいなかった。崩れた顔を目にして、ようやく記憶の残りカスが呼び起こされた。

　目の前の男は、故郷から逃げる最中、アッシュが最初に殺した亡もう者じやではなかったか。

　また頭をまさぐられる感覚。なんとも言えぬ不快感に顔を顰しかめ、視界が霞かすむ。

　再び目が焦点を取り戻した時、景色が一変していた。

　炎、廃はい墟きよ、瓦が礫れき、屍しかばね、血、血、血。天から滅びが降ってきたかのような惨状の中、逆光を背によろぼい歩く老ろう若にやく男なん女によは一人残らずアッシュの方へと向かっていた。彼らの顔をすべて覚えてはいなかったが、中には見覚えのある奴やつがいて、そこから集団の正体がわかった。

　アッシュが、これまで殺してきた者達たちだ。

　十歳から二十歳までの彼の半生において、銃殺し、斬殺し、刺殺し、撲殺し、爆殺し扼やく殺さつし毒殺し、圧殺あつさつし轢殺れきさつし焼殺し謀殺し溺殺してきた哀れなる獲物たち。迷うことなく「正しさ」の尖せん兵ぺいであり続けた少年が踏み越えてきた屍しかばねの数々だ。

　そして最後尾──折り重なる「人ならぬ手」、玉座のように広がるその上に立つ、顔の右半分が塩となった女。

「そうか、ここは……」

　無数の屍しかばねが摑つかみかかる。触れられた部位が粘土のように陥没する。肉も骨も血も歪ゆがみ、彼らの感じた苦痛が余すことなく流し込まれる。アッシュの体は原型を失っていく。死者たちの隙間から見える「塩の女」の目は冷たく、ただ無感動に少年の解体を観察している。記憶が混濁し、意識が曖昧になり、自我が分解され、魂が溶け、死体が土となり養分が植物に吸い上げられるように、一個の魂から単なる捕食者の養分へと──

　ああ、そうだ。やはりここは──

「──死後の世界、なんかじゃない」

　べぎっ!!

　手近な奴やつの首を摑つかみ、握力でへし折る。その感触を起点として全身の感覚を取り戻す。

　手が、足が、胴が、頭が、アシュトン・グレゴリー・デリックの形を成していく。開かれた蒼あおい眼めはこの場の全員を睥へい睨げいし、アッシュは再び二本の足で立ち上がった。

　そう、考えてみれば当たり前のことだ。

　この手で殺した「正しくない者たち」と、最愛の「彼女」が同じ空間に行き着くはずがない。

　であるからにはやはり現実に根差したものであって、おそらくはポレヴィークに吞のみ込こまれたことによる何らかの影響だろう。物質的な空間ではないのかもしれない。夢やイメージのようなものだろうか？　これまで喰くわれた者たちは、このようにして「分解」されていったのかもしれない。己が魂に根差す記憶の瀑ばく布ふによって。

　確かなのは、自分がまだ動けるということだ。

　夢みたいなものなら都合がいい。アッシュはイメージ上の骸むくろに対たい峙じし、右手に納まる都合のいい武器を想起する。手っ取り早く、わかりやすく、面倒が無いものを。

「いいさ。まだ僕の中に残っているのなら、もう一度しっかり殺してやる」

　アッシュは手近な獲物目掛けて、銀の手斧を振り上げた。




　落ちていく。逆さまになって、フィリスは真っ白な世界を落ちていく。

「ふぎゅっ」

　硬くも柔らかくもない地面にずべしゃと転がって、わけもわからず周囲を見渡す。自分は死んだのだろうか？　あの世っぽいかどうかと言われればそんな気もするし、違う気もする。

「──アッシュ！　アッシュ!?　どこですか!?」

　体はあって声も出る。これが植物の体内だという想像はどうしてもつかないが、同じ目に遭った以上アッシュもいるはずだと信じる。

　しかし声は虚むなしく響くばかりで、真っ白な世界のどこに何があるのかも把握できなかった。

　途方に暮れて辺りを見渡した時、不意に耳が声を捉える。すぐそばのようにも、どこか遠くのようにも思える。音を追って首を巡らせ、どこからどう聞こえてくるのかなんとか把握しようとしたところ、それが一体どういう声なのかがわかった。

「──アッシュ？」

　泣いている声だった。




　時間の感覚など、はじめからありはしなかった。立ちふさがるモノを一人一人順番に順番に一発ずつ処理していった虚無の荒野にアッシュは立つ。

　最後の一人、目の前には。

「久しぶり、姉さん」

　呼びかけ、童子のように笑う。

　顔半分が塩と化した女は、どこまでも無表情。そのうえ一言も発しない。

　当たり前だろう。これは本物ではなく、己自身が作り出した単なるイメージに過ぎない。それでもアッシュは嬉うれしかった。覚えている通り、姉はやはり美しかった。

「姉さん」姉もどきの頰をさすり、呟つぶやく。「本当のあなたは、どこにいるのかな」

　現世にはもういない。地獄ではないだろう。彼女の魂がどこへ行ったのか、今でも考える。

　こんな状況で、改めて意識するまで考えもしなかったのがお笑い種だ。ああなった彼女は、もうどこにもいなくなったとばかり思っていた。けれど、そうでないとしたら？

　地獄でも現世でもない、ましてこんな空白でもない。魂の集まる場所が、あるとしたら。

　天国。

「……ああ、そうか。そうなんだ。そうだったんだ」

　どうして気が付かなかったんだろう。つくづく間抜けだ。これまでで観測されなかっただけで「無い」と断定することがそもそも間違いだったのだ。死者が蘇よみがえり、地獄が存在するこの世界にあって、天国が無いとどうして言える？

「『そっち』なんだね、姉さん」

　と、目の前の姉のようなものが変質した。

　ぼぎ、ごぎ、と姿を変えていく。美しかった姉の半分がその原型すらも失い、肉と骨をでたらめに積み重ねた醜悪なオブジェになっていった。そのすべてが自分が殺した者たちの体組織だった。無数の目が、口が、こちらを向いていた。老ろう若にやく男なん女によの声が同時に告げる、

　──笑わせるな。

　──天国だと？

　──そんなものが、あると思うのか。こんな腐れきった世界に。

　うるさいな。

　アッシュはまったく迷わなかった。確信を得た。久しぶりに悪くない気分だった。

「姉さんが行く場所だ。天国以外の何がある？」

　右手を上げる。ゆるく開かれたそこに、光が集まる。

　現れるのは一いち挺ちようの銃だった。色は銀、銃身が異常に長く、端から端まで祈き禱とう文が刻まれた、救済の銃。正しくないものを滅し、正しきものを守るための教会の牙。向かう先は、異形。己の声を代弁する悪夢ども。──お前たちは、そろそろ黙れ。

「天に、堕おちろ」

　銃撃!!




　フィリスは泣き声を追って走った。他のどれにも目もくれなかった。

　そもそも安全であるかどうかの保障も無い。ポレヴィークが被捕食者の魂を誘いざなう罠わななのだとすれば、まんまと引っかかっていることになる。

　だけど、その声を放っておいてはいけない気がする。

　上下も無い世界を必死で走る。そういえばいつかもひたすら走った、ような。あの時は誰に会おうとしたのか、何をしようとしていたのか。意識が曖昧になる。足元がずぶずぶ沈んでいく感覚。ただ泣き声だけが遠く聞こえる。痛みを訴えるような悲壮な声に、どうか、どうか泣かないでと願うしかできず、ひどく眠くなる。フィリスの魂が、白の世界に沈み──

　どがんっ!!

「きゃああっ!?」

　いきなり何かが空間をぶち抜いた。開いた穴の向こうはまったく違う景色。猥わい雑ざつでやかましくて悪くて酷ひどくて煌きらびやかな、死と再生をぎゅっと圧縮したアジアのとある街。

　そこから、黒い高級車がブルルンと飛び出してくる。

「あ、いた！　何やってんだ一人で突っ走りやがって！」

「え」

　左ハンドルの運転席から顔を出し、鉄の腕で車体をガンガン叩たたく男。

「……ミソギ？　どうしてここに」

「どうしてもこうしてもあるか！　もうちょい後先考えて動けや！」

　さすがにムッときた。頭ごなしにそんなこと言われる筋合いは、あるかも知れないが無い。

「だって、アッシュが泣いていて……！」

　は？　という顔をされた。

「……お前頭大丈夫か？」

「な！　わ、私は正常ですっ！」

　ミソギはめんどくさそうに頭を搔かき、「ばはぁ」とでかい溜ため息いきをついた。

「乗れ」

　乗る。助手席にのそのそ座り、シートベルトを締める。

「で、誰が泣いてるって？」

「声は……あっちの方角から。この声は、アッシュだと思います」

「聞こえねーぞそんなもん」

「え？　でも確かに、私の耳には……！」

　ぐるりと首を回し、ミソギは考え込んで、

「……。ま、こんな場所だからな。自分にしか見えねーもんも聞こえねーもんもあるか。バケモンの腹ン中はよくよくトチ狂ってやがんな」

　なにやら勝手に納得しているような言い方が妙に気になり、訊ねてみる。

「──あなたも何か、不思議なものを見たんですか？」

「ガッコで友ダ達チと弁当食ってた。あと授業とか、部活とか。まぁ悪くはなかったけどよ。あのままボーッとしてんのも良かったかもしれねぇ」

　でもな、とミソギは言い添え、

「昔の話だからな」

　アクセルを踏み抜く。黒い高級車、レイスが一気に加速する。

「アッシュの野郎が泣いてたっつったな。どっちだ？」

「あっちです！」

「あいよ。はっ、あのスカし野郎の泣なきっ面つら拝むのも悪くねぇな」

　白一色の世界であっちもこっちも無いものだが、ともあれ指差す方向にハンドルを切るミソギ。こんなところでもレイスの乗り心地は極上で、そういえばと気になった。

「……あれ？　どうして車もここに来てるんです？」

「さっきこいつも喰くわれちまってな。見つけんのに一番苦労したわ」

「え、でも車は車じゃ」

　意識を持たない無機物も、この夢みたいな世界に来るものだろうか。そういぶかしむフィリスの心中を察して、ミソギはこともなげに説明する。

「こいつも魂持ってんだよ」




　撃ち抜いた空間の先に、渦のような光の収束が起こり。

　ぴしっとひび割われた虚こ空くうの一部分から、いかにも高そうな黒い車が飛び込んできた。

「──いたっ！　アッシュ!!」

　フィリス。

　アッシュが何か言うのも待たず、フィリスが助手席から飛び出てきた。餌を見つけた仔こ犬いぬみたいな動きだと思っていたら、何を思ったか両手でアッシュの頰をぺたぺた弄いじくり回まわす。

「……何をしている？」

「てめぇを拾いに来てやったんだよアホ！」

　運転席から世界一うるさい奴やつが顔を出した。見たくなかった。フィリスはフィリスで、アッシュの顔をまじまじ見て不思議そうな顔をしている。

「……泣いて、ませんね」

「何の話だ」

「お前の泣き声がしたっつーからその声追っかけてきたんだよ」

「意味がわからないな。僕は泣いてない」

　そもそも、ここ十年泣いた記憶というものが無い。何も知らない平和な子供だった頃ならいざ知らず、世界が変わった時に自分も変わったのだ。姉が死んだ時でさえ、涙の一滴も流さないまま今に至る。

「でも……確かに、聞こえたから」

　両頰に添えられたフィリスの手が、小さく震えていることに気付く。

「……良かった。無事で、本当に良かった……」

　正確には三人とも無事かどうかは謎である。それでも、アッシュを前にしてフィリスは可哀かわい想そうになるくらい安あん堵どしていた。

「……というか、君きみ達たちも喰くわれたのか。せっかく僕が身代わりになってやったのに」

「それは、だって！　あんな形で最さい期ごなんて、嫌に決まってるじゃないですか！」

「自分から飛び込んだとでも言うのか？　本当に終わりだったらどうするつもりだったんだ。君は感情だけで突っ走りすぎる。前もそうだった」

「えーえーそうですよ、あなたの言う通りですよ！　だけど……だけど、」

　姉と同じ色の、強い瞳が至近距離からアッシュを見つめる。目尻には光る雫しずくがあった。

「放っておけるわけが、ないです」

　つまりは、理屈ではないのだろう。

　アッシュはしばし沈黙し、指の腹でフィリスの目元を乱暴に拭う。

「……君が泣いてどうする」

「泣いてないです」

　泣いてる。と、運転席からミソギが声をかけてきた。

「おーしお二人さん、イチャついてねーで乗れ。どこだかわかんねーけど走ってりゃとにかくどっかに出るだろ」

「い、イチャついてませんよ!!」

　アッシュは鼻を鳴らす。こいつもこいつだ。外で死神とよろしくやっていればいいのに、わざわざ車ごと突っ込んで来るとは。ずんずん歩み寄り、助手席側のドアを開ける。

「余計な借りができたな」

「そう思うんなら金払え金。こっちゃずっとタダ働きなんだよ」

「ここから出たら腹いっぱい銀貨をくれてやる。──フィリス、行こう」

　声をかけられ、フィリスはアッシュとミソギの顔を見比べ、微笑ほほえんで頷うなずいた。

　小走りにかけてきて後部座席へ。アッシュはフィリスが座るのを見届けて、我が物顔で助手席に乗り込んで足を組んだ。ミソギがアクセルを踏もうとしたところで、

　ずんっ!!

　大きな、震動が起こった。

　車ごと上下に揺さぶられ、やがてそれは大きく、間隔が狭くなっていく。

「こ、攻撃ですか!?」

「どうだろうな。何か仕掛けてくるのなら、とっくに来ている筈はずだけど──」

　また大きめの揺れ。上から下へ、ちょうど蠕ぜん動どうのような、

「──これ、なんか飲もうとしてる動きじゃねぇか？」

　ごばっ!!

　いきなり激流に吞のまれる。車が洗濯機に放り込まれたミニカーみたいに回転し、乗ってるこっちが吐きそうになったところで、ぱっと景色が変わった──




　気が付けば、車は何かの施設の壁に激突していた。

　外壁ではない。どうした加減か知らないが、建物の中にいきなりテレポートさせられて、勢い余って設備や備品を蹴散らし、内壁にぶち当たって止まった形だ。

　妙な場所だった。広さはちょっとした講堂くらい。窓は小さな天窓があるきりで、そこから月の光が差し込んでいる。

　壁には何のものとも知れぬ植物の蔦つるが絡からみ合あい、どこからか土のにおいがした。儀式的に配置された人骨のオブジェ、太いコードで繫つながれたバッテリー、首の無い木み乃い伊ら、不思議と小さなストレッチャー、黒ずんだ血文字、ごてごてに機材の取り付いた手術台──と、最新鋭の医療設備と、用途不明の呪術めいた代物が同時に存在し、すべてが規則正しく配置されて何かの機能を果たしている。

　施設の配置を俯ふ瞰かんすると、まるでそれ自体がひとつの大きな魔方陣のようで。

　その中心──天窓から月光が注ぐ部屋の真ん中に、女の子がいた。

　膝を抱えてうずくまり、顔は見えない。その髪は異様に伸びて、彼女の半径二メートルほどまで放射状に広がっていた。

　博士の話から、何者なのかはすぐにわかった。目配せをし、ミソギとアッシュが降車する。

　髪が最初に反応した。二人が立つ方角の髪がぴんと跳ね、それに引っ張られるように少女が顔を上げる。瘦せこけた顔。大きく見開かれた眼めは、あの幽霊花と同じ色をしている。

「だれなの？」

　ほんの一瞬差した警戒の色が、二人を見てすぐに解きほぐれる。「知らない人」。彼女にとってはそれが嬉うれしくてたまらないようで、ぱぁっと表情が華やいだ。

「あっ、わたしに会いに来てくれたのね!?」

　歓迎しようとしたのだろう。萎えた足で立ち上がろうとして、一歩も進まないうちに大きくよろけた。身に纏まとっているのは患者衣ですらない、ただの襤ぼ褸ろ切れだった。ミソギは倒れかけた少女を支え、しゃがみ込んで目線の高さを合わせる。

「ちょっと通りがかってな。──お前は？　名前、言えるか？」

「名前──」少女は少し考え、「ヴォスィミ。わたし、ヴォスィミって呼ばれてたのよ」

　って何だ。思わず考え込むミソギに、後ろからアッシュが補足する。

「[image: в][image: о][image: с][image: е][image: м][image: ь]。ロシア語で『８』だ」

　人の名前とは思えない。じゃあ７まではどうなったと考えたところで、厭いやなことに気付く。

　施設に配置された、首の無い木み乃い伊らの数は、七体だ。

　種を撒まく者。実験を繰り返したその、八人目の成功例。

「ねえ、それより、遊びに来てくれたんでしょう？　わたしね、ずっと待ってたのよ。あなたたちは、モクレンのお友達？」

「……ああ、そんなとこだ。なあ、木もく蓮れんはなんて言ってた？」

「わたしの願いを、かなえてくれるって！　とってもきれいで、やさしかったのよ。あんなこと言われたの初めてだったの。だからね、嬉うれしくて、ちょっと泣いちゃったのよ」

「願い……か。どんな願い事をしたんだ？　聞かせてくれるか？」

　はた、と少女は言葉を切り、まるい目でミソギを見上げて、

「……寂しく、なくなりたい」

「……お前、寂しかったのか？」

「うん。ずっとね、一人で、ここにいたの。先生たちももう来ないみたい。だから……誰か来て欲しくて、ずっと待ってたの」

　ミソギはわずかに眉根を寄せ、ほんの一瞬、目を閉じる。

　ひとつだけ、どうしても確認しておかなければならないことがある。

　彼女の「願い」がそれだというのなら。その希望が一欠片かけらでも外を向いているのなら。

「──なあ。ここから出られるとしたら、出たいと思うか？」

「それは、できないのよ」

　少女は即答した。

「だって、そうなってるもの。わたしは、そういう風に作られてるのよ。ここを出たら、わたしは壊れてしまうの。だからね、呼ぶしかないのよ」少女は続ける、「みんなを呼ぶの。たくさんのひとがいるところに行って、お招きするのよ」ただ、「寂しくないよう」ひたすら、「誰かを」純粋に、「誰かを」願いを、「誰かを」叶かなえようと、「食べて」その為ためだけに、「呼ぶの」

　でも──ミソギとアッシュを見比べて、少女は心から嬉うれしそうに笑う。

「ここまで来てくれたのは、モクレンの他には、あなたたちが初めてなのよ。わたしとってもうれしい！　もっとたくさんお招きしたら、お友達が増えるのかなぁ？」

「……そうか」

　雨う炎えん鋼こう、変異・抜刀。

　背後でアッシュが銃を構えるのを、目で制する。──そいつは怖がる、やめろ。ミソギの刀は少女の視界には入っていない。アッシュは鋭い目でミソギを見返し、珍しく従った。

「ごめんな」

「？　どうして謝るの？」

「どうしてだろうな。……多分、自己満足だな」

　彼女は「ここ」から出ることはできない。ぴくりとも反応しない右みぎ眼めからそう直感した。

　兵器として弄いじられ尽くした魂は、存在そのものが一個の機能と化した。ここは彼女が見る夢のようなもの、外の世界も自分の状態も知らず、永遠に来訪者を待ち続ける捕食者だ。

　ミソギは少女の体を軽く抱き、頭を撫なでてやる。

　少女は目をぱちくりさせて、くすぐったそうに、幸せそうにころころ笑った。

「うふふ、変なのね。へーんなの！　──そうだ！　おにいさんたちのお名前、聞きたい！」

「ミソギ。御み殺そぎ十じゆう三ぞうだ」

「……アシュトン・グレゴリー・デリックだ。好きに呼んでいい」

「ミソギ？　アシュ……ん……アシュ、アッシュ！　うん！　ねえ、わたし、嬉うれしいの！　たくさんお話をしましょう！　わたし、いろんなこと知ってるのよ！　先生たちのくれた絵本をたくさん読んだの！　あのね、」

　抱き締めた姿勢から、刃を少女の背に這はわせて、撫なで斬る。

　血は出なかった。代わりに、断面からは夥おびただしい種子が溢あふれ出でた。灰色のそれが冷たい床にかつんかつんと跳ねては消えていく。赤い目をまんまるに見開いて、少女はずっとミソギを見つめていた。何もわからず、瞳にいっぱいの幸せを輝かせながら、全てが抜け落ちた。

　室内が爆発のように大きく揺れる。少女の体がばらばらの種子となって散る。ミソギは立ち上がってからもしばらくはそれらを見下ろしていた。彼女がいた場所に、一冊の絵本が落ちていることに気付いたのだ。後ろ手に隠し持っていたのだろうか。──『[image: Penka]おおきなかぶ』。

　強く肩を引かれた。

「死ぬまでそこに立っているつもりか？」

「……うるせえ。わかってんよ」

　揺れが大きくなる。既に室内は原型を留とどめていない。崩れる足場を踏み越えてレイスに飛び乗り、それぞれ運転席と助手席に着座。

「──終わったんですか？」

「いや、まだだ。ここを出るまでは何も終わらない」

「ちゃんと出られるかもわかんねぇんだけどな」

　シートベルトを締める。天井が崩落する。ミキサーにでもかけられたように螺ら旋せんに崩壊していく部屋の外は白、その白もぐにゃりと歪ゆがみ、色の無い底知れぬ虚無が覗のぞく。

　更にその向こうに、幽かすかな光がある。

「──けどま、行くしかねぇわな!!」

　アクセルをベタ踏みする。急加速するレイス、向かう先はあの光。二つの色が混ざり合う、不気味で怪しいそれは、十年ずっと見ていた馴な染じみ深いものだった。

　幽かく離り都市の月光だ。











第６章　空は青いままか






「あ」

　十二月三十一日、午前四時ジャスト。

　誰もが固唾を飲んで見守る中、巣ス怪カイ吊ツリーに異変が起きた。

　毒々しくも鮮やかだった花が急速に色いろ褪あせ、赤茶けた屑くずとなって風に撹かく拌はんされていく。

「──うそ」

　啞あ然ぜんとする木もく蓮れん。蠟ろう燭そくの炎が急速に弱まっている。ポレヴィークの８ヴオスイミ。大空洞の核は光を失い、沈黙している。あの子がいなくなる。枯れゆく花に隠しきれない「死」の色を見た。

　──そこから出られず。

　──ただ、知れきった終わりを迎えるように。

　その時、どこかから着信音が聞こえた。空耳かと思ったが確かに聞こえる。音源を探すと、影の中に収納してすっかり忘れていたミソギのスマホがぺっと出てきた。彼の趣味か、着信音源はあるロックバンドの曲らしい。「片側一車線の夢」。

「……クーちゃん？」

『む、やっと出たか！　やはりおぬしがまだ持っておったのだな』

「クーちゃん……どうしよう、クーちゃん。このままじゃあの子、消えちゃうよ」

『なに？　……どういうことじゃ？　そっちで何が起こっておる？』

「どうしよう、叶かなえてあげられなくなる！　あの子の願いも、クーちゃんの願いも……！」

『……わしの願い、じゃと？』

　黒蛾を散りばめた空、葬列車の長い長い線路。手の内の魂、死者の願い。二人して歩いた長い道程が記憶に蘇よみがえる。火か楽ぐら木もく蓮れんの、死神としての原点はあそこにあった。

　電話越しに閻えん魔まは状況の急変を察した。木もく蓮れんがこれほど取り乱すことは、二〇〇年近くの付き合いの中でも大変に珍しいことだ。

『──まずは落ち着いて聞け。わしの願いは、地獄と現世が元通りの平穏を取り戻すことを置いて他に無い。そしてそれは、近道の無いことじゃ。断じて今焦あせるようなことは無い』

「覚えてないの？　昔、電話で話してくれたこと」

　──わしはここを出ることはできん。

　──そういう風に決まっておる。

『……何を言っておる？』

「地獄をなくさないと、クーちゃんの願いは叶かなえらんない」

『待て木もく蓮れん、おぬしは動転しておるのじゃ。何を考えておるかはミソギから聞いた。わしなら怒りはせぬ、近くにミソギがおらぬなら合流し、よくよく話し合って』

「そういうことじゃない！　だって、もうすぐなんだ!!」

　その時、ついに塔に限界が来た。

　根が崩れ、巨大な巣ス怪カイ吊ツリーは支えの半分近くを失って棒倒しのように傾かしぐ。

「ああ、だめ、それは駄目だ。駄目だよ……！」

『木もく蓮れん！　どうした木もく蓮れん!?　返事をせぬか!!』

　考えるより速く駆け出す木もく蓮れん。通話状態のままスマホが放り出され、影の中に取り込まれて沈む。木もく蓮れんの右手には大鎌。地を這はう濃い影のすべてを掌握する。

「藍らん火ひ影えい!!」

　夜は、明ける前が最も昏くらいものだ。消える前の蠟ろう燭そくが最も激しく、死ぬ前の蟬せみが最も声高らかなように、この時間の影が実は一番黒く濃く深い。

「変異──『落らつ景けい・棺かん々かん能のう』ッ!!」

　ず。

　赤い影が、地から天へと伸びあがった。

　沸き立つそれらは砂漠の蜃しん気き楼ろうのように巨大で、ひとつひとつが人の手の形をしている。

　何万もの影の手が、常軌を逸した剛力で巣ス怪カイ吊ツリーを支える。倒れるところだった塔は仰角二〇度ほどのところで留まり、街にトドメの崩壊をもたらす前に静止した。

　続いて影が、死にかけた花を覆った。

　失われた組織を補い、新たな部位としてその体を無理やりにも動かせる。萎しおれた花に崩れた塔、赤い影がひとつになり、歪いびつな異形となって蠢うごめきだす。枯れて散らばった無慮数千万の破片はすべて木もく蓮れんの影に呼応し、それぞれ散り散りに動きだす。

「お願い」

　呼応して、

「まだ、逝ゆかないで」

　崩れかけた花が、変異して地上に降り注ぐ。

　まだ、動く。まだ叶かなえられる。死神は、願いを叶かなえるためにいるのだから。




　　　　　○




　飛び出したと思ったらそこは空中で、車ごと地面に放り出されて転がった。

「ふ、二人とも生きてますか!?」

「死んでる」

「さっき死に損なったばかりだ。そう何度も死にかけたりしない」

　どうやら全員無事のようだ。ここは現世。時刻は夜明け前。雪雲が晴れた空にはそろそろ夜明けが迫り、巣ス怪カイ吊ツリーは冗談みたいに傾き、核を破壊されたポレヴィークは停止して──

　いない。

　赤い影に包まれた幽霊兵が、四方八方にまき散らされていた。

　それらが纏まとうのは、おそらく木もく蓮れんの藍らん火ひ影えいだ。遥はるか向こう、豆粒ほども小さな人影が躍るのが見える。さらりと流れて夜陰を払う雪の髪が、距離を隔てても目に焼き付いた。

　彼女が操っているのか。だとしたら、止めなくては──

「──やっべ!?」

　ずどどどどどどどどどどどどっ!!

　空から降り注いだ幽霊兵が、次から次へと地面に着弾した。

　アクセルを全開にする。荒れ果てた路上にタイヤ痕を残して急発進、走り抜けるすぐ後ろに赤い幽霊兵が次々殺到する。

　まずいことに足場が最悪だった。さっきまでの花弁で地面はあちこち穴が開き、少しでもハンドルをミスったら落ちてしまって二度と戻れそうもない。とにかく態勢を整えたいのに状況がそれを許してくれない。

「きゃあ!?　ま、前！」

　げっ──目前にも幽霊兵の群れ。塊かと思うほどの密集度で、このままだとど真ん中に突っ込む。迂う回かい路も無い。強行突破か──腹をくくったところで、彼方かなたから光が、

　狙撃ばごんッ!!

　撃ち抜く、などといった生易しいものではない「粉砕」が起こる。

　突如として飛来した蒼あおい流星は、降り注ぐ幽霊兵の陣形に大穴を穿うがつ。続いて二発、三発、重い一撃を群れに次々ぶち込んでレイスの進路を守った。

　誰がやったのかはすぐにわかった。他の誰にできるものか。




「──白髪ゾンビめ。これで貸し借りナシっスからね」

　遠く離れたビルの上で、長大な狙撃銃を構えて風見鶏ウエザーコツクは毒づく。

　ボルトハンドルを引けば、笑えるほどデカい薬やつ莢きようが硝煙の尾を引いて飛び出した。

「あ、ツンデレってやつだ。みそぎんのこと気に入っちゃったならそう言えばいいのにぃ」

「うっせぇスよクソビッチ」

「んはは！　照れんな照れんな～！」

　すぐ隣では、変な女がスナック菓子をぽりぽり食っている。

　ぐるぐる巻きにされた風見鶏ウエザーコツクは、後からやってきたこの女に助けられた。上から下まで背徳で固めた目も痛いほどド派手なファッションのこの変人は、自らを「スイカ」と名乗った。

　本当に人名なんだろうか。資料によると日本の交通機関で使われていたＩＣカードがそういう名前だったり、ウォーターメロンの和名だったりするそうなので、風見鶏ウエザーコツクは勝手に深読みして偽名か何かだと推理している。スイカみたいな乳しやがって。

「まーでもグッジョブグッジョブ。これでアタシが助けてあげた貸しもチャラってことにしといたげる。モテつモテられつ？　みたいな？　助け合いってほら大事じゃん？」

「それ言うならモチ突き突かれつっスよ」

「マジで？　あったまい～」

　どっちも間違っている。

　人間のくせに東とう凶きように住み、なにやら胡う乱ろんな悪巧みを繰り返しているらしいこの女を風見鶏ウエザーコツクは最初から信用していない。そもそも助けた理由からして胡う散さん臭くさい。

　──だって、その方がおもしろそーじゃん？

　つくづく、背徳の街にはそれに見合いの奇人変人しかいないと見える。

「う……ぐ……」

　と、後ろからうめき声。回収してきた首ラ切ビりツ兎トが目を覚ましたのだ。毒蛇ヴアイパーもいる。

　どちらも命に別状はなさそうだったが、あのままあそこに放っておいたらもろとも喰くわれていただろう。それにしても首ラ切ビりツ兎トが女だったことにはびっくりした。

「起きたっスかー？　動かない方がいいスよ全身バッキバキなんで」

「……！」

　首ラ切ビりツ兎トは自分の置かれた状況をすぐに理解し、それでも動こうとした。ほとんど力の入らない全身を引きずり、懐ふところのナイフを抜いて、先端を風見鶏ウエザーコツクに向ける。

「勝手なことを……するな。私を、あの男のもとに……連れて行け……！」

「なんで」

「黙って従え！　さもなくば、お前から……！」

　続きは言えなかった。全身を苛さいなむ激痛に顔を歪ゆがめ、上体を起こすことすらできない。それでも目だけは変わらぬ戦意と、風見鶏ウエザーコツクには得体の知れぬ憎ぞう悪おの気配があった。

「アンタ、最初から人レ喰イいヴ鴉ンを殺すことが目的だったんスね？」

「……だったら、どうした」

「なぁんか上の動きがキナ臭いな～と思ってたんスよね。この状況で人レ喰イいヴ鴉ンを出す以上はなんかの保険があんだろーなって感じはしてましたし。アタイ総隊長派なんでそこらへんのどーたらこーたらは知んないスけど」

「奴やつは、危険だ。ここで始末しておかなければならない……！　あのまま放っておくと、何をしでかすか、わからないんだぞ……！」

「でも、アンタらのことは殺さなかったじゃないスか」

　首ラ切ビりツ兎トが口を噤つぐむ。当然こっちは殺す気まんまんだった。が、正面からぶち当たって負けて、こうして命までは取られないままに無様を晒さらしている。

「今アイツらが何してるかわかりまス？」

「……何をしていようが、関係無い」

「花を、枯らしたんスよ。何をどうしたかは知んねっスけど。でもアイツら、一回喰くわれといて無傷で出てきたんスよ？　完全にイカれてるっス」

　馬鹿につける薬が無いように、イカれ野郎どもには処置なしだと風見鶏ウエザーコツクは思っている。ああいうものは嵐と同じだ。うまいことやり過ごし、収まるのを待って、自分の都合のいい方向に事が運ぶことを祈るしかない。

「こいつは可能性の話でス。アタイはポレヴィークをブッ潰しにここまで来た。んでこっちのプランがポシャっちまった以上、向こうの代プラ案ンＢが通ることを祈るしかないんス。やることあんだったらその後にしてください。アタイはもうあのバカとアホに張ってんで」

　首ラ切ビりツ兎トは黙り込んだ。納得したわけではなさそうだが、外に見える巨大な枯れた花と、わらわら降り注ぐ雲うん霞かのような怪物の群れに、もはや世界の隔絶を感じたのかもしれない。

　亡もう者じやと人間、たった二人に、あんなものを捻じ伏せることが果たして可能なのか。

「毒蛇ヴアイパーさんも、そーゆーことでいいっスねー？」

　もうそっちもとっくに起きていることは承知の上だ。彼は寝転んだまま、重く苦しそうな吐息を漏らして、忌いま々いましげに返す。

「……嫌だって言ったら、どうすんのよ」

「まあ、猿さる轡ぐつわでも嚙かませて終わるまで縛っときまス」

　舌打ちの返事。どうせどっちも動けないのだから寝ていたらいいのだ。この電波状況では行動を逐一モニターされているわけもなし、いくらでも言い訳は利きく。無駄なことはしたくないのが風見鶏ウエザーコツクである。今はこれが一番楽だと考える。

　そういえば──通信で喧けん嘩かした、あの大甘のへっぽこシスターについて考える。

　あいつは真逆だ。わざわざ荊いばらの道に飛び込んで、弱いくせに足あ搔がきに足あ搔がいて望むだけの結果をもぎ取ろうとしている。バカだと思う。ある意味あいつが一番たちが悪い。

　と、スイカとかいうハデ女がこっちを見てニヤニヤしていた。

「……なんスか」

「楽しそーじゃん。どーだいアタシらの街。うぇるかむとぅーとーきょー」

　どこが。悪徳の街に染められた女は頭の中まで極彩色らしい。はんと鼻を鳴らして、スコープ越しに戦況を俯ふ瞰かんする。

　あとは、祈るだけか。風見鶏ウエザーコツクは修道服の下のロザリオをそっと握り締めた。

　破門者に祈りが許されるなら、「生き残りたい」くらいは願っておきたいものだ。




　倒れかけの巣ス怪カイ吊ツリー、廃はい墟きよの街、虫食いだらけの路上、躍る死神。冥界交じりのこの世でもひときわ浮世離れした光景にうんざりする。ミソギは開けた場所に車を停とめた。ここから先は地形が変わり過ぎていて、徒歩で向かうしかなさそうだった。

「！　つ、繫つながった!!」

　幽霊兵で埋め尽くされる空の更に上、星にまぎれてちらつく人工的な光が見えた。

　上空の輸送機と、やっとコンタクトが取れたのだ。応答するフィリス。アッシュはシートベルトを外し、助手席のドアを開けた。手持ちの武器はデリンガーとテオバルドと、それから手斧。相手の数を考えるといささか火力が足りない。

　だが、ちょうどよかった。

「──フィリス。第Ⅰ種の要請を頼む」

「は、はい！」

　言い残して、車外へ出た。

　反対側からはミソギが出てくる。既に眼帯を外している。

「怖いなら引っ込んでいていいぞ。逃げるなら今のうちだ」

「抜かせよ。逃げ場なんざどこにもねぇだろ」

　今も、昔も、生きていても、死んでいても。

　ここが正念場だ。錠じよう眼がんが開ひ門らかれ、火の粉を散らす。

　幽霊兵の数はもう数え上げるのも馬鹿馬鹿しいレベル。必要なのはとにもかくにも、包囲網をぶち抜く火力だ。

「シスター・フォークスよりオペレーターへ！」

　車内でフィリスが叫ぶ。上空からもこの光景が見えているだろう。緊急事態というならこれ以上のことはない、輸送機に積まれてあった「それ」が必要だ。

「対象の危険度を更新、最大脅威Ｂ種『終レ末ギ軍オ勢ン』に認定！　──第Ⅰ種救済兵装の封印解除を要請します!!」

　ぽっ──と、上空に光が灯ともる。

　落ちてくる。コンテナが開き、中に入っていたものが露出する。巨大な十字架状の塩の塊、すなわち第Ⅰ種救済兵装を封じ込める棺ひつぎだ。落下コースの幽霊兵をついでのようにすり潰し、アッシュの眼前にどがんっ!!　と墜落して見る間に崩れていく。

　現れたのは、一見して銃火器のようには見えない代物だった。

　大型回転式機関銃『堕だ典てんダルク』と比べ、意外なほどに小さい。

　サイズで言えば、接続されている無数の電力コンデンサの方がよほど上だ。それらが見上げるほど大きいのに対し、本体は抱えて歩けるほどにはコンパクトだった。円筒状の砲身は銃砲というよりはむしろ天体望遠鏡に近く、一見して兵器らしくはない。

　そう、これは「実弾」を発射する火器ではない。

「第Ⅰ種対終末軍勢用光線型救済兵装『堕だ典てんアルブレヒト』、封印解除──」

　がごんっ──と最新鋭のレーザー兵器を構え、アッシュはその名を告げる。

　砲身に刻まれた祈き禱とう文が薄く発光する。コンデンサが低く唸うなり、太いケーブルから莫ばく大だいなエネルギーを供給。眩まばゆいばかりの光が束ねられ──

「──死へ進軍する数多あまたの魔に、蒼あおく眩まばゆき光の導しるべを……!!」




　───────────────────────────[image: √]／＼印イインッッ!!!!




　発射音など知れたものだった。迸ほとばしる蒼あおい光線は糸のように細く、しかし秘めたる熱量と貫通力はいかなる兵器も凌りよう駕がする。超高圧縮された祝福のエネルギーが立ち塞がる幾千幾万もの幽霊兵を一撃のもとに貫き、焼き尽くし、救済する。ただの一瞬も留まることはなく、ぶれず曲がらず、破壊的な直線軌道で亡霊もろとも闇を砕く。

　それだけではない。アッシュはアルブレヒトを構えたまま、砲身を左から右へ──

　薙ヴオンッ!!

　大規模な「斬撃」が起こった。レーザーを振り回し、その圧倒的熱量で軌道上のすべてを一いつ閃せんのもとに溶断してのけたのだ。

　それはあたかも、蒼あおく巨大な光の剣。降り注ぐ軍レギ勢オンを端から端まで断罪する救いの刃だ。

　コンデンサのひとつが焼け付く。火花と共に雲のような湯気を発してオーバーヒート、すかさずコードを切断、別のコンデンサからエネルギーを吸い上げる。

「先に行け」

「指図すんじゃねぇよ!!」

　亡もう者じや刀を構え、ミソギは次元跳躍を開始する。レーザーの援護射撃をバックに軍勢のど真ん中に飛び込み、撃ち漏らしを斬って斬って斬りまくった。

「オラァ!!　ぶった斬られてぇ奴やつからかかって来いやァ!!」

　駆け抜ける。斬り、開く。斬撃は赤い炎の軌跡を引き、蒼あおいレーザーとは対照的に桜おう花かのように鮮やかな光を散らす。ミソギの迅さに幽霊兵は一匹たりとついて行けない。人外のスピードで駆け抜け、次元の狭はざ間まから狭はざ間まへと飛び渡り、驚異的なペースで軍勢を切り崩す。

　消滅していく敵。赤い影が薄れて散る。その向こう、切り裂いた壁の向こうに、

　木もく蓮れんがいる。

　こちらは空中、相手は地上。ミソギは刃を手に身を捻ひねり、木もく蓮れんはヒールの先で地を叩たたく。

「雨う炎えん鋼こう、変異・次元抜刀！」

「藍らん火ひ影えい、変異・伐殺──」

　二種の「赤」が迸ほとばしる。かたや凶暴で輝かしき火か焰えんの朱、かたや影と混ざる血のような紅。

「──『灼しやつ景けい・弧こ烏がらす丸まる』!!」

　地をべっとり塗り潰す影が、巨大な半月状の刃となった。

　それ自体が巨大化した鎌。刃渡り四十四メートル、今の木もく蓮れんが一度に出せる最大規模の一撃である。空中に逃げ場は皆無。塗り固めた影の硬度は鋼鉄を上回り、重さを持たぬがゆえに達人の斬撃よりも速い。が──

「解ひ放らけ、『蛍ほたる丸まる』ッ!!」

　大ず切ば断んッ!!

　横一いつ閃せんの斬撃が、間合い三六〇度全方位の万物を両断した。

　巨大な鎌が崩壊する。尋常の斬撃範囲と威力ではない。物体の強度を完全無視した次元ごとの切断を可能とするのは、右逆手に構える黄よ泉み返りの太刀だ。

　刀身は三尺三寸あまりにも及ぶ。半ばから立ち折れた「亡もう者じや刀」が、その切っ先を取り戻した姿。地獄から呼び戻した刀身は赤熱化し、ミソギの右みぎ眼めと共鳴して次元開門の鍵となる。

　銘をして「蛍丸」。業ごう火かを宿した剣先は、名の通り蛍のような火の粉を散らした。

　そして、これを出したからにはカウントダウンが始まる。最深の地獄と接続した脳は人間に可能な処理限界を超え、深しん淵えんより湧き出る亡もう者じやの声が魂を底へ底へと引き込もうとするのだ。

　集中しろ。ほつれるな。よく見ろ──切り裂いた先に、木もく蓮れんはもういない。

　背後。死神は忽こつ然ぜんと空中にあり、ミソギのすぐ後ろで赤い大鎌を振り上げていた。

　──がぎんッ!!

　炎と廃はい墟きよ、有う象ぞう無む象ぞうの幽霊兵と倒れかけの巣ス怪カイ吊ツリー、天地を引っくり返したこの世の地獄で死神の刃と死神もどきの刀がかち合う。

「こんな時に、邪魔しないでったら!!」

「うるせー！　やめて欲しけりゃてめーがやめろ!!」

　赤いドレスのスカートが広がった。そうかと思えば巨大な口のように襲い掛かり、ミソギの全身をばくっ!!　と一飲みにしてのける。

　赤い闇に包まれた視界で、刃が強く光る。この世の物体ならぬ切っ先はこの世の物理法則にも囚とらわれない。ハイドとの戦いを経て、ミソギも確実に成長していた。念じ、軌道を見切って刃でなぞれば、世界に刻まれた「切り取り線」を引くがごとくに──

　斬る。

　影が爆はぜる。飛び散った赤い雫しずくの向こうに木もく蓮れんの姿。見開いた目にはいくらか驚きの色があったろうか。口くちの端はを歪ゆがめ、ミソギは次元の狭はざ間まに飛び込んだ。

　後方注意、だ。

　──印インッッ!!

　雑ざ魚こをまとめて焼き払いながら、アルブレヒトの光線が薙なぎ払はらわれる。木もく蓮れんを後ろからぶち抜いてミソギも灰にする軌道。が、ミソギは直前で転移し、傾いた巣ス怪カイ吊ツリーの上に退避した。

　取り残された木もく蓮れんは直前に藍らん火ひ影えいを束ね、厚さ五メートルを超える赤い影の盾を形成。

　しかし、受けきれない。

「……！」

　相対するは何の比喩でもなく、闇を払う光レー線ザーそのもの。眩まばゆい光が地獄の影にまともにかち合い、鋼鉄より堅けん牢ろうに固められたそれを豆腐のごとく切り崩した。

　直撃の寸前、木もく蓮れんの全身が「黒」になる。

　走り抜けた光線の軌道上に、彼女の姿はもう無い。

　蒼あおい光線は数キロ先のビルを二棟まとめて溶断するに留まった。数秒の間を置いて、少し離れた地点に木もく蓮れんの姿が現れる。無傷だ。汚れひとつ付いていない。

　やはり、まだ届かない。

　今ので対処は不可能ではないとわかった。空間を断てば斬れはして、光を当てれば払えもするだろう。だが、斬っても焼いても影は影。「そこから無くなる」だけで、影そのものを滅せるわけではない。地に影が落ちる限り、何度破壊しても幾らでも復活するのだ。

　実体を摑つかめない幽鬼じみた佇たたずまいで、木もく蓮れんはすぅ、ふぅ、と呼吸を整える。

「ねえ。あの子に、会った？　……何をしたの？」

「斬った」

　木もく蓮れんの体に、命を抜かれたような震えが一瞬走る。

「オレが決めて、オレの剣で斬った。あいつは……もう、眠らせてやった方がいい」

　ミソギの仕事は、この世の死に損ないに引導を渡してやること。後悔は無く、後始末にも何ら躊躇ためらうところは無い。そういう風に生きてきた。今後もそう生きていくつもりだ。

「……だからもう終わりだ。諦め、」

「まだっ!!」

　木もく蓮れんは大鎌をこちらに突きつける。水平に寝かされた刃の上には蠟ろう燭そくが一本。

　消え入りそうなその炎は、ポレヴィークのものだった。

　幽霊花は肥大化しすぎて、核を破壊した瞬間一斉に停止するわけではない。エンジンの焼き付いた暴走機関車がそれでもしばらく止まらぬように、末端にまで「死」が伝わるのはまだもう少し先のことだ。

「まだ間に合う。もっと栄養を足せば、あの子はまだ動ける。ボクは諦めない」

　同じように、目の前の女にもまた、止まりたくない理由があるようだ。

　そもそも閻えん魔まだか死神だかいう怪異の存在が、殺したら死ぬのかどうかもわからない。

　ただひとつ確かなのは、半はん端ぱな加減をつけてどうにかなる相手ではないことだ。

「──本気出すよ」

「そりゃいい。ご指南願おーか、死セン神パイ!!」

　瞬時に懐ふところに飛び込み、無拍子から逆ぎやく袈げ裟さの斬撃を放つ。

　刃が肌に触れるか触れないかのところで、木もく蓮れんが消えた。またどこかへ逃げたか──

　視線を巡らせ、不意に、脳天に冷水を落とされたような寒気が走る。

　真上だ。木もく蓮れんはミソギのちょうど頭の上に逆さまで立っており、垂れた雪色の髪がこちらの白と黒の旋毛つむじにわずかに触れていた。

「藍らん火ひ影えい、変異・月つ隠ごもり・『暗あ灼じや落ら景か』──」

　祈るように両手を合わせ、




「『宵よ雅みやの天あめ』」




　消える。

　音も光も、無限に広がる「黒」の彼方かなたに溶けて失うせた。

　何も見えない。夜よりも昏くらい暗黒の中にミソギはいる。

「ちっ！　錠じよう眼がん……！」

　転移で抜けてやる──そう考えたミソギだが、次元の亀裂さえも闇に紛れて判然としない。

　風が吹いた。

　鋭角な気配は刃のそれだ。咄とつ嗟さに弾はじき返かえす。手に衝撃は残るが、宇宙空間のように音がしない。次に右。すんでのところで弾く。次は上、次は左、また背後、その次は前、次は、次は、次は。息もつかせず迫るそれらを弾き続け、その度に、光が生まれた。

　ぽっ──と、火が灯ともる。

　そこか──追っても、いない。死角から追撃。危ういところで弾く。振り向けば白い髪の残光。間髪入れず再び奇襲。まったく別の角度。受け、弾く度に視界の端にわずかな気配。

　ぽっ、ぽっ、ぽっ、ぽっ、ぽっ──どんどんあちこちに火がともる。どれも小さく、吹けば消えるような蠟ろう燭そくの火だった。木もく蓮れんが管理する魂だ。ミソギの脳裏に、最初に出会った時のことが思い出される。瞬時に亡もう者じや二十名余の魂を抜き取った手て際ぎわ。

　仄ほのかな火光が浮き彫りにする影の世界で、白い髪の女は、三六〇度全方位に居た。

　直感する。ここは木もく蓮れんの世界。今の今まで、自制してこれを封印していたのだ。

　無数の木もく蓮れんが、同時に襲い掛かる。全員が魂を刈り取る「死神の鎌」を持っている。




「！」

　アルブレヒトを構え直し、アッシュは我が目を疑った。

　光の加減がおかしい。

　周囲から「暗い部分」が消えた。夜明け前の空は徐々に白み、地上にはっきりそれとわかる明暗を刻む頃だ。だというのに、瓦が礫れきの傍そば、燃え続ける火の陰などに必ず落ちるはずの「影」がひとつも存在しない。出来損ないの絵画のような、異様にくっきりした薄闇があるばかり。

　辺り一帯の暗闇は、すべてミソギと木もく蓮れんのいるあたりに集まって見えた。

　二人は傾いた巣ス怪カイ吊ツリーの残骸に立っていたはずだ。だが、その辺りがちょうど、丸ごと日陰になったかのように見通せなくなっている。一見して規模を推測しがたい。

　幽霊兵はもうほとんど残っていない。代償にすべてのコンデンサが焼け付き、残存電力は本体に充塡された分のみとなる。太いコードを切断すると、本体は持って歩けるほどだ。

「……世話の焼ける男だ……！」

　生き残りの幽霊兵が後ろから奇襲を仕掛けてきた。

　散ばが弾がん!!

　銃口を背に回し、見もせずに撃ち砕く。再装塡、光学兵器を背負い、右にデリンガー、左にテオバルドを構え、アッシュは幽霊兵の残党を撃ちまくりながら駆け抜けた。




　次元を、斬る。

　禁キインッ────!!

　三半規管を揺さぶる「断絶」の感覚。朱あかい火線が真円に走り、闇の中で水平を描く。

　が、それもすぐ影に握り潰されて消えた。

　既に何十、何百いや何千か、寸すん毫ごうの間も置かず繰り返される全方位攻撃を弾はじき返かえしながら、ミソギは既に息をやめていた。呼気や拍動が動きの起点となるのは人間の話に過ぎず、刹那を刻む攻防ではそのリズムすらノイズとなる。呼吸せずとも不死の亡もう者じや、意識を精神力だけで叩たたき起おこし、鋼の四肢による終わりなき無呼吸連続斬撃で絶対的闇に喰くらい付く。

　刃の一いつ閃せん一いつ閃せんが何よりも精神を削そぎ飛ばす。威勢と戦意を払い落して己自身が剝むき出だしにされていくのを感じる。やがて新たな光が「ぽっ」と灯ともった。思いがけず近く、一体どこにあるのかと一瞬だけ意識を傾けて気付く。それは、透け始めた自分の胸で燃える、亡もう者じやと人が混ざり合った半々の火だ。見られている。摑つかまれようとしている。

　死を司つかさどる神が放つ、これが本物の「殺気」だった。すぐ耳元で誰かが囁ささやく──

　──あきらめろ。

　誰に言ってやがる。

　吊つり上あげた口は笑みの形に。半ば強がりに過ぎない。いつものことだ。地べたに這はいつくばって強がりを杖つえに立ってきた。絶望の味は知っている。嚙かみ締しめて牙を剝むく。お前こそ、止めたければ叩たたき折れ。完全無欠に殺してみせろ。

　さもなくば、今にも喉笛を食い千切ってやるぞ。




　近付いてみれば、視界一面を塗り潰す闇。光も音も届かず、中で何が起こっているのかアッシュにはまったくわからなかった。

　構うものか。アルブレヒトを照射。

　──しても、手応えはゼロ。一直線の光線は闇に飛び込んだ途端いかなる加減か歪ゆがめられ、予想だにせぬ角度から飛び出して街をいたずらに破壊した。二度目をぶち込むと、今度はまた別の角度から飛び出して遠くにいた幽霊兵をまとめて焼いた。きりがない。

　試しに足を踏み入れてみても、どう走っても十歩を越える頃には外へと出されていた。

　内と外が、完全に隔絶されているようだ。

　攻めあぐねた時、どこかから着信音。見ればスマホが一台落ちていた。何も考えず拾う。

「誰だ？」

『もくれ……誰じゃ!?』

　こっちの台詞せりふである。若い女の声だった。そういえばこのスマホ、見覚えがあるが。

「そうか。地獄の閻えん魔まとは君のことか」

『一人で納得しとらんで答えい！　どこの誰じゃおぬしは！　ミソギと木もく蓮れんはどうなった!?』

「あの二人は、妙な暗闇の中にいる。今も戦ってるはずだ」

　必要なことだけを伝えた。一方的な伝達に閻えん魔まは口を噤つぐみ、二秒だけ思案に使って、

『……妙な暗闇、とは何じゃ？　もうちと詳しく伝えよ』

　ついさっき体験したことを語る。閻えん魔まの相あい槌づちの打ち方から、どうも「あれ」が何なのか心当たりがあるようだ。アッシュはまどろっこしい前置きを省略して話を前に進めた。

「知っているなら対処法を教えろ。どうすればいい」

『──対処法は、無い』

　なんだそれは。

『藍らん火ひ影えいの奥おう義ぎ「宵よ雅みやの天あめ」は、周囲の影という影を圧縮し、現世と隔絶させることで形成する擬似的な冥界じゃ。その世界の一切は死神が管理し、人はおろか、閻えん魔まにも手を出すこと能あたわず、日が昇ろうとも失うせることは無い。大火や飢き饉きん、地な震ゐや戦禍にて一度に大量の死が訪れ、溢あふれ出でた魂を一時的に隔離する為ための空間じゃったが……』

「能書きはいい。どうやればあれは消える？」

　わずかな思考の間、

『木もく蓮れんが自ら解くか……解かざるをえぬ状況にするか。じゃが、それがいかな状況なのかはわしにも想像がつかん。宵雅天を構成する影そのものに何かの異常が起これば……あるいは、隙間のようなものは生ずるやもしれぬ』

「なるほど。つまり、その隙間とやらを待てばいいわけだ」

　あっさり頷うなずくアッシュに、閻えん魔まは少なからず驚いたようだった。それができれば苦労はないという話をしていたのに。彼女はこの辺りで電話口の男が何者かを察し始めたらしく、それ以上の余計な言葉を止めた。

『……いや、そうじゃな。信じて待つしかあるまい』

「別に信じてはいないけれど」

　四方八方で何かが蠢うごめく気配。撃ち漏らしはまだあちこちに存在する。とっくに取り囲まれているようだ。アッシュは残り弾数を確かめて、別れの挨拶もなしに通話を切った。

「──人の嫌がることをするのは得意な男だからな」

　その呟つぶやきは誰にも聞かれず、銃声に塗り潰されて消えた。




　──火か楽ぐら木もく蓮れんの力について、ミソギはひとつの推測を立てていた。

　脳が蝕むしばまれる。辛かろうじて集中を絶やさずにいるが、こうした「粘り」を要される場面とミソギの錠じよう眼がん解放との相性は最悪に近い。時間感覚はとっくに消きえ失うせていた。不屈の精神と留まらぬ思考によって正気を保ち、あるかどうかもわからぬ突破口を模索する。

　藍らん火ひ影えいには大きく分けて二つの状態モードが存在する。赤に変ずれば立体化し、ミソギの雨う炎えん鋼こうを上回る総量の変幻自在の武具となる。だが真に厄介なのは「黒」──影になる防御形態だ。

　影を摑つかめるものはいない。影に溶けた火か楽ぐら木もく蓮れんは、無敵だ。

　だったら、どうすれば攻略できる？　意識外からの不意打ちか？　気付かれてなお間に合わぬ速さか？　全部の逃げ場をことごとく潰す範囲攻撃か？　いや、現世の物理法則では地獄の藍らん火ひ影えいをどうにかすることなど不可能なのではないか。

　地獄の物理。

　閃ひらめくものがあった。

　ミソギは決断すると同時に、右手の蛍ほたる丸まるを迷わず捨てた。

　頼もしい重みと灼やける刃の光が遠ざかり、視界から消える。今、刃はいらない。次だ。こいつで終わらせる。来い、来い、来い────

　来た。正面。受ける。開いた両手を叩たたき合わせ、白しら刃は取りの形。衝撃。不可視の刃は確かに掌中にあり、摑つかんだと思った瞬間、更なる衝撃と共に今度こそ肩から先の重みが消失した。

　両腕を根こそぎ奪い取られた。影に吞のまれ、もうどこにあるかもわからない。重心が狂って大きくよろける。無数の魂の火が目のようにこちらを見下ろしている。諦めろ、とそのひとつひとつが告げているように思う。笑う、

「──雨う炎えん鋼こう、」

　呟つぶやきはやはり、闇に溶けて無音に消えた。

「変異、」

　誰にも聞き届けられぬ声を、しかしミソギは止めることなく、暗黒の彼方かなたに命じる。

「喰い破れッ!!」

　剝がれた。

　闇のある一点が突如として歪ゆがみ、薄紙のように引き裂かれたのだ。

「────!!」

　声なき驚きよう愕がくが全方位から伝わる。破れた闇の先は外。人ひとりも出られはしない程度の小さな穴の向こうに外が見え、音と温度がそこから入ってきた。

「何を──」

「雨う炎えん鋼こう。──オレの体が今、お前の影ン中で暴れ狂ってる」

　ずいぶん久しぶりに思える木もく蓮れんの声。黒から藍に染まりゆく空は目も眩くらむほど明るく、木もく蓮れんの纏まとう影が乱れて体の実像を結ぶ。

　雨う炎えん鋼こうと藍らん火ひ影えいは、ともに地獄の物質である。

　どちらも現世の物理法則は通用しない。この世ならぬ理ことわりで動き、この世ならぬ作用をもたらすモノ。近付いた時、互いは共鳴し合うことを、ミソギは四肢のざわめきで知っていた。

　ならば、丸ごと喰くらわせ、内部から動かせば、形成された影に干渉できるのではないか。

　その読みは、果たして当たっていた。

「自分の得物の使い方ってモン、よーく教えてもらったぜ。ありがとよ！」

「こ、の……！」

　影が戻ろうとする。だが完璧に構築された世界には今や小さなノイズが走り、それがためにほんの１％未満が埋められない。

　さて、両腕が飛んだ今、反撃の手段は無い──一人であれば。




　絶対の闇に、小さな小さな穴が開いた。

　いいや、開けたのだ。そのことを直感し、アッシュはすかさず、声を限りに叫んだ。

「ミソギ!!」

　聞いていようがいまいが関係ない、聞こえてなければ死んでも聞け。

「繫つなげろ！　僕はここだ!!」

　周囲には死し屍し累々の幽霊兵。もう一匹も動くものはいない。赤い影がほどけ、その肉の一片にいたるまで消失していく中で、アッシュはアルブレヒトを持ち上げた。砲身は連続照射で過熱状態にあり、残存電力もわずか。次の発射が間違いなく最後だ。

　声は廃はい墟きよに虚むなしく響き渡る。返ってくるのは沈黙のみ。アッシュはしかし毛ほども諦めず、

　次の瞬間、前方の虚こ空くうに生まれる小さな火に気付く。




　わずかに、聞こえた。

　──人遣いの荒い野郎だ。

　だが地獄に仏、いや神父。たとえ上から目線の口も態度も悪いクソ野郎だとしてもだ。

　ミソギは、両目でまっすぐ木もく蓮れんを「視み」た。

　錠じよう眼がん、開門。音の届き方からアッシュの位置を逆算、たったひとつ、ごくごく小さな、一体これで何を送り込むのかと思う程度の次元跳躍のポータルを繫つなげた。サイズは問わない。あいつに見えさえすればいい。細工は流りゆう々りゆうアドリブ上等、あとは仕上げを御ご覧ろうじろ。

　人外の速度で木もく蓮れんが迫る。見開かれた眼がん窩かの炎が、不意に「どこか」に繫つながり、




　ミソギの右みぎ眼めから、細く眩まばゆい光線が迸ほとばしり出た。




　光の色は蒼あお。暗闇のど真ん中、聖なる救済の剣が突き抜ける。

「────────ッッ!!!!」

　至近距離。今度は、当たった。その瞬間を確かに見た。

　──ばんっ!!

　天地がひっくり返る衝撃に見舞われ、死神の形成する「宵よ雅みやの天あめ」がたちまち爆はぜた。

　ミソギは余波で吹き飛び、腕も無いまま宙に放り出される。

　影が晴れると同時に、巣ス怪カイ吊ツリーの支えも消えた。傾いた塔はついに限界を迎え、地上に芸術的な破壊をもたらす。折れるアンテナ、崩れ落ちる構造体、潰れる展望室、致命的なバランスの崩壊が一切合切を吞のみ込こんで、東とう凶きよう随一のランドマークを上から下までスクラップに帰す。

　もはや地面は見えもせず、一面見渡す限りのゴミと瓦が礫れきの楽園だ。

　落ちる前に転送。ジグザグに飛び渡り、一周回って見晴らしが良いい都市の墓石の上に立つ。

「つくづく、ろくでもねーよなぁ……」

　すっかり軽くなった体でぼやき、同じく前方に落ちた女を見据える。

　後ろの方から、がらら──と瓦が礫れきを持ち上げて、アッシュが顔を出した。砲身まで焼け付いたアルブレヒトを放り捨て、ミソギの隣につく。お互いとことん生き汚いと見えて、大して心配はしていなかったが、そのザマには少し笑えた。

「雑すぎないか？」

「うるせぇ。成功したからいいだろが」

　右みぎ眼めと直接繫つなげたポータルに、アッシュがレーザーをぶち込む。

　それが精一杯だった。もっと口径のでかい武器だったら無理だったかもしれない。それはそれとして、顔の右側がものすごくヒリヒリする。自分には当たらなかったとはいえ亡もう者じやには大敵の聖なる光である。何か悪影響が無ければいいのだが。

「腕はどうした。散歩にでも出てるのか？」

「あいつにくれてやったよ。入場料代わりだ」

「それはそれは」

　十メートルほど前方で、木もく蓮れんがゆっくり立ち上がる。荒い息がこちらにも聞こえる。

　彼女の顔の左半分は、レーザーの直撃で消し飛んでいた。

　失われた部位を影で補い、木もく蓮れんの顔は美しい細面と蠟ろう細ざい工くのような赤の半々となっていた。

　錠じよう眼がんの力ももう限界だ。最後の転送を一度だけ行い、それきり眼がん窩かから炎が消える。

　夜明けが近い。木もく蓮れんは残った右みぎ眼めで、ミソギを苦しげに睨にらんだ。

「──この世界は、狂ってる。終わらせなくちゃならないんだ。あの子の、願いの為ためにも」

「狂ってるさ。当たり前だろ。言うのが十年遅ぇぞ」

　その時、白んだ空に三日月のような光が閃ひらめいた。呼び戻した愛刀が、次元の狭はざ間まから落ちてきたのだ。大太刀・蛍ほたる丸まるではなく、切っ先を地獄に返した「亡もう者じや刀」が。

　ミソギはそれを右脚で受け止め、片足立ちで構えた。まるで世界一物騒な案か山か子しの有あり様さま。

　右みぎ眼めを閉じ、両腕さえ失い、残った左ひだり眼めになお意思を宿し。

「だが、ちゃぶ台返しはごめんだ。地獄を丸々踏み台にすんのも気に入らねぇ。自分てめえの力で人間になって、自分の足でここを出て、自分で生きていく。──オレが、そう決めた」

　吹ふき荒すさぶ風の音に、木もく蓮れんの小さな笑い声が混ざった。

　常ならば鈴を転がすような声が今は少しだけ引きつれ、微妙にヤケっぱちな色を含む。

「──わかった」

　片方の目を見開き、木もく蓮れんはまるで初恋でもしたかのような顔で、

「ボクは、キミが嫌いなんだ」

　は？

「そうだ。今やっと気付いた。キミのこと考えるとなんかモヤモヤしてたんだ。こんなの初めてだよ、そうか、嫌いになるってこういうことなんだ」

　笑顔の裏にあった感情が噴きこぼれる。思えば木もく蓮れんは出会った時からいつも笑っていて、それが素だと思っていたから、裏に何かあるかなど考えもしなかった。

「何言っても聞いてくれなくて、どんなことがあっても止まんなくて、しつこくて、嚙かみ付ついてきて、足あ搔がいて、死ななくて、絶対絶対諦めなくて、」

　何もかも出し尽くし、意地も虚飾も地平の果てにぶっ飛ばした全力の果てに、死神は呻うめく。

「眩まぶしくて、嫌いだ……！」
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　死おわりばかりを見てきた。諦めと看み取とりを当然に繰り返す日々だった。

　数あま多たの願いと最さい期ごを見届けてきた「死神」にとって、生死の狂った世界はどう映ったか。死に損ないどもの後の祭りで、幕引きを誰よりも求めていたのは、彼女なのかもしれない。

　伸ばした細い手に影が集まる。今の彼女が操れるなけなしの藍らん火ひ影えいは、赤い大鎌ひとつ形作るのが限界だった。どうやらこれが最後だ。

　アッシュはデリンガーとテオバルドを両手に持つ。かと思えば弾倉を開き、うんざりしたように首を回した。こちらもすっかり弾切れのようだった。

「──武器が無い」呟つぶやき、踵きびすを返かえす。「君が決着を付けろ」

　ああそうかよ──ミソギは目で応じる。

　片足でバランスを取り、右脚の刀を構える。雨う炎えん鋼こう・変異。左脚にスラスターを形成し、炸さく裂れつの瞬間を待つ。木もく蓮れんはふらつく体で大鎌を構え、不意にぴたりとよろけなくなる。束つかの間まの静せい謐ひつ。研ぎ澄まされる集中。どちらともなく、合図は、次に吹く突風だった。

　音の無い踏み込みと、炎に乗った突撃は同時。

　ふたつの神速が正面からぶつかり、甲高い音を立てて、交差した。

　結果は相打ちだった。

　右脚が亡もう者じや刀ごと斬り飛ばされて高く舞い、大鎌が真っ二つに両断されて溶けて消えた。

　もう何も残っていない。ついに左脚一本になった出来損ないの案か山か子しと、自慢のドレスもボロボロになった女がぶっ倒れ、それっきり動かない。今度こそ本当の静寂が降りる。どっちともくたばったかと思うくらいの間の後、どこかでカラスが鳴いた。

「きらい」

　残るは感情だけだった。

「嫌い嫌い嫌い嫌い！　ばかばかばかばか！　いーっだ！　べーっ！　あほまぬけー!!」

「ンだとてめぇこのバカっつった方がバカなんだバカ！　バーカ!!　ぶゎーーーか!!」

　アッシュはその場にあぐらをかき、何をするでもなく馬鹿と馬鹿の騒ぎを見物している。

「────どうなってるんですか、これ」

　と、そこにフィリスが様子見に来た。

　不幸中の幸い、レイスを停とめていた場所は巣ス怪カイ吊ツリーの倒壊現場とは距離があった。フィリスは外周からえっちらおっちら瓦が礫れきの山を登り、広がる光景に「ぎょっ」として、その只ただ中なかでぶっ倒れた二人にまた「ぎょっ」として、見物人のアッシュに「あっ」となった。

「……な、何してるんです、あの二人？」

「子供の喧けん嘩か」

「ばかばかばかばかばかばか！　あーほ！　あーーーほ!!　しらがーーーー!!」

「そっちこそ白髪だろがテメー長ェんだよ結ぶぞオラァ!!」

「お節介焼きーーー!!　わがままーーーー!!　ボクより食べるの少なーーーーーい!!!!」

「テメーーーが食いすぎなんだよ居い候そうろうのくせに金取んぞ大食い女ァァーーーーーッ!!!!」

「…………どうしましょうか？」

　ふぅ。アッシュはめんどくさそうにため息をついて、二人の間にあるものを投げ込む。

　ミソギのスマホだった。

　実は途中から通話状態にしてある。ロック解除はゼロ連打であっさりできた。繫つながる先はもちろん地獄、スピーカー状態で落ち着き払った声が響く。

『ミソギ』

「なっ……閻えん魔ま様!?　あれ？　オレのスマホ!?」

『おぬしには大変な苦労をかけてしもうたな。近く、改めて礼をしよう。ありがとうよ』

　けっ、ミソギはわざとらしく吐き捨てる。

「いらねーよ。オレが勝手にやったことだ」

『……ほんに、強情な男よな』

　わずかに笑い、続いて閻えん魔まはもう片方に声をかける。

『木もく蓮れん。聞こえておるか？　したくなければ、返事はせんでもよいが……』

　木もく蓮れんは何も言わなかった。笑いも怒りもせずに、空をじっと見上げていた。

　空気は既に朝の匂いがして、月と星は西の彼方かなたに失うせつつある。

『そちらは夜明けが近かろう。──どうじゃ、空は青くなったか？』

「……！」

『すまぬ、忘れたわけではないのだ。ただおぬしが、そのことをずっと覚えているとは思わなかった。眠りから覚めた後も、叶かなえようとしていてくれたとはな』

　何の話なのか、聞いただけではミソギにはわからなかった。

　わからなくていいのかもしれない。あれは二人の間での話だ。

『じゃがな、よい。叶かなえるにしても大胆に過ぎるやり方も、まあよい。わしはおぬしが無事戻っただけで充分に満足しておる』

「……クーちゃんは、それでいいの？」

『よいとも。──落ち着いたら、またそちらの話をしておくれ』

　ずびっ。鼻をすする音が、小さく聞こえた。

『わしはそろそろ切る。地上でまた魂が大きく動く気配があるゆえ、ちと片付けねばならぬ書類もあるでな。そちらからの方がよく見えるじゃろ』

　風邪をひかぬように──という「母親かよ」みたいな一言を最後に、通話は切れた。

　魂が大きく動く気配。

　何かと思えば、寝転がった木もく蓮れんが、掌てのひらに蠟ろう燭そくを一本立てていた。

「──ごめんね。キミとの約束、守れなかったよ」

　小さく震える木もく蓮れんの謝罪を合図としたように、ついに蠟ろう燭そくの火が、消える。

　瞬間、星雲が生まれた。

　フィリスが驚きとも感動ともつかぬ声をあげた。アッシュも思わず皮肉を忘れる。

　東とう凶きようの誰もが、崩れた街のあちこちからそれを見上げていた。それほどの規模だった。

　星の正体は、ポレヴィークに取り込まれた数百万もの魂だ。

　彼らは解放されたのだ。しかし肉体はもう消きえ失うせ、魂だけが冥界にも行かずその場にとどまる。生還ではないけれど死んでもいないというなんとも妙な状態で、誰もかれもが霊体になって戸惑うわ驚くわ喜ぶわ嘆くわ、ついさっきまでの惨状を上回るレベルの大騒ぎになり、乱舞する霊魂を見上げながら、ミソギはもうどうにでもなれと思う。




　　　　　○




　木もく蓮れんは、閻えん魔まとのやり取りを遠く遡さかのぼって思い出している。

　今でこそスマホひとつで繫つながる関係だが、電話機が実用化されていない時代はそれはもう面倒だった。まず報告が手間だ。専用の書簡を用意し、獄卒を通じて数日かけた郵送のやりとりをしなければならない。地獄と現世の行き来はそれだけでも大事であり、一度こっちへ腰を据えてしまえば何十年も戻らないのは当たり前だった。

　やり取りの中で、近況報告や雑談も交わされる。文通のようなものである。木もく蓮れんは何かと閻えん魔まを継いだ梔くち子なしを心配したし、閻えん魔まも閻えん魔まで筆まめなため、業務上どうでもいい雑談はどうかと思いながら律りち義ぎに応じた。そんな折、あることが話題に上る。

　現世の空は青い、ということ。

　これは木もく蓮れんには大変珍しいことだった。地獄の空は赤か黒だ。ちょうど現世の夕方、真夏の逢おう魔まヶ時が一番近い。驚きと共にそのことをしたためると、数日後に返事が来る。

　閻えん魔まは青空というものを見たことがない、という。

　彼女は地獄から出ることが永遠にできない。そういう風にできているからだ。現世の地球が丸いように当然のことだった。

　それからも、やり取りは続いた。写真の文化ができた。電子機器が発展した。木もく蓮れんは空をよく撮った。撮っては閻えん魔まに送り、感想を聞いた。それでもやはり、実際にこの目で見る青空の広さには敵かなわないと思った。

　──いずれ、本物を見てみたいものよのう。

　不可能とわかった上での雑談である。固定電話を手に木もく蓮れんは問う。

　──地獄が無くなったら、見えるのかな？

　──阿あ呆ほう。滅多なことを言うでないわ。

　──でもさ。クーちゃんが閻えん魔ま様な限り、ずっと出られないんでしょ。

　閻えん魔まは笑い、

　──左様。可能性があるとすれば、次代に任を継ぐか、わしが死んだら、くらいじゃの。

　やはり、雑談である。当然だ。しかしその時木もく蓮れんは、線路を歩いたあの黒蛾の夜を思い出していた。梔くち子なしはあの時、木もく蓮れんのやりたいことを手伝ってくれた。自分は、どうだろう。

　その日、窓の外から見える空は、気も遠くなるほどに青かった。




　ミソギが横を見れば、木もく蓮れんが声も出さずに泣いていた。

　見なかったことにする。ミソギは視線を空に戻し、飛び回る霊魂を見上げながらふと、

「オレはな。お前のことは、別に嫌いじゃねぇ」

「なにそれ、口説いてる？」

「馬鹿か。そんならもっといい女探すわ」

　長すぎる数日だった。二十四時間前のことなど遥はるか昔だ。

　それでも、とりあえず、これだけは言っておきたかった。

「オレのこと、人間って言ってくれてありがとな」

「………………今それ言う？」

「タイミングが無かったんだよ。とにかくそういうことだ。他に言うことはねぇ」

「怒ってないの？」

「ゲンコツが欲しけりゃくれてやる」

　また、沈黙。思案の気配。一応、念を押しておく。

「……もう余計なことしねぇな？」

「……うん」

「本当だな？　閻えん魔ま様にごめんなさいできるか？」

「……たぶん」

　ならいい。本当は拳でも合わせたかったところだが、無いので諦める。

「──んじゃ、友達だ」

　震える声で、木もく蓮れんは少し笑った。

「……ばかみたい。嫌いって言ったのに」

　東の空に陽が昇る。朝焼けのグラデーションがかかる空、天蓋は鮮やかに青い。











エピローグ　死んだからどうした






　年が明けた。

　霊れい破わ十二年はのっけからクソでミソだった。

　年の瀬に起こった大事件は東とう凶きよう屠と全体に深い爪痕を残した。これにより亡もう者じやどもの年越しカウントダウン、血こう骨はく歌合戦、逝ゆく年狂う年などの恒例イベントはまとめてキャンセル、除夜の鐘は全部砕けて例年になくヌルッと正月が来た。

『生きてますかーー!!　東とう凶きようスリーシアター・ラジオの復活です！　あー死ぬかと思った。改めまして、お相手はわたくしＤＪフ「あそぼ」あけまして「イェーイ！」ねえこれ「ファンでした！」ちょ「私にも聞かせて」なんか声が混ざりまくるんだけどーーーーー!!』

　幽かく離り都市「東とう凶きよう」の総人口は、ざっと一千万。

　そのうち三百万人程度が、霊魂だけの存在となった。

　もとから幽体だった奴やつを含めれば、屠と民みんの実に四割近くがふよふよ浮かぶ亡霊と化したことになる。食われて肉体を失っても、死なない世界では魂だけが残る。ある者は悲しみ、ある者は逆に喜び、飛んだり跳ねたり何かに乗り移ったりラジオやテレビに怪電波を割り込ませる。

　街々は修復され、あるところは放置され、あるところはよからぬ奴やつらに悪用された。

　日常は、破壊された。

　だが破壊といえば十年前にひときわデカいものが天地をひっくり返したわけだし、どう足あ搔がいても亡もう者じやは死なないのだから、なんだかんだで彼らの生活は続く。

　これが東とう凶きようであり、幽界現象後の世界だった。歪ゆがめば歪ゆがんだまま、変われば変わったまま、日々の変質に誰もが適応して暮らしていく。そうして笑ったり泣いたり、仕事をしたり悪事を働いたり死んだり殺したりを繰り返す。

　世界がどう在っても、人間はそう簡単には変わらないものである。




「行くのか？」

　東とう凶きようの「外周」は、徹底的に隔離されている。

　高さ二十メートル以上の壁は序の口。──「壁」とは上空からだとそう見えるだけの話で、実際には二キロ近く続くうず高く積み上がったジャンクの樹海だ。猫の子一匹も通り抜けるのに苦労する過密ガラクタ地帯をなんとか抜けると、今度は件くだんの血の池が広がる。万が一にもそこを抜けたら、今度は境界を守る自警団の銃口がお出迎えとなる。

　詮ずるところ、徒歩で東とう凶きようを抜けるのは不可能に近い。

　その、長く険しい道程の第一歩に、火か楽ぐら木もく蓮れんは立っている。

「うん」

　早朝。からっと晴れた空の下、吐く息は摑つかめそうなほど濃く白い。

　木もく蓮れんは振り返り、ミソギの両腕と右脚を改めて見て笑った。

「カッコいいじゃんそれ。ひひひ」

「……お前こそ、なかなかシャレた頭してんぜ？」

　意地悪に皮肉で返す。

　木もく蓮れんの髪は、その右半分が墨を引いたような黒に染まっている。

　レーザーの直撃で吹っ飛んだ顔半分は、あれからなんと治癒した。しばらく影の中に引きこもり、出てくる頃にはこの様子だった。どうもかなりの力を使ったようだが、幽界現象以前の死神ならではというか、本物の「不死身」とはこういうものなのかもしれない。

　対するミソギは、食われた雨う炎えん鋼こうの代わりに、フランケンシュタイン博士謹製の義肢を使用している。斬られただけの右脚はまだしも、両腕はまだ戻っていないのだ。やめろと言ったのに右腕はロケットパンチだし左手には指マシンガンを仕込まれている。マジでいらない。

「そのことなんだけどさ。──藍らん火ひ影えい」

　命じ、木もく蓮れんの影がミソギの両腕を侵食。義肢を切り飛ばして両肩口の断面に密着した。

「うお!?」

「返すよ。ちょっと混ざってるけど、まあキミならうまく使えるでしょ」

　雨う炎えん鋼こうが、戻ってきた。

　だが、ところどころが赤い。藍らん火ひ影えいが多少混ざったやっつけ仕事になっているらしい。

「……なんか変なモン仕込んでねぇだろうな？」

「あ、そゆこと言う。ボクがそんなことするように見えるわけ？」

　見えるか見えないかで言えば、割と見える。そう目で答えると、木もく蓮れんは「えー」と心外そうに顔をしかめた。ま、いいか──とミソギは首を振り、

「これからどうするんだ？」

　木もく蓮れんは、ヒールで己の影を突いた。藍らん火ひ影えい。変異、展延──

　次の瞬間、辺り一面は無数の蠟ろう燭そくを立てる影の淵ふち。その数、実に三六〇万八五一七個。

　ポレヴィークが東とう凶きように来るまでに捕食した、亡もう者じやや人の魂である。

「みんなの願いを、聞いてみる。あの子が通った道を逆に辿たどって、ひとつひとつ巡って、叶かなえて、全部終わったら改めて考え直すよ」

　気の遠くなる話だが、木もく蓮れんは本気だった。この魂のほとんどは望んで喰くわれたわけではあるまい。現世に残ることを望む声もあれば、諦めて冥界へ送ってもらいたがる声もあるだろう。

　いずれにせよ、長い旅になる。

「キミは、これからも賞金稼ぎでしょ？」

「まあな。──で、確認なんだが、本当にいいんだな？」

　ポケットから出したスマホを見せてみる。やろうと思えば、今からでも地獄と伝でん奇き屋や堂どうの黒電話に繫つなげることができる。しかし木もく蓮れんは、首を振った。

「手紙は残しといたから。それにクーちゃんには、やること終わってから話そうと思う」

「……そうか」

「そ」

　他に、言葉は無かった。魂は影に溶け、木もく蓮れんが連れて行く。何も言わずに踵きびすを返かえす。白と黒の髪が朝の風に揺れてふわりと広がる。

「おい」

　声をかけ、肩越しに振り返る彼女にもうひとつ、

「腹が減ったら適当に戻ってこい。オム巻きくらいは奢おごってやる」

　歯を見せて、木もく蓮れんは笑った。

「キミのそういうとこ、ほんと嫌い」

　ひゅっ──

　次の瞬間、彼女の全身が影になって消えた。

　あんなに嬉うれしそうに「嫌い」と言う奴やつをミソギは始めて見た。

　近くに停とめてあったレイスに戻る。運転席に座り、改めて助手席とバックミラーを見た。




「────で、なんでお前ら帰ってねぇの？」




　アッシュとフィリスが乗っている。

　アナテマのエージェントはロンドン塔に帰った。一応は「任務完了」ということで報告するらしい。途中通信途絶が起こったのをいいことに、経過をいい感じにこねくり回して「みんな協力してポレヴィークをぶっ倒しました」と改かい竄ざんしたのは風見鶏ウエザーコツクだった。

　アタイの手柄ってことにするっス、と奴やつは言っていた。

　包帯ぐるぐる巻きの毒蛇ヴアイパーは口まで塞がれているため反論もできず、輸送機に叩たたき込こまれてから先は知らない。同じく治療を受けたシエナは、輸送機に乗り込む直前、こう言った。

　──私は、お前を許さない。

　傷付き、力を失った翡ひ翠すい色の眼めはしかし、いまだ冷めやらぬ憎ぞう悪おの火を湛たたえていて。

　──忘れるな。お前に消えてもらいたがっている人間は、機関の中にも数多い。死に正しいも間違いもあるものか。……アッシュ。お前は、私が必ず、殺す。

　いつでも来るといい──アッシュはそう答えた。シエナは噴き上がる怨えん嗟さによってのみ生きる力を得ているかのようで、かつての「弟」を睨にらむ目には獰どう猛もうな生命力が満ちていた。

　視線が一瞬、フィリスと交差する。

　アッシュの隣に立つその少女に、なにか憐あわれむような──あるいは羨むような表情を、ほんの一瞬だけ見せた。そうしてシエナは、決して振り返ることなく輸送機に乗り込んだ。

　飛び去る輸送機に、アッシュとフィリスのコンビは、乗らなかった。

　今は代わりに寄越された何かもわからない観測機器を弄いじくり回まわしている。

「調査です」

「調査ぁ？」

「ポレヴィークの侵略を受け、東とう凶きようは更に変質しました。今回の件が都市や亡もう者じやに及ぼす影響について、特に『霊体』の吸収や融合、その果てにあるものを調べろと、総隊長命令です」

「……つまり？」

「私とアッシュは、しばらく東とう凶きように残ります」

　………………………………。

「帰れ」

「お断りします」

「かーえーれ！　このガラクタとか抜けてきゃ外だホラ行け行け!!」

「嫌ですってば！　これも仕事ですし！　あと、私としても東とう凶きようの現状には興味があります」

　ふんすっ、と鼻息を噴くフィリス。何がふんすだ。というか、真っ先にノーを突きつけそうな助手席の無駄イケメン野郎の反応はどうなんだ。

「悪夢だな」

「ほら相方はこう言ってんぞ」

「だが、好都合だ」

「あぁ!?」

　助手席で優雅に足を組み、アッシュはこともなげに、

「僕にも目的ができた。その為ためには、幽界現象にまつわる事件の最前線に居続けるのが一番都合がいい。その点、この街は掃はき溜だめ中の掃はき溜だめだが、条件に合っている。霊体──魂の変質と行方についてというテーマも興味深いものだ」

　なんだこいつ。こんなにアカデミックなことを抜かす男だったろうか。

「……目的って何だよ」

　アッシュは、こともなげに、




「天国を探す」




　──は？

　拝啓、六々ろくろへ。様子のおかしい奴やつが少しはまともになったと思ったら、今度はお花畑なこと言い出して兄ちゃんもうどうしていいかわからん。

「私は、あながち無茶な話ではないと思ってます」

「いやバカ、お前まで何言ってんだ、天国なんてもんはだな──」

「だって、地獄の存在が証明された世界でしょう。どこにも無いだなんて言いきれますか？」

　幽界現象から十年、「天国」の存在は確認されていない。

　だが、たったの十年と言うこともできる。

　見つかっていないだけのものを「無い」と言い切ることはできない。地獄があり、閻えん魔まや獄卒がいて、死神が旅に出るような世界だ。ポレヴィークの一件は、魂の行く先について改めて考えてみる契機にもなった。ああした「魂の行く先」が地獄以外にもあるというのなら、もしかすれば──と考えるのもなるほど無茶なことではない。が、

「……オレは手伝わねぇぞ」

「期待してない。こっちで勝手にやるから君はたまに足になれ」

「それをやらねぇっつってんだよ！　つーか今更そんなモン探そうとかどういうつもりだ!?」

　アッシュは前だけを見ている。視線の先は、世界の果てみたいに開けた直線道路だ。

「──少なくとも、希望にはなるからだ」

　静かな蒼あおい眼めには、悪夢の残ざん滓しは残っていない。

　だが、過去を忘れたわけでもない。「姉」だった少女とコンビを組み、かつて「姉」であった女と出会った彼は、自分なりに未来へと駒を進めようとしているように思われた。

　──なら、それを敢あえて止める理由も無いか。

「ミソギはどう思いますか？　天国というものがあると思います？」

　はん、ミソギは鼻を鳴らし、

「そんなモンがあったとすりゃ、幽こ界う現な象る前のこの世だよ」

　アクセルを踏む。レイスが急加速する。

「言っとくが、住むには最悪な街だぞ」

「わかってます。身に染しみて知りましたから。──でも、楽しそうじゃないですか？」

　何かが吹っ切れたような、一種の開き直りを感じる。なんなんだこいつ、とアッシュを見るとあっちも肩を竦すくめた。ある意味、一番ヤバいのはこの女なのかもしれない。

　朝あさ霞がすみに浮かび上がり、東とう凶きようの街が近付いてくる。以前と違うのは、浮遊霊の数が爆増したため、遠景にもビル群を縫って飛ぶ怪しげな光が見えるところだ。

　気が重い。新たな面倒事の気配をビシバシ感じる。けれど、今はあそこが帰る場所だ。

「で、君はどうする」

　アッシュの問いに、ミソギはまっすぐな片側一車線の道路の果てを見ながら、答えた。

「仕事に決まってんだろ」

　重ねてアクセル。黒い車が思いっきり加速し、死と退廃の街へ突っ込んでいく。










　　　あとがき




　それにしてもラーメンとは奥が深いですな。

　東西南北に地域性があって、醬しよう油ゆだ豚骨だ、味み噌そだ塩だといっても作り方次第でいくらでも枝分かれする上、トッピングだのブレンドだの出だ汁しの取り方だの細分化していてキリがありません。もはや宇宙です。

　もちろん、そんな中にも好みはあります。誰もが自分の信じるラーメンを持っています。

　ラーメン嫌いな方には申し訳ありませんがとりあえず「ある」方向で話を進めます。

　しかし、寸胴はひとつ。多数のラーメンは共存できない。だからみんな意地と誇りを懸けて戦うわけです。「醬しよう油ゆしか認めねぇ！」「でもあの子は豚骨食べたいって言ってるよ？」「いえ味み噌そも捨てるわけには！」「君の塩でスープを作るぞ」「俺は激辛にしか従わない」「ふがし」などなどなど、あらゆる思惑と信念が絡からまり合い、出来上がる味とは果たして……。

　何の話だっけ。そう、結局は好き好きの問題だということです。

　しかし本作のボスキャラ「火か楽ぐら木もく蓮れん」は、唯一「好き」の衝動が自分の中に無い人です。

　木もく蓮れんは、誰かのためにラーメンを作ります。自分ルールの塊にして、ある意味ミソギやアッシュとは似た者同士だった前作ラスボス「ハイド」とは正反対。木もく蓮れんは常に、死にゆく誰かのための最後の晩ばん餐さんを作り続けてきました。

　そんな彼女に霊れい破わの時代はどう映ったか。寸胴の中はどろどろの闇です。もう何をどう作ればいいのか誰にもわからん。なので、せめてお腹なかいっぱい食べたかった女の子のために働こうというのも、ひとつの答えでした。

　どちらが正しいとかではなく、より諦めが悪く、より泥臭く足あ搔がき倒した方の勝ちというお話。善悪なし、多分どれも不正解、でもどこかしら正解。楽ではないし、上う手まくいくとも限らないけれど、どうしても時間は進んでいくから、腹をくくって岡持ち片手に爆走するのみ。




　サブタイが「東とう凶きよう聖せい餐さん」だったので、食べ物を絡からめたあとがきにしました。

　本シリーズをもう一杯いやもう一冊お出しできたのは、ひとえにご声援いただいた読者の皆様のおかげです。再びお目にかかれて本当に嬉うれしく思います。また担当頂いたご両名、イラストの東西先生。リアルに大変な世情の中（執筆時点）、引き続き誠にお世話になりました。

　ちなみに本編は別にラーメンバトルラノベではありません。

　というわけで、東凶風闇鍋ラーメン鉄分マシマシ火薬味でした。お口に合えば幸こう甚じんです。





九く岡おか　望のぞむ
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東とう凶きょう聖せい餐さん
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